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はじめに 
 
 近年、少子高齢化の進展に対応し、公的年金制度や雇用にかかわる法改正などが実施されて

きたが、今後とも家族形態・世帯構造の多様化は一層進むであろう。こうした社会、家族、経

済諸関係の進行を背景に、シニアの生き方や生活設計のあり方もますます変わっていくものと

考えられ、将来のシニア層がもつであろう、老後に向けた生活ニーズを新たにとらえなおすこ

とが求められている。 
 当財団では、このような問題意識のもと、従来あまり注目されてこなかった独身の中年女性

に焦点をあて、平成 12 年度に「独身女性（40～50 代）を中心とした中年女性の老後生活設計

ニーズ及び社会的支援に関する調査」（以下「前回調査」という。）を実施した。この前回調査

では 40 歳代から 50 歳代前半の独身女性を中心に中年女性のもつ不安意識や自立意識を探り、

それをもとに老後の生活設計ニーズや社会的支援のあり方を研究した。 
 今回調査は、前回調査から 5年経過した時点での第 2回目となる。ただし、今回調査におい

ては、対象者を40歳代から50歳代後半まで広げかつ未婚の方々に絞り、調査内容に関しては、

仕事を中心とする現在の生活そして将来に向けた生活設計ニーズの把握に重点を置いた。 
 研究にあたっては、研究会を組成しそこでの議論をふまえて、全国を対象とするアンケート

調査（定量調査）と、これを補完する全国 3都市（東京、仙台、静岡）でのグループインタビ

ュー調査（定性調査）を実施した。本報告書は、これらを取りまとめたものである。 
 
 今回調査に関し、研究会の座長をお願いした直井道子氏をはじめ、委員をお願いした今田幸

子氏、白波瀬佐和子氏、永瀬伸子氏、武石恵美子氏、椋野美智子氏の各先生方には、ご多忙の

中、大変ご協力をいただき、かつ貴重な論文を寄稿していただいた。ここに改めて深く感謝申

し上げる次第である。 
そしてアンケート調査やグループインタビュー調査にご協力をいただいた多数のモニターの

方々へも、この場を借り厚くお礼を申し上げたい。 
 
 
平成 18年 6 月 
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（１）本報告書の構成 
ここで、本報告書の構成を簡単に紹介しておきたい。 

 第１部第１章は、本調査の目的と方法について述べた。 
 第２章は、本報告書の要約的まとめにあたる。 
 第３章で、アンケート調査の分析結果に関し、データを中心に取りまとめた。 
第２部は、研究会の各委員よりいただいた本調査にかかわる論文である。 
そして第３部では、合計 6回実施したグループインタビュー調査の記録を掲載した。 
最後の資料編は、アンケート調査票である。 

 
（２）本報告書の執筆者（研究会については P2参照） 
 ＜研究会委員＞（順不同、敬称略） 
 直井道子    第２部１ 
 白波瀬佐和子  第２部２ 
 永瀬伸子    第２部３ 
 武石恵美子   第２部４ 
 
 ＜事務局＞ 
 千保喜久夫   第１部第２章７、報告書全体の取りまとめ 
 小川英明    第１部第１章１、２（１）・（２）、第２章１、６、第３章１、２（１）・（２）・ 

（３）ｂ・（６）ｂ・（７）・（８）ａｂｃ、第３部１、２（１）・（３）・（５） 
 真野敬     第１部第１章２（３）、第２章２、３、４、５、第３章２（３）ａｃ・（４）・ 

（５）・（６）ａｃ・（８）ｄｅｆ、第３部２（２）・（４）・（６） 
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第１章 調査の目的と方法 
 
１．調査の目的 
（１）調査目的 
 今回調査の目的は、40歳から 59歳までの独身の中高年女性を対象とし、仕事を中心とする
現在の生活と将来の生活設計ニーズの把握である。 
なお、本調査は、5年ごとの定点観測研究として位置付けているものである。 

 
（２）調査対象者 
 今回は、独身女性のうち、いわゆる生涯未婚者に対象を絞り、かつ年齢を 40歳代から 50歳
代後半までとし、前回調査よりその年齢範囲を広げた。 
 また、調査対象者のサンプル抽出が困難なため、サンプリングにかかわる無作為性の問題が

あるものの、調査委託を行った株式会社インテージの有する調査モニターから本調査の対象者

に該当するモニターを抽出し、それらの方々を対象にアンケート調査を実施した。 
 グループインタビュー（集団面接）調査に関しては、年齢と従業上の地位により対象者をグ

ループ分けし、株式会社インテージが機縁法により募集を行ったモニターに対して、集団面接

法による調査を実施した。 
 サンプルの性格については「２．調査の方法（３）アンケートの回答者について」を参照。 
 
（３）調査内容 
 今回調査では、その目的に沿い、以下の事項について調査を行った。 
＜調査事項＞ 
ａ．仕事 
ｂ．家族・家計 
ｃ．住まい 
ｄ．いまの生活 
ｅ．老後の生活 
ｆ．行政に望むこと 
 ｇ．対象者の属性 
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２．調査の方法 
（１）調査方法 
 本調査にかかわる研究会を組成し、調査の方向性・内容、調査方法などについて検討を行っ

た。調査方法は、定量調査であるアンケート調査を中心に据え、さらにこれを補完するものと

しての定性調査、グループインタビュー調査を実施し、アンケート調査では表れない生活の実

情把握に努めた。 
 
（２）調査方法の概要 
 ａ．研究会 
 直井道子東京学芸大学教授を座長とする委員 6名による研究会を設けた。 
 ①研究会 
 ＜研究会委員＞（順不同、敬称略） 
 直井道子    東京学芸大学教授 
 今田幸子    労働政策研究・研修機構仕事と生活部門統括研究員 
 白波瀬佐和子  東京大学大学院人文社会系研究科助教授 
 永瀬伸子    お茶の水女子大学大学院人間文化研究科助教授 
 武石恵美子   法政大学キャリアデザイン学部助教授 
 椋野美智子   企業年金連合会企画振興部長 
 
 ＜事務局＞ 
 千保喜久夫   財団法人シニアプラン開発機構主席研究員 
 小川英明    財団法人シニアプラン開発機構主任研究員 
 真野敬     財団法人シニアプラン開発機構主任研究員（平成 17年 10月～） 
沖輝久     財団法人シニアプラン開発機構主任研究員（～平成 17年 9月） 
 
 ②研究会の開催 
 第 1回：平成 17年 10月 12日開催。本調査の内容と方向性、調査方法、アンケート調査票

などに関する広範な検討を行った。 
 第 2回：平成 17年 11月 7日開催。第 1回に引き続き、アンケート調査票の内容についてさ

らに掘り下げた検討を行った。 
 第 3回：平成 18年 2月 27日開催。アンケート調査のデータ分析、報告書の内容や構成など

に関して検討を行った。 
 第 4回：平成 18年 4月 25日開催。研究会の各委員および事務局にて分担執筆した原稿をも

とに報告書の内容や構成に関する最終検討を行った。 
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 ｂ．アンケート調査 
 実施時期：平成 17年 12月～18年 1月 
 調査対象地域：全国 
 調査方法：郵送調査 
 総発送数：1,250件 
 有効回収件数：1,008件 
 有効回収率：80.6% 
 
 ｃ．グループインタビュー調査 
 実施時期：平成 17年 12月～18年 2月 
 調査対象地域：全国 3都市（東京、仙台、静岡） 
 調査方法：集団面接（グループインタビュー）法 
 モニター数：30名（各回 5名×6グループ） 
 
（３）アンケートの回答者について 
 ここでは、アンケート調査の回答者について、そのサンプルとしての性格をみておく。 
 
 ａ．年齢 
 アンケート調査回答者の年齢分布に関して、平成 16 年国民生活基礎調査（なお、国民生活
基礎調査の数値は、離死別者を除く未婚者の結果である）と比較したものが図表 1-3-1である。
これによれば、本回答者の年齢分布は、40歳代、特に 45～49歳において同国民生活基礎調査
のそれより多く、逆に 50歳代では、同国民生活基礎調査の結果を下回っている。 
 
 図表 1-3-1 年齢階級別の回答者数の分布 
年齢 アンケート 平成 16年国民生活基礎調査 ①－② 

 回答件数 

(単位：人) 

構成比…① 推計値 

(単位：千人） 

構成比…②  

40～44歳 385 38.2% 401 35.2% 3.0% 

45～49歳 292 29.0% 274 24.1% 4.9% 

50～54歳 174 17.3% 245 21.5% △4.2% 

55～59歳 157 15.6% 218 19.2% △3.6% 

計 1,008 100.0% 1,138, 100.0% ― 

 
 ｂ．居住地 
 本調査回答者の居住地を、東京都区部・政令指定都市・左記以外のその他の地域に分類して、

平成 12年国勢調査と比較した（図表 1-3-2）。本調査の実施時期が、前回の国勢調査より 5年
経過しているので、今回の調査対象者を、平成 12年国勢調査の 40～59歳の層、35～54歳の
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層と比較する。回答者の居住地は、国勢調査に対して、｢東京都区部｣の割合が 7％ポイント程
度高く、｢その他の地域｣の割合が国勢調査比 10%ポイント強低くなっている。 

 
 図表 1-3-2 居住地別の調査回答者数の分布 

 
注：政令指定都市には、平成 12年国勢調査以降（平成 17年 4月）に政令指定都市なった静
岡市を含む。 

 
 ｃ．就業状況 
回答者の就業状況を整理したものが図表 1-3-3である。回答者に占める就業者（労働力人口
より完全失業者を除いたもの）の割合は、全体で 86.5％である。これを、今回アンケート調査
実施時点と同時期である平成 17年 12月の労働力調査（月次）に比較すると、本調査の方が全
体で 14.6%ポイント高い。また年齢階層別でも、就業割合が労働力調査より 1～2 割程度高く
なっている。 

 
図表 1-3-3 就業状況別の調査回答者の分布 
年齢 アンケート 労働力調査（月次 平成 17年 12月結果） 

 回答数 就業者(人） 就業割合 
人口総数 

(万人） 
就業者(万人） 就業割合 

40～44歳 385 345 89.6% 49 39 79.6% 

45～49歳 292 264 90.4% 31 22 71.0% 

50～54歳 174 143 82.2% 22 15 68.2% 

55～59歳 157 120 76.4% 26 16 61.5% 

全体 1008 872 86.5% 128 92 71.9% 

 
 
 
 
 

アンケート 平成 12年国勢調査 地域 

 回答件数 

 

構成比 35～54歳計 

(単位:人） 

35～54歳計 

構成比 

40～59歳計 

(単位:人） 

40～59歳計 

構成比 

東京都区部 205 20.3% 184,672 12.8% 140,834 13.1% 

政令指定都市 230 22.8% 309,616 21.4% 231,731 21.5% 

その他の地域 551 54.7% 949,294 65.8% 706,189 65.5% 

不明 22 2.2% ―― ―― ―― ―― 

全国 1,008 100.0% 1,443,582 100.0% 1,078,754 100.0% 
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第２章 現在の生活と老後の生活設計ニーズ 
 
 第２章においては本報告書の要約的とりまとめを行う。その内容は、第３章のアンケート調

査結果とグループインタビュー調査記録を踏まえたものであり、今回調査の全体を把握するに

は、第２部も合わせてみていただきたい（第２章以下、アンケート調査とグループインタビュ

ー調査の内容を適宜記載するが、両者のサンプルはそれぞれ独立であることに留意願いたい）。 
 
１．仕事について 
（１）対象者の 49.7%が正規従業員 
 本アンケート調査では、就業者が回答者全体の 86.5%であった。このうち、正規従業員は就
業者全体の 49.7%（回答者全体の 43.0%）を占め、非正規従業員が 27.6%、自営業と自由業が
併せて 10.5%であった。 
これを年齢階層別にみると、50歳代後半層になると、それ以前の年齢層に比べ、正規従業員
が大幅に低下し、一方非正規従業員がやや増え、かつ自営業と自由業の割合が上昇する。これ

については、グループインタビュー調査においても、経験、趣味を生かしいずれ自営あるいは

起業したいとの話しがあった。 
 
図表 2-1-1 従業上の地位（問 2）（再掲） 

49.7

54.5

48.5

54.5

32.5

27.6

25.2

25.8

30.1

35.8

7.3

10.7

8.0

2.1

2.5

7.2

4.9

8.3

4.9

14.2

3.3

1.7

4.2

4.2

5.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=872)

４０～４４歳(N=345)

４５～４９歳(N=264)

５０～５４歳(N=143)

５５～５９歳(N=120)

経営者・役員 正規従業員 非正規従業員 派遣社員 自営業

家族従業員 自由業 内職 その他 不明

（２）従業上の地位が、収入を始めとする生活と老後の備えを左右しがち 
 上記の正規従業員か非正規従業員によって、年収の分布や社会保険の加入状況ひいては老後

の備え等へも影響を与えているように伺われる。これらの諸点は、本章「３．収入等について」

と「第３章２（８）補足分析－従業上の地位による仕事と生活」で後述する。 
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従業上の地位の相違は、現在の仕事にかかわる最大の悩みと不満にも現れている（図表2-1-2）。 
正規従業員は、収入面でも不満があるが、これと同等に「仕事が多い」や「休暇がとれない」

といった就業上のものが大きく、勤務の多忙さといったことが色濃く出た。これに対して、非

正規従業員は「収入が少ない」が圧倒的に大きく、さらに「雇用が不安定」、「社会保険に入れ

ない」が続き、これまで指摘されてきた、非正規従業員の置かれた就業面における厳しい立場

が、本調査においても確認されたといえよう。 
 
図表 2-1-2 現在の仕事にかかわる最大の悩みと不満（問 2付問 2-6-1）（再掲） 
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（３）転職経験者の 79.6%が、初職において正規従業員であった 
 職歴についてみると、転職経験者の初職における従業上の地位は正規従業員が 79.6%とかな
り高い割合であった。その初職の勤続期間は平均で 6.4年であった。これに、初職から今まで
継続して正規従業員である方（回答者全体の 24.2%）を加えると、回答者全体で、初職が正規
従業員であった割合は 75.4%となる。 
 転職経験者は回答者全体の 52.1%であり、これを現在の従業上の地位別によれば、非正規従
業員の転職経験者が 82.2%、正規従業員のそれは 42.5%である。 
 
（４）「仕事の内容や職場に不満」で初職を退職したケースが多い 
 非正規従業員の就業面における厳しい立場を考慮すれば、初職の正規従業員を退職するには

相当の理由があると考えられる。そこで、正規従業員としての初職をやめた理由を、非正規従

業員と無業者の 2 グループに分けてみると、前者では、「仕事の内容や職場に不満」といった
ことにともなう本人の自発的な理由の割合が 7割近くに達する。一方、後者では、自発的理由
と非自発的理由の各比率がほぼ半々で、非自発的理由では本人の「病気」の割合が高かった。 
 いずれにしても、初職の退職では、非正規従業員、無業者とも相当の比率で自発的理由によ

って退職している。それがその後の仕事、収入をはじめ老後の展望までを左右しているものと

すれば、なぜこれほど高率で退職するのか、さらに詳しい調査が必要であると思われる。 
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２．世帯の住居の状況 
（１）1人暮らしの割合は 32.1% 
世帯人数別の割合をみると（図表 2-2-1）、1人暮らしが 32.1%で一番多い。これに 3人世帯
（28.2%）、2人世帯（25.3%）がほぼ 1／4づつで続く。 
地域別にみると、大都市ほど 1人暮らしの割合が高くなり（東京都区部 45.4%、政令指定
都市 33.5%、左記以外の地域 26.3%）、3人以上世帯の割合が低くなる。また、50歳代後半
層になると 1人暮らしの割合が高まる。 

 
図表 2-2-1 世帯人数（問 6） 

32.1

25.3

28.2

8.5

5.6

0.3
0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

１人 ２人 ３人 ４人 ５人以上 不明

 
（２）2人以上世帯では、親との同居が約 8割（77.4%） 

2人以上世帯の同居者別内訳は図表 2-2-2のとおりで、親と同居する割合が 77.4%（全体の
52.3%）である。 
 本人に子どもがいるケースは 105件だが、このうち 78件が本人と子どものみの世帯であっ
た。これは 2 人以上世帯の 11.5%（全体の 7.7%）となる。ただし、本アンケート調査では子
どもの年齢を問うていないので、一部に成人した子どもも含まれている可能性がある。 
 
 図表 2-2-2 2人以上の世帯の同居者の内訳（問 6 問 6付問 6-1） 
同居者の内訳  回答数 割合  

親と同居   527 77.4% 

  うち 親 1人と本人のみ 176 25.8% 

  うち 両親と本人のみ 182 26.7% 

  うち 親・兄弟姉妹 134 19.7% 

  うち 親・子ども（兄弟姉妹との同居含む） 25 3.7% 

兄弟姉妹と同居（親との同居除く） 38 5.6% 

恋人と同居（親・兄弟姉妹との同居除く） 12 1.8% 

親・兄弟姉妹・恋人以外と同居 103 15.1% 

 うち子ども 78 11.5% 

不明   1 0.1% 

計   681 100.0% 
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（３）病気・介護などで援助が必要である（あった）人のいる割合は 26.2% 
 また、援助を必要とする（した）人の約 8 割は親である。その対処方法では（図表 2-2-3）、
まず｢同居の家族が介護｣（29.3%）であり、さらに｢病院へ入院｣（20.9%）、｢仕事をやめて自
分で介護｣（16.5%）、｢ホームヘルプサービスなどの在宅介護を利用｣（15.3%）の順になる。 
 
（４）これから親等への援助が必要になる場合では、在宅介護への期待が大きい 
 これから親等が病気・介護で援助が必要になった場合の主な対処方法の見込については、｢ホ

ームヘルプサービスなどの在宅介護を利用｣（27.4%）への期待が大きい（図表 2-2-3）。これま
での実際の対処方法に比較すると、相対的に施設ケアの割合が低く、在宅ケアへの期待が大き

いことに特徴がある。 
ただし、｢同居家族が介護｣（17.8%）、｢仕事をやめて自分で介護｣（14.7%）、｢病院へ入院｣
（11.2%）、｢会社の介護休業制度などを利用し自分で介護｣（10.6%）、「公的介護施設に入所」
（9.4%）も一定割合ある。 
これからの対処方法において、在宅介護や会社の介護休業制度を利用するとの回答割合が高

くなることには、介護保険サービスの普及、企業サイドにおける介護支援制度の拡充などが反

映しているとみることもできよう。 
 
図表 2-2-3 病気・介護で援助が必要な方への実際の対処方法（問 22付問 22-1）と、 
      これから援助をする場合の対処方法の見込 (問 23)との比較）（再掲） 
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算出 



 - 9 - 

３．収入等について 
（１）本人の仕事による年収は、｢200～300万円未満｣が 20.2%で一番多い 
 図表 2-3-1のとおり、本人の仕事による年収は、｢200～300万円未満｣の層が 20.2%で最多で
あるが、全体では 100万円未満～600万円未満の間に幅広く分布している。 
また世帯の年収では、やはり｢200～300 万円未満｣（18.1%）が一番多いが、全体では 100
万円未満～1,500万円未満の間に幅広く分布している。 
 世帯収入を世帯構成別にみると、最多となる所得帯は、ひとり暮しで｢200～300 万円未満｣
（23.1%）、親との同居で｢600～800万円未満｣（15.7%）である。年齢層別では 50歳代後半層
になると、収入の分布が総じて低い方へ移動する。 
 
 図表 2-3-1 過去 1年間の仕事による収入（問 8付問 8-2） 
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（２）従業上の地位別・本人の年収（最多帯）：正規従業員は｢500～600万円未満｣。非正規 

従業員は｢100～200万円未満｣ 
 本人の仕事による年収は、従業上の地位によって大きく異なる。これを、図表 2-3-2の、所
得帯の分布状況でみると、正規従業員が｢500 万円～600 万円未満｣で 24.5%と最も多く、400
万円～900万円未満で 7割を占めている。一方、非正規従業員には年収｢100万円未満｣の層が
14.2%も存在し、最多所得帯は｢100 万円～200 万円未満｣の 41.1%、100 万円～300 万円未満
で 6割となる。 
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図表 2-3-2 過去 1年間の仕事から得た収入（問 8付問 8-2）（再掲） 
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（３）全体の 93.5%がなんらかの公的年金に加入している 
 老後生活への備えについて従業上の地位別にみると（図表 2-3-3）、正規従業員においては「厚
生年金」、「共済年金」の他「企業年金」に 30.2%が加入している。さらに、自助努力による「個
人年金保険」の加入率が高い。非正規従業員は、「国民年金」が主たる制度だが、「厚生年金」

にもそれなりに加入している。しかし、当然のことながら、「企業年金」はほぼ埒外で、正規従

業員にくらべると「個人年金保険」への加入率が半分強となっている。 
 
図表 2-3-3 加入年金（複数回答）（問 9） 
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（４）老後のための資産額は平均 21.7百万円。一方で、何の準備もなしが 20.8%である 
 老後の生計資金のための貯金・保険・有価証券などの金融資産・貯金の平均額は 21.7百万円
であり、その最多の資産額帯は、｢1,000～1,500万円未満｣である。 
従業上の地位別にその最多資産額帯をみると、正規従業員で｢1,000～1,500 万円未満｣
（24.2%）、非正規従業員で｢500万円未満｣（26.2%）、無業者で｢1,000～1,500万円未満｣（17.3%）
である。また、老後の生計資金向けの資産形成を何もしていないとの回答が 20.8%もあり、こ
れを従業上の地位別にみると、正規従業員で 7.2%、非正規従業員で 26.2%、無業者で 30.1%
であった。 
 
４．社会関係と生きがい 
（１）全体の 67.7%が今の生活に満足している。これは、仕事面・経済面の満足度と相関度合

いが高い 
いまの生活全体の満足度については、｢非常に満足している｣・「まあ満足している」・｢やや不

満である｣・｢非常に不満である｣の 4つの選択肢で問うたところ、全体では｢非常に満足｣（4.0%）、
｢まあ満足｣（63.7%）で合わせて 67.7%が今の生活に満足している。また生活の各領域につい
ても満足度を聞いているが、そのうち「収入」、「資産・貯蓄」に対する満足度と生活全体のそ

れとの相関関係が高い。 
 また、従業上の地位別に生活全体の満足度をみると（図表 2-4-1）、満足している合計回答割
合は、正規従業員で 82.0%、非正規従業員で 61.7%、無業者で 54.5%となっている。 
 
 図表 2-4-1 生活全体の満足度（問 19）（再掲） 
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さらに、最も充実感を感じるのは、｢趣味やスポーツに熱中している時｣（21.7%）、｢ゆった
りと休養している時｣（19.6%）の順となっている。 
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（２）生活の領域別満足度では、家族や友人との関係に対する満足度が非常に高い 
 生活の各領域、すなわち仕事の内容、職場の人間関係、収入、資産・貯蓄、趣味やスポーツ

活動、家族、友人、恋人、地域・近隣の人間関係、それぞれの満足度を聞いたところ、家族と

友人の「非常に満足」・「まあ満足」の合計回答率がそれぞれ 79.8%、85.9%と非常に高かった。
他の領域では、収入、資産・貯蓄を除くと、概ね 7割が満足している。一方、収入、資産・貯
蓄では、｢やや不満｣・｢非常に不満｣を合わせた不満との合計回答割合が 7割と高い。 
 
（３）お付き合いで最も親しい関係にあるのが、家族と友人である 
 お付き合いの親密度においては、｢非常に親しい｣・｢まあ親しい｣の合計回答が高いのは、家

族（1 人暮らし 76.3%・親と同居 90.3%）と友人（79.7%）であり、この結果から見る限り、
この両者がお付き合いの中心をなしている。また、親せき、現在の職場の同僚との親しい合計

回答はともに 5割程度で、総じてそこそこのお付き合いのようである。 
一方、近所の人との親しさにおいては、｢あまり親しくない｣・｢全く親しくない｣の合計回答

率が、全体で 51.2%あり、特に 1人暮らしでは 65.1%であった。グループインタビューにおい
て、集合住宅での 1人暮らしの場合、近隣との付き合いが薄く、付き合いはせいぜい挨拶程度
になる、との話しが散見された。 
 
（４）独身であることのメリット：時間が自由に使えること 
グループインタビューにおいて、独身であることのメリット・デメリットを訊いたところ、

メリットについては、家族などに時間を取られることがない、自分の時間に制約が少なく、時

間が自由に使えることを挙げるケースが大半であった。こうした時間の使い方の裁量度が高い

ことも、生活満足度の高い要因と思われる。 
一方、デメリットでは、社会が男性中心であること、男性が主たる家計の稼ぎ手であること

が暗黙の前提とされていること、社会保障制度が核家族中心であること、などがあった。 
 
５．老後への展望 
（１）老後生活の世帯の見込みは、１人暮らしが 32.5%、わからないが 33.0%である 
 老後の住まいで、だれと暮らすことを考えているか聞いたところ、全体では「１人暮らし」

が 32.5%、「わからない」が 33.0%である。年齢階層でみると、50歳代後半層では「１人暮ら
し」50.3%で、「わからない」が 19.1%であった。こうした結果をみると、今後１人暮らし高齢
者に向けた各種の生活支援策が一層必要になると考えられる。 
以上のことについては、グループインタビュー調査でも、事故を起したときに保険証やお金

の引き出しなど、代行してくれる「非常に身近な人がいないということを痛感した。１人でい

ることを痛感しました。」という話があった。 
 
（２）老後の住まい：40.6%が持ち家（含む相続）の見込み 
 老後の住まいの意向は、全体では、現在の住まいに継続居住が 38.6%、転居は 21.7%である
が、一方「わからない」も 38.7%と高い割合である。 
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これを住居の保有形態別にみると、将来、親族からの相続見込も含めて、老後の住まいの見

込みの 40.6%が持ち家となる。また親族保有の家への同居が 29.4%である。一方、自立型共同
住居（終身利用の有料老人ホームなど）への居住意向は、極めて少なく選択割合は 3.6%であっ
た。 
 
（３）老後生活費（見込）で最多の回答は、月額「15～20万円未満」（34.9%） 
 60歳以降（退職後）における生活費の見込み（扶養・住宅ローン支払・医療・教養・娯楽費
など含む）は、月額「15～20万円未満」が 34.9%で最多である。次は「10～15万円未満」（26.5%）
であった。この見込み額が、現在の仕事による年収にかかわらず、相当割合で 10～20 万円の
範囲内に収まるところに特徴がある。 
 
（４）老後の主たる収入源：正規従業員は｢公的年金｣、｢預貯金｣、｢個人年金｣。非正規従業員 

は｢公的年金｣、「仕事による収入」、｢預貯金｣ 
 老後の収入源について正規従業員と非正規従業員を比較すると（図表 2-5-1）、正規従業員に
比べ非正規従業員は、｢公的年金｣、｢預貯金｣、｢個人年金｣の選択割合が低い一方、「仕事による

収入」の割合が高くなっている。非正規従業員はそれだけ制度や過去の蓄積に頼れる度合いが

小さく、就労に依存せざるを得ない様子が伺われる。 
 このことは、グループインタビュー調査でも現れた。すなわち、60歳以降も生計費を得るた
め健康なうちは仕事を続けたいとの意向を示す方が多かった。これに関連し、これまでの転職・

就業の中断などにより、60歳時点では国民年金の受給資格を満たさず、年金を受給できるどう
かわからない、そうした不安があるため、仕事を続けて老後の生計費を稼がなければならない

という話しがあった。 
 
図表 2-5-1 老後の収入源（問 26）（複数回答）（再掲）
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（５）自分の要介護等では、｢公的介護施設に入所｣、｢在宅介護の利用｣、「病院への入院」を 
希望 

60 歳以降（退職後）、自分自身が病気・介護などで援助が必要になった場合の対処方法見込
みについてみると、全体では｢公的介護施設（特別養護老人ホームなど）に入所する｣が 38.7%、
｢自宅でホームヘルプサービスなどの在宅介護を利用する｣が 37.7%と、両者はほぼ同程度の割
合となった。これに「病院に入院する」（31.8%）を加えた３つが主たる対処方法であった。 
その次は｢介護付き有料老人ホームに入所する｣（15.9%）だが、この選択肢は、年収が高い
層ほど、その選択割合が高かった。 
 
６．政策への思いと期待 
 アンケート調査票の「行政に望むこと」という自由記載欄への回答は、およそ政策等への思

いといった内容と要望とに大別できる。この両者を、それぞれの対象分野ごとにまとめたもの

が図表 2-6-1である。 
 
（１）いまの生活に関連して：「税金の軽減」が最大の期待 
 「その他」を除くと、「税金の軽減」に分類されるものが 136 件（記載件数全体の 19.7%）
と最大であった。これに関連し、「税金の無駄遣いをやめて欲しい」も 49 件（同 7.1%）あっ
た。雇用の安定・確保の記載数は第 2位であった。 
 
（２）老後の生活：「公的年金」が最大の関心 
老後の生活に関しては、やはり「その他」を除くと、「公的年金の給付維持・不安解消」にか

かわる要望件数が 32.4%と 3割を超えて圧倒的であった。次が「介護施策の改善」である。 
特に「公的年金」に関しては、グループインタビュー調査においても、「保険料を納めても、

将来年金がもらえないかもしれない」や、「当てにできない」などの不安の声がたびたび聞かれ

た（東京第 1回調査ほか）。また、その一方では、「もっと早くにちゃんと勉強するとか、だれ
かが教えてくれればよかった」と悔やむ声もあった（東京第 2回調査）。 
このように公的年金制度への不安、そしてその裏返しである制度安定への期待が非常に大き

いことから、今後、制度の理念や仕組みに関する地道な周知や、若い年代からの充実した年金

教育の実施などが是非とも必要であると思われる。 
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 図表 2-6-1 行政への要望事項（問 28） 
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（％）

いまの生活（N=689） 老後の生活（N=766）

 
７．政策的インプリケーション 
 今回調査においても、改めて認識せざるを得ないことは、独身女性（40～50代）のライフコ
ースと生活が実に多様だ、ということである。初職から今日にいたる職歴、家族関係と同居の

有無などが、現在の生活に、そして老後の生活展望へも少なからぬ影響を及ぼしている様子で

ある。 
このことから、独身女性の置かれた現実の環境条件を前提に、可能なかぎり就業条件を改善

していくことが求められよう。現在の就業条件の改善は、今の生活を向上させるだけでなく、

たとえば老後生活への所得保障にも繋がっていくものでもある。また、ライフコースにおける

選択肢が多いこと自体は望ましいといえようが、その選択肢が真の選択肢でなければ意味がな

いとも言え、とりわけ女性にとっての正規従業員としての役割見直しが期待されるだろう。 
 以下は、今回調査におけるアンケート調査、グループインタビュー調査の結果、そして研究

会委員の先生方の論文、コメントを踏まえ、政策的インプリケーションとして絞り込んだもの

である。 
 
（１）非正規従業員の処遇の改善を 
 非正規従業員としての労働条件が厳しいものであることから、本人の努力しだいで正規従業

員に転換できる仕組みの整備が重要である。また、非正規従業員としても社会保険への適用拡

大が図られてしかるべきであろう。 
 
（２）初職としての正規従業員職を維持しうる工夫 
 正規従業員としての初職から転職するケースが多いことについて、改めて見直す必要がある

と考えられる。働き甲斐、仕事での役割、それに密接に関連する働く意欲といった観点から、

女性の仕事について男性と同等の機会が提供される必要があろう。 



 - 16 - 

（３）社会保障制度への信頼感の回復 
 今回調査対象者からは、社会保障制度に対する不満、不安の声が多々上げられた。これらの

多くは、制度の先行きへの漠然とした不安等ではあるものの、不安なままでの生活を見過ごす

べきではなく、それに対する信頼感の回復を極力図る必要があり、そのためには年金制度を始

めとする社会保険等について、一層の周知、情報提供が求められよう。 
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第３章 アンケート調査結果の概要 
 
 

１．アンケート調査の概要 
（１）調査の目的 
 今回の調査の目的は、40～59歳の独身の中高年女性を対象に、現在の仕事を中心とする生活
と将来の生活設計ニーズの把握に置いた。 
 
（２）調査項目の構成 
アンケート調査票は、調査目的に沿って全体を大きく 7つに区切り、それぞれに該当する問
を設けた。その区切りとは、「お仕事について」、「ご家族・家計について」、「お住まい」、「いま

の生活」、「老後の生活」、「行政に望むこと」、「ご自身について」の７つである。 
 
（３）調査対象者と調査票の送付 
調査対象者のサンプル抽出が困難なため、サンプリングにかかわる無作為性の問題があるも

のの、調査委託を行う株式会社インテージの有する調査モニターから本調査の対象者に該当す

るモニターを抽出し、それらの方々へアンケート調査票を郵送した。 
 

（４）調査票の回収状況 
総発送数 1,250件：有効回収件数 1,008件。有効回収率 80.6% 

 
（５）アンケート調査票への回答方法と調査結果の数値について 
設問への回答方法には、単数回答（1 つだけ選択する回答）と複数回答（2 つ以上を選択す
る回答）及び数値の記入がある。 
調査結果の数値は、原則としてパーセンテージ（%）で表記した。%値の分母は、原則とし
て各質問項目の該当標本数（その有効回答総数）であり、分子はその各設問への回答数である。 
%値は小数点以下第 2位を四捨五入した（したがって、回答合計には端数の生じることがある）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 - 18 - 

２．アンケート調査結果の概要 
（１）対象者の基本的属性 
今回アンケート調査における回答者の基本属性にかかわるデータは以下のとおりである。 
 
 ａ．年齢 
 5歳刻みの構成比は下表のとおりであるが、大きく括ると 40歳代で 67.2%、50歳代で 32.9%
である。 
 

（単位：人・％）

年　齢
40～44歳

（40歳代前半層）
45～49歳

（40歳代後半層）
50～54歳

（50歳代前半層）
55～59歳

（50歳代後半層） 合　計

対象者数
割　合

385
38.2

292
29.0

174
17.3

157
15.6

1,008
100.0  

 

38.2

29.0

17.3 15.6

0

10

20

30

40

50

４０～４４歳 ４５～４９歳 ５０～５４歳 ５５～５９歳

（％）
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ｂ．居住地 
 

0.2 （2）
1.3 （13）

5.0 （50）
6.5 （66）

0.4 （4）
0.8 （8）
0.8 （8）

0.5 （5）
0.2 （2）
0.5 （5）

1.2 （12）
0.7 （7）
0.7 （7）

5.3 （53）

25.8 （260）
7.5 （76）

0.8 （8）
0.2 （2）
0.2 （2）

1.2 （12）
0.3 （3）

1.9 （19）
3.7 （37）

0.4 （4）
0.4 （4）

2.3 （23）
9.9 （100）

5.5 （55）
0.5 （5）
0.5 （5）

0.2 （2）
0.4 （4）

1.0 （10）
1.5 （15）

0.6 （6）
0.1 （1）
0.4 （4）

1.0 （10）
0.3 （3）

2.5 （25）
0.4 （4）

1.2 （12）
1.0 （10）
1.2 （12）

0.1 （1）
0.7 （7）

0.3 （3）
2.2 （22）

0 10 20 30

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

新潟県

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

三重県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

不明

（％）

      （注）（   ）は回答者数 
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 ｃ．最終学歴 
 サンプル全体では、高卒 37.0%、短大卒 38.1%、大卒 21.7%である。 
 

       （単位：人・％）

中学校 高等学校
短大・
専修学校

大学・
大学院

その他 不 明 合 計

40～44歳 対象者数
割 合

2
0.5

138
35.8

165
42.9

80
20.8

0
0.0

0
0.0

385
100.0

44～49歳 対象者数
割 合

6
2.1

93
31.8

111
38.0

80
27.4

1
0.3

1
0.3

292
100.0

50～54歳 対象者数
割 合

6
3.4

66
37.9

57
32.8

45
25.9

0
0.0

0
0.0

174
100.0

55～59歳 対象者数
割 合

11
7.0

76
48.4

51
32.5

14
8.9

2
1.3

3
1.9

157
100.0

合 計
対象者数
割 合

25
2.5

373
37.0

384
38.1

219
21.7

3
0.3

4
0.4

1,008
100.0  

 

0.5

35.8

42.9

20.8

0.0 0.0
2.1

31.8

38.0

27.4

0.3 0.3
3.4

37.9

32.8

25.9

0.0 0.0

7.0

48.4

32.5

8.9

1.3 1.9

0
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30
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50

60

中学校 高等学校 短大・専修学校 大学・大学院 その他 不明

４０～４４歳(N=385) ４５～４９歳(N=292) ５０～５４歳(N=174) ５５～５９歳(N=157)

（％）

 
ｄ．健康状態 
健康状態は、年齢による差がほとんどみられず、全体でみると健康（「非常に健康」、「まあ健

康」）が 66%程度、これに｢日常生活に支障がない｣を加えれば 93%に達し、おおむね健康とい
ってよいようだ。ただし、健康に問題のある方々（「日常生活に支障がある」、「病気がち、療養

中」）が 7%いる。 
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       （単位：人・％）

非常に
健康

まあ健康

注意する
点はある
が、日常
生活に支
障はない

注意する
点があ
り、日常
生活に支
障がある

病気
がち、
療養中

不 明 合 計

40～44歳 対象者数
割 合

77
20.0

183
47.5

98
25.5

14
3.6

12
3.1

1
0.3

385
100.0

44～49歳 対象者数
割 合

42
14.4

146
50.0

85
29.1

9
3.1

10
3.4

0
0.0

292
100.0

50～54歳 対象者数
割 合

33
19.0

85
48.9

45
25.9

3
1.7

8
4.6

0
0.0

174
100.0

55～59歳 対象者数
割 合

31
19.7

70
44.6

44
28.0

8
5.1

3
1.9

1
0.6

157
100.0

合 計
対象者数
割 合

183
18.2

484
48.0

272
27.0

34
3.4

33
3.3

2
0.2

1,008
100.0  
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48.9
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0.6
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不明

４０～４４歳(N=385) ４５～４９歳(N=292) ５０～５４歳(N=174) ５５～５９歳(N=157)

（％）
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（２）職業生活 
 この区切りでは、今の生活の主要な部分を占めるであろう、現職とこれまでの職歴等にかか

わる状況をみる。 
 
ａ．現在の職業 
 ここでは、独身の中高年女性が、どのような職業に従事し、どのような就労状況にあるのか

を取り上げる。具体的には、現在の就業状況、そして現在の職業に関する就業形態、企業規模、

仕事の内容、勤続期間、就労条件、入職経路、悩みや不満である。 
（ⅰ）現在の就業状況（問 1） 
まず、現在の就業状況であるが（図表 3-2-1）、回答者全体では 9 割近く（「仕事についてい
る」（86.5%））が職業を有する。 
 就労状況を年齢別でみると、40歳代が 9割前後であるのに対して、50歳代前半層では約 8
割、50歳代後半層では 7割台と、年齢が上がるにつれ就業割合が低下している。 
 
 図表 3-2-1 就業状況（問 1） 

86.5

89.6

90.4

82.2

76.4

13.4

10.4

9.6

17.8

22.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=1008)

４０～４４歳(N=385)

４５～４９歳(N=292)

５０～５４歳(N=174)

５５～５９歳(N=157)

現在、仕事についている 現在、仕事についていない 不明
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次に、これを学歴別でみると中学校卒のサンプル数が小さいため、高卒、短大卒、大卒でみ

ると、図表 3-2-2のとおり、「高卒」（82.3%）から「大卒」（92.2%）と、学歴が上がるにつれ
就業割合がゆるやかに上昇している。 

 
図表 3-2-2 就業状況（問 1－学歴別） 
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17.4

88.5
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92.2

7.8
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高等学校(N=373) 短大・専修学校(N=384) 大学・大学院(N=219)

（％）

 
（ⅱ）従業上の地位（問 2） 
 問 1において「現在、仕事についている」方を対象に、問 2では従業上の地位とその関連事
項を聞いた。 
 そこで、従業上の地位であるが（図表 3-2-3）、「正規従業員」が就業者全体の約 5割（49.7%）
を占める。「非正規従業員」は 3割近く（27.6%）で、「自営業」（7.2%）と「自由業」（3.3%）
が併せて約 1割となっている。 
 年齢別でみると、40歳から 54歳までの層では全体の割合とほぼ同様である。ただし、50歳
代後半層になると、｢正規従業員｣が約 3割へと大幅に低下し、一方で「非正規従業員」（35.8%）
が相対的にやや増えていることに加えて、「自営業」（14.2%）と「自由業」（5.0%）が併せて
約 2割へと増加している。 
 
注：従業上の地位等によって、収入をはじめ生活全般に差異を生ぜしめることから、その主

たる集計分析は「（８）補足分析－従業上の地位による仕事と生活」にまとめた。 
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図表 3-2-3 従業上の地位（問 2） 

49.7

54.5

48.5
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32.5

27.6
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35.8

7.3

10.7

8.0
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５０～５４歳(N=143)

５５～５９歳(N=120)

経営者・役員 正規従業員 非正規従業員 派遣社員 自営業

家族従業員 自由業 内職 その他 不明

 
 また、学歴別では（図表 3-2-4）、「正規従業員」に特段大きな差異はみられないものの、「非
正規従業員」は「高卒」（33.2%）で、「自営業・自由業」は短大卒以上で、他の学歴層に比べ
それぞれやや高くなっている。 
 
 図表 3-2-4 従業上の地位（問 2－学歴別） 
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（ⅲ）勤務先等の従業員規模（問 2付問 2-1） 
勤務先等の企業規模別分布は図表 3-2-5 のとおりであるが、これを大きく括ってみると
「1,000 人以上・官公庁」（17.9%）、「1,000 人未満」（76.8%）、「300 人未満」（64.8%）、「30
人未満」（36.5%）となっており、中堅中小企業が大半を占めている。 
 
 図表 3-2-5 従業員数・雇用者数（問 2付問 2-1） 
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（ⅳ）仕事の内容（問 2付問 2-2） 
続いて、就業者が従事する職種をみると（図表 3-2-6）、「事務職」が 4割（40.1%）と他の
職種を引き離して最も多く、次いで「専門職」（24.2%）がこれに続く。事務職、専門職に「管
理職」（2.7%）を併せたいわゆるホワイトカラー系の職種では、就業者全体の 7 割近くを占
める。 

 
図表 3-2-6 仕事の内容（問 2付問 2-2） 
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年齢別では（図表 3-2-7）、50歳代後半層が、ほかの年齢層と比較すると、ホワイトカラー系
の職種で大幅に低下し、「営業・販売」や「サービス」の割合が増加する。この点については、

当該層の正規従業員比率が低下すること（図表 3-2-3）と、何らかの関係があるのかもしれな
い。 

 
 図表 3-2-7 仕事の内容（問 2付問 2-2－年齢別） 
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 また、学歴別では（図表 3-2-8）、ホワイトカラー系の職種の割合が、「高等学校」（57.6%）
から「大学・大学院」（81.0%）と、学歴が上がるにつれ大幅に上昇する。これは、特に専門職
においてその傾向が著しいことによる。 
 
図表 3-2-8 仕事の内容（問 2付問 2-2－学歴別） 
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（ⅴ）現在の職業の勤続期間（問 2付問 2-3） 
現在の職業の勤続期間は（図表 3-2-9）、就業者全体では「20年以上」21.9%、「20年未満」

69.7%、「5年未満」33.5%で、平均勤続期間（有効回答（「不明」を除く）の回答欄に記載され
た年数（年数帯の中間値を使用）の合計÷有効回答数）は 11.2年である。 
 年齢別をみると、「20年以上」の構成比はやはり年齢が上がるにつれ上昇しているが、50歳
代後半層においても勤続期間の短い方が相応の割合で存在している。 
 
 図表 3-2-9 現在の仕事の勤続期間（問 2付問 2-3） 
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これを従業上の地位別でみると（図表 3-2-10）、正規従業員は「20年以上」が 3割（30.0%）
を占め、「20年未満」61.7%、「5年未満」20.8%で、平均勤続期間が 14.2年となっている。こ
れに対して、非正規従業員は 20年以上の長期勤続者がごくわずかで、「1年未満」が 22.8%と
最も多く、平均勤続期間は 5.5年である。現在の職業の勤続期間は、正規、非正規で著しい差
異がみられる。 

 
 図表 3-2-10 現在の仕事の勤続期間（問 2付問 2-3－従業上の地位別） 
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（ⅵ）非正規従業員等の労働日数など（問 2付問 2-4-(1)・(2)） 
次に、非正規従業員等（経営者・役員と正規従業員以外の就業者）を対象に、1週間あたり 
の労働日数や 1日あたりの労働時間をみた。 
図表 3-2-11（ここでは、各日の労働時間を聞いていないことに留意）によると、1週間の労
働日数は、「5日」（53.8%）がほかの項目を引き離して最も多く、平均労働日数（有効回答（「不
明」を除く）の回答欄に記載された日数の合計÷有効回答数）は 4.9日となっている。 
ここでの平均労働日数をみる限り、非正規従業員等も正規従業員並みの日数を働いているこ

とがわかる。 
ただし、50歳代後半層では「4日」以内と｢6日｣の構成比が相対的に増え、労働日数のバラ
ツキが大きくなっている。 
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図表 3-2-11 1週間の労働日数（問 2付問 2-4-(1)） 
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また、1日の実労働時間は（図表 3-2-12。ここでは 1週間あたりの労働日数を確認していな
いことに留意）、「7～8時間未満」（36.3%）が最も多く、平均労働時間（有効回答（「不明」を
除く）の選択肢（時間幅）の中間値の合計÷有効回答数）は 6.8時間となっている。 
非正規従業員等も、週労働日数を別にすれば、1 日の労働時間は正規従業員に近い時間数で
働いている状況が伺える。 
 
図表 3-2-12 1日の実労働時間（問 2付問 2-4-(2)） 
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（ⅶ）現在の仕事の見つけ方（問 2付問 2-5） 
続いて、就業者全員を対象とした、現在の仕事の見つけ方、いわゆる入職経路についてみる

と（図表 3-2-13）、「新聞・求人情報誌」（22.1%）、「友人・知人」（20.6%）、「公共職業安定所」
（17.0%）の 3経路が主要なものであり、全体の約 6割を占めている。 
年齢別では、50歳代後半層で、ほかの年齢層と比べ、友人・知人の紹介や公共職業安定所の
割合が低下する一方で、親族・親せきや以前のつとめ先の紹介といった経路、起業や開業が増

える。ただし、どの年齢層においも、友人・知人の紹介や新聞・求人情報誌、公共職業安定所

の割合が高く、これらが主要な入職経路であることに変わりはない。 
 
図表 3-2-13 現在の仕事の見つけ方（問 2付問 2-5） 
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また、従業上の地位別でみると（図表 3-2-14）、非正規従業員では「新聞広告・求人情報誌」
（41.9%）が最も有力な就職情報の取得手段となっている。 

 
図表 3-2-14 現在の仕事の見つけ方（問 2付問 2-5－従業上の地位別） 
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（ⅷ）現在の仕事についての悩み・不満（問 2付問 2-6） 
それでは、独身の中高年女性は、職業生活を送る上でどのような悩みや不満を持っているの

であろうか。そこで、就業者全員に対して、現在の仕事についての悩みや不満を問うた図表

3-2-15によると、「特に不満はない」が 18.3%である一方、「収入が少ない」（45.4%）がほかの
項目と比べてダントツに多く、次いで「休暇がとれない」（22.9%）、「雇用が不安定」（17.1%）、
「仕事が多い」（15.4%）、「労働時間が長い」（12.3%）、「上司や同僚とあわない」（11.9%）、「社
会保険に入れない」（9.7%）が続く。 
これを収入や雇用にかかわる悩みや不満（「収入が少ない」、「雇用が不安定」、「社会保険に入

れない」、「収入が不安定」）と就業上の悩みや不満（「休暇がとれない」、「仕事が多い」、「労働

時間が長い」、「上司や同僚とあわない」、「職場が遠い」、「仕事がつまらない」、「体力に不安が

ある」）の 2つに大別すると、前者が 72.2%、後者は 78.3%であった。 
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図表 3-2-15 現在の仕事についての悩み・不満（複数回答）（問 2付問 2-6） 
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（ⅸ）現在の仕事についての最大の悩み・不満（問 2付問 2-6-1） 
このうち、最大の悩みや不満として１つだけ挙げていただくと（図表 3-2-16）、やはり「収
入が少ない」が約 4割（39.2%）と圧倒的な割合を占める。 

 
 図表 3-2-16 現在の仕事についての最大の悩み・不満（問 2付問 2-6-1） 
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これを年齢別でみると（図表 3-2-17）、50歳代後半層で、他の年齢層と比べ、「収入が少ない」
との悩みや不安が相応に大きな割合を占める。これは、図表 3-2-3でみた通り、この年齢層に
おいて相対的に正規従業員が減り、非正規等が増えることと関連しているのかもしれない。 
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図表 3-2-17 現在の仕事についての最大の悩み・不満（問 2付問 2-6-1－年齢別） 
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ｂ．これまでの職歴と今後 
 女性におけるキャリアパス、そして現在の仕事の多様性を考慮し、問 3では職歴を始め、最
初の就業形態、最初の仕事の勤続期間、現在までのキャリア、最初の勤務先や仕事をやめた理

由、仕事についていない理由や期間を問うた。さらに、これらを前提として、将来に向けた職

業意識を確認するため、今後の仕事、退職意向年齢の問を設けた。 
（ⅰ）職歴／最初の仕事と現在の仕事（問 3） 
 まず、職歴として、最初の仕事と現在の仕事との関連をみると（図表 3-2-18）、「最初の仕事
は現在と異なる」が 52.1%と過半数を占めており、次いで「最初の仕事は現在と同じ」（33.8%）、
「現在は無職であるが、過去に仕事についていた」（12.2%）、「仕事についたことがない」（1.2%）
となっている。初職からの就業継続者（「最初の仕事は現在と同じ」）が 3 割強存在する一方、
転職経験者が 6割を超えている。 
 年齢別でみると、50歳代後半層で就業継続者の割合が相対的に低下し、無職（過去に就業経
験あり）の割合が高くなっている。これは、一般的な定年年齢に接近してくることが影響して

いるのかもしれない。 
 
 図表 3-2-18 職歴（問 3） 

33.8

35.1

33.2

37.9

27.4

52.1

54.0

57.2

43.1

47.8

12.2

10.4

8.6

14.4

21.0

1.2

0.0

1.0

3.4

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=1008)

４０～４４歳(N=385)

４５～４９歳(N=292)

５０～５４歳(N=174)

５５～５９歳(N=157)

最初の仕事は現在と同じ（従業上の地位も同じ）

最初の仕事は現在と異なる

現在は無職であるが、過去に仕事についていた

今まで仕事についたことがない

不明
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これを従業上の地位別でみると（図表 3-2-19）、非正規従業員はやはり転職経験者の割合が 8
割以上（82.2%）を占めており、正規従業員との著しい相違がみられる。 

 
図表 3-2-19 職歴（問 3－従業上の地位別） 

56.4

17.8

42.5

82.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正規従業員(N=433)

非正規従業員(N=241)

最初の仕事は現在と同じ（従業上の地位も同じ）

最初の仕事は現在と異なる

現在は無職であるが、過去に仕事についていた

今まで仕事についたことがない

不明
 

 
また、学歴別では（図表 3-2-20）、就業継続は、｢大卒｣（43.8%）が他に比べ高くなっている。 
 
図表 3-2-20 職歴（問 3－学歴別） 
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高等学校(N=373) 短大・専修学校(N=384) 大学・大学院(N=219)

（％）

 
（ⅱ）最初の従業上の地位（問 3付問 3-1） 
次に、現在、初職と異なる仕事についておられる方等に、最初の従業上の地位を聞いたとこ

ろ（図表 3-2-21）、正規従業員が約 8割（79.6%）で、非正規従業員が 1割強（13.0%）となっ
ている。 
 年齢別では、非正規従業員は 40歳代での割合が 1割台半ばである一方、50歳代では 1割未
満となっており、多少の差異がみとめられる。 
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 図表 3-2-21 最初の従業上の地位（問 3付問 3-1） 

79.6

79.8

76.0

83.0

82.4

13.0

14.5

17.7

9.0

4.6

0.8

0.0

0.0

0.0

4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=648)

４０～４４歳(N=248)

４５～４９歳(N=192)

５０～５４歳(N=100)

５５～５９歳(N=108)

経営者・役員 正規従業員 非正規従業員 派遣社員 自営業

家族従業員 自由業 内職 その他 不明
  

 
（ⅲ）最初の仕事の勤続期間（問 3付問 3-2） 
最初の仕事の勤続期間は（図表 3-2-22）、「20年以上」が 6.8%と低い一方で、「5年未満」が

54.2%で過半を占め、全体の平均勤続期間（有効回答（「不明」を除く）の回答欄に記載された
年数の合計÷有効回答数）は 6.4年である。 
 
図表 3-2-22 最初の仕事の勤続期間（問 3付問 3-2） 

6.3

6.9

6.8

7.0

3.7

25.5

29.0

29.7

15.0

19.4

22.4

25.4

20.3
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21.0
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13.0

9.7

8.9

10.4

13.0

7.4

6.8

0.8

3.1

12.0

22.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=648)

４０～４４歳(N=248)

４５～４９歳(N=192)

５０～５４歳(N=100)

５５～５９歳(N=108)

１年未満 １～３年未満 ３～５年未満 ５～１０年未満

１０～１５年未満 １５～２０年未満 ２０年以上 不明



 - 37 - 

（ⅳ）現在までのキャリア（問 3付問 3-3） 
同じく初職と異なる仕事についておられる方等の現在までのキャリアは（図表 3-2-23）、「勤
務先は変わったが、概ね同じ領域の仕事」（36.7%）、「勤務先が変わるごとに、異なる領域の仕
事」（34.7%）、「概ね 1つの組織」（16.5%）となっている。 

 
図表 3-2-23 現在までのキャリア（問 3付問 3-3） 

16.5

10.5

15.1

25.0

25.0

36.7

39.5

33.9

45.0

27.8

34.7

41.1

39.1

17.0

28.7

3.5

1.6

3.1

4.0

8.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=648)

４０～４４歳(N=248)

４５～４９歳(N=192)

５０～５４歳(N=100)

５５～５９歳(N=108)

概ね１つの企業団体など
の組織につとめてきた

勤務先は変わったが、概ね
同じ様な領域の仕事をした

勤務先が変わるごとに、
異なる領域の仕事をしてきた

概ね自営である 仕事を概ね中断した その他

不明

 
 
（ⅴ）最初の勤務先や仕事をやめた理由（問 3付問 3-4） 
最初の勤務先や仕事をやめた理由は（図表 3-2-24）、「仕事の内容や職場に不満」（36.9%）が
ほかの項目を引き離して最も多い。これ以外では「ほかに適当な仕事」（12.8%）、「経営不振」
（12.0%）、「親の介護など家庭のつごう」（10.3%）、｢病気｣（9.9%）が主なところであった。 
これを、本人の自発的な理由（「仕事の内容や職場に不満」、「ほかに適当な仕事」、「働く必要

がなくなった」、「進学・留学」、「他にやりたいこと」）と非自発的な理由（「経営不振」、「親の

介護など家庭のつごう」、「病気」）の 2 つに大別すると、前者の割合が約 6割となる。ここで
は自発的な理由としてまとめたものの、その内容は主に仕事や職場への不満であり、その背景

を今後さらに探っていくことが必要に思われる。他方、後者も 3割強あり、経営不振などを理
由にやむなく退職を余儀なくされる状況もみてとれる。 
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 図表 3-2-24 最初の勤務先や仕事をやめた理由（複数回答）（問 3付問 3-4） 

12.0

9.9

10.3

36.9

2.3

12.8

3.5

1.4

2.0

0.9

12.2

6.8

0 10 20 30 40

経営不振、倒産、閉鎖、人員整理などで

病気、けがなどで

親の介護など家庭のつごうで

仕事の内容や職場に不満があったので

働く必要がなくなったので

ほかに適当な仕事があったので

その他：進学・留学

その他：契約期間終了

その他：他にやりたいことがあった

その他：出産・育児

その他

不明

（％）

  
 
（ⅵ）現在の無業者の仕事についていない理由（問 4） 
今度は、現在の無業者を対象に、仕事についていない理由とその期間についてである。 
まず、仕事についていない理由であるが（図表 3-2-25）、「体がきつい」（29.6%）、「希望する
仕事につけない」（26.7%）、「生活できる」（22.2%）、「親の介護」（21.5%）が、いずれもほぼ
同じような割合となっている。 

 
図表 3-2-25 仕事についていない理由（複数回答）（問 4） 

22.2

0.0

26.7

29.6

21.5

12.6

15.6

0 10 20 30 40

自分が仕事につかなくても、生活できるから

事業の後継者ができたから

希望する仕事につけないから

仕事をするには体がきついから

親などの介護で手が離せないから

その他

不明

（％）
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年齢別にみると（図表 3-2-26）、40歳代前半層で希望の仕事につけないことを理由とする割
合が極めて高い。逆に 50 歳代前半層では親などの介護を理由とする割合がかなり高い。ただ
し、50歳代後半層になると、親などの介護で手が離せないことを理由とする割合が、直前層に
比べて低くなるが、これは親との死別といったことが背景にあると考えられる。 

 
図表 3-2-26 仕事についていない理由（複数回答）（問 4－年齢別） 
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0.0
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につけないから

仕事をするには

体がきついから

親などの介護
で手が離せ

ないから

その他

不明

４０～４４歳(N=40) ４５～４９歳(N=28) ５０～５４歳(N=31) ５５～５９歳(N=36)

（％）
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（ⅶ）仕事についていない期間（問 4付問 4-1） 
現在の無業者の仕事についていない期間をみると（図表 3-2-27）、5年以上とする回答の合計
が 34.1%、5年未満のそれが 49.7%であった。全体の平均期間（有効回答（「不明」を除く）の
回答欄に記載された年数の合計÷有効回答数）は 6.2年である。 

 
図表 3-2-27 仕事についていない期間（問 4付問 4-1） 
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7.1

12.9

5.6

16.3

5.0

21.4

25.8

16.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=135)

４０～４４歳(N=40)

４５～４９歳(N=28)

５０～５４歳(N=31)

５５～５９歳(N=36)

１年未満 １～３年未満 ３～５年未満 ５～１０年未満

１０～１５年未満 １５～２０年未満 ２０年以上 不明
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（ⅷ）今後の仕事について（問 5） 
それでは、将来に向けた職業意識はどうなっているのだろうか。 
そこで、まずアンケート調査の対象者全員に対して、今後の仕事について問うたところ（図

表 3-2-28）、「現職継続希望」が 54.4%、「転職希望」が 26.4%という結果となった。 
年齢別にみると、年齢が若いほど転職希望の割合が多い。 

 
図表 3-2-28 今後の仕事について（問 5） 

54.4

50.6

57.5

58.6

52.9

26.4

33.8

28.4

17.2

14.6

7.5

8.1

6.5

8.0

7.6

3.7

0.5

1.4

8.0

10.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=1008)

４０～４４歳(N=385)

４５～４９歳(N=292)

５０～５４歳(N=174)

５５～５９歳(N=157)

現在の仕事を継続したい 適当な仕事があれば
転職したい

現在は無職であるが、
適当な仕事をさがしている

仕事をすることをやめたい 今後も、仕事につく
つもりはない

その他：体調が回復すれば
仕事を探す

その他：介護がなくなれば
仕事をしたい

その他 不明
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これを従業上の地位別でみると（図表 3-2-29）、正規従業員は現職継続の意向の割合が高い
が、これに対して非正規従業員は逆に転職の意向の割合が相対的に高い。 

 
 図表 3-2-29 今後の仕事について（問 5－従業上の地位別） 

65.8

53.1

27.3

40.2

3.2

3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正規従業員(N=433)

非正規従業員(N=241)

現在の仕事を継続したい 適当な仕事があれば
転職したい

現在は無職であるが、
適当な仕事をさがしている

仕事をすることをやめたい その他 不明

 
 
（ⅸ）退職意向年齢（問 5付問 5-1） 
問 5で今後の就業意向があるという回答者を対象に、退職（引退）意向年齢を確認したとこ
ろ（図表 3-2-30）、「60歳以上」（80.5%）が 8割を占めており、平均（有効回答（「不明」を除
く）の回答欄に記載された年齢の合計÷有効回答数）すると 61.7歳であった。 
 これを年齢別にみると、「60歳以上」とする割合は、年齢が上がるほど高くなっている。 
  
図表 3-2-30 退職意向年齢（問 5付問 5-1） 

7.5

6.3

9.2

9.1

5.6

80.5

74.9

81.3

86.4

88.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=918)

４０～４４歳(N=366)

４５～４９歳(N=272)

５０～５４歳(N=154)

５５～５９歳(N=126)

４４歳以下 ４５～４９歳 ５０～５４歳 ５５～５９歳 ６０歳以上 不明
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（３）世帯の状況と住居について 
本項では、世帯、居住形態、同居者等の状況、そして家族の介護に係わる対処方法を取り上

げる。 
 
ａ．世帯の状況 
（ⅰ）世帯人数（問 6） 
世帯人数の状況をみると（図表 3-3-1）、全体としては、1人世帯が 32.1％、2人世帯が 25.3％、

3人世帯が 28.2％とおおむね拮抗している。年齢層別にみると、50歳代後半層で 3人以上の同
居が減り、1人世帯の割合（43.9％）がかなり高くなる。 
また、地域別では（図表3-3-2）、1人世帯の割合は東京都区部が45.4％、政令指定都市が33.5％、
左記以外の地域で 26.3％と、大都市ほど 1人世帯の割合が高くなる。 

 
図表 3-3-1 世帯人数（問 6） 
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29.8

28.7

43.9

25.3

21.0

24.0

32.8

29.9

28.2

34.5
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27.6
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8.5

10.1

10.3

5.7

4.5

5.6

3.4

7.9

5.2

7.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=1008)

４０～４４歳(N=385)

４５～４９歳(N=292)

５０～５４歳(N=174)

５５～５９歳(N=157)

１人 ２人 ３人 ４人 ５人以上 不明

  
図表 3-3-2 世帯人数（問 6－都市規模別） 

45.4

33.5

26.3

23.4

24.3

26.1

23.4

30.0

29.8

4.9

6.5

10.7 6.9

5.2

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

東京都区部(N=205)

政令指定都市(N=230)

その他（上記以外)(N=551)

１人　　　 ２人　　　 ３人　　　 ４人　　　 ５人以上 不明
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（ⅱ）2人以上世帯での同居者の内訳（問 6付問 6-1） 
 世帯人数が2人以上との回答者に対し世帯の同居者を尋ねたところ（図表3-3-3）、全体では、
親との同居率が 77.4%と際立って高かった。これを年齢別にみると、40 歳代前半層で 83.1％
を占め、年齢が上がるにつれ、親との同居割合が低下する。親に次いで多い同居者は兄弟姉妹

である。また、50歳代後半層において特徴的なことは、より若い年齢層と比べ、親との同居率
が低下する一方、兄弟姉妹との同居率が上昇していることである。 
なお、同居者の内訳における「その他」は、おもに本人の子である。 

 
図表 3-3-3 同居者（複数回答）(問 6付問 6-1) 
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５０～５４歳(N=124) ５５～５９歳(N=87)

（％）
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ｂ．住居について 
（ⅰ）現在の住居について（問 12） 
 次は、住居の状況である。 
 まず、現在の住居状況であるが（図表 3-3-4）、その割合は「親の家に同居」（33.7%）、「自分
の持ち家」（27.9%）、「民間の賃貸住宅」（23.6%）の順となっている。一方、「公団・公社の賃
貸住宅」（3.7%）、「公営住宅・公的施設」（3.9%）の比率が目立って低い。 
 年齢別では、年齢階層が上がるにつれて、親の家に同居の割合が低くなり、自分の持ち家の

割合が高くなっている。 
 
 図表 3-3-4 現在の居住形態（問 12） 
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これを従業上の地位別でみると（図表 3-3-5）、非正規従業員は正規従業員と比べて、親の家
に同居している割合がやや高くなっている。 
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 図表 3-3-5 現在の居住形態（問 12－従業上の地位別） 
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次に、東京都区部、政令指定都市、その他の地域の3地域別に住居の状況をみると（図表3-3-6）、
親の家に同居する割合が、東京都区部より政令指定都市、さらにその他の地域と、後の地域ほ

ど高くなっている。 
なお、自分の持ち家については、地域別での差異はみとめられない。 

 
 図表 3-3-6 現在の居住形態（問 12－都市規模別） 
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（ⅱ）住居を借りる・購入する際に困ったこと（問 12付問 12-1） 
 次に、住居を借りる・購入する際に困ったことであるが（図表 3-3-7）、回答者の過半数が「特
にない」（52.8%）と回答している一方、「保証人が必要」が 15.6%、「住宅ローンを借りにくい」
が 6.7%あった。 
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 図表 3-3-7 住居を借りる・購入する際に困ったこと（複数回答）（問 12付問 12-1） 
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また、地域別にみると（図表 3-3-8）、やはり大都市ほど「家賃が高い」という回答割合が多
かった。 

 
図表 3-3-8 住居を借りる・購入する際に困ったこと（複数回答）（問 12付問 12-1－都市 

規模別） 
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（ⅲ）住居について困ったこと（問 12付問 12-2） 
住居自体について困ったことでは（図表 3-3-9）、対象者の 3割強（34.4%）が「特にない」
とする一方で、「古い」（35.0%）、「手狭」（20.3%）が主な問題であった。それ以外は各項目で
ばらついた結果になっている。 
 
図表 3-3-9 住居について困ったこと（複数回答）（問 12付問 12-2） 
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ｃ．介護 
ここでは、要介護者の有無とその対処方法、親が病気・介護で援助が必要になった場合の対

応についてみる。 
（ⅰ）要介護者の有無（問 22） 
 病気・介護などで援助が必要な方がいたか、または、現在いるかとの問に対し、全体で、「い

ない」の回答が 73.8%であった。また、「いる（いた）」の回答のうち 21.5%が親の介護であっ
た（図表 3-3-10）。 
これを従業上の地位でみると（図表なし）、無業者の場合「いない」が 56.3%へと低下し、「い
る（いた）」の回答のうち 32.6%が親の介護であった。いずれにしても、援助を必要とした相
手は、そのほとんどが親である。 
 年齢階層別にみると（図表 3-3-10）、｢いない｣との回答比率は 40歳代前半層の 81.3％から、
年齢が上がるにつれ低下し、50 歳代後半層で 61.8％となる。全体から｢いない｣と｢不明｣を引
いたものを、病気・介護で援助が必要な方がいる（いた）割合とみなすと、40 歳代前半層の
18.4％から 50歳代後半層の 35.7％まで、年齢とともに上昇している。 
 
 図表 3-3-10 病気・介護で援助が必要な方（複数回答）（問 22） 
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（ⅱ）病気・介護で援助が必要な方がいた（いる）場合の主な対処方法（問 22付問 22-1） 
 病気・介護で援助が必要な方のいた（いる）場合の主な対処方法では（図表 3-3-11）、｢同居
家族が介護｣（28.9％）、｢病院へ入院｣（20.6％）、｢仕事をやめて自分で介護｣（16.2％）、「ホー
ムヘルプサービスなどの在宅介護を利用」（15.0％）の順に多かった。 
年齢階層別にみると、40歳代前半層では、｢同居家族が介護｣が 36.6％の一方、｢仕事をやめ
て自分で介護｣が 12.7%であるのに対し、50 歳代後半層は前者が 23.2％、後者も同一割合で、
年齢が高くなると自ら介護する人が増える傾向にある。 
 
 図表 3-3-11 病気・介護で援助が必要な方への実際の主な対処方法（問 22付問 22-1） 
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（ⅲ）これから親への援助が必要になった場合の主な対処方法の見込（問 23） 
これから親が病気・介護で援助が必要になった場合の主な対処方法の見込については、これ

までの実際の対処方法（問 22付問 22-1）との比較でみる。 
図表 3-3-12によると、実際の対処方法に対して、今後の対処方法の見込が高いものは、まず
｢ホームヘルプサービスなどの在宅介護を利用｣、「公的介護施設に入所」がある。一方で、｢同

居家族が介護｣や「病院に入院」の割合が顕著に低く、これらの回答傾向には、介護保険サービ

スの浸透が背景にあるのかもしれない。 
また、｢会社の介護休業制度などを利用して自分で介護｣の割合が倍増しており、これには企

業サイドにおける介護支援制度等の拡大が反映しているとみることができよう。 
 なお、｢仕事をやめて自分で介護｣の回答率は、実際の対処方法で 16.5％、対処方法の見込で
14.7％と、ほとんど変わらない。そうだとすると、今後も親の病気・介護による就労の中断が、
一定の割合で生じうるものと思われる。 
 
図表 3-3-12 病気・介護で援助が必要な方への実際の対処方法（問 22付問 22-1）と、 

これから援助をする場合の対処方法の見込 (問 23)との比較 

29.3

1.6

15.3

1.2

20.9

3.6

17.8

27.4

11.2

4.0

16.5

0.0
2.84.8

2.0

1.9

10.6

14.7

4.0

0.8

9.4

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

仕
事
を
や
め
て

自
分

で
介
護

会
社

の
介
護
休
業
制
度
な
ど
を

利
用
し
自
分

で
介
護

同
居
家
族
が
介
護

自
分

（
と
家
族

）
で
介
護

親
せ
き
が
介
護

ホ
ー

ム

ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス

な
ど
の
在
宅
介
護
を
利
用

公
的
介
護
施
設

（
特
別
養
護

老
人
ホ
ー

ム
な
ど

）
に
入
所

介
護
付
き
有
料
老
人

ホ
ー

ム
に
入
所

病
院

に
入
院

家
政
婦
を
雇
用

そ
の
他

実際した対処方法（問22付問22-1）（全体N=249） 親にする対処見込方法（問23）（全体N=850) 

  注：回答率は、回答より有効回答でない｢不明｣・｢親はいない｣（問 23のみ）を除いて 
算出 

 
 
 
 



 - 52 - 

（４）家計の状況 
本項では、現在の暮しについて、家計の面から概観する。また、家計面に関連して、老後の

生活資金となる公的・私的年金の加入状況および金融資産の形成状況についても取り上げる。 
 
 a．収入面 
（ⅰ）生計維持の中心者（問 7 問 7付問 7-1） 
 今の世帯で、家計維持の中心になっている方ついて伺ったところ（図表 3-4-1）、「自分自身」
との答えが 57.2%、「自分以外の人」が 41.8%と、ほぼ 6対 4の割合であった。 
 年齢層別では、50歳代後半層で、「自分自身」の割合が高くなっている。 
 
図表 3-4-1 家計維持の中心者（問 7） 
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 それでは、自分以外とした方々では、誰が家計維持の中心者であろうか。これを図表 3-4-2
によってみると、「親」である場合が 82.7%と圧倒的で、次いで「兄弟姉妹」が 12.6%であっ
た。 
 
 図表 3-4-2 主な家計維持者の続柄（問 7付問 7-1） 
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 親との同居と生計維持者との関係を簡単に整理すると（図表 3-4-3）、親と同居する世帯のう
ち、家計維持の中心者が「自分自身」である割合が 28.1%、「自分以外」では「親」である割
合が 65.5.％となる。 
 なお、「ひとり暮らし（1 人世帯）」の場合、当然のことではあろうが、家計維持の中心者は
「自分自身」である（96.9%）。この点は、ほとんどが子どもとの同居世帯である「親・兄弟姉
妹・恋人以外と同居」の世帯においても、ほぼ同様（88.3%）のことがいえる。 

 
図表 3-4-3 生計維持者（問 7付問 7-1－家族構成別） 
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（ⅱ）世帯の収入金額（問 8） 
 過去 1年間の世帯全体の収入について、その分布を示したものが図表 3-4-4である。この世
帯全体の収入で最も多く占めるのは「200～300 万円未満」（18.1%）であるが、回答者全体の
収入は 100万円未満～1,000万円未満の間に幅広く分布している。 
 
 図表 3-4-4 過去 1年間の世帯全体の収入（問 8） 
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世帯構成別にみると（図表 3-4-5）、ひとり暮らしの場合は、回答者全体と同様に「200～300
万円未満」が最も多い（23.1%）が、親と同居の場合は「600～800万円未満」が最多の収入区
分（15.7%）となる。ほとんどが子どもとの同居世帯である「親・兄弟姉妹・恋人以外と同居」
の世帯の傾向は、ひとり暮らしの場合に類似している。 
 
図表 3-4-5 過去 1年間の世帯全体の収入（問 8－世帯構成別） 
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１０００～１５００万円未満 １５００万円以上 不明

 
 
（ⅲ）世帯の収入源（問 8付問 8-1） 
世帯の収入源では、図表 3-4-6 のとおり、全体では、「自分の仕事の収入」（81.4%）、「年金
収入」（39.4%）、「同居の方の仕事の収入」（21.8%）が 3大収入源となっている。 
従業上の地位別に見ると、無職は｢年金収入｣（66.7％）が最多で、ついで｢同居の方の仕事の
収入｣（31.9％）である。無職は、親との同居率（86.8％）が高いので、｢年金収入｣は主に親の
年金と思われる。また、非正規従業員では、他の方々に比べ、｢年金収入｣を挙げる割合が高い。 
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図表 3-4-6 世帯の収入源（複数回答）（問 8付問 8-1―従業上の地位別） 
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4.7
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0
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0
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1.6
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0

2

3.7

7.1

1.6

2.1

1.6

0

0

3.4

0

21.8

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
（N=1008)

無職
（N=135）

経営者・役員
(N=14)

正規従業員
(N=433)

非正規従業員
(N=241)

派遣社員
(N=64)

自営業
(N=63)

家族従業員
(N=14)

自由業
(N=29)

内職
(N=5)

自分の仕事の収入 同居の方の仕事の収入

年金収入 不動産収入

その他 特にない

不明
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（ⅳ）本人の収入（問8付問8-2） 

 次に、問 1で「現在、仕事についている」とした方に、本人の仕事から得た過去 1年間の収
入を聞いた。図表 3-4-7によると、全体としては、「200～300万円未満」の層が 20.2％と一番
多く、300万円未満までで 42.9％、400万円未満まで 55.9％となる。 
 なお、平均年収は 339.0万円である。 
また、年齢階層別にみると、50 歳代後半層では、収入がより低い方に分布し、「100～200
万円未満」の層が 23.3％と最多になり、300万円未満までで 57.5％を占める。 
 
図表 3-4-7 過去 1年間の仕事による収入（問 8付問 8-2） 
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5.2

6.8
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12.5

16.2
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18.2

23.3

20.2
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21.2
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5.3
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14.1

13.0
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16.8

14.2

7.0

2.5

5.6

4.2

1.7

3.5

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=872)

４０～４４歳
(N=345)

４５～４９歳
(N=264)

５０～５４歳
(N=143)

５５～５９歳
(N=120)

１００万円未満 １００～２００万円未満 ２００～３００万円未満
３００～４００万円未満 ４００～５００万円未満 ５００～６００万円未満
６００～７００万円未満 ７００～９００万円未満 ９００万円以上
不明
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本人の収入をもとに、ひとり暮らしと親と同居との場合を比較すると（図表 3-4-8）、前者の
収入分布が、後者のそれより総じて高い方にある。これを平均年収で計ると、ひとり暮らしの

場合、親と同居する方よりも約 100万円高い（図表 3-4-9）。 
 
図表 3-4-8 過去 1年間の仕事による収入（問 8付問 8-2－世帯構成別） 
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7.7

9.7

9.1

5.6

5.6

6.3

9.1

12.9

14.0

25.8

18.2

12.5
5.2

2.1

3.2

3.1

3.5

3.2

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ひとり暮らし(N=303)

親と同居（親以外との
同居含む）(N=428)

兄弟姉妹と同居（親と
の同居除く）(N=31)

恋人と同居（親・兄弟
姉妹との同居除く）(N=11)

親・兄弟姉妹・恋人
以外と同居(N=96)

１００万円未満 １００～２００万円未満 ２００～３００万円未満

３００～４００万円未満 ４００～５００万円未満 ５００～６００万円未満

６００～７００万円未満 ７００～９００万円未満 ９００万円以上

不明

 
 図表 3-4-9 過去 1年間の仕事による収入（問 8付問 8-2－世帯構成別平均） 
世帯構成 平均（万円） 

全体(N=872) 339.0 

ひとり暮らし(N=303) 401.4 

親と同居（親以外との同居含む）(N=428) 306.6 

兄弟姉妹と同居（親との同居除く）(N=31) 295.1 

恋人と同居（親・兄弟姉妹との同居除く）(N=11) 405.4 

親・兄弟姉妹・恋人以外と同居(N=96) 290.4 
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 b．支出面 
 家計の支出面では、一般にその元利返済が大きな負担となる住宅ローンの有無についてもみ

る。 
（ⅰ）世帯1か月の生活費（問10） 

世帯 1か月のあたり生活費は（図表 3-4-10）、全体でみると、「15～20万円未満」の割合が
30.4％で一番高い。年齢階層別にみると（図表 3-4-10）、50歳代後半層の生活費がやや低い方
に分布している。 
 
 図表 3-4-10 世帯の 1か月の生活費（問 10） 

12.5

13.2

11.6

13.8

10.8

19.6

23.1

17.1

13.2

22.9

30.4

29.4

30.8

28.2

34.4

15.6

15.1

15.8

20.1

11.5

12.0

9.9

13.7

10.9

15.3

6.3

6.0

7.5

9.2

3.8

4.6

3.4

3.4

3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=1008)

４０～４４歳
(N=385)

４５～４９歳
(N=292)

５０～５４歳
(N=174)

５５～５９歳
(N=157)

１０万円未満 １０～１５万円未満 １５～２０万円未満 ２０～２５万円未満

２５～３０万円未満 ３０万円以上 不明
 

 
これを、従業上の地位別にみると、特に非正規従業員で「10万円未満」が 20.3%と、他形態
比、目立って高くなっている（図表 3-4-11）。 
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図表 3-4-11 世帯の 1か月の生活費（問 10－従業上の地位別） 
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14.3
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21.4

17.2

8.1

28.6

14.3

7.1

10.3

9.6

20.0

3.1

2.9

6.0

10.3

6.3

2.1

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無職(N=135)

経営者・役員(N=14)

正規従業員(N=433)

非正規従業員(N=241)

派遣社員(N=64)

自営業(N=63)

家族従業員(N=14)

自由業(N=29)

内職(N=5)

１０万円未満 １０～１５万円未満 １５～２０万円未満 ２０～２５万円未満

２５～３０万円未満 ３０万円以上 不明

 
 また世帯構成別にみると（図表 3-4-12）、ひとり暮しの場合は、「10～20 万円未満」を中心
に、20万円未満までに 73.5％となるが、親と同居の場合は、25万円未満までに 72.3％がカバ
ーされる。生活費では、世帯員数が影響を与えているものとみられよう。 
 
図表 3-4-12 世帯の 1か月の生活費（問 10－世帯構成別） 
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13.9

13.2

8.3
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5.3

16.7

4.7

2.5

9.1

2.9

2.2

10.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ひとり暮らし(N=324)

親と同居（親以外との
同居含む）(N=527)

兄弟姉妹と同居（親との
同居除く）(N=38)

恋人と同居（親・兄弟姉妹
との同居除く）(N=12)

親・兄弟姉妹・恋人以外
と同居(N=103)

１０万円未満 １０～１５万円未満 １５～２０万円未満 ２０～２５万円未満

２５～３０万円未満 ３０万円以上 不明
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（ⅱ）住宅ローン（問 10付問 10-1） 
家計では住宅ローンの負担が大きくなるが、その有無について聞いたところ、図表 3-4-13の
通り、全体の約 1割が住宅ローンを借りていた。これを有する割合は、年齢にかかわらずほぼ
一様である。 
ただし、従業上の地位別でみると、正規従業員で 14.5％が借入れしており、非正規従業員
（6.6％）、派遣社員（7.8％）と比べてその比率が高い（図表 3-4-14）。 
また、住宅ローン借入れ総額は平均 19.9百万円である（図表 3-4-15）。 

図表 3-4-13 住宅ローン借り入れ（問 10付問 10-1） 
年齢 借入れあり(%) 

全体(N=1008) 9.6 

40～44歳(N=385) 9.6 

45～49歳(N=292) 10.3 

50～54歳(N=174) 10.3 

55～59歳(N=157) 7.6 

図表 3-4-14 住宅ローン借り入れ（問 10付問 10-1－従業上の地位別） 
就業形態  借入れあり(%) 

無職(N=135) 0.7 

経営者・役員(N=14) 21.4 

正規従業員(N=433) 14.5 

非正規従業員(N=241) 6.6 

派遣社員(N=64) 7.8 

自営業(N=63) 9.5 

家族従業員(N=14) 7.1 

自由業(N=29) 6.9 

内職(N=5) 0.0 

図表 3-4-15 住宅ローン借入額（問 10付問 10-1(1)） 
借入れ総額 構成比(%) 

500万円未満 9.3 

500～1000万円未満 12.4 

1000～2000万円未満 26.8 

2000～3000万円未満 36.1 

3000万円以上 10.3 

不明 5.1 

計 100.0 

平均 19.9百万円 
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 借り入れをした住宅ローンの年間返済額は、平均 98 万円で、最も多い年間返済額は、「100
～150万円未満」が 34.0％、つぎに「50～100万円未満」で 28.9％である（図表 3-4-16）。 
 
図表 3-4-16 住宅ローン年間返済額（問 10付問 10-1(2)） 
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円
未

満

１５０～
２００万

円
未

満

２００万
円

以
上

不
明

 
 
 住宅ローンの返済までの残余期間は 20 年以上が最も多い。留意すべきは、現在年齢を起点
に考えると、住宅ローン完済までの残余期間が意外に長く、多くのケースで定年年齢を超えて

住宅ローンの返済を続けることになるかもしれない(図表 3-4-17)。 
 
図表 3-4-17 住宅ローンの完済までの期間（問 10付問 10-1(3)） 
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（５）社会関係と生きがい 
本項では、日常生活のお付き合い等と社会関係、日々の充実感・満足度、そして不安に思っ

ていることについて取り上げる。 
 
ａ．社会関係 
 日常生活におけるお付き合いについては、血縁関係である家族・親せき、地縁関係である近

所の方、職場の同僚、そして個人的な友人・恋人に関して、どの程度親密であるか。また、恋

人とのお付き合いの関連では、将来の結婚意向についても触れる。 
（ⅰ）お付き合いの親密度（問 17） 
全体として、まず「親せき」、「現在の職場の同僚」、「近所の人」をみると（図表 3-5-1）、「非
常に親しい」がおおむね 4%から 10%弱の間で低い割合にあり、｢まあ親しい｣が 31.5%から
46.5%の間にあって、これらの方々とは総じてそこそこのお付き合いのようである。 
一方、「友人」とは「非常に親しい」が 32.5%、｢まあ親しい｣が 47.2%で、家族とともに、
お付き合いの中心が友人であることを伺わせる。 
 
 図表 3-5-1 お付き合いの親密度（問 17） 
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 同居の有無などの家族構成別にみると（図表 3-5-2、図表 3-5-3）、1 人世帯(全体の 32.1％)
では、「家族」との親密度は「非常に親しい」が 41.7%、｢まあ親しい｣が 34.6%である。「親せ
き」、「現在の職場の同僚」とは全体とほぼ同じ傾向である。｢近所の人｣との親密度は｢あまり親

しくない｣が 29.0％、｢全く親しくない｣が 36.1％であり、全体（51.2％）に対し親密度が薄い。 
 親との同居の世帯(全体の 52.3％)では、同居家族との親密度がかなり高い（61.3%）。その他
の方々との親密度は全体の傾向と似ている。 
 全体としては、親しいお付き合いの中心は、家族であり友人であると言えよう。 

 
 図表 3-5-2 お付き合いの親密度（問 17－1人世帯） 
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 図表 3-5-3 お付き合いの親密度（問 17－親と同居の世帯） 
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【参考 お付き合いの親密度にかかわる前回調査との比較】 
 
 今回調査では、前回調査から調査内容の変更を行ったが、社会関係に関しては日常生活での

重要性を考慮し、ほぼ同様の設問とした。ここでは、次のような両調査の相違点に留意しつつ、

両調査の結果を比較したい。 
（両調査の相違点） 
・対象者：今回調査は原則生涯独身女性。前回調査は、離別・死別を含む独身女性。 
・世帯構成：1人暮らしの割合は、前回が 35.4％、今回は 44.8％である。 
・居住地：前回は東京都区部、今回は全国。 
・年齢：前回は 40～55歳。今回は 40～59歳。 
 以上の相違点を前提に、可能な限り両者標本を均一にするため、ここでは、前回の離別・死

別を含む独身女性の調査結果（N=175）に対して、今回調査対象者から、東京都区部の 40～
55歳の未婚独身女性(N= 181)について集計し比較した。なお、回答率は、設問の対象者が「い
ない」場合（例えば、1 人暮らしに同居の方との親密度を聞く設問）など、無効回答を除いて
集計した。 
 
結論を先取りすれば、両調査の関係者との親密度に大きな相違はなかった。ただし、今回調

査は前回比、親密度が総じてやや低くなっている。 
 
①家族との親密度（図表 3-5-4） 
前回は、家族というカテゴリーで親密度を訊いたが、今回は、1 人暮らしの方も多いので、
同居の家族と同居以外の家族とを分けて、親密度を訊いた。1人暮らしで同居の方が「いない」
との回答を除くと、ほぼ前回同様に、ほとんどが家族と親密な関係にある。 
 
図表 3-5-4 家族との親密度
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非常に親しい まあ親しい あまり親しくない 全く親しくない いない

前回　家族 今回　同居の方 今回　同居以外の方（家族）
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②親せきとの親密度（図表 3-5-5） 
 今回調査では、前回より親せきとの親密度が低くなっており、特に｢あまり親しくない｣・｢全

く親しくない｣を合わせた割合が、前回より 23.9ポイント上昇し、48.4％となった。ただし、
前回調査の対象者には、配偶者との離別者・死別者が含まれ、また、本人と未婚の子どものみ

の世帯が 44.6％含まれているので、今回調査の未婚者とは異なり、それなりに親せきとの行き
来があったものと思われる。 
 
図表 3-5-5 親せきとの親密度 
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前回　親せき 今回　同居以外の方（親せき）.  
 
 ③現在の職場の同僚との親密度（図表 3-5-6） 
 前回調査と比較すると、今回調査では、｢非常に親しい｣・｢まあ親しい｣を合わせた割合が

63.5％へと 13.1ポイント低下している。 
 
図表 3-5-6 現在の職場の同僚との親密度 
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52.7%

17.4%

3.6%

15.6%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

非常に親しい まあ親しい あまり親しくない 全く親しくない いない

前回　現在の職場の同僚. 今回　現在の職場の同僚.  
 
 ④友人との親密度（図表 3-5-7） 
 ここでは、前回調査と今回調査とも、｢非常に親しい｣・｢まあ親しい｣を合わせた回答割合が

9割程度でほとんど変わらなかったが、今回の｢非常に親しい｣への回答割合は前回比 15.8ポイ
ント低下した。 
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図表 3-5-7 友人との親密度 
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⑤近所の人との親密度（図表 3-5-8） 
 近所の人との親密度については、両調査とも総じて親しさが低いが、今回調査では｢あまり親

しくない｣・「全く親しくない」の合計回答割合が 61.0％で、前回比 16.4 ポイント高い。これ
は、前回調査が離別者・未婚者を含んでおり、本人と未婚の子どものみの世帯の割合が 44.6％
で、それだけ子どもを通しての地域との係りがあるためかもしれない。 
 
 図表 3-5-8 近所の人との親密度 
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（ⅱ）結婚意向（問 21） 
 将来における結婚の意向について（図表 3-5-9）、全体では、｢すでに結婚相手が決まってい
る｣との回答が 4.6%あった。ただ、｢適当な人がいたら結婚したい｣（48.5%）と「結婚するつ
もりはない」（45.6%）とはほぼ拮抗した。これを年齢階層別にみると、当然のことかもしれな
いが、「結婚するつもりはない」との回答が、年齢層が高くなるにつれ急増する。 
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 図表 3-5-9 結婚意向（問 21） 
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ここで、結婚意向と、問 17の恋人とのお付き合いの親密度の回答状況を合わせてみると（図
表 3-5-10）、結婚意向のある人で恋人がいる人は 39.7%で、そのうち｢非常に親しい｣・「まあ親
しい」とする恋人がいるのは 33.1％あった。 
 
 図表 3-5-10 結婚意向（問 21―問 17お付き合いの親密度（恋人）で分類） 
結婚意向. お付き合いの親密度（恋人）（%） 

 
非常に 

親しい 

まあ 

親しい 

あまり親 

しくない 

全く親し 

くない 
いない 不明 

適当な人がいたら結婚したい 

(N=489) 
15.3 17.8 3.7 2.9 45.6 14.7 

結婚するつもりはない 

(N=460) 
9.9 11.7 1.7 2.6 54.6 19.5 

不明(N=13) 7.7 0.0 0.0 0.0 15.4 76.9 

 
ｂ．生活の満足度 
（ⅰ）充実感（問 16） 
 「あなたが日頃の生活の中で、最も充実感を感じるのはどのような時ですか。」という設問に

対しては（図表 3-5-11）、全体でみると、「趣味やスポーツに熱中している時」が最も高い回答
で21.7％、次いで「ゆったりと休養している時」（19.6％）、「仕事にうちこんでいる時」（13.1％）、
「友人と会合、雑談しているとき」（10.9%）が続く。 
年齢階層による相違はあまり見られないところに特徴がある。ただ強いて言えば、40歳代前
半層の「趣味やスポーツに熱中している時」の割合が、その他の年齢層と比べて、高い。また、

｢特にない｣の選択率が、年齢が上がるほど高くなる傾向にある。 
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図表 3-5-11 最も充実感を感じる時（問 16） 
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（ⅱ）日常生活における満足度（問 18） 
日常生活における満足度を、人間関係（職場の人間関係、家族、友人、恋人、地域・近隣の

人間関係）、経済面（収入、資産・貯蓄）、仕事の内容、そして趣味やスポーツ活動の 4つの領
域について問うた（図表 3-5-12）。「非常に満足」と「まあ満足」の合計が高いものは、まず「家
族」、「友人」であり、次いで「恋人」、「地域・近隣の人間関係」、「仕事の内容」、「趣味やスポ

ーツ活動」となる。逆に満足度の低いものは、「収入」、「資産・貯蓄」で、経済面での不満割合

は約 7割と、他に比べ突出して高い。 
 
 図表 3-5-12 日常生活における満足度－全体（問 18） 
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「収入」と「資産・貯蓄」の満足度を、本人の仕事から得た過去 1年間の収入で分類してみ
ると（図表 3-5-13、図表 3-5-14）、その収入が 500万円以上になると、2つの項目に対する満
足度（「非常に満足」と「まあ満足」の合計）が急に高くなることが見てとれる。 

 
図表 3-5-13 日常生活における満足度－収入（問 18－仕事による収入別） 
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図表 3-5-14 日常生活における満足度－資産・貯蓄（問 18―仕事による収入別） 
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（ⅲ）生活全体の満足度（問 19） 
 それでは、生活全体としてみた場合はどうであろうか。図表 3-5-15 によると、全体として
67.7％が｢非常に満足｣あるいは｢まあ満足している｣と回答し、30.2%が「やや不満」あるいは
「非常に不満」としている。 
 また、生活全体の満足度は、ほぼ年収の大きさに比例し、高くなる（図表 3-5-16）。 
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 図表 3-5-15 生活全体の満足度（問 19） 
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図表 3-5-16 生活全体の満足度（問 19－仕事による収入別） 
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また、日常生活の満足度と生活全体の満足度との相関関係をみると、図表 3-5-17で示した相
関係数のとおり、日常生活の「収入」、「資産・貯蓄」に対する満足と生活全体の満足度との相

関関係が高いことがわかった。 
 
図表 3-5-17 日常生活の満足度の回答と生活全体の満足度の回答との相関係数 
      （問 18 問 19） 

日常生活の満足度 相関係数 

（1）仕事の内容 0.389** 

（2）職場の人間関係. 0.318** 
（3）収入 0.422** 
（4）資産・貯蓄 0.424** 
（5）趣味やスポーツ活動 0.303** 
（6）家族 0.303** 
（7）友人 0.229** 
（8）恋人 0.319** 
（9）地域・近隣の人間関係 0.209** 

 注：**.相関係数は 1％水準で有意（両側） 

日常生活の満足度の値は、アンケート調査票の設問では、｢非常に満足している｣（4）・「まあ満足している」

（3）・｢やや不満である｣（2）・｢非常に不満である｣（1）としているので、今の生活の満足度の設問の値を、

同じように、｢非常に満足している｣（4）・「まあ満足している」（3）・｢やや不満である｣（2）・｢非常に不満

である｣（1）として Spearmanの順位相関係数を算定した。 

 
ｃ．不安を感じていること（問 20） 
 問 20では、不安に感じていることについて、その 1位、2位となるものを聞いた。1位と 2
位を合計し集計した結果が図 3-5-18である。回答率が高いものを挙げると、｢先行きに対する
漠然とした不安｣（23.7％）、｢健康のこと｣（19.6％）、｢生活費のこと｣（16.7％）であった。 
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 図表 3-5-18 不安を感じていること（問 20） 
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（％）

 
  
次に 1位、2位別で、まず 1位をみると(図表 3-5-19)、全体では、「健康のこと」（25.0%）、
「先行きに対する漠然とした不安」（20.0%）、｢生活費のこと｣（18.6%）の順になる。 
 年齢階層別の特徴を挙げれば、年齢が上がるにつれ「健康のこと」への回答率が増える。ま

た、40歳代前半層で「先行きに対する漠然とした不安」が高かった。 
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 図表 3-5-19 不安を感じていること―1位（問 20） 
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（％）

 
 
不安に感じていることの 2位をみると（図表 3-5-20）、「先行に対する漠然とした不安」の割
合が他を圧して高かった。 
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図表 3-5-20 不安を感じていること―2位（問 20） 
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（６）老後展望 
本項は、老後の生活設計、老後の生計費用の見込、住まい、病気・介護で援助が必要なとき

の対処方法の見込である。 
 
ａ．生活設計（職業と収入） 
（ⅰ）加入年金（問 9） 
老後の生活を支える有力な手段として各種の年金がある。ただし、それを受給するには、現

役期から保険料負担を行って備える必要があり、そうした意味合いから、年金の加入状況を問

うた。 
そこで公的年金の加入状況であるが（図表 3-6-1）、ほとんどの回答者が、何らかの公的年金
〔国民年金(39.5％)・厚生年金（54.2%）・共済年金（4.9％）〕に加入している。また自助努力
による個人年金保険の加入率は 43.8％と高い比率になっている。 
 年齢階層別にみると、年齢が高くなるにつれ、厚生年金への加入率が低下している。また、

50歳代後半層のところで特徴的なことは、国民年金保険の加入率と個人年金保険の加入率がそ
れ以前の年齢層に比べ、高くなることである。 
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図表 3-6-1 加入年金（複数回答）（問 9） 

39.5

54.2

4.9

10.0

43.8

1.0

0.9
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５０～５４歳(N=174) ５５～５９歳(N=157)

（％）

   
 
 
 



 - 78 - 

自助努力による個人年金保険の加入率はついては、正規従業員 51.0％、自由業 48.3％、自営
業 44.8％と、これらの 3 つが他の従業上の地位と比べ高い加入率となっている。また、図表
3-6-2 のとおり、個人年金保険の加入率を本人の仕事から得た過去 1 年間の収入別で見ると、
年収 500万円を境に、加入率が高くなっている。 
 
図表 3-6-2 個人の収入別個人年金保険加入率（問 9） 

45.4

40.4

37.6

35.8

44.2

44.6

66.7

68.2

66.7

60.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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１００万円未満

１００～２００万円未満

２００～３００万円未満

３００～４００万円未満

４００～５００万円未満

５００～６００万円未満

６００～７００万円未満

７００～９００万円未満

９００万円以上

  （％）

 
（ⅱ）老後の生計資金のための資産形成方法（問 11） 
老後生計資金のための資産形成方法について尋ねたところ(図表 3-6-3)、全体では、「預貯金」
（64.8％）、「生命保険・簡易保険」（50.0％）、「個人年金保険」（39.0％）の順に多かった。一
方で「何もしていない」方が 18.4％もあった。また、市場リスクのある｢株式｣に 14.5％、債券
には 7.0%の回答があった。 
これを従業上の地位別にみると、正規従業員で、各資産形成方法への回答割合が、総じて全

体より高かった。 
一方、資産形成を｢何もしてない｣の回答率は、正規従業員では 11.1％に対し、非正規従業員

24.5％、派遣社員は 20.3％であった。 
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 図表 3-6-3 老後の生計資金のための資産形成方法（複数回答）（問 11） 
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      注：従業上の地位のうち、家族従業員・自由業・内職・その他・不明は、サン 
プル数が少ないため、グラフ表示から除く。 
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（ⅲ）老後生計資金のための資産・貯蓄額（問 11付問 11-1） 
 老後生計資金のための資産・貯蓄保有額についてたずねたところ（図表 3-6-4）、その全体と
しての分布は「1,000～1,500 万円未満」が最多（15.7%）である。また、平均額は 23 百万円
で（図表 3-6-5）、年齢が上がるほど資産額も増えるが、50歳代後半層のところでは、その金額
がむしろ小さくなっている。 
 
図表 3-6-4 老後生計資金のための資産・貯蓄額（問 11付問 11-1） 
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図表 3-6-5 平均資産・貯蓄額（問 11付問 11-1） 

年齢 平均（百万円） 

全体 23.0 

40～44歳 20.1 

45～49歳 22.8 

50～54歳 29.3 

55～59歳 23.4 

 
（ⅳ）老後の生活設計を考え始めた時期（問 24） 
 老後の生活設計を考えているかどうか、考えている場合、それはいつ頃からか、という問に

対し（図表 3-6-6）、43.5％が「まだ考えていない」、約半数（55.6％）は考えていると回答して
いる。年齢層別にみた場合、50歳代後半層でも、23.6％が「まだ考えていない」と回答したこ
とが注目されよう。 
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 図表 3-6-6 老後の生活設計を考え始めた時期（問 24） 
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（ⅴ）老後の生活費の予想額（問 25） 

60歳以降（退職後）における 1か月の生活費（扶養・住宅ローン支払・医療・教養・娯楽費
などを含む）の予想額を聞いたところ（図表3-6-7）、最多の回答は｢15～20万円未満｣で34.6％、
次が｢10~15万円未満｣で 26.5％となった。 
 
 図表 3-6-7 60歳以降（退職後）の 1か月の生活費の予想額（問 25） 

18.3

19.5

18.2

16.1

17.8

26.5

28.3

28.1

23.6

22.3

34.6

30.4

33.6

38.5

42.7

10.2

10.1

9.6

12.1

9.6

6.5

7.3

6.5

6.9

4.5

0.6

2.4

3.1

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=1008)
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（ⅵ）老後の収入源（問 26） 
 老後生活費の原資については（図表 3-6-8）、｢公的年金｣(71.1％)、｢預貯金｣（54.4％）、｢仕
事による収入｣（44.1％）、｢個人年金｣（38.5％）、「企業年金」（12.2％）の順で多かった。各年
齢層とも、似たような回答状況にある。 

 
図表 3-6-8 老後の収入源（複数回答）（問 26） 
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（％）
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ｂ．老後の住まい方 
（ⅰ）老後の住まい（問 13） 
老後の住まいについて、独身の中高年女性はどのように考えているのであろうか。 
これを図表 3-6-9でみると、「現在の住まいに住みつづける」（38.6%）と「わからない」（38.7%）
が拮抗している。 
これを年齢層別にみると、年齢層が若いほど、現段階ではまだ具体的なイメージがないか、

あるいは決めかねているようで「わからない」の割合が高く、年齢が上がるにつれて「現在の

住まい」の割合が高くなる。 
 
図表 3-6-9 老後の住まい（問 13） 

38.6

27.5

36.6

51.7

54.8

21.2

20.8

26.4

16.1

18.5
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現在の住まいにそのまま住みつづける 転居するつもりである その他 わからない 不明
 

 
（ⅱ）老後の居住意向（問 13付問 13-1） 
問 13で「転居するつもり」と回答した方に、老後の居住意向を尋ねたところ（図表 3-6-10）、
「持ち家を購入」（25.7%）、「賃貸住宅に住むつもり」（25.2%）が比較的多かった。 
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図表 3-6-10 老後の居住意向（問 13付問 13-1） 
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都市規模別では（図表 3-6-11）、持ち家を購入という回答割合が、東京都区部や政令指定都 
市よりもその他の地域が高くなっており、各地の住宅事情を反映していることが伺える。 

 
図表 3-6-11 老後の居住意向（問 13付問 13-1－都市規模別） 
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（ⅲ）老後の同居意向（問 14） 
老後の同居意向であるが（図表 3-6-12）、全体でみるとこれも現段階では「わからない」
（33.0%）と「1人で暮らす」（32.5%）がほぼ同じ割合となった。 
また、年齢層別では、図表 3-3-4でみたとおり、50歳代後半層で、持ち家率が高くなること
と平仄を合わせるように 1人暮らしの割合が高くなり、また「親と暮らすつもり」の回答が大
幅に低下するとともに、「兄弟姉妹と暮らすつもり」の回答がやや増えていることが特徴的であ

る。 
 
図表 3-6-12 老後の同居意向（問 14） 
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また、都市規模別でみると（図表 3-6-13）、「親と暮らすつもり」という回答割合が、東京都
区部に比べ政令指定都市とその他の地域でやや高くなっている。 

 
図表 3-6-13 老後の同居意向（問 14－都市規模別） 
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ｃ．介護（問 27） 
60 歳以降（退職後）、自分自身が病気・介護などで援助が必要になった場合、どのような対
処をするか伺ったところ（図表 3-6-14）、全体でみると、｢公的介護施設（特別養護老人ホーム
など）に入所する｣が 38.7%、｢自宅でホームヘルプサービスなどの在宅介護を利用する｣が
37.7%と、両者はほぼ同程度の割合となった。 
また｢介護付き有料老人ホームに入所する｣が 15.9%である。この選択肢では、本人の年収が
高い人ほど選択率が目立って高かった（年収 500 万円以上の層で｢介護付き有料老人ホームに
入所する｣の選択率が急増する）。 
さらに、｢親族に介護してもらう｣との人が 10.3%いた。なお、｢病院に入院する｣の割合が

31.8%と高かったが、これには介護とは別に病気入院が含まれているものと考えられる。 
年齢階層別において 40歳代前半層と 50歳代後半層を比較すると、後者の方が｢公的介護施
設（特別養護老人ホームなど）に入所する｣の選択率が低くなり、｢自宅でホームヘルプサービ

スなどの在宅介護を利用する｣と「親族に介護してもらう」が高くなる。より身近になるほど、

在宅での、また親族による介護等を希望するということかもしれない。 
 ここで、親への対処方法の見込（問 23／択一回答）の回答と、自分自身の場合の対処方法（問
27／複数回答）とを比較すると（択一回答と複数回答の違いに留意）、次の特徴がある。｢自宅
でホームヘルプサービスなどの在宅介護を利用する｣の選択率はともに高いものの、親への対処

方法見込みではかなり低い割合であった｢公的介護施設（特別養護老人ホームなど）に入所する｣、

｢介護付き有料老人ホームに入所する｣が、自分自身の対処方法では高い選択率となっている。 
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 図表 3-6-14  自分自身が万が一病気・介護などで援助が必要になった場合の対処方法 
（複数回答）（問 27） 
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（７）行政への要望事項 
ａ．集計結果 
 独身の中高年女性は、現在の生活や老後の生活に関し、政治や行政に対してどのような要望

を持っているのだろうか。そこで、問 28において、要望事項を自由記載してもらった。 
 その結果を集計してみると（図表 3-7-1）、いまの生活については、「税金」にかかわる要望
がほかの項目を引き離して最も多く、全体の 2割近くを占めている。一方、老後の生活に関し
ては、公的年金にかかわる要望が 3割を超えて圧倒的であった。 
 
 図表 3-7-1 行政への要望事項（問 28） 

 （単位：件・％）

            いまの生活             老後の生活

件　数 割　合 件　数 割　合

税負担の軽減 136 19.7 21 2.7

税金の無駄遣いをやめて欲しい 49 7.1 18 2.3

医療費の負担軽減 45 6.5 52 6.8

公的年金の給付維持・不安解消 47 6.8 248 32.4

介護施策の改善 22 3.2 71 9.3

社会福祉の改善 29 4.2 29 3.7

雇用の安定・確保や改善 60 8.7 29 3.7

住宅施策の改善 27 3.9 54 7.0

その他 167 24.2 199 26.0

特になし 107 15.5 45 5.9

合 計 689 100.0 766 100.0  
 
ｂ．記載された主な事項 
 以下に具体的な記載内容を例示する（例の抽出では恣意性を免れないことにご留意いただき

たい）。 
（ⅰ）生活について（いま、そして老後） 
女１人で働いて生活するのは大変です。 
親の扶養義務が重過ぎるので、法律を変えてもらわないと、結婚できない。 
１人暮らしで、１日誰ともしゃべらないので、話し相手が欲しい。 
親の介護を通じて、長年住んだ場所や地域がいかに大切であるかを痛感。 
親の年金収入だけで扶養されることをやめたい。 
独身女性の場合、同年代の男性に比べ、収入がはるかに低い。 
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母子家庭ですが、自分が病気になると生活ができなくなる。 
犯罪が多発し、今後１人になったとき不安。 
親がいなくなった後も、ボランティアなど人とのかかわりを持ち続けたい。 
老後１人になったら、生活保護で生活していきたい。 
独身なので、最期の看取りを誰にしてもらうかで、思いあぐねている。 
 入居する老人ホームが倒産したらどうしようと不安になる。 
 
（ⅱ）行政への要望事項 
１人暮らし老人の生死の確認をもっと充実させて欲しい。 
１人住まいへの定期的な訪問。ボランティアが毎日電話するとか、定期訪問するとか。 
公営住宅への入居条件で保証人、同居人を要する。 
お年寄りの集まれる空間提供、うるさくないカフェ・テレビ番組。 
非常勤講師でも、社会保険に入れるようにして欲しい。 
若い人もやがては高齢者になってゆく、そうしたことをもっと学んでもらう教育を期待。 
福祉関係の仕事をしているが、給料が安すぎる。 
50歳も過ぎると仕事がない。意欲があれば、年齢にかかわりなく仕事ができるようにして欲
しい。 
税金が高くても、老後が安定しているスウェーデンのような政策を取って欲しい。 
小さな単位（家庭）から、マンション、近隣へと、コミュニケーションの取れる街づくりが

望ましい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 - 91 - 

（８）補足分析－従業上の地位による仕事と生活 
ａ．分析の視点 
本節では、従業上の地位の違いが、収入を始めとする生活全般について、それぞれどのよう

な相違を生じさせるのか、主要項目ごとにみていくこととする。 
 そこで、正規従業員、非正規従業員ならびに無業者を、以下の条件により抽出し分析の対象

とした。 
 

現職の従業上の地位 抽　出　条　件 サンプル数

正規従業員 ①勤続20年以上 139件

②勤続20年未満、かつ入職推定年齢が24歳未満

非正規従業員 ①初職が非正規従業員 141件
②初職が正規従業員、かつ勤続年数5年未満

無業者 過去に就業経験あり 123件  
 
ｂ．仕事 
 ここでは、正規従業員、非正規従業員を比較の対象に、勤務先等の企業規模、仕事の内容、

最大の悩みや不満をみる（図表 3-8-1～図表 3-8-3）。 
 
（勤務先の従業員規模－問 2付問 2-1） 
 まず勤務先等の企業規模は、大きく括ってみると、正規従業員では｢1,000 以上・官公庁｣が
4割近く（37.4%）を占め、「300人以上」では 6割（62.6%）を超える。これに対し、非正規
従業員では｢1,000以上・官公庁｣が2割に満たず（17.0%）、「300人以上」でようやく3割（31.2%）
を超える状況で、最も割合が高い規模は「30～100 人未満」（18.4%）である。これをみると、
正規従業員は中規模以上の企業に勤務する割合が高い一方、非正規従業員は小企業の割合の方

が高い。 
 
（仕事の内容－問 2付問 2-2） 
 次に、仕事の内容では、正規従業員はいわゆるホワイトカラー系の職種（「事務職」、「専門職」、

「管理職」）が 9割近く（87.8%）となる。これに対して、非正規従業員はホワイトカラー系の
割合が 4割台（45.4％）と大幅に少ない一方で、「営業・販売」、「サービス」や「製造・技能・
労務」の割合が多く、より現業的な仕事内容に就いているという特徴を示している。 
 
（現在の仕事にかかわる最大の悩みと不満－問 2付問 2-6-1） 
現在の仕事について最大の悩みや不満は、正規従業員は「収入が少ない」（23.5%）、「仕事が
多い」（23.5%）および「休暇がとれない」（22.2%）の 3項目がいずれも 2割台でほぼ同じ比
率となっている。収入や雇用面にかかわる悩みや不満よりも、就業上の悩みや不満が大きく 7
割以上（70.4%）の割合を占め、勤務の多忙さといったことが色濃くでた。なお、｢雇用が不安
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定｣や｢社会保険に入れない｣という質問への回答は全くみられず、これら項目においては、正規

従業員に対する勤務条件・処遇が維持されているようである。 
これに対して、非正規従業員は「収入が少ない」が 5割近く（46.9%）を占め、さらに「雇
用が不安定」、「社会保険に入れない」などが続き、これらを合わせると 7割を超える（76.1%）。
収入や処遇面で、正規従業員のそれとは非常に対照的な結果となった。 
非正規従業員が、そもそも正規従業員と比べて雇用上安定した立場ではないことや、社会保

険加入等の福利厚生面の恩恵をあまり受けていないことは、これまでも指摘されてきた。その

点が、本アンケート調査においても確認されたといえよう。 
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図表 3-8-1 勤務先等の従業員規模（問 2付問 2-1） 
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 図表 3-8-2 仕事の内容（問 2付問 2-2） 
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 図表 3-8-3 現在の仕事にかかわる最大の悩みと不満（問 2付問 2-6-1） 
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ｃ．初職の退職理由 
 ここでは、最初の勤務先や仕事をやめた理由を、非正規従業員と無業者の 2グループの比較
によりみる（図表 3-8-4）。 
 そこで、退職理由を、本人の自発的な理由（「仕事の内容や職場に不満」、｢ほかに適当な仕事｣、

「働く必要がない」、「進学・留学」、「他にやりたいこと」）と非自発的な理由（「経営不振」、「親

の介護など家庭のつごう」、「病気」）の 2つに大別する。 
 そしてまず、本人の自発的な理由の割合をみると、非正規従業員では 7割近く（67.4%）に
なる。無業者でも 5割弱に達する（47.2%）。 
しかし、無業者の場合、非自発的な理由が 46.3%と高く、自発的な理由とほぼ同程度になり、
特に｢病気｣（21.1%）の割合が相対的に多い。病気やけがによりやむなく退職を余儀なくされ、
その後も仕事に就くことができないといった事情かもしれない。また、「親の介護など家庭のつ

ごう」の割合もやや高い。 
 いずれにしても、初職の退職理由では、非正規従業員、無業者ともに相当の比率で自発的に

退職しており、それがその後の仕事、収入等へ影響しているものとすれば、なぜこれほど高率

で退職するのか、その理由は何か、もう一段突っ込んだ調査が求められるのではないか。 
 
 図表 3-8-4 最初の勤務先／仕事をやめた理由（問 3付問 3-4） 
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ｄ．世帯と収入 
 ここでは、正規従業員・非正規従業員・無業者の世帯と収入等についてみる（図表 3-8-5～
図表 3-8-11）。 
 
（世帯人数－問 6） 
正規従業員が 1人世帯である割合は、相当高く他を 1~2割引き離し 34.5％となっている。一
方、無業者は 2人以上の世帯で、とりわけ 4人以上の世帯であることが目立つ。 

 
（同居者－問 6付問 6-1） 
同居者のほとんどが親である（正規従業員・無業者で 9 割・非正規従業員で 7 割）。なお、
非正規従業員では｢その他｣が 29.9％となっているが、｢その他｣のほとんどは、自分自身の子で
ある。 
 
（主たる生計維持者－問 7） 
 主たる生計維持者は、正規従業員、非正規従業員、無業者の順に「自分自身」が減り、反面

で逆の順に「自分自身以外の人」が増えている。 
 
（自分以外の人が主たる生計維持者の場合の続柄－問 7付問 7-1） 
自分以外の人が主たる生計維持者の場合、その続柄は 8～9 割が「親」である。次が「兄弟
姉妹」である。 
 
（世帯収入－問 8） 
 世帯全体の収入では、正規従業員では｢600万円～800万円未満｣の割合が 30.2％と最も多く、
400 万円～1,000 万円未満（74.1％）にかなりの割合で分布している。一方、非正規従業員、
無業者では｢200万円～300万円未満｣が最も多く（非正規従業員 20.6％・無業者 22.8％）、400
万円未満にその 6割が分布している。 
 
（本人の収入－問 8付問 8-2） 
 次に本人が仕事から得た収入を、正規従業員、非正規従業員で比較してみると、平均年収で

は、正規従業員で 546.5万円、非正規従業員で 184.9万円とかなりの開きがある。 
そして、所得帯の分布状態では、正規従業員が｢500万円～600万円未満｣で 24.5％と最も多
く、400万円～900万円未満で 7割を占めている。非正規従業員では、｢100万円～200万円未
満｣が41.1％で最も多く、100万円～300万円未満で6割となり、年収｢100円未満｣の層が14.2％
もいる。 
 
（加入年金－問 9） 
 正規従業員、非正規従業員、無業者とも、ほとんどが何らかの公的年金に加入しているが、

それぞれの加入年金の種類をみると、正規従業員では｢厚生年金｣と｢共済年金｣をあわせて
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95.7％が加入し、「個人年金保険」にも 65.5%が加入している。 
非正規従業員では、国民年金保険（53.9％）のほか厚生年金保険にも 39.0％の加入がある。
無業者は、圧倒的に国民年金保険（82.1％）である。 
個人年金保険の加入率は、正規従業員の 65.5％に対して、非正規従業員、無業者はともに 35％
程度で正規従業員の半分程度の割合である。 

 
図表 3-8-5 世帯人数（問 6） 
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図表 3-8-6 同居者（問 6で世帯人数が 2人以上）（問 6付問 6-1） 
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図表 3-8-7 主たる生計維持者（問 7） 
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図表 3-8-8 主たる生計維持者の続柄（問 7付問 7-1） 
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図表 3-8-9 過去 1年間の世帯全体の収入（税込）（問 8） 
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図表 3-8-10 過去 1年間の仕事から得た収入（問 8付問 8-2） 
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図表 3-8-11 加入年金（複数回答）（問 9） 
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ｅ．生活 
 ここでは、正規従業員、非正規従業員、無業者の普段の生活面に注目する（図表 3-8-12～図
表 3-8-15）。 
 
（健康状態－問 15） 
 正規従業員、非正規従業員の間では大差ないが、無業者では｢まあ健康｣の割合が低く、｢病気

がち、療養中｣が 14.6%あって、相対的に高い。 
 
（充実感を感じる時－問 16） 
 最も充実感を感じる時については、｢趣味やスポーツに熱中している時｣が一番多いが、正規

従業員（25.2％）・非正規従業員（21.3％）・無業者（19.5％）の順に選択率が下がっていく。
無業者において｢特になし｣（13.0％）が他に比べてやや多い。 
 
（生活全体の満足度－問 19） 
 ｢非常に満足している｣と｢まあ満足している｣を合わせての回答率をみると、正規従業員では

82.0％ある。非正規従業員と無業者は 5～６割と低くなっている。 
 
（不安に感じていること－問 20） 
 不安に感じていることの１位でみると、共通して多いものは、｢健康のこと｣と｢先行に対する

漠然とした不安｣である。その中では、無業者が「健康のこと｣に対し、正規従業員が「先行き
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への不安」に対し、選択割合が高い。 
また、非正規従業員と無業者は正規従業員に比較して、｢生活費のこと｣や｢雇用が不安定なこ

と｣への不安が高い。 
 
図表 3-8-12 健康状態（問 15） 
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 図表 3-8-13 最も充実感を感じる時（問 16） 
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 図表 3-8-14 生活全体の満足度（問 19） 
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図表 3-8-15 不安に感じていること―１位（問 20） 
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ｆ．老後の収入源 
 老後の収入源では、正規従業員と非正規従業員を比較すると、非正規従業員の方が｢公的年金｣、

｢個人年金｣、｢預貯金｣を選択する割合が低く、｢仕事による収入｣の選択率が高い。 
 
図表 3-8-16 老後の収入源（問 26） 
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１．独身女性の老後生活－落とし穴とハードルと   
 

直井道子 
 
１，独身女性の老後生活の何を問題にするか 
 二十年以上前の独身中高年女性〈４０歳代、５０歳代〉を対象にした調査からは（東京都老

人総合研究所，1978）、独身女性は配偶者や子がいないので、老後の介護という問題が深刻で
あるということが浮かび上がっていた。また、調査の前後に行ったケーススタディからは、「中

高年で配偶者がいない女性」ということが、世間から冷たい目で見られる、という不満が指摘

されていた。さらに、一般に女性は男性に比べて経済力が低いために、その老後には経済的問

題に直面することが示された（直井道子、1985）。介護、「世間の目」、経済問題という三点に
ついて、このような状況は今も続いているのだろうか。 
この調査が行われてからすでに 20 年以上が経過したので、その間の社会変化がもたらした
影響について次のような仮説をたてることができる。まず介護については、公的介護保険制度

〈2000〉や介護休業法ができ、性別役割分業の見直しという風潮の中で介護は必ずしも女性の
役割とはみなされなくなってきている。したがって、親の介護も兄弟と協力して乗り切り、自

らの老後生活にも明るい見通しが持てるようになっているかもしれない。第二に「世間の目」

については、晩婚化や離婚の増大などの影響もあって独身であるということについて、世間は

それほど特別視をしなくなっている可能性もある。第三に経済問題については、雇用機会均等

法〈1985〉が施行され、女性が男性と均等な雇用機会を得ているとすれば、結婚や出産で仕事
をやめるリスクが少ない独身女性の老後の経済問題は改善されている可能性もあるだろう。今

回の調査対象者はその年齢からいってこれらの変化の影響をぎりぎり受けたかどうか、という

世代ではあるが、このような明るい兆しを読み取れるのか、あるいはそのような変化は読み取

れないのか、というのが、今回の調査の注目点の一つであろう。 
結論的にいうと、過去のデータと厳密に比較したわけではないものの、次のような変化が読

み取れた。第一に介護については、自身が要介護者になった場合の対処方法として、「公的介護

施設（特別養護老人ホームなど）に入所する」が 38.7%「自宅でホームヘルプサービスなどの
在宅介護を利用する」（37.7%）、「病院に入院する」（31.8%）が高率である。サービスが十分
かどうかはともかくとして、供給が現実に制度化され、増えているためか、それほど介護につ

いての不安は表明されなかった。第二に、「世間の目」については、現在では独身の自由を謳歌

し、友人や趣味の多い人もいて、それなりに自分を肯定的にとらえているように見えた。無論、

以上の二つの問題についてこのように楽観的に断定してよいかどうかは、まだ検討する余地が

あるが、ここでより問題にしたいのは第三の経済問題についてである。残念ながら、経済問題

については他の二つの問題のような明るい兆しは全く読み取れず、20年以上前と比較してもあ
まり事態は改善されていないように見えた。そこで、次に問題になるのは、大きな社会変化に

もかかわらず、なぜ老後の経済生活にあまり明るい展望をもてない独身女性が多いのか、とい

うことである。すると、独身女性をとりまく、家族、職場などの中に、女性の経済的能力の発

揮を妨げるハードルや落とし穴のようなものがいくつも存在している、という風景が浮かんで
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きた。ここでハードルとは努力して乗り越えなくてはならない障害物、落とし穴は予期せずに

はまってしまうデメリットのようなものをさすが、もとより比喩的であって、それほど厳密に

区別して使うわけではない。趣旨は、安定した老後にいたる道筋に存在するいくつかの分岐点

のようなものを、調査結果から示したいということである。 
 
２，職業生活－多い転職 
 回答者のほとんどは職業についており、無職は 13.4% である。ただし、正規従業員は就業
者の約半分で、年齢が高いほど少ない。初職では８割が正規従業員であったが、５年未満で最

初の仕事をやめた人が対象者の 3 割近くあり、しだいに非正規が増えてきたのだと思われる。
独身なのだから結婚・出産退職のリスクがなくて初職を長期に継続しているだろうという予測

ははずれた。そして、このことが後に述べる低賃金や社会保障の不備につながってきている。

そこで、第一のハードルは「仕事を続ける」ことだといえそうだ。 
 それではなぜ、独身女性の多くが早い段階で転職をするのか？ 最初の仕事をやめた理由を

聞くと〈複数回答〉（図表 3-2-24）、最も高率なのは「仕事の内容や職場に不満があったので」
で、仕事をやめた人の３割強を占める。これに「他に適当な仕事があったので」の１割強を合

わせると、職業の諸条件の問題が一番の原因であり、とくに大卒者で高率になっている。ほか

に「病気、けが」「親の介護など家庭の都合」がそれぞれ１割を超えていた。 
 初職を辞めるにいたった職業の諸条件の内容をより詳しくグループインタヴューから探って

みると、「意地悪な先輩」「いやな上司」「そりが合わない人の秘書」などのような人間関係に関

することが多い。それから勤務先として女性が長く勤めることを想定していないため、ある程

度勤めると行き詰まりを感じて、転職を考えるのではないかと思わせる回答がかなりある。た

とえば「いくつになっても、そこの事務の女の子、これやって、という感じ」「男尊女卑」「一

般事務を長くやって、ほかのことをやってみたくなった」「転職するなら２０歳代のうちと思っ

た」「資格を取らなくてはと思った」などである。また販売やサービスなどの職種の場合には、

転職はよくあることで、より面白い、より収入があるなどの理由で気軽に転職することも多い

一方、倒産や不振でやむを得ず転職することも珍しくない様子もうかがえた。小規模の販売な

どでは昇進や好条件の年金なども期待できず、ある意味で転職しても失うものもあまりない、

という状況だといえよう。そのうちには起業を考えるというパタンもあり、それがうまくいか

ない場合もある。 
最初の転職からこれまでの職歴を調査で大まかに聞くと、「概ね一つの組織に継続的に勤務」

は少なく、「勤務先は変わったが概ね同じような領域の仕事」と「勤務先が変わるごとに異なる

領域の仕事」が 35％前後でほぼ同じである（図表 3-2-23）。このような状況を見ると、女性独
身者の過半数が、勤務先を変える、正規従業員でなくなる、違う領域の仕事をするなどで、収

入が低下する可能性が高い職業移動をしている、とまとめることができる。そしてグループイ

ンタヴューで見ると、一度転職したあと、一休みしたり、親類の介護を手伝ったり、友人のお

店を手伝ったりして、収入がすごく少ない状態でつないでいく人がまれではなさそうだ。「仕事

をやめたあと、1年ぐらいリフレッシュして、そのあとヘルパーの資格を取ったが、週 1回く
らいしか仕事がない」「資格を取ろうと思って学校に通いながら 2 箇所でアルバイトをしてき
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たが、体を壊し、そのままアルバイトでつないだ」などの例がある。 
なお、現在無職の人についてはおよそ半数が「病気」や「倒産」など非自発的理由での退職

となっている点にとくに注意しておきたい。現在何らかの形で働いている人の中にも、健康上

の問題、家族の健康などが転職の契機になっている人が少なくない。「女性は安易に転職する」

と見られがちであるが、病気・けがや勤務先の倒産・不振などのような「落とし穴」が調査デ

ータに現れる以上に存在しているように思われる。 
 
３，老後のための経済的準備 
 ここでは職業と老後のための経済的準備との関連を三つの側面からみていく。一つは公的年

金加入の状況、第二に個人年金加入の状況、第三に貯蓄などの資産形成の状況である。 
まず、年金の加入状況である。図 1では国民年金、厚生年金、共済年金という公的年金だけ
をとりあげ、どのような組み合わせで加入しているのかを従業上の地位別に見た。すべての被

用者年金加入者は国民年金にも加入しているはずであるが、調査の結果の回答は必ずしもその

ような認識にたってはいないようなので、被用者年金のみ（厚生年金か共済年金加入者）と被

用者年金＋国民年金の区別はあまり明確ではない。いずれにせよ、図 1からは正規従業員の 9
割前後が被用者年金に加入しているが、非正規の場合の約 4割が国民年金のみであることがわ
かる。国民年金は最も多くても月 7万程度の年金しか期待できないことから、これだけでは老
後の経済生活は苦しいものになる。加入期間については調査データからはわからないが、グル

ープインタヴューからは非正規の場合には加入期間がかなり短い者も多いことがうかがえる。

「正規の仕事のときは会社で保険料を天引きされていたが、それ以後は何も払っていない」「時

給計算で仕事の収入がない月もあるので、年金保険料は払えない」などである。図１では無年

金者は 1割弱であるが、実際には老後になって受給資格がないことがわかるとか、受給額が非
常に少ない者が出てくるものと思われる。 

 

図１　年金加入状況（従業形態別）
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第二に、公的年金で生活できなくても、個人年金など他の年金でそれを補うことができれば

老後の経済生活への準備ができる。そこで従業上の地位別に個人年金などの加入率を見ると、

図表 3-6-3にあるように、正規従業員では 46.9%が個人年金保険にも加入しているのに、非正
規では 34.0%、無職では 27.4% である。すなわち、年金額が低いと想定される層でむしろ個
人年金加入比率が低い。図表 3-6-2からは個人の収入が 500万円以上になると 66％以上が個人
年金保険に加入していることがわかり、非正規や無職には老後の準備までを考える経済的ゆと

りがないものと思われる。 
そこで第三に現在の収入と貯蓄などの資産形成についてみると、現在の仕事からの収入には

大きな差異がある。資産・貯蓄額の合計（不明 2割近くを含む）を見ても、正規従業員では 2000
万円に約 32.6%いるが、非正規では 24.9%、反対に 1000万円未満は正規で 26.1％、非正規で
35.9％である。非正規の人も貯蓄は比較的多いという印象もあるが、1000万円という貯蓄は年
金が低額な場合にはとても長い老後をまかなえる金額とは思えない。 
以上をまとめると、仕事からの収入が比較的多くて老後のための貯蓄も多くできる正規従業

員が、老後に厚生年金でより高い年金をもらい、そのうち何割かは企業年金や個人年金ももら

えるということになる。一方で非正規の場合には仕事収入が少ないので老後のための貯蓄もま

まならず、年金も国民年金で額が少ない者、企業年金などもない者が多いということで、老後

の格差は開く一方のように見える。第一の「仕事を続ける」というハードルに重なるように、

ひき続いて、「老後のための年金・貯蓄」という第二のハードルが待ち構えているのだといえよ

う。 
 
４，誰と暮らしているのか－親との関係 
 これまでは職業と経済という視点から老後生活を展望してきたが、もう一つ老後を考えるに

当たって重要なのは世帯（誰と暮らしているのか）という視点である。まず、対象者の世帯構

成で一人世帯は 32%しかなく、親との同居世帯（親以外に兄弟姉妹なども同居している場合を
含む）の方が多いことが目を引く。したがって、先に述べてきた転職の多さやそれからくる収

入の少なさは、親・兄弟姉妹との同居による安心感（現実に住居費などのお金がかからないこ

とも含めて）からきているのかもしれない。反対に一人暮らしをしたいにもかかわらず、収入

が少ないために親と暮らしている者もいるだろう。すでに図表 3-4-9であきらかなように、自
分の仕事収入（年間）の平均は一人暮らし世帯の場合が親との同居世帯の場合よりおよそ 100
万円高い。また生計中心者は全体としてみると「自分」が 6 割、「親」が 4 割であるが、一人
暮らし世帯では 9割が「自分」なのに、親と同居だと 3割未満である。 
親との同居世帯の世帯収入は600万円以上800万円未満が最も多いなど一人暮らし世帯より
は絶対額が多い。その収入源（複数回答）を見ると親との同居世帯では 7割以上が本人の仕事
収入と年金収入（対象者の年齢から見てほとんどは親の年金だと思われる）を持ち、同居の世

帯員の仕事収入も 3割、不動産収入を 1割強が持っている。すなわち、対象者の中で最も多数
を占める親との同居世帯は多収入源であることにより、全体としてはかなりの収入額に達して

いると見られる。また金額は不明であるが、親の年金収入というのも無視し得ない割合を占め

ているようである。 
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さて、このように親との同居は経済面でのメリットも多いが、二つの面で独身女性の老後に

とっての「落とし穴」でもある。一つはつい親に依存しがちで、なかなか自立できなくなると

いう者もいるのではないか。調査からはこのあたりはよくわからないが、グループインタヴュ

ーには次のような例があった。「何となく親に頼ってきたが、最近は親からお金のことを相談さ

れてすごく不安。父は女が外で働くことはよくないという考えだったのに」「母が他界したと

きに、仕事をやめて自営業の店を手伝うようになったのですが、しばらくしてその店も閉店。

仕事を探しました」。これほどではなくても、何となく娘時代の延長で、いずれ結婚するのだ

からというような考えで経済的に自立しなかった、という例はもっとあるだろう。もう一つは

親の介護の問題であるが、これも第一の問題と関連しており、家に一人、仕事にあまり拘束さ

れない女性がいることは何かと「便利」なことであり、それで介護や親類の仕事の手伝いなど

に借り出されやすく、そのためにフルタイムの職業生活が継続しにくくなったという面がある

のではないだろうか。 
親の介護という問題は仕事を続ける上での第三のハードルとなる可能性を秘めているのでも

う少し詳しく見よう。過去に家に介護や援助が必要な人がいたかという質問に対しておよそ 4
分の 1は「いた」と答えており、「仕事をやめて自分が介護した」は全体の 16％ある。しかし、
グループインタヴューで見ると、介護のために仕事をやめたのではなくても、ちょうど仕事を

やめたときに親族の介護の手伝いを頼まれて、それが数年に及んだ例や、親などの老後のめん

どうを見る担当者と目され、そのために仕事に専心できなかったという例などを含めると、よ

り多くの独身女性にとって親などの介護の問題はその経済力を低下させる作用をしていること

が推測される。地方では、男兄弟は大都市で働いており、たまたま独身で地域に残った娘が「身

軽だから」と介護要員になってしまうケースも少なくないようである。「病気がちの親のそばに

誰かいたほうがよいと思って、何かのときのために非常勤で働いてきた」「義理の兄のおばさん

がこどもがいなくて、その借家に家賃なしで住む代わりに用事をしていた」「資格を取ろうと思

って仕事をやめたら、まるで待っていたかのように家族が入院を始めた（笑）」「父の病気で３

年間の休職をし、介護に専心し、１年前に復帰した」などである。 
 
５，住居 
 次に住居についてみていく。全体としては親の家に同居が 3割を超えて最も高率、ついで自
分の持ち家が 3割弱、民間賃貸住宅が 2割強と続く。老後の住まいについて聞くと「現在の住
まいに住み続ける」と「わからない」がそれぞれ 4割弱で、転居するつもりが 21%ほどである。
転居するつもりの人のうちの 4分の 1くらいは持ち家を購入するつもりであり、あと 4分の 1
くらいは賃貸住宅に転居するつもりでいて、親族から相続の見込みの者は 1割ほどにすぎない。
すなわち、住居という視点から老後展望をしてみると、現在親の持ち家に同居している場合、

自分の持ち家の場合、賃貸住宅の場合で、それぞれ違った問題が浮かび上がる。まず、親の持

ち家に同居している場合は、親の死後、どこに住むか、相続でどうなるか、という問題がある。

調査ではこの点については尋ねなかったが、グループインタヴューでは何人かがこの問題に言

及した。「親の家を相続しても相続税を払う現金がなければ結局物納になって住むところがなく

なる」「姉と共同で相続したとしても、姉と一緒には住みたくない」「無職の弟と親の持ち家を
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相続することになると思うが、老朽化していつどうやって建て直すかが心配」などである。 
 自分の持ち家に住んでいる場合は、一般論としては老後も安心であるが、住宅ローンについ

てみると必ずしもそうではない。対象者のうち住宅ローンがある人は全体の 1割である。借入
額の平均は 2000万円弱で年間返済額が 100万円前後というのが平均像であるが、問題は残余
期間が 20年以上あるものがローンのある人の 4割に達する点である。現在の年齢から考えて
このままいけば定年年齢を超えて返済を続けることになる。借り入れをしているのは正規従業

員が多いから退職金で最終的に返済できるのかもしれないが、老後にどのような影響を与える

のか懸念される。現在、賃貸住宅に住んでいてこれから購入を考えている人についても同じよ

うなことがいえるだろう。 
 賃貸住宅に住み続ける人については、高齢単身者は借りにくい、という問題があるといわれ

る。グループインタヴューからこの点についての記述を拾うと「40代以降で部屋を探すと所得
証明を 2年分出せとか言われた」という記述があるくらいで、まだ現実のものとはなっていな
いようだ。しかし、所得水準や年金水準から推定するに、家を借りられても老後の家賃負担は

一般にきついのではないだろうか。これらのことがわかっているから、無理をしても住宅購入

を計っている人も多いのだろう。 
 
６，まとめ－老後の生活展望 
老後の収入源について聞いた回答（複数回答）を正規従業員と非正規従業員で比較すると「公

的年金」（77.4%と66.4%）「預貯金」(60.0%,49.0%)「個人年金」(45.5%,32.4%)といずれで
も正規従業員のほうが10％以上高率だが、いずれもあまり高い数値とはいえない。 
調査の自由記入にはグループインタヴューからは老後の経済についての深刻な様相が伝わっ

てくる。「母にこんなに医療費がかかるとは計算外だった」「老後が心配で飛び降りて死んで

しまったら楽だという気持ちになったこともある」「キリギリスタイプです。そのときはその

ときで考えます」「日本では生活保護で普通の生活ができる、そういう国だと思ったら本当に楽

になりました」「これから年金制度も変わると思いますし、考えたとおりにはならないと思うの

で、考えないようにしています」   
このような深刻な経済展望の人が多くなるのはなぜなのだろうか。これまでに書いたことを

まとめてみると、老後の経済的安定を得るためには、超えなくてはならない、いくつかのハー

ドルと落とし穴があることあきらかになった。それをどうやって超えるのかを考えると、個人

の努力はもとより大切であるが、社会の側にも変化すべき点がいくつかあることに気がつく。

第一に、女性がいくつになっても男性の補助業務の雑用をさせているような分業システムを改

め、女性にも仕事を継続するなかで技能を磨いたり、より高度な仕事に挑戦したり、昇進して

いく可能性がある体制を作ること。第二に、女性の経済的自立を重視しないで、「家にいる女性」

を安易に介護や「手伝い」に便利に使う世間の風潮を変えていく。手っ取り早くいえばこれは

「性別役割分業の見直し」である。第三に、保険料をきちんと納付してきた者には、それで安

心して暮らせる年金を給付できる年金システムを作ることが必要で、調査の自由記入欄には、

「年金で生活できるようにしてほしい」という要望が多数書かれている。また「私達が６５歳

になったら１円ももらえないのでは？」というような不安も多く書かれているので、それを解
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消することも必要である。さらに、保険料の未納を放置することなく、人々に年金についての

知識を普及し、空白期間が少なくなるような有効な督促を行っていくことも、もっと行われる

べきではないか。第四に、病気や倒産という人生の「落とし穴」に落ちた人へのセーフティ・

ネットの充実がもっと必要である。 
以上指摘したことの中には、雇用機会均等法や性別役割分業の見直しなどすでに着手されて

いることもあるが、現状では必ずしもそれが普及しているとはいえず、そのしわ寄せを独身女

性が受けている、という側面があるように思う。より徹底した改革が現実化することが必要で

ある。 
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２．独身中高年女性の生活 
 

白波瀬佐和子（東京大学） 
 

高齢層の大きな経済格差 
 わが国は 1980年以降急速に高齢化している。全人口に占める 65歳以上人口割合を高齢化の
一つの指標にするが、高齢化は単に 65 歳以上高齢者（以降、高齢者）の量が増えることだけ
を意味しない。実際に生活する場、世帯が高齢者の生活水準を大きく規定する。事実、白波瀬

（2002）によると、日本の高齢層の所得格差は欧米に比べて大きく、その理由の一つとして高
齢者が属する世帯による経済格差が大きいことが指摘されている。 
 

図1　世帯別不平等度の国際比較
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  出典）白波瀬佐和子「高齢期をひとりで暮らすということ-これからの社会保障制度をさぐる-」 

『季刊社会保障研究』第 41 巻第 2 号（2005 年）、p.111～121   

 
図 1 は、2000 年の世帯全体、高齢者世帯、高齢単身世帯、高齢男性単身世帯、高齢女性単
身世帯のジニ係数を欧米、台湾と比較した。日本は、アメリカ、イギリスについて世帯全体の

ジニ係数が高い。日本の経済格差は欧米と比較しても決して見劣りしない。高齢世帯主世帯に

着目すると全体世帯よりもジニ係数は上昇する。その上昇の程度は台湾ほどではないが、全体

世帯のジニ係数より高齢世帯主世帯のジニ係数が高い。全世帯の経済格差より高齢世帯主世帯

の経済格差が大きいのは、日本、台湾、そしてイタリアである。これら 3つの国に共通するの
は、家族に大きく依存した福祉国家であることである。イタリアも南欧に多い家族主義的福祉

国家に区分される。家族に大きく依拠する福祉国家体制をもつ国は高齢者のいる世帯の経済格

差が大きい。そこで同居家族をもたない単独世帯に着目すると、日本は特に経済格差が大きく
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なる。特に高齢単身女性の経済格差が大きいのが明らかである。 
 しかし、アメリカも高齢単身女性の経済格差が大きい。同居家族をもたず一人で暮らすこと

は、高齢にともなうリスクを直接的に受けることを意味する。日本で高齢期を一人で暮らすこ

とに伴う経済格差はアメリカと同程度に大きい。「小さな政府」が志向されるいま、この結果が

意味するところは小さくない。アメリカは豊かさを謳歌する国であると同時に貧困率が極めて

高い国である。貧しいものと富めるものが同居する社会では、勝ち組-負け組の差は天地の差ほ
どもある。市場原理を第一義とする社会で、それは当然の結果といわれればそうであるが、や

はりそこでの高い社会的なコストも見逃すわけにはいかない。高齢で女性であり、かつ一人で

生活するものは、社会的に弱い立場となる場合が多い。彼女らが社会的にどのような位置にあ

り、経済的ウェルビーイングをどの程度保障されているかは、福祉国家としての成熟度を示す

一つの指標ともなりえよう。だからこそ、中高年の独身女性に焦点を当てた本研究の意義は高

い。 
 
一人くらしの配偶関係 
 
表1　男女別、年代別、単独世帯主の婚姻上の地位

男性 女性
1986年 1995年 2001年 1986年 1995年 2001年

40代
　未婚 75.6 77.2 76.9 67.4 52.2 58.4
　死別 2.3 2.3 1.6 8.7 9.9 8.0
　離別 22.1 20.5 21.5 23.8 37.9 33.6
50代
　未婚 43.2 57.4 57.4 31.2 25.8 31.1
　死別 15.8 11.6 7.0 45.4 38.2 22.1
　離別 41.1 31.0 35.5 23.4 36.1 46.7
出典）白波瀬佐和子「不平等化日本の中身」（表4の一部）白波瀬佐和子編『変化する社会の不平等』

　　　（2006年、東京大学出版会）  
 
表１は、1980年代半ばから 2001年にかけての 40代、50代の男女別配偶関係である。女性
に着目すると 40代では離別者が増え、未婚者が増えている。40代の女性が一人くらしするの
は 2001年時点で過半数が未婚者であるが、3分の 1は離別者である。一方 40代の男性一人く
らしの配偶関係は 7割以上の多数派が未婚者で、その状況にそれほど大きな変化が認められな
い。このように、40代で一人で生活する者の生き様は、女性の方が大きく変化した。 
しかし 50代をみると、男性も女性と同じくらい配偶関係の変化がある。50代で一人でくら
す男性の過半数が未婚者となり、離別者と死別者の割合は逆に減少した。一方 50 代女性の単
身者のうち、未婚者の割合はほとんど変化がない。ここで変化したことをあえていうならば、

離別者が増えている。 
このように一人で生活する 40代、50代をみても、生き方の変化が見受けられる。これまで
一人の人と添い遂げる人生は多数派であるが、そうでない場合も少しずつ増えている。また、

これまで皆婚社会と言われ誰かと結婚することが当然のこととされていたが、一生結婚しない
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ものも増えている。少子高齢社会はこのように個々人の生き方が変化することを意味する。こ

のような生き方の変化は個々人の経済状況も左右する。事実、岩田は未婚者が貧困に陥る高い

リスクを指摘する（2004）。 
 
表2　配偶上の地位別、男女別単身者の低所得割合(%)

アメリカ イギリス イタリア ドイツ スウェーデン 台湾 日本
男性単身
　未婚 45.17 23.43 39.83 17.33 18.72 42.07 27.91
　離婚 33.44 18.68 13.10 10.09 9.79 51.29 18.99
　死別 32.70 19.93 10.64 7.76 10.00 46.08 18.45
女性単身
　未婚 42.68 21.49 35.17 18.46 15.36 85.35 34.16
　離婚 40.36 23.48 35.32 39.53 9.22 ―* 38.32
　死別 46.00 45.17 27.30 16.39 18.04 62.29 36.10
注）*十分な該当ケースがないため省略

出典）白波瀬佐和子「高齢期をひとりで暮らすということ-これからの社会保障制度をさぐる-」

　　　　『季刊社会保障研究』第41巻第2号（2005年）、p.111～121  
 
例えば、高齢単身者の低所得割合を配偶関係別にみると（表 2）、男性は未婚者の低所得割合
が高く、女性は離別者の低所得割合が高い。男性の未婚者の低所得割合は離別者、死別者に比

べて明らに高いが、女性は一人くらしの中での配偶関係による低所得割合の違いはそれほど大

きくない。高齢期を女性が一人で過ごすことは、生涯未婚者であろうと離別者であろうと低所

得に陥るリスクは一様に高い。 
 
中高年独身女性の生活状況 
 ここでは平成 17年 12月に財団法人シニアプラン開発機構が実施した「独身女性を中心とし
た女性の老後生活設計ニーズについての調査」の結果をもとに、中高年女性のくらしぶりを世

帯の観点からみる。本調査の対象者は、40~59歳の独身女性である。 
 調査時点で仕事をしていると答えたものは 86.5%と多数派であり、仕事をもつ割合は 40 代
独身女性の間で 9割にもなる。50代後半でも 76.4%が仕事を持っていると回答している。働い
ているもののうち、半数近くは正規就業者であり、3分の 1強は非正規就業者である。 
 家計を中心に維持しているものは 6割近くいる。自らが主たる家計維持者でない場合の 8割
以上が親によって養われていると答えていた。一人暮らしの場合は当然自らが家計維持者とな

っている場合がほとんどであるが、親と同居している場合には親によって生計が支えられてい

ると答えたものが 65.5%いた。言い換えれば、誰と生活しているかという独身女性の属する世
帯タイプによって、彼女の経済的な位置づけが異なる。 
 
中高年独身女性の世帯構造 
 40代、50代の独身女性のうち、3分の 1は一人くらしである。だれかと同居する場合には、
8 割近くが親と同居している。40 代、50 代の独身女性は一人くらしか、親と同居する場合が
ほとんどである。しかし、一人暮らしの割合は 50 代後半になると増え、その理由の一つに同
居する親が死去することによると考えられる。また、東京都区部に一人くらしの割合が高い。
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なぜ都市部、特に東京に独身中高年女性の一人暮らしが多いのか。一つの考えられる理由は、

一人で女性が生活することへの規範的な制約が地方に比べて少ないことがあげられる。40 代、
50 代の女性が結婚せずに一人でくらすことに対する周りからのスティグマ観は地方の方がま
だ強い。 
 
親との関係（仙台インタビュー調査） 
 親と同居する場合が多数派である中、親のことを気遣う様子が独身女性の間で見受けられた。

親のことを気遣いいざとなったら親元に戻るといった、親に対する強い気持ちはたとえ親と離

れていても認められた。他にきょうだいがいても、親の面倒については当面もっとも気になる

事柄の一つであった。そこにはパラサイトシングル論でいわれるところの親のすねをかじる独

身成人者というよりも、親のことを気にかけ将来的に世話を提供することも辞さない子の覚悟

を感じた。 
 
老後について 
 老後の生活について尋ねると、40代は「わからない」と答えたものが少なくない。平均寿命
が延びて、結婚年齢も遅くなっているいま、40代前半は結婚する意思もある。適当な人がいた
ら結婚したいとしたものが、40代前半で 67.5%、40代後半で 5割いる。まだ 40代は不確定な
要素を秘めた人生の過渡期ともいえる。 
老後の不安について聞くと、具体的に何とはいえないが不安はあるという答えが返ってくる。

40歳になるまで独身であったことで「老後の不安」を当然のこととして質問するのは適当では
ない。老後や将来については、独身者でなくとも不安はある。残念ながら、本調査から 40 代
50代の独身女性の全体社会における位置づけを十分に捉えることはできなかったが、生涯を結
婚せずに暮らすことの意味を問う本研究は先駆的である。 

40 代、50 代の独身女性のほとんどは、まだ親がいるし、きょうだいもいる。しかしいつか
は親もいなくなり、きょうだいとの関係も今までどおりというわけにはいかないかもしれない。

頼れる親族が限られていることが、独身女性の不安を駆り立てるところもあるとは思う。しか

し、老後への不安が独身女性にどの程度特有かどうかは今後さらに研究を進めていかなければ

ならない。 
 
参考文献 
岩田正美 2004年 「デフレ不況下の「貧困の経験」」樋口美雄・太田清・家計経済研究所編
『女性たちの平成不況』日本経済新聞社、203-233. 
白波瀬佐和子 2002 年 「日本の所得格差と高齢者世帯―国際比較の観点から」『日本労働研
究雑誌』第 500号、72-85. 
白波瀬佐和子 2005年「高齢期をひとりで暮らすということ－これからの社会保障制度をさぐ
る－」『季刊社会保障研究』第 41巻第 2号、111-121. 
白波瀬佐和子 2006年「不平等化日本の中身－世帯とジェンダーに着目して－」白波瀬佐和子
編著『変化する社会の不平等 少子高齢化にひそむ格差』（東京大学出版会）、47-78. 
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３．新しいシングル層の仕事と中高年期 
 
                            お茶の水女子大学 永瀬伸子 
 
１． シングルライフはどう変化しているか 
 
生涯シングルで生きる女性は、国立社会保障人口問題研究所の中位推計によれば、1985年生
まれの女性は 16.8%になると予想されている。高位推計では 13.3%、低位推計では 22.6%であ
る。1950年生まれの女性の生涯未婚率が 4.9%だったことから考えれば、中位推計でほぼ 3倍、
低位では 4倍強に増えるという予想である。1986年の雇用機会均等法の施行後に女性の結婚・
出産行動がかわったと指摘されるが、1980年代後半に変化が出始めたとすれば、この頃 20歳
代であった女性たちが、2005年には 40歳代となっており、この調査対象に含まれる。 
つまり今回、調査対象となった 40 歳代の女性たちは、シングルで過ごすことが比較的あた
りまえの生きかたとして一般社会に受け入れられるようになった「はしり」の時期にあたる。

これに対して、50歳代の女性たちは、おそらくまだ女性は結婚するのが当たり前であるという
暗黙の了解がある中でシングルにとどまった女性たちが多いと想像される。生涯シングルの暮

らしがどう変化しているか、この点について、これまでほとんど調査はされていない。シング

ルマザーについての調査は少なくなく（たとえば日本労働研究機構（2003））、シングルマザー
の貧困率がきわめて高いこと、若いうちに仕事に就きこれを継続していることが重要であるこ

とが示されている。また単身者についての研究もあるが、中年期の生涯シングルを離死別者と

分けて調査対象としたものは、おそらく今回がはじめてだろう。この調査はモニター調査であ

ることから、きわめて低所得のシングルや反対にきわめて高所得のシングルは抜け落ちており、

一定のセレクションがかかっているとは思われるが、「新しい生涯シングル」がどのような女性

たちか、50歳代と 40歳代の生涯シングルを比較することで、その職業や収入、同居家族、結
婚観など、暮らしぶりを見ていく。 

 
２． 職歴－初職と賃金 
 
生涯シングルが増えた「はしり」の世代（40歳代）は、女性が結婚するのは当たり前だった
その少し上の世代（50歳代）と就業行動が異なるのではないか、というのが仮説である。女性
が結婚するのが当たり前だった世代に比べて、より一人暮らしが可能なだけのキャリア形成が

できるようになったのかもしれないし、逆に、生涯シングルになると思わないまま、むしろ、

安易に離転職をしているかもしれない。 
まず初職を見ると、40歳代と 50歳代とで、正社員が 8割弱と差は少ないが、40歳代になる
と、初職が非正社員である者が 15%おり、50歳代の 9%より高いものとなっている。 
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図表１ 初職の従業上の地位 
                         （％） 

40歳代
(n=672)

50歳代
(n=317)

経営者役員 0 1
正社員 76 78

非正社員 15 9
派遣社員 1 0
自営業 2 3

家族従業 1 3
自由業 2 3
内職 0 1

その他 2 2
欠損 0 0
計 100 100  

注）初職継続者、転職者、離職者を含む 
 
就業パターンを見ると、初職継続が 40歳代でも 50歳代もほぼかわらず、約 3人に 1人であ
る。しかし 40 歳代では勤務先がかわるごとに異なる仕事に就いたという場当たり的な就業者
が 4人に 1人を占め、50歳代に比べて割合が高い。逆に 50歳代では、概ね同じ企業に勤務し
てきたが離転職した者が多く、その 3割は現在は無職になっている。40歳代は、場当たり的就
業が多いが無職は 15%と低い。 
学歴別に見ると、大卒以上で初職継続が 44%と高い。 

 
図表２ 就業パターン 

                                         （％） 

 
注）初職継続者、転職者、離職者を含む 
  
図表３は主な４つの就業パターンについて、過去 1年の税込み年収平均をみたものである（有
収入者に限る）。初職をそのまま継続できた者の平均年収がもっとも高く、平均で 400 万をや
や超える程度である。逆に概ね同じ企業に勤務したが転職した者の年収は、50歳代は低いもの
となっているが、おそらく、余儀ない事情で転職し、現職に恵まれない者が多いためだろう。

40 歳代 
(n=672) 

50 歳代 
(n=317) 

高卒 
(n=366) 

短大卒 
(n=381) 

大卒 
(n=216) 

初職継続 35 34 32 30 44 
概ね（10 年以上）同じ企業に勤務した 8 16 13 11 7 

転職したが概ね（10 年以上）同じ領域の仕事 24 24 21 28 24 
勤務先がかわるごとに異なる仕事 26 15 25 25 16 

概ね（10 年以上）自営 1 4 1 2 5 
概ね（10 年以上）就業中断 2 2 4 2 1 

その他 1 2 1 1 1 
欠損 2 3 3 2 2 
計 100 100 100 100 100 
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離職の理由は「仕事内容への不満から離職」が理由として選択される割合が高いが、40歳代の
41%に対して 50歳代は 28%と低い。かわりに「親の介護など家庭の都合で」が、9%に対して
14%、「経営不振、倒産、閉鎖、人員整理などで」が 11%に対して 15%である。 

50 歳代のこのグループを除くと、勤務先がかわるごとに仕事内容を変えてきた者は、40 歳
代を見ると、年収はもっとも低くなっている。逆に企業あるいは職領域に定着し、技能形成が

された者はより高い賃金を得ている。 
 
図表３ 就業パターンと現在の年収（有収入者に限る） 
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40歳代(n=525）

50歳代(n=220)

 
 
図表４は、初職の継続年数別に見た昨年の年収である（離転職者、初職継続者含む）。一般に

初職継続者が多いと考えられる勤続 25年、25年超の階級の年収が高く、短大、高卒者では、
早期離職者の年収は平均 200万から 250万円程度に過ぎない。しかし大卒女性については、初
職 5年から 7年目に転職した者の昨年の年収も比較的高いものとなっている。初職継続だけで
なく、大卒女性については、20歳台後半での転職者も比較的良い仕事に就いていることを見る
ことができる。 

 
図表４ 初職継続年数階級別の昨年の本人年収平均（離転職者を含む） 
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図表５は都市規模別に就業パターンと平均年収との関係を見たものだが、初職継続の賃金が

どの地域でも高いものの、東京都区部および政令指定都市の 40 歳代では、同じ領域の仕事に
従事することが、一定の技能形成につながっており、一定程度賃金に反映されている。 
 
図表５ 都市規模、就業パターンと昨年の本人年収（離転職者を含む） 
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３． 職歴―離転職者 

 
初職継続をしなかった者（約 3人に 2人）に注目してみよう。この人口については、すでに
指摘したとおり 40歳代の方が 50歳代よりもより流動的な働き方をしてきている。図表６の左
欄は、初職継続者も含めた勤続年数の分布、右欄は初職を離転職した者の初職継続年数の分布

である。 
初職の継続年数を見ると、3年以下で辞めた者は、50歳代では 4割だが 40歳代では半数を
超えている。 
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図表６ 初職の勤続年数の分布 
（％） 

40歳代
(n=659)

50歳代
(n=306)

40歳代
(n=428)

50歳代
(n=199)

1年以下 13 10 20 15
3年以下 20 15 32 24
5年以下 12 9 19 14
7年以下 5 5 8 7
10年以下 7 6 11 9
15年以下 4 5 6 8
20年以下 8 6 3 9
25年以下 19 3 1 5

25年より長期 12 42 0 10
計 100 100 100 100

全体 初職離転職者

 
 注）左欄は初職継続者を含む 
 
図表７は、離転職者の就業パターンである。50 歳代の離転職者は、「概ね一つの企業団体な
どの組織につとめてきた」あるいは、「勤務先はかわったが、概ね同じような領域の仕事をした」

者が 6割を占めるのに対して、40歳代では、この割合が 5割に減り、勤務先がかわるごとに異
なる仕事に従事してきた、すなわち職領域が不連続な者が増えている。 

 
図表７ 離転職者の主な職歴パターン 
                           （％） 

 
つまり 50歳代のシングル層に比べて、40歳代のシングル層は、比較的安易に初職を辞めて
いる者が含まれている。50歳代のシングル層が、多数の女性と異なる生き方をする中で注意深
く仕事を確保しようとした（が現実には仕事を失っている者も少なくない）のに対して、40歳
代の女性は、もっと楽観的である。あるいは、50歳代の女性たちは、注意深い生涯設計を持た
ない限り、シングルにとどまって生計を立てられなかったのに対して、40 歳代の女性たちは、
そうした注意深さがなくとも、シングルでいられる条件が緩和されたという見方ができるかも

しれない。 

40 歳代 
(n=428) 

50 歳代 
(n=199) 

概ね（10 年以上）同じ企業に勤務した 13 25 
転職したが概ね（10 年以上）同じ領域の仕事 37 36 

勤務先がかわるごとに異なる仕事 40 23 
概ね（10 年以上）自営 2 6 

概ね（10 年以上）就業中断 4 2 
その他 2 2 
欠損 3 5 
計 100 100 

初職離転職者 
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40歳代の生涯シングルは、生涯設計を持ち独身を貫いているというよりは、結婚する多くの
企業勤務女性と同様に初職を比較的安易に離転職し、見つけられた仕事をとる、という形で不

連続なキャリアを持っている者が少なくない。 
その一方で、離転職を通じた積極的なキャリア形成も、大卒シングル層、および、都市部で

同じ領域に従事している層に出てきているとも言える。 
 
４． 同居状況と収入 
 
生涯シングルといっても、親同居が多く、「娘」として生活している者が少なくない。家族構

造を見れば、親同居の場合は、主な生計維持者は自分自身は 3割であり、65%は親が主な生計
維持者と回答している。 

40－44歳層では、一人暮らしは少数派であり、親同居が 57%と 6割を占め、一人暮らしは
31%である。しかし 55－59歳は親の死亡もあろうが、この比率が逆転、親同居が 33%に下落、
一人暮らしが 44％と半数近くになる。また 55－59歳層になると、自分以外を主な生計維持者
とした者のうち 3割に「兄弟姉妹」をあげる者が出てくる。また 55－59歳層では親・兄弟以
外との同居が 1割いるが、誰との同居なのか、あるいは友人同士の同居など新しい住まい方が
出ているのかどうか注目される。 
つまり、「娘」、あるいは「姉妹」という形で生まれた家族と強いつながりを資源として持つ

者が少なくない。 
もっとも、東京都区部では、同じ 40－44歳層でも、一人暮らしは 51%、親同居は 41%であ
り、単身で暮らすシングル女性が親同居を凌駕する。他の政令指定都市だと、34%に対して 49%、
それ以外の居住地であると、一人暮らしは 21%と 5人に 1人であり親同居が 67%である。 
しかし 55－59歳層となると、ひとり暮らしは都市規模の差が少なく、4割強から 5割弱、
親同居は 3割となる。ただし地方だと、それ以外の人との同居がやや増え、親が死亡した後も
家族親族地縁の中で生きていく余地がより広いものと思われる。 
 図表８は昨年の本人年収の分布である。50歳代は０が 2割を超える（もっともこの図におい
ては昨年年収が欠損で現在無業の者は０とおきなおした。その結果、無業が多いために０が増

えたということもある）、０を除くと最頻値は、100万超 200万未満である。40歳代の本人年
収の最頻値は 200万円超 300万円以下だが、100万超 200万未満もこれに次ぐ。 
つまり生涯シングル女性の少なからぬ割合は、親同居といった形での家族内での助け合いが

なければ暮らしがなりたたない収入層は少なくない。 
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図表８ 昨年年収の分布 
（％） 
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注）昨年年収が欠損で現在無職の者は年収０とおいた 
   
５． 充実感、結婚希望や付き合い 
充実感をえるときという設問の回答を見ると、図表３－５－６のとおり、「仕事にうちこんで

いるとき」はどの年齢層も 1割台であり、「趣味やスポーツに熱中しているとき」（約 2割）や
「ゆったりと休養しているとき」（約 2 割）が仕事を上回る。男性であれば、おそらく「仕事
にうちこんでいるとき」がもう少し上位にくるのではと想像されるが、生涯シングルの女性た

ちは、充実観を仕事に求めがたい状況がいまだにある、そのような仕事にしか従事できていな

いということが垣間見える。 
結婚希望を見ると、40歳代では、結婚相手が決まっている者は 5%強、また適当な相手がい
れば結婚したいと考えている者は、40-44歳層では、7割弱、45-49歳層も 5割であり、50歳
代になると、「結婚するつもりはない」が過半数を大きく超えるようになるに対して、結婚はま

だ「想定内」である。加齢が差を生み出しているのかもしれないが、また 50 歳代は、もとも
と結婚しない意志を持つ者が生涯未婚にとどまっているのに対して、40歳代ではそうした明ら
かな意志がないまま結果として生涯未婚である者が多いという可能性がある。恋人と非常に親

しい、もしくはまあ親しい関係がある者は、40歳代では 3割強であるが、50歳代になると、2
割を割り、恋人はいないが 43％から 56%に上昇する。逆に別居の家族や親族との親密さは、
50歳代の方が相対的に高いものとなっている。 
  
６．  おわりに 
  

50 歳代の生涯シングルに比べて、40 歳代の生涯シングルは、より高収入の層も出ている一
方で、生涯設計を持ってシングルで暮らしているというよりは、比較的安易に離職し、関連の

薄いさまざまな職に従事するという形で低収入にとどまる者も少なくない。その結果、40歳代
の新シングル層は、従来よりも多様な層を含んでいる。当面の収入の低さを補っているのは親
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との同居である。もっとも一部の者には親は介護と言う形での負担にもなっている。また一人

暮らしで自由度の高い者もいれば、一人暮らしで低収入の不安を抱えている者もいる。また 40
歳代はまだ適当な人がいれば結婚しようという希望も低くなく、老後についても漠然としか考

えていない者が少なくない。 
母子世帯と比べれば、収入や資産についての不満は高いものの、ニーズは緊急ではないよう

に見える。家族や友人、仕事、職場の人間関係、近隣との人間関係に対する満足度は全般に高

い。しかし先行きに対しては漠然とした不安感を 4人に 1人が持っている。多くの雇用が必ず
しも安定していない上に、賃金水準が低いこと、親の介護負担がやがて出ること、兄弟とのつ

ながりが薄れる傾向にあることからそうした不安は故あるものといえる。 
 
＜参考文献リスト＞ 
日本労働研究機構（2003）『母子世帯の就業支援に関する調査研究報告書』日本労働研究機
構調査報告書 
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４．就業形態別にみたシングル女性の生活実態 
 

法政大学キャリアデザイン学部助教授 
武石恵美子 

 
 30代女性の未婚者が急増しており、今後 40代、50代のシングル女性の割合は増加すること
が確実である。現在 40代、50代の女性のライフコースや生活実態は、その下の世代の未婚女
性にとっても関心がある点だろう。 
 アンケート調査結果から、調査対象のシングル女性の生活実態について、特に職業キャリア

と関連付けてデータをみていきたい。具体的には、就業形態別に生活実態の特徴をまとめるこ

ととする。 
 現在仕事に就いている割合は 86.5％で、40代は 9割と高い就業率である。ただし、50代に
なると、無業者が 2割程度と高くなる。就業者のうち、正規従業員として働く割合は 5割程度
にとどまり、パート社員等の非正規従業員や派遣社員などの形態で働く比率も高い。調査対象

のシングル女性は、親と同居している者も多いとはいえ、有配偶女性に比べると自分の収入で

生計を維持する必要性が高いと考えられる。男性の場合は、40 代、50 代の就業者のほとんど
が正規従業者であることと比べると、シングル女性の非正規従業員の割合はかなり高いといっ

てよいだろう。 
 現在の就業形態の違いは、対象者のこれまでの職業キャリアや生活の実態と大きく関連して

いる。 
 職業経歴の特徴をみると、正規従業員として働く者は初職継続者が 56.4％を占めるが、非正
規従業員で初職継続者は 17.8％と、再就職を含む転職経験者が圧倒的に多くなっている。現在
非正規従業員のうち 88.4％は初職が正規従業員と回答しており、正規従業員として職業生活を
スタートしたが、その後転職等を経て現在非正規従業員として就業していることがわかる。 
 初職を辞めた理由は、現在非正規従業員の場合には、「経営不振、倒産、閉鎖、人員整理など」

の会社都合の割合が高く、また「親の介護など家庭の都合」という割合も高い。一方現在正規

従業員の場合には、「仕事の内容や職場に不満があった」、「ほかに適当な仕事があった」といっ

た自己都合による退職が多い。非正規従業員として働いている女性は、会社都合や家庭の事情

で次の就職先の準備もできないままに初職をやめたことが示唆されている。 
 また、正規従業員は初職継続者が多いことから、勤続期間も就業形態で大きな差が生じてお

り、これが収入面での違いにも関連していると考えられる。 
 就業形態の差は、当然のことながら処遇の差にも反映する。正規従業員を継続してきた場合

（現在正規従業員で勤続 20年以上、もしくは勤続 20年未満で入職推定年齢が 24歳未満の場
合）には比較的大規模企業で働く者も多いが、非正規従業員を継続してきた場合（現在非正規

従業員で初職が非正規従業員、もしくは初職が正規従業員かつ勤続年数 5年未満も場合）は 100
人未満の規模で 4割を占めている。仕事内容も、正規従業員を継続してきた者は事務職、専門
職、管理職で 9割弱を占めるが、非正規従業員継続者は、事務職、専門職で半数に満たず管理
職は０である。非正規従業員の仕事への不満は、収入、雇用の不安定さ、社会保険未加入問題
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などが正規従業員に比べて多くなっている。実際に、仕事から得た年収は、非正規従業員継続

者の 5割強は 200万円未満で、500万円以上が 6割程度を占める正規従業員継続者と対照的で
ある。 
 非正規従業員の収入面での不安定さと関連して、非正規従業員の 1 人暮らしの割合は低く、
主たる生計維持者も正規従業員は「自分自身」と回答する割合が高いが、非正規従業員の場合

は親など自分以外のケースが多い。 
 現在の就業形態は老後の収入にも関連する。正規従業員継続者は厚生年金の加入が 8割程度
を占めるが、非正規従業員継続者の加入率は 39.0％にとどまる。また正規従業員継続者は、個
人年金保険、企業年金の加入も比較的高い。正規従業員は、老後の収入源は公的年金の他に、

預貯金や個人年金、企業年金など多様であるが、非正規従業員は公的年金の割合も無業者以上

に低く、仕事による収入の必要性を指摘する割合が半数近くを占めている。 
 全体的な生活満足度は、正規従業員継続者の場合、8 割以上が非常に満足、もしくはまあ満
足と回答しているが、非正規従業員継続者の 4割弱が非常に不満、もしくはやや不満と回答し
ており、この傾向は無業者に近いものとなっている。また、生活費のことや雇用が不安定なこ

とへの不安も強い傾向がある。 
 以上、就業形態別にみた調査結果の概要から、シングル女性の経済的な安定性が、職業キャ

リアと大きく関連することが明らかになっている。初職を継続して安定的な仕事で生活にも満

足している正規従業員と、会社都合や家庭の事情で初職を離れその非正規従業員として働きな

がらも、収入や雇用の安定性において不安をもっている非正規従業員の像が浮かび上がってく

る。 
 現在の就業形態は、当然のことながら老後の生活に影響を及ぼすことになる。正規従業員で

働く女性は、老後の収入として、公的年金を基礎にして個人年金や企業年金を組み合わせた収

入が期待できる者も少なくないが、非正規従業員の中には老後も仕事で収入を得る必要性を感

じている者も比較的多い。正規従業員として働いているか、非正規従業員として働いているか

が、現在の生活のみならず老後の生活まで影響している。このことは、２つの政策の必要性を

示唆する。 
 一つは、正規従業員として働くチャンスを拡大することの重要性である。非正規従業員は転

職経験者が多く、様々な理由で初職を退職した後に非正規従業員の形態で働いている状況がう

かがえる。調査対象者のほとんどは、男女雇用機会均等法施行前の初職入職者であり、初職に

おいて男性と同じキャリア管理が行われていなかった可能性が高い。初職を継続しなかった女

性が転職時、あるいは就業中断後の再就職時に正規従業の仕事に就くことは難しかったことが

考えられる。今後、均等法世代が年齢を重ねていけば、初職のキャリアがその後の転職で生か

される可能性はある。しかし、近年のいわゆるフリーター層の増加傾向により、初職が非正規

従業員としてスタートする若者が増えるとすれば、初職におけるキャリア形成のチャンスが制

約され、ますます正規従業員になることが難しくなることも考えられる。正規従業員として働

く機会が開かれていることは、生活の糧を自分で稼ぐ必要性が高いシングル女性にとっては非

常に重要である。 
 もう一つの政策として、非正規従業員の処遇条件の改善を指摘したい。正規従業員と非正規
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従業員の間の大きな処遇格差は、政策的に是正が求められるレベルにあると考えられる。厚生

年金に加入していない非正規労働者も多く、社会保険の適用を非正規労働者にも拡大すること

が必要である。また、収入の分布も就業形態により大きな格差が生じており、非正規労働者の

処遇について正規労働者とバランスをとり、働く者にとって納得できる格差に縮めていくこと

が必要になる。また、非正規従業員を継続してきた者は、現在の収入や老後の生活に不安を抱

えている実態も明らかになっており、本人の努力次第で正規従業員に転換できる仕組みの整備

も重要である。 
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１．グループインタビュー調査の概要 
（１）調査の目的 

40～59歳の独身の中高年女性を対象に、仕事を中心とする今の生活と将来の生活設計ニーズ
に関して、定性調査であるアンケート調査では表れない詳細な生活実情を把握し、これを補完

することを目的とした。 
 
（２）調査対象者と調査方法 
 調査対象者は、都市規模や未婚率などの状況を考慮し選定した東京、仙台ならびに静岡の 3
都市居住者とし、年齢と従業上の地位により 1回あたり各 5名ずつ 6グループとした。 
 その上で、調査委託を行った株式会社インテージが機縁法によりモニターを募集し、集団面

接（グループインタビュー）法による調査を実施した。 
 

グループ 調査対象地域 回　 数 対 象 者 年　 齢 従業上の地位
1 東　 京 第 1 回 Ａ 40歳代後半 正規従業員
1 東　 京 第 1 回 Ｂ 40歳代前半 正規従業員
1 東　 京 第 1 回 Ｃ 40歳代前半 正規従業員
1 東　 京 第 1 回 Ｄ 40歳代前半 正規従業員
1 東　 京 第 1 回 Ｅ 40歳代後半 正規従業員
2 東　 京 第 2 回 Ｆ 50歳代前半 正規従業員
2 東 　京 第 2 回 Ｇ 50歳代前半 非正規従業員
2 東 　京 第 2 回 Ｈ 50歳代前半 非正規従業員
2 東 　京 第 2 回 Ｉ 50歳代前半 正規従業員
2 東 　京 第 2 回 Ｊ 50歳代前半 正規従業員
3 東　 京 第 3 回 Ｋ 40歳代前半 非正規従業員
3 東 　京 第 3 回 Ｌ 40歳代前半 非正規従業員
3 東 　京 第 3 回 Ｍ 40歳代後半 非正規従業員
3 東 　京 第 3 回 Ｎ 40歳代前半 非正規従業員
3 東 　京 第 3 回 Ｏ 40歳代前半 非正規従業員
4 仙　 台 第 1 回 Ｐ 40歳代前半 非正規従業員
4 仙　 台 第 1 回 Ｑ 40歳代前半 非正規従業員
4 仙　 台 第 1 回 Ｒ 40歳代前半 非正規従業員
4 仙　 台 第 1 回 Ｓ 40歳代前半 非正規従業員
4 仙　 台 第 1 回 Ｔ 40歳代前半 非正規従業員
5 仙　 台 第 2 回 Ｕ 40歳代前半 正規従業員
5 仙　 台 第 2 回 Ｖ 40歳代前半 正規従業員
5 仙　 台 第 2 回 Ｗ 40歳代前半 正規従業員
5 仙　 台 第 2 回 Ｘ 40歳代前半 正規従業員
5 仙　 台 第 2 回 Ｙ 40歳代後半 正規従業員
6 静　 岡 Ｚ 40歳代前半 非正規従業員
6 静 　岡 ＡＡ 40歳代後半 正規従業員
6 静 　岡 ＢＢ 40歳代後半 非正規従業員
6 静 　岡 ＣＣ 40歳代後半 正規従業員
6 静 　岡 ＤＤ 40歳代後半 非正規従業員  
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２．グループインタビュー調査記録 
（１）東京第 1回調査 
■日 時：平成 17年 12月 12日（月）午後 6時～8時 30分 
■場 所：アルカディア市ヶ谷 
■参加者：40歳代未婚女性・正規従業員 5名 
 
（千保：司会） お仕事のお話しや、いまの生活のお話し、あるいは将来の生活設計に関する

現時点でのイメージなどを順次お聞きしてまいりたいと思います。まず、差し支えない範囲で

自己紹介をしていただいてもよろしいでしょうか。 
（Ａ） 40代後半です。仕事は不動産関係で、特に賃貸の営業をしておりますので現在はかな
り忙しい状況にあります。この忙しさが数年続くとなると、50歳を前にして多分体力的に無理
がくるのだろうなと思っています。だからといってこの年ぐらいになりますと転職も難しいで

すし、一体どうしたものやらと思っているような毎日ですね。 
（Ｂ） 外資の保険会社で事務をしております。この業界に入ってまだ 3年目です。以前は全
く違う畑で音楽をやっていまして、事務所に所属をしてアイドルのバックコーラスを 20 年近
くやっていました。せっかく保険会社に入ったので保険の資格を取ったのですけれども、将来

ずっとそこにいようという気持ちはなく、将来設計としては自分がやってきた音楽を生かした

職業につきたいと思っていて、いま、実は陰でひそかに動いています。 
（Ｃ） 私は都内に一人で住んでいます。仕事は輸出の会社で事務をやっております。一応秘

書ですけれども、事務全般をやらされています。10人ぐらいの小さな会社ですけれども、社長
が外人で、アメリカ人やイタリア人も勤めているような国際色豊かなアットホームな会社なの

で、いままで何度か転職したのですが、居心地がよく、ここで頑張っていけたらなあと（笑）。

給料は低いのですけれども、給料よりも人間関係とか居心地のよさが自分にとってはやはり重

要だということが分かったので、何歳までいられるか分からないのですが、頑張っていこうと

思います。 
（千保） 居心地がいいというのはよいですね。職場の居心地ってけっこう大きい。 
（Ｃ） 大きいです。 
（Ｄ） 私は一人暮らしをしています。仕事は総務部に所属しています。勤めている会社は大

きいので安定していますし、福利厚生もいいので、できれば定年までいたいと思っています。

でも、いまやりたいことがあって勉強していまして、夢があるので目鼻がつけば会社を辞めて

そちらに行きたいと思っています。 
（千保） 周りをごらんになって、定年までいらっしゃるという女性の方は。 
（Ｄ） もちろんいます。 
（千保） あとはやりたいことがうまく実現できるかどうかということですね。 
（Ｄ） できればそちらに行きたいのですけれども、いまはまだはっきりしてないので、安定

している職場を捨ててそちらにかける勇気はないです。 
（千保） 安定というとやはり給料も含めてですよね。 
（Ｄ） 給料、福利厚生、やっぱり居心地もいいですし。 
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（Ｅ） 東京育ちで、両親と弟と一緒にずっと自宅に住んでおります。私もやはり何回か転職

して、いまは、社員が 4～5人の本当に小さなコンサルタント関係の会社にいます。2年ぐらい
前に、社長が心筋こうそくで急に倒れまして、いまは大丈夫なのですけれども、1 年半ぐらい
は復帰できませんでした。その間、給料が出なかったので、どうしようかなと迷ったのですけ

れども、転職するのも面倒くさいと思ってずっとそのままおりました。すごく小さいところな

ので、厚生年金にも入っていないのです。ですから、それで将来ちょっと不安だなと思うとこ

ろもありますけれども、すごく楽ですし、お給料の面以外はほとんど不満がありません。今度

社長がこけたら本当にだめだなとは思うのですが、それまでのんびりいようかなと思っていま

す。 
（千保） 厚生年金に入っていないということになると、公的年金としてはご自分で国民年金

に加入されておられるのですか。 
（Ｅ） いまの会社に勤めてからは国民年金に加入しています。それまでは、途中ちょっとブ

ランクがありましたが、ずっと厚生年金に入ってまいりました。 
（千保） そうすると、以前のお勤めのときと、そのあと少し断絶して、現在は国民年金に入

っておられるということですね。 
（Ｅ） 海外に行っていた時期があるので、それが合計して 2年半か 3年ぐらいです。 
（千保） それはきっと合算対象期間になるでしょうから、受給権の 25 年以上は大丈夫です
ね。 
（Ｅ） それは大丈夫です。ちゃんと社会保険庁に相談に行って確認しました。 
（千保） いくつか転職されていますよね。最初のお仕事はどういう仕事だったかとか、ある

いは転職されたご事情だとかは、いかがでしょうか。 
（Ｅ） 私が学校を卒業したときは大変不況のときで、4 年制大学を出た女の子は就職口がな
いという時代でした。学校を出て 1年半ほど大手の製薬会社にアルバイトでおりましたが、そ
のあとに重機械関係の会社に入りました。そこで 7年ほどおりまして、それから 1年半ぐらい
中国に行っておりました。ただ、これは全くプライベートで。戻ってきて不動産関係の会社に

入ったのですけれども、そこが倒産しまして、それから友人のつてで化粧品会社に入りました。

そのあと 1年ちょっとほど日本語教師で中国に渡っておりました。戻ってきてそこの日本語学
校を経営していた出版社のほうに 3年ほど勤めまして、そのあといまの会社です。 
（千保） 特に女性の就職が厳しいときがありましたね。 
（永瀬） 何年でいらっしゃいますか。 
（Ｅ） 昭和 53年に卒業いたしました。 
（永瀬） 大変だったときですね。 
（千保） 途中お仕事を変わられたときは、友人のご紹介があったとか、あとはやはり情報誌

やハローワークとかという感じでございますか。 
（Ｅ） 中国から帰ってきてからは情報誌だったのですけれども、それ以降はほとんど友人の

紹介で。 
（直井） 転職されるときはいろいろなケースがあるかもしれませんが、前の会社が嫌でとい

う感じか、何かもっといい条件があってということですか。 
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（Ｅ） 会社が嫌で辞めたのは 1回だけですね。あとはいろいろです。 
（直井） 何かもっと面白そうみたいな。 
（Ｅ） はい。 
（千保） Ｄさんはこれまでずっと同じ会社ですが、もしやりたいことがうまくいきそうだっ

たら、大きな決断をする可能性もあるということですね。 
（Ｄ） そうですね。勤めている会社は男尊女卑のところがありますので。ただ、いまは正社

員も採っていませんので、多分リストラはされないで、定年まではいられるものと思っていま

す。でも、やってみたいことが見つかったので、やはりやってみたいことに挑戦したい。現に

夢をかなえた人も周りにたくさんいますし、私も挑戦して、まあ 10 年後でもいいのですけれ
ども、夢がかなえば何か自分の人生が変わるだろうと。ずっといまの会社にいてもいいのです

けれども、あまりにも安定志向なので。仲間もたくさんできましたし、そういうことを目標に

やっていきたい、そういう夢を持ってやっていきたいと思っています。 
（永瀬） 男尊女卑で悔しい思いをしたということがやっぱりあるのでしょうか。 
（Ｄ） でもその分、女性だから得をしている部分もけっこうあるので、その辺は割り切り方

です。嫌で辞めてしまう人もいるのですけれども、やはりどこに行ってもなにがしかの嫌なこ

とは必ずあるでしょうし。ちょっと割り切って、自分がどうしたらいちばんうまくやっていけ

るか、損得という考え方もいけないのですけれども。 
（永瀬） いいところって、どういうところなのですか、得なところというのは。 
（Ｄ） やはり、女性だから逆に許されると、甘えてはいけないのですけれども。まあ、いや

すいということはありますね、男性より風当たりもあまり強くないので。 
（直井） 男尊女卑の見える典型的ところは。 
（Ｄ） いまはだいぶ改善されてきたとは思いますが、でもやっぱり、女性の新入社員を採ら

なくなっていますし、女性の役員もほとんどいません。 
（直井） お茶くみとかは。 
（Ｄ） それをする人を別に雇っているので。入社したときはあったのですけれども、いまは

なくなりました。 
（永瀬） 男性と女性と賃金経路が違うということはあるのですか。 
（Ｄ） 女性は試験を受けて男性と同じルートに行くという道を選ぶのですが、やはり最初の

時点ではちょっとあります。 
（永瀬） でも途中からは乗れるのですか。 
（Ｄ） 乗れることは乗れます。でも女性のほうが出世は遅いですし、やはり大きいポジショ

ンというか、いいポジションにはなかなか就けないということはあると思います。 
（永瀬） ただ、男性と同じルートに乗っても、風当たりは弱くて済むという。 
（Ｄ） そういうことはあります。私はたたかれるとつらいほうなので、ポジションを保てれ

ばそれでもいいのかなとは思っています。志が低いのですけれども、それで定年までやってい

けたらそのほうが利口かなと思ったりもするので。 
（永瀬） 残業はないのですか。 
（Ｄ） 6月の総会前はあります。あと 3月は、総務部ですけれども多少残業はあります。 
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（永瀬） でも一般的にはそれなりに早く帰れるし、それに男性と同じルートに一応乗ってい

られるということですね。 
（Ｄ） そうですね。 
（永瀬） 男性と同じルートに乗るというのは何年目ぐらいですか。 
（Ｄ） 5年目から挑戦できるのですけれども、実際に 5年で受かっている人はあまりいませ
ん。7年目から 10年目ぐらいです。 
（千保） 入社された時といまとの 2時点を比べて、こういうところが変わったと気がつくこ
とは何かございますか。 
（Ｄ） やはり入社時点は、女の人は本当にお茶くみ、職場の花的な感じだったのですけれど

も、いまは正社員も少ないので、逆にそういう意味では残った者勝ちといういい方は変ですが、

残った強みみたいなところはあります。 
（直井） 正社員で採っていないということは、非正社員で採っているのですか。 
（Ｄ） 派遣社員とか。 
（直井） それは女の人だけが。 
（Ｄ） そうです。でも男性社員も前に比べたら随分人数は減りました。 
（永瀬） そのかわりにだれが仕事をしているのですか。長時間しているのですか。 
（Ｄ） ただ全体の人数は減っていないのです、派遣社員がたくさん入っているので。 
（永瀬） 男性も含めてですか。 
（Ｄ） 男性は人数が減った分残業がちょっと増えたりしています。 
（Ｃ） 私は、新卒で就職したのが日本の大手の損害保険会社で、あまり上司とか先輩に恵ま

れず、毎日が本当に苦痛だったのです。そこに 5年いまして、そのときにはもう外国に行く夢
があったので、そのために我慢してお金をためました。それで外国に行きまして、最初の 1年
間は語学学校、2 年目、3 年目が現地のカレッジでセクレタリーコースを採りまして、それか
ら貿易会社に社長秘書で 1年ぐらい就職しまして、あとは不動産会社に 4～5か月、最後は電
話会社に勤めまして合計 6年半ぐらいいました。日本では 35歳を過ぎると就職が難しいと聞
いていたことや、飽きてもういいやと思ったので日本に帰ってきまして、最初の仕事が留学カ

ウンセラーです。 
（千保） 経験をそのまま生かされたのですね。 
（Ｃ） ただ、カウンセラーといっても営業なのです、もう数字数字という感じで。私はみん

なの前で話すセミナーとか、本当に大嫌いなのです。もう嫌だなと思っていたところへ、留学

して帰ってきてすぐ受けた会社から、お誘いのお話しがあったので、迷いながらも社長秘書と

いうことで行ったのです。 
ふだんは暇なのですが、月 2回の、日本語でも何を言っているか分からない難しい会議の通
訳を頼まれて、そのギャップが激しいのですね。もう嫌だと思って他の仕事を探していたとこ

ろへいまの会社を「ジャパン・タイムズ」で見つけました。給料は下がったのですけれども、

居心地が今までと比べるとずっといいので、7～8年になります。 
（千保） 最初の会社で我慢というのは、人間関係とかあるいは仕事が忙しすぎたとか、どの

ようなことがあったのですか。 
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（Ｃ） 意地悪な先輩とか。私、それまでずっと大阪で、ポンと東京に来たのです。東京の女

性は最初何か合わないというか、違和感がありました。なかなかなじめなくて友達もいないで

すし、女性の先輩はキャンキャン言うし、次にやっと異動させてもらうと今度は嫌な課長でし

た。5 年目、最後の年にやっといいところに移してもらったのですが、この時点ではもう外国
に行くことを決めていたのです。1 年後に、ちょっともったいなかったのですけれども、決め
ていたところへ行きました。 
（Ｂ） 私はＯＬをやるのは今回が初めてです。高校時代からモデルやタレントをやっていま

したので、事務所に所属してギャラを頂いていました。そのときは、将来は外国に家を買って

住むつもりでいたのです。そのために 20 代からけっこう貯金をためて、実際に家を見に行く
とか、移り住む計画を立てていました。ですから、日本にいるつもりがなかったので、国民年

金の保険料を払ったことがありませんでした。そのときは本気だったので。 
でも予定外だったのは父が大病をしてしまって、結局亡くなってしまいました。父は商売を

していて、借金こそなかったのですが、それこそもうお金も保険も全くゼロという状態でした。

遺族基礎年金も、自分で商売をはじめて国民年金に切り替える際に不手際があったので、結局

請求できませんでした。それこそ私がお葬式費用から家族の面倒まで全部みて貯金も使い果た

し、アメリカにはとても行ける状態ではなくなりました。マンションに住んでいてもともとか

なりの家賃だったうえに、父が亡くなるちょっと前に近くで一人暮らしを始めたので、母親と

自分の家賃と二重で大変な負担でした。 
いまの会社は外資系の保険会社で、10人ぐらいの小規模な会社です。正社員ではないので社
会保険にも入れず、福利厚生面ではちょっと不満です。ただ、1 年ぐらいで役付けにしてもら
い給料面はすごくいいのでやりがいはあります。でもやっぱり自分がやってきたことを生かし

たいので。 
（千保） 初めてそういう仕事に入られたときはどんな感じだったですか。いままでと全然違

う世界なのでしょう。 
（Ｂ） 全然違います。ただ人と接することが好きだったことと、ＯＬ生活に何かあこがれて

いた部分もありました。あと電話応対で最初に褒めていただいたのでその気になって、きっと

社長がうまいのですね。やると私は突き進むタイプなので、自分よりも年下の上司に向かって

意見を言ってしまうのですが、それで部長にちょっと何か小言めいたことを言われるとか、最

近はちょっとその辺の風当たりがあるので気をつけようと思い、いろいろ学んでいます。 
（永瀬） どういうご縁でそこに就職なさったのですか。 
（Ｂ） もう完全に情報誌です。 
（永瀬） お給料は満足していらっしゃるのですね。 
（Ｂ） そうですね、はい。 
（Ａ） 私も長いヒストリーがあります。はしょって言いますと、雇用保険で行ける学校とい

うのが昔ありましたよね。失業するたびにそこに通わせていただいて、半年間ぐらいパソコン

や簿記をやらせていただき、また次の仕事に結びつけていくという感じだったのです。たまた

ま先生の覚えがめでたくて、先生のご紹介ですとか、仕事先で知り合った人の紹介ですとか。

私の場合は新聞の求人広告に応募してというケースは全くないです。 
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（千保） 仕事を探し始めるのはけっこう大変ですよね。 
（Ａ） 大変ですし、履歴書を返されたりするとかなりへこみますよね。そういうことでいく

つか仕事をしました。ちょうどバブルのころは証券会社で、外資だったものですから、そこで

は比較的仕事の内容も好きでしたし、それなりのペイももらいましたので満足していたのです。

でも、そこもやはり女性はガラスの天井があるという感じで、ちょっと息詰まったところに母

の体が利かなくなって、田舎がまた遠いものですから、そちらにいったん戻って介護をしなけ

ればならない状況になりました。母は生きる死ぬではなくて、足が利かなくなったということ

だったので、手術をしてその後回復しました。本来でしたらそのまま実家に戻って仕事を探す

ことになるのですが、いったんは引っ込んだものの全く就職ができない状況でした。 
その後母も普通に動き回れるようになったので、私も好きにしてよろしいというお許しが出て、

また一人東京に戻ってきて仕事をしているわけなのです。 
（千保） 過去にいくつか転職されたときの理由はどんな感じでございましたか。 
（Ａ） 私も海外に強く引かれるほうだったので、まとまって旅行したいと思ったら、もう辞

めるしかなかったのです。それですね、大きい理由は。人間関係がもとでというケースは私も

やはり 1 か所ありました。それはどうしても反りが合わない人の秘書という立場だったので、
毎日が本当に苦痛でしたから。 
（千保） いまのお仕事や、あるいはお仕事そのものを、年齢的に、またはあと何年ぐらい続

けたいと思われるのか、その辺はいかがでございますか。 
（Ａ） 東京に出てまいりましてから 1年間は正社員で働いたのですが、その後は派遣社員と
して働いていまして、いままたやっと正社員にしてもらったのです、この年齢では奇跡的に。

ですから、正社員になってみればなってみたで、やはり居心地のよさはあります。ただ、時間

給の人たちができないような残業は全部正社員にかかってきてしまうので、いまは労働集約的

に働かされます。ですから、このままの状況が続いたら、いまは何とかこなして、家に帰れば

もう寝るだけの生活ができますけれども、あと何年続けられるのだろうと思っています。 
（永瀬） 何時ぐらいにお帰りになるのですか。 
（Ａ） ここのところだと、日を越してから家に着いている感じです。 
（永瀬） 残業代は出ますか。 
（Ａ） 残業代は出ません。もうまとめて営業手当みたいな形で出るので。だから、時間を長

く働けば働いただけ、ちょっと私にとってはメリットがないのです。 
（直井） それで、朝は普通に 9時出勤なのですか。 
（Ａ） はい。 
（永瀬） その会社に派遣社員でいらしたのに、正社員になられたのですか。 
（Ａ） そうではないです。ただ、派遣社員のときに知り合った人の引きで入りましたので、

まだちょっと音を上げるわけにもいかないのです。 
（千保） どの会社も正社員がけっこう減って、同じ話しが一般的にあるみたいですね。正社

員がいままで以上の仕事のボリュームを背負いますので大変ですね。 
ただ、職場環境が整えばもうちょっと、50歳を超えても働こうというお気持ちは。 
（Ａ） あるにはあるのですが。 
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（永瀬） 転職も大変ですよね。 
（Ａ） もうこれからの転職はまず無理ということですし、いずれにしても母親が 75 歳を超
えましたので、またいつ呼び戻される状況になるか分からないのです。そのときにはテンポラ

リーで働いている状況だと帰りやすくはあるのですけれども、蓄えがどうなっているかと思う

と心配ですし、このままもうちょっと頑張って少しまとまったものを作って、仕事を何年か休

んでも大丈夫なぐらいにはしておかなければいけないかなと思っています。 
（千保） Ｂさんは、音楽関係のほうに行くとしても、もう少し働いていきたいというイメー

ジでいらっしゃいますか。 
（Ｂ） いや、もうすでに準備を始めている状況なので。 
（千保） それは年齢にかかわらないお仕事ですか。 
（Ｂ） そうですね、歌ですので、ある程度体力があればできる限りだと思います。地域のカ

ルチャースクールでしたり、これからデビューする若い女の子のボイストレーニングとか、あ

とはご老人の方にお教えするとか、いろいろニーズがあるので、いま実は動きだしています。

そちらでしたら自分の体力が続く限り、あとは生徒さんがいる限りです。私の友達で元歌手の

人たちもそういうことを始めています。自分で事業をはじめることになるので、安定するかど

うかは分かりませんが、やり方によってはうまくいくと思っています。 
（千保） それを仕事にして生活もできるイメージですか。 
（Ｂ） はい、もちろん。ニーズはかなりあります、リサーチをしましたので。もっと言えば、

本当は音楽療法士も考えていたのですが、かなりハードルが高くて、いまはちょっと手が出せ

ないのですが、いずれはそういったことも学んでいきたいと思っています。 
（Ｃ） 私は別にキャリアウーマンでも仕事に生きる女でも何でもないのです。ただ一人なの

で仕方がないからという感じです。 
でも私は、特にお金に関しては心配性なので、何とかなるという考え方ができないタイプな

のです。これから老後もずっと一人だし、年金がどのくらいもらえるか分からないと思うと、

なるべく働いていたいと思います。ですから、健康のほうも心配で、サプリメントを飲んでな

るべく長生き（笑）。長生きしなくても、とりあえず元気であればと思っています。 
（Ｄ） 夢がかなえば 80歳ぐらいまでは現役でやっていきたいです。 
（Ｅ） 私はそうですね、社長がこけるまで（笑）。 
社長が私と 2歳ぐらいしか変わらないので、多分同じぐらいまでだと思うのですね。せっか
くお給料も出ずに 2年ぐらい頑張ってきたので、会社に貸した金を取り返さないと辞めるに辞
められません（笑）。 
（直井） その 2年間は働いてはいらしたのですか。 
（Ｅ） 事務所は閉鎖したのですけれども、社長の友人の事務所に間借り、居候させていただ

いて、一応体面は保っていたのですね、会社としては。 
（直井） では、その残務整理じゃない、残ったお仕事をお給料が出ないのにやっていらした

ということですか。 
（Ｅ） はい。でもうまいもので、以前にやっていた貯金がちょうど満期になるとか、保険が

満期になるとかで、何とか自分の分は食いつないでいたのです。貯金を始めるときはこんなに
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貯金して給料が安いのに大変だと思っていたのですけれども。 
（千保） 次の話題ですが、いまの生活一般ということで、ご友人や近所とのおつきあいとか、

現時点でご両親やご親族の方の介護が必要ですとか、いまの生活を中心にした辺りはいかがで

すか。 
（Ｅ） いま、私は両親と弟と住んでいるのですけれども、父のほうがちょっと体の具合が悪

くて、要介護 3の認定を受けています。週に 2回デイサービスに通っておりますが、いまのと
ころ母が元気なものですから全部母のほうで面倒を見ていまして、私はそのサポートみたいな

感じなのです。弟も交通事故で首を痛めている状態ですが、障害者認定にならないのです。薬

をずっと使っているためやはり普通に仕事をするとつらいところもあるらしいので、いまずっ

と家にいます。ただ両親は子供が頼りにならないということを見越していて、もう三十年以上

前に自宅をアパートに改装してくれまして、そこの上がりがまだあるものですから、国民年金

でそれこそ 2か月に 7万ぐらいしか入ってこないような状況なのですけれども、おかげさまで
生活のほうは安定しています。 
ただ、両親が亡くなったあと、兄弟で相続しなければいけないわけですが、弟もそういう状

況で仕事を持っていませんし、私も割と自由にやらせてもらっているので、いま持っているア

パートが老朽化して建て直さなければいけないときに、多分銀行や公的なところからは融資が

受けられないと思うのです。ある意味ぜいたくな悩みと言われるかもしれないですけれども、

そういう心配があります。 
（Ｄ） 私の両親はもう定年で退職していまして、二人ともいまのところ健康で何とか年金で

暮らせているみたいです。遺産はせいぜい家ぐらいなので、そう大した額にもならないと思い

ます。私は一人暮らしですけれども、いまつきあっている人がいるので何年か先には結婚して

一緒にやっていきたいと思っています。ですから、親がもし病気になるとか介護が必要になる

とちょっと生活も変わると思うのです。いまはまだ元気なのですけれども、いつ介護が必要に

なるか分からないので、そういった準備はしておかないといけないと思っています。 
（千保） 一人っ子でいらっしゃいますか。 
（Ｄ） そうなのです。ですから、そういうことも勉強していきたいと思っています。 
（Ｃ） 私の両親は隣の近県に住んでいるのですけれども、けっこう経済的にはゆとりがある

ようで、悠々自適といった感じです。 
でも最近、父が脳こうそくで体の一部の動きがちょっと悪くなるということがありました。

治らないかもしれないですが、そういう症状が何とか薬で和らげばと願っています。母は健康

ですので、介護という話しは出てきません。妹が結婚して都内に住んでいるので、もし介護が

必要になったら妹がやってくれたらいいなと心の中では思っています（笑）。 
（千保） 妹さんはお姉さんがやってくれたらと思っているのでしょうね。 
（Ｃ） 私には仕事がありますが、妹は専業主婦なので、いまは子供がまだ小さいですけれど

も、もう少し大きくなれば時間にゆとりができて自由が利くのにと思って。 
（千保） ではいまはお一人で暮らしておられるのですね。 
（Ｃ） 1ＬＤＫの小さなマンションを 5年前に買いました。ローンも 2年前に返し終わりま
した。親からお金を借りることができ、利息もなく本当にラッキーでしたが、もうきっちり返



 - 136 - 

しましたので、いまは私のものです。 
（千保） そうすると、お勤めですから、近隣とのおつきあいも限られてしまいますね。 
（Ｃ） そういうことはあまり好きじゃないです。隣の人も独身の女性なので、最初は何度か

家を行き来していたのですけれども、何か煩わしくなってしまいました。私はいつも声をかけ

られるほうで、それだとだめですね、自然に声がかからなくなってしまって。 
何か一人暮らしをしてから外に出るのもおっくうになって、昔みたいに友達と出歩くことは

なくなりましたし、一応おつきあいをしている人はいるのですけれども、その人だけしか会っ

ていないです。 
（千保） では、その人とはいずれは。 
（Ｃ） さあ、私は昔から結婚をしたくないのです。もう子供のときからです。 
（千保） あまり魅力は感じなかった。 
（Ｃ） 全然感じないです。自分一人で精いっぱいなのに、ほかの人が入ってきて苦労や心配

事が増えてしまうことが嫌で、結局わがままなのですけれども。 
（千保） そうすると、何か悩み事がある場合は、その人に相談するということですか。 
（Ｃ） 私は出さないほうです。悩み事を人に相談するタイプではないです。聞いてあげるタ

イプですから。 
（千保） 何かストレスを解消するということも含めて、よく友人とお話しをするとか、そう

いったことはどうですか。 
（Ｃ） あまりないです。悩みを抱えると、自分で考えて何とか自分で解決策を見つけます。

最近は友達と出掛けるほうが逆にストレスを感じます。 
（永瀬） 気晴らしはどのようなことをなさるのですか。お部屋をお掃除するとか、そういう

ことですか。 
（Ｃ） 私は掃除、大嫌いです（笑）。きれいにしておきたいし、汚いのは嫌いなのですけれど

も掃除は嫌い、もういらいらしながら掃除をしています。ストレスです、それは。何でしょう

ね、気晴らし、寝ることでしょうかね。一人でいることが好きなので。 
（Ｂ） 私は全く逆で、一人が嫌いです。楽しい場所に自分が参加していないということが嫌

で、楽しい場所が大好きです。あと、すごく地域密着型で、歩けば近所のおばちゃんから話し

かけられるという感じです。だから地域のイベントにも積極的に参加しています。やっぱり歌

をやっていたことを皆さん知っているので呼んでいただいて歌ったりとか、地域の人たちとは

仲良く、お隣の人とも割と声をかけ合ったりしています。マンションは一人暮らしなのですけ

れども、けっこう近所づきあいは好きなほうですね。 
父が亡くなってから、母も近所にやはり一人で住んでいるので、母に何度か一緒に住もうと

誘っているのです。でも、父の看病のあとやっと一人暮らしが慣れてきたので、生活も違うし

めんどうくさいから一人がいいといって断られてしまいました。 
ただ私も、妹がいて、結婚しておりますが、彼女には子供がいるので、もし母に何かあったと

きには私が面倒をみるという気が私にはあるのです。というのは、子供が障害手帳をもらって

いる状態なのです。だからリハビリに通っているし、そういう子供を抱えて大変だと思うので、

母にもし何かあったら私が何とかしなくてはという責任感があります。 
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（千保） 大変失礼ですが、お母様の場合、収入は。 
（Ｂ） いま、仕事をしています。ただパートなので、やはり安定はしていないし、年金の問

題がやっぱりあって、加入していなかった時期もあるし、手続き上の不手際もあったりして、

将来もらえないと自分であきらめている状況です。ですから、そういった面でも私が何とかし

なくてはという気持ちが強いです。 
（Ａ） 私は東京ではほとんど近所づきあいはしていないですね、独り者の所帯が寄り集まっ

た集合住宅ですので。ただ、近くに幼なじみの家族がおりますので、そことは割と緊密につき

あっていて、私が一人何か事故で連絡が途絶えたときは多分怪しんで見に来てくれるかなとい

う感じにはしてあります。 
 ただ、私がいちばん心配していることは、いま、田舎のほうのコミュニティは母親が出てい

って、例えばお彼岸やお盆の共同墓地の清掃作業とか、そういったことは母親がすべてやって

いるのです。そこで、私が年を取って田舎に帰ったときにそういうことに溶け込んでいけるか

どうか、絶対に無理のような気がするのです。離れて長いですし、年に 1回、2回帰るか帰ら
ないかですので。田舎って、例えばお寺ですとか、子供の学校ですとか、いろいろな集まりが

ありますから、どこにも所属していないと本当にどうするのだろうなと、いまそれをちょっと

考えていますね。まあ、自然に入っていかざるをえないのだろうなと思いますけれども。 
父はすでに亡くなりましたが、母が公務員だったので、母自体の年金で何とか田舎では暮ら

していけるのです。私も弟がおりますが、そこに弟がぶら下がっているような状態なのです。

彼自身も稼ぎはあるのですが、田舎ですからそんなに多くはもらえないようなのです。ですか

ら母は、母がいなくなったときに、弟のことや近所とのおつきあいはもちろんのこと、墓を一

体だれが見てくれるのか、そういったこともかなり真剣に心配しているようです。 
（千保） ふだんの生活で、例えば悩み事や相談事はどういう方に相談されるのですか。 
（Ａ） 私もどちらかというとあまり自分のことを話すたちではなくて、人の話しを聞いてあ

げるほうです。人に話してすっきりするとは思えないので。 
（千保） それでは、退職後の生活についてお聞きしたいと思います。いま、男性も女性も、

環境が整って、かつ健康であれば、働くという流れ、意識になっているような気がするのです。

想像の世界ですが、退職後の収入とか、その辺りはいかがでしょうか。 
（Ａ） 母親に介護が必要になったとしたら、私は東京を引き払って、あとはそのまま田舎住

まいになる可能性のほうが高いです。そこで東京でも、田舎でも役に立つ資格を取ろうと思っ

て宅建を取りました。だから田舎で不動産屋のおばちゃんをしようと思っています。住まいは

確保されていますので、あとは自分が食べていく分だけがあればいいわけなのですけれども。 
（千保） いままでの公的年金の加入状況はいかがですか。 
（Ａ） 私はちょっと不安ですね。失業していたときもありますので、そこは全く払っていま

せんでしたから。社会保険事務所のほうに確かめに行かなくてはいけないですけれども。 
（千保） 民間の年金保険に入っているというケースはけっこう多いようなのですが。 
（Ａ） いえ、それにも入っていません。先々のために何かを準備しておくという、そもそも

そういう考え方があまりないほうですね。割とキリギリスタイプです。そのときはそのときで

考えます。 
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（Ｂ） 考えているのはいま話題になっている株式投資ですね。私の頭の中には全然なかった

のですけれども、後輩の子がやっているので、ちょっと勉強させてもらおうと思っています。

もちろんリスクはあると思うのですけれども、いま持っているお金をいかにうまく運用するか

考えていこうと思っています。 
 あと、保険会社に勤めていることもあって保険の備えはちゃんとしています。ただ年金型は

ちょっとまだ検討中です。 
（永瀬） いまから公的年金に入ろうとは思っていないのですか。 
（Ｂ） 正直、いまからはないですね。 
（Ｃ） この間やっと社会保険事務所に行って調べてきたのです。いまのところにあと 10 年
ぐらいいさせてもらえれば 25 年は大丈夫と思うのですけれども。あと、保険会社の個人年金
保険に入っています。 
いま貯蓄に回そうと努力しているので日々の生活はけちけち生活です。でも苦しんではいな

いです（笑）、欲しいものをすごく我慢してということはないですけれども。 
（Ｄ） いま終身年金に入ろうと思ってすごく研究しています。もともと保険に入るのが嫌だ

ったのですが、以前ちょっと 10 日ぐらい入院して、そのときに保険金でけっこう助かったの
で、年金保険に入ろうという気になっていろいろと考えています。あとは家を買いたいとは思

っているのですけれども。そうですね、これまで生涯設計ってほとんどしていなくて、計画性

がないと言えばないのですけれども。いまはとにかく終身年金に入らなければという気持ちで

いっぱいなのです。あと将来年金が幾らもらえるか計算をしてもらったことがないので、そう

いう計算もしてもらおうかなと思っています。 
（永瀬） 終身年金は以前から関心を持っていらしたのですか。 
（Ｄ） いえ、最近です。年金がだんだんもらえなくなるという気がするので。 
（直井） 厚生年金ですよね。 
（Ｄ） そうですけれども。でもやっぱりどうなるのか不安なので補える分、もし払えるなら

ば終身年金もいいので。介護のときに使えるものもあると聞いたので、保険料があまり高くな

ければ入らなくてはいけないと思っています。 
（永瀬） そんなにいま、終身年金の関心が高いのですか。 
（Ｄ） 私だけかもしれないですけれども。 
（Ｅ） 私は好きで入ったわけではないのですが、15年の定期年金と終身年金、あと 60歳で
満期になる介護保険に入っています。30代のころ、みんな友達のおつきあいで入ったのですが、
割と早めに掛けたので、掛け金は二口の年金のほうで年間 30数万円ぐらいです。60歳から 75
歳までの 15年間に年 90万円と、あと終身で年 36万円なので、年に百数十万円入る予定です。 
ただ、ずっと厚生年金でくる予定だったのが国民年金になってしまったので、そこら辺はち

ょっと計算が狂ったなとか思っています。 
（千保） いちばんいいのは、年金を受け取る手前に就労の機会があることなのかなという気

はしますけれども。 
（直井） 半分くらいの給料でもいいから、ちょっと働けたらいいですね。 
（千保） それでは最後になりますが、シングルであることのよさとか、あるいはデメリット
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とか、その辺りはいかがでしょうか。 
（永瀬） あと、シングルの女性だからこそこういうことを知ってほしいとか、シングルの立

場から考えてみるとここがこうだというご意見はいかがですか。 
（Ｅ） シングルの女性の立場から声が出る機会は意外とないかもしれないですね。 
（直井） 例えば政策的とかですかね。例えば今後こういうことが変わってほしいとか。 
（Ｅ） 国会議員の偏見をなくしてほしいですね。「子供を生まない女は」とか、多分本当に思

っているからああいう発言が出るのでしょうけれども。公の場で言われると、「人前でそういう

ことを言う子に育つのなら、子供なんか要らない」と思うこともあるのですけれども。 
（千保） 本来であれば、国の政策を動かすべき議員がそんなことを言っているようでは男女

平等もないというご意見ですね。 
（Ｅ） では何で子供が生めないのか、子供を育てられないのか。いま結婚して子供を育てた

としてもその子供が育つ環境が私たちのときに比べてすごく悪くなっているので、育てる自信

がないということもあるのですね。 
（千保） 昔は都会も含めて親と同居、三世代同居がごく自然で、比較的子育てのサポートが

身近にあった。ところが、いまはかなり距離があるということがいちばん大きな要因なのか。

小泉政権によると待機児童ゼロ作戦をやっていて、延長保育をやっているとか、一時保育や休

日保育もやっているとか、大変力を入れているのです。ところが、子育て側の環境がよくなっ

たかというとそうでもないですよね、おっしゃるとおり。だから、どこが悪くなったのですか

ね。 
（Ｅ） 昔の環境がいいということはだれかが我慢をしていたのだと思うのです。例えばうち

の母の世代だと、お姑さんに仕えることに我慢してそれでも子供をいい環境で育てようという

ことがあったのだと思うのですけれども、いまはみんな自分が一番だと思ってしまっていてな

かなか我慢するときってないですよね。そういった誰かの犠牲の上に成り立つことはいけない

とは思うのですけれども、でもいまの日本はやっぱり何かおかしいなと思うのです。ではどう

すればいいのかということは全く分からないしうまくも言えないのですけれども。入れ物だけ

あって中身がないのではしょうがないなとも思いますし。 
（千保） 例えば、シングルの女性という観点から何か感じることとか、その辺はいかがでご

ざいますか。 
（Ｅ） 私も小さいときから結婚するという意識が全くなかったので、「シングルだからどうで

すか」と言われると、何か「でも」というような感じです。本当に意見がまとまらなくて申し

訳ないと思います。 
（Ｃ） そうですね。先ほども子供の話しが出たのですけれども、私は昔から子供は好きでは

ないし欲しくないし、だからいないのであって、何か特別の事情で作らないとかそんなことで

はないので、ちょっとお答えしづらいところがあります。 
（千保） そのお話しに限らず、もうちょっと広く考えるといかがですか。 
（Ｃ） 結婚ですか。 
（永瀬） 一人では、何か生きにくい部分がこういう部分にあるということはありますか。そ

れともそういうことは全然ないですか。 
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（Ｃ） 感じないです。 
（永瀬） 全くない。 
（Ｃ） はい。結婚しないということは自分で選んだことなので、後ろめたいとか恥ずかしい

とか、そういうふうに感じることはないです。 
（永瀬） 自分が感じなくても、そういうことも全くなくて全く自由に。 
（Ｃ） 気づいていないだけかもしれませんが。 
（Ｅ） 都会に住んでいるとあまり感じないですね。私もずっと生まれたところに住んでいる

のですけれども、近所の人にも別に「Ｅさん家の子は嫁に行かない」と言われることもないで

す。 
（Ｄ） でもやっぱり、私は独身でいて損だと思います。いまの日本の制度はやっぱり結婚し

ているほうが得だと思うことはけっこう多いですね。例えば、奥さんだったら配偶者が亡くな

った場合に遺族年金とか寡婦年金とか、あと 65 歳になるまで何かいろいろもらえたりするで
はないですか。でも独身の女性はそういった保障というか、保護してもらうものが、失業して

しまってもリストラされてしまってもありません。私はこの間知ったばかりなのですけれども、

相続では奥さんは税金がすごく軽くなるし、あと第 3号被保険者になると年金の保険料を払わ
なくてもいいではないですか。自分が結婚していないから別にひがむわけではないですけれど

も、やっぱり結婚しているほうがいろいろ得なのかなといまにしてすごく思います。やっぱり

独身の女性も、例えば病気をして失業してしまったときに安心していられる制度、すぐに生活

保護とかになるとやはりちょっとプライドが傷つく人もいると思うし。遺族年金、やっぱりう

らやましいと思ってしまいます、正直、寡婦年金も。だから独身女性にもそういったものが少

しでもあったらいいなと思います。でも独身でいるから悪いとか、それこそ本当に子供を生ま

ないのが悪いと思っているような政府の方だとちょっと期待できませんが。やっぱり同じ生き

ている人間だし、独身女性も何か少しはそういう制度があったらいいなと思うときはすごくあ

ります、ひがみではなくてね。 
（Ｅ） 私も男性に比べて賃金が低いのではないかといつも思っているのです。 
（Ｂ） それはすごく思いますね、男女雇用機会均等法とか何とか言っている割には。会社に

もよるとは思いますけれども、きっと。日本人的ではないのかもしれないですけれども、明ら

かに仕事のやり方で間違っていると思うことを私が指摘したことに、年下の上司は傷ついてい

るらしくて、社長に何か告げ口され、社長に呼び出しを食らいました。別にその人を否定する

わけではなくいじめるわけでもなくて、一応気を遣いながら言っても、受け入れてもらえませ

んでした。 
（千保） その年下の上司は特別に気の弱い人なのでしょうか。 
（Ｂ） いや、私も別に気が強いわけでもないし、そんなストレートに言ったつもりもないの

ですけれども、仕事のことで気遣いながら言っても、女性のそういった声が反映されないとこ

ろはやっぱり女性の賃金のほうが低いことと似通っている気がします。年下の上司のほうが全

然仕事をしていないのに給料がいいという、不公平だなと正直思います。 
（Ｅ） 企業っていつまでたっても「女の子」という意識なのですよね。だから「○○さん」

ではなくて、「そこの事務の女の子、何かやって」みたいな。以前に重工業関係の会社にもいた
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ことがありますが、やはり男社会だったのですね。だからお茶くみもまだ私のころはありまし

たし、何をやってもとりあえず「女の子」という感じだったのです。私がいたころに定年で退

職された方もいらっしゃったのですけれども、その方もやはり同じような感じで、いつまでた

っても「女の子」みたいな扱いでした。そういうことって、もう意識を変えようと思っても多

分無理だと思うのですね。 
 私が入ったころはまだ男女雇用機会均等法はありませんでしたけれども、でもそういった雇

用機会の均等ということだけをうたって、実質それに対する罰則はないですよね。だから男女

で入社試験を受けることはできるものの、採るのは男性だけだと決まっていても、それに対す

る罰則というのはないですから、本当にザル法です。やっぱり法律を作ることも男性主流にな

ってしまいますから。 
（千保） だからそういう一つ一つのことにもっと実質的な、内実を持たせるような方向でい

かないときっとだめなのでしょうね。 
（Ｅ） 何か寂しいですけれども、それに対する何か法的な罰則がないとどこも協力しないと

思うのです。私もこの年になってみると分かりますが、やはり 50 いくつのおばさんを採るよ
りも 20いくつの女の子を採ったほうが使う側は絶対に使いやすいですし。 
（Ａ） とりあえず求人のとき、いまは男女別、男性のみ女性のみということはなくなったみ

たいですけれども、年齢制限の表示はどうなのですか。 
男女差別はなくなったかもしれないけれども、年齢差別は厳然としてありますので、雇用機

会均等というのでしたら、その辺りもぜひお願いしたいところだと思います。 
（Ｂ） ただ、不思議なことに「ぐらい」って書いてありますよね。いまの会社の求人広告は、

「35歳ぐらい」だったのですけれども、「35歳を超えても大丈夫ですか」と電話をしたのです。
やはりそういうことを言える人もいれば、35歳ぐらいということは 35歳が境になるとあきら
めてしまう人もいるし、私みたいに図々しく37歳でも38歳でも行く人もいるかもしれないし、
その「ぐらい」という書き方も非常にあやふやです、年齢をうたっているところで。 
（千保） いまは少し景気もよくなってきましたから多少枠を広げているのだと思いますけれ

ども、本当に女性も 40歳を超えるとほとんど新しい仕事はないですよね。 
（Ｂ） ないです。いまでもやっぱり 35歳が限度じゃないですか。40歳までってすごく少な
いですよ。 
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（２）東京第 2回調査 
■日 時：平成 17年 2月 15日（火）午後 6時～8時 30分 
■場 所：スクワール麹町 
■参加者：50歳代未婚女性 5名 
 
（千保：司会） 今、どんなタイプのお仕事をされていらっしゃるか、などを交えて、自己紹

介をお願いします。 
（Ｆ） 健康食品を扱う会社で、事務関係、出荷、また、人数が少ない会社ですので、雑用そ

の他をしております。まだ入社して日も浅いので、楽しく毎日仕事をしています。友達もなぜ

か独身女性とか離婚した人とか、お子さんがいらしてもシングルの方が多いです。地方出身で

すので、年に 3回 4回帰って友達と会ったりしています。一生懸命仕事をして、収入を頂いて、
楽しいことをしたいなと思っています。趣味は 4年前に再結成した昔のアイドルグループのコ
ンサートに行ったりしています。 
（Ｇ） 今は、健康食品の会社に 2～3 年勤めています。仕事は電話での自社のものをご案内
ということで、カウンセラーを兼ねさせていただいています。仕事は楽しいのですけれども、

年齢的にも 50歳を過ぎていますので、ここ 2～3年、やはり身の回りで、親が高齢でとか、そ
れから猫を飼っていて、それもやはり高齢で（笑）、介護することが増えてきました。趣味とか

いろいろなことが出来なくなってきて、仕事もなかなかコンスタントに出来ないような状況が

続いてきました。自分が 50 代になって、健康とか生きがいとかを幅広くお勉強して、健康で
生きがいを持って生きられる、残りの人生ではないですけれども（笑）、悔いのない人生が過ご

せたらいいかなと思っています。あとは、いろいろな方に支えてきていただいて自分がここま

であるのだから、自分の好きなことをしながら、何でもいいのですけれども、自分の今できる

範囲で 1つでも 2つでも、社会にお返し出来ることを少しずつやっていけたらいいかなと思っ
ています。 
（Ｈ） 私は、勤めていた会社で気の合った仲間と会社を作りまして、その会社がバブルの崩

壊で、しばらく頑張ったのですが結局難しくなって、大手ではないですから、クローズしてし

まいました。私自身ずっと仕事をしてきて、父も早く亡くなってしまい、非常に精神的なショ

ックを受けました。経済的なこともありますので、すぐ働きたかったのですけれども、やる気

が一切起きなくなったのです。ちょうど 3年ぐらいたつのですけれども、何かをやりたいとい
う気持ちが欠落してしまったのです。うつだともっと深刻だと思いますが、私の場合、自分と

しては、頭は正常に働いている、しかし回転が鈍くなるのです。いろいろな動作が普通の感覚

で出来なくなってしまったのです。スローテンポなのです。私自身もその間はいろいろと悩ん

でしまって、それで全部ほうり投げて、とりあえず生きていられるという感じになりました。

そのころに美術館の券をたまたま頂いたのです。絵は普通より好きだなという程度だったので

すが、それがきっかけで、病院に行くつもりで美術館通いをしています（笑）。病院に行くより

自分が精神的に豊かになるなと思っています。絵画を見ているうちに少しずつよくなってきま

した。 
声をかけられたりしたときは、バイトをちょっとしたのですけれども、すごく疲れるのです。
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ですから、積極的にではなくて、人から声がかかったときだけやって、とりあえずそれでいい

と思っています。50代ですから、経済もよくならないと働く条件もはっきり言ってよくないで
すから。経済が上昇基調になってから動くことに決心をしたのです。バイトから徐々に始めて、

生涯をかけてできるような自分の仕事を見つけて、最終的には社会に還元できるようなスタン

スで生きていきたいなと思っています。 
（千保） ありがとうございます。それでは、Ｉさんはいかがですか。 
（Ｉ） 私は 30代まで仕事をしたことがありませんでしたが、ちょっとしたきっかけで 30代
の前半に生命保険会社に入りました。仕事の内容を全然知らないで入ったのです。そのときは

運がよかったのか、いわゆる立ち上げたばかりの若い子ばかりの職場でした。まだ男女雇用均

等法がないころで、バブルのころ時代もよかったので、自分の周りも金融関係の人が多く、非

常に浮かれてそのまま（笑）、何も考えずに、月にゴルフに 10万や 15万平気で使うような生
活をずっとしていたのです。 
けれども、30 代の後半にたまたま、学生時代の同窓会がありました。それで、待てよ、私、
自慢できるものが何もないじゃないかと気づきました。仕事が好きかと言われたら、自分です

ごく好きでやっている仕事ではないということが分かっていましたから。例えば結婚していれ

ば、ご主人の話題なり、子供の自慢なり、お家を買った何だって、30代の後半ってちょうど出
てくるではないですか。みんなそれぞれに先が読めてくる。私は何にもないから、どうしよう

かと思って、それでたまたま知り合いのかたの紹介で、体型補整の下着のサロンを自分でやっ

たのです。ところが大元が簡単に 3年ぐらいで倒産してしまいました。それで、どうしようか
と思いました。人には仕事で貯蓄を勧めていたのに、自分では入ってくるなり使うという状態

でした。 
それでまた、もといた生命保険会社の人たちに、「また来れば？」という感じで戻ったのです。

けれども、そこは普通の生命保険会社の営業部で、当時 40 代半ばになるかならないかでした
から、まだまだ若手なのです（笑）。普通の生命保険会社の営業部というのは、70 代でも 80
代でも、動ける限りは絶対に辞めないです。雇用関係で、1 回退職年齢というのがあり、退職
するのですけれども、そのあと嘱託で死ぬまでいてもいい。ですから、当時はパソコンが導入

された時代で、こんなおばあちゃまたちがパソコンを頑張って覚えて、キーボードで入力でき

るようになるのを間近で見ていまして、すごいなと思いました（笑）。お金のためだったら絶対

なのです。だから、ここにいる限り私は年を取らないなという感じで今来ています。 
ボーイフレンドがずっといまして、その人も以前は為替関係でしたからバブルの中にいたの

ですが、今ペット通販を始めたのです。それでインターネットでペット通販の手伝いをさせら

れました。かわいい 2か月ぐらいのワンちゃんたちの仲介をやっています。本当にお客さんが
喜んでくれ、それが楽しくて、これで今後やっていけたらいいなぐらいの感じです。20代、30
代のときに世の中が動いたど真ん中にいましたから、もう欲はありません。それよりも何か心

のほうの余裕ですよね。この 10 年近く、たまたま友人たちも子育てが終わって、今しかない
と思って楽しんでいます。あと 5年か 10年したら、絶対にだれかしら親の面倒を見ていて、
気持ちが暗くなって、外に出られなくなって一緒に遊べなくなるからです。学生時代の友人た

ちとか、会社の人間たちもほとんど独身でフリーが多いですから、「今が養う時間だね」なんて
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みんなで言いながら、そこそこ楽しんでいます。 
（Ｊ） 私は 30 年ちょっと、総合商社の輸出部門でずっと働いておりまして、数年前に退職
いたしました。50歳まで勤めると 60歳になるまで毎年幾らという形で年金を頂ける制度があ
りまして、それがもらえるようになるまでは何が何でも働こうということで、退職までは一生

懸命石にかじりついたように働きました。当時不況の真っただ中でしたから、男性もリストラ

みたいなことはなかったのですけれども、自主的に辞めていく方が大勢いらっしゃいました。 
1 年ぐらい休みというか、リフレッシュしまして、そのあと何をやろうかなと考えてヘルパ
ー2 級の資格を取りました。親もだんだん高齢になってきますし、そういうことに関連するこ
とがらを何も知りませんでしたので、ちょうど将来について勉強しておくのもいいかなと思っ

て勉強しました。たまたまへルパーの勉強に通った学校で、介護ビジネスをやっていらっしゃ

る男性がいました。その方が「この資格が取れたら、うちで働いてもらえないかな」と、教室

の何人かをスカウトしたのです。こっちも渡りに船で、即「やります」ということで、やり始

めました。今もやっているのですが、週 1回しか仕事がありません。非常に不安定な仕事なの
です。いつ何時その高齢者が入院してしまうとか、亡くなってしまうこともございますし、そ

うすると、仕事がなくなってしまいます。やはり簡単な仕事ではないので、もう少し安定的な

収入を得られる道はないかと考えて、それで今は和菓子屋で販売員の仕事もしております。 
商社にいたときには、おいしいものを食べ、海外旅行に山ほど行き、ものを買い、貯金もし、

という生活でした。そこからガラッと変わりました。今はまだ体も丈夫ですし、一応 60 歳ぐ
らいまでは働いて、将来に向けていろいろ投資とかも勉強したい。映画がすごく好きなので、

月に 2～3本は見ます。美術館などに行くことも好きです。 
（千保） これまでの職歴も含めて、お仕事の話をもう少しお聞かせいただきたいと思います

が、Ｆさん、いかがですか。 
（Ｆ） 最初は化粧品の販売会社にいました。事務職とか好きではなく、接客業が好きでした。

私の高校は中国地方だったのですが、東京にすごく出て来たかったのです。たまたま何かしら

縁があって化粧品会社の東京営業所に就職しました。4 年間いたのですけれども、4 年間で行
き詰まったのは、下町のチェーン店さん回りでした。とにかく販売会社だから数字の世界で、

高いものを売りなさいでした。それで退社して、でもやはり化粧品関係の仕事をしたかったの

で、デパートで 1年ぐらいしました。でも土日が休みではないので、それが嫌で辞めました。 
 そのあとはアルバイトでずっと銀座とか六本木とか夜のお仕事をしていました。このアルバ

イトを 5～6 年しましたけれども、今思うとけっこう人生勉強でした。マナーにしてもそうで
した。年齢的にある程度行くと、このままではしょうがないと思いました。それから、お手伝

いということで、知り合い関係の不動産管理に何も分からなくて 6年ぐらいいたのですが、や
はり時代とともにクローズになりました。 
何か仕事をしないと生活ができないので、そうしたら昔からの知り合いが、今の会社の経理

の女性ですけれども、通販の健康食品関係がだんだんよくなる時期だったので、一般事務とし

て、出荷ももちろん、お客様のお電話を頂くことをふくめて、そういうものも全部やってくれ

る女性ということで、私を選んでくれました。半年ぐらいアルバイトで、そのあと正社員にな

り、もう 1月で丸 6年です。 
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（千保） 途中、お仕事を変わるとき、ハローワークなどを利用されましたか。 
（Ｆ） ハローワークには行ったことがないのです。一人で探せない性格なのです。だれかに

紹介してもらったり、たまたま「どう？うちの会社で探しているのだけど」とか「知り合いが

探しているのだけど」という感じです。 
（千保） 今の会社では、例えば社会保険はどうなっていらっしゃいますか。 
（Ｆ） ちゃんと入っています。 
（千保） ご自分で働いておられた時はいかがでしたか。 
（Ｆ） 不動産関係の仕事をやっているときは、国民年金、国民健康保険を会社でしていませ

んでしたし、自分でも払っていませんでした。国民年金を払っている時期と払っていない時期

と、何か一度調べないといけないと思うのですけれども。 
（千保） そうですね。調べた方がよろしいでしょうね。公的年金を受給するにも、いろいろ

と条件がありますから。 
（Ｆ） 今の会社に入って、テレビとかでもけっこう年金問題をやっていますが、すごく疎く

て「別にもらっても、もらわなくてもいいんじゃない？」みたいな感覚だったのです。だから、

ちょっと普通の方よりも、そういう意味での常識がなかったと自分では思うのです（笑）。もっ

と早くにちゃんと勉強したり、だれか教えてくれたりとかしてくれればよかったと。今はもの

すごく切実に、だんだん年齢も行ってきていますし、変な話、今の会社もどのくらいもつか分

からないですし。その先やはり最低加入期間の 25 年に足りなければ払っていく必要がありま
すので、ちょっと相談に行きたいと思います（笑）。 
（千保） Ｉさんの場合、30代までお仕事をしておられなかったですが、その間はどうされて
いましたか。 
（Ｉ） 20代の前半で日本を飛び出して、日本にいなかったのです。本当は向こうに住み着い
てしまう予定が、いろいろあって 20 代の後半に帰ってきました。それで、翻訳系の仕事をし
ようかと思いました。親とけんかをしていましたから、頼れませんでした。Ｆさんと同じよう

に、知り合いが銀座でクラブをやっていたので、小遣い稼ぎに働いていました。その間に翻訳

で身を立てようかなと思っていましたから、夜に仕事をするのは嫌でなかなか大変でした。 
（千保） 今の生命保険会社にお勤めになったきっかけは？ 
（Ｉ） たまたまよく飲みにいくところで、保険会社のおば様がお客さんで来ていて、マスタ

ーの紹介で何となく話をしていたら「あら、あなたうちに来なさいよ」みたいなノリだったの

です。保険の「ほ」の字すら知らない状態でした。たまたまその会社で別に新しく部署を作る

ので、そちらに紹介するから行ってみないかという感じで、そのときは面白そうだなと思って

勤めました。預金と貯金の違いすら知らなかったです。したことがないですから。だから何も

知らなかったのですごく面白くて。仕事のことは自分でもすごく勉強しました。その部署は当

時25から39歳ぐらいまでで、一定ランクの学校を出た人間だけというところでした。それで、
みんな初めての人たちばかりでしたから、「みんなで頑張ろうね」だったのです。 
（千保） むしろみなさんが同じような立場だったのがよかったかもしれないですね。みんな

で頑張ろうって。 
（Ｉ） そうです。20 代の子たちばかりでしたから、何もお互いに分からなくて。ですから、
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本当の保険会社の世界を知ったのは入り直してからです。そこでは 2年ぐらいで管理職と営業
とを選ぶのです。私は性格的に固定されるのが嫌いで、営業だったら気ままですし、自由さが

ありました。ただ、正直、残れる人間というのは 10人に 1人というのが事実ですから、それ
がある意味ラッキーだったのだなと。時代もよかったですし。 
今の仕事は、将来的には別に欲がないから、かわいいワンちゃんの通販です。そしてワンち

ゃんを買ってくれた飼い主さんから「名前が決まりました。今こんなです」と写真を送ってく

るのです。やはりワンちゃんを見せたいのですね。そういうのがすごく楽しくて。だから、将

来的にはペットショップもやりたいと思っています。 
1 回お店を辞めたときに体型補整の下着のサロンをやったのですけれども、それも来てくれ
た人に試着させるわけです。体型が全然違うのです。そうするとうれしくて。「帰るときはそれ

を脱いでね」と言わないといけませんでした。生命保険では、喜んでもらうことが非常に複雑

な思いでした。例えばご主人が亡くなって保険金が下りて助かったとか、病気したときに保険

が下りて助かったとか。保険に入ったからといって、それで喜ぶ人はいないわけです。 
ですから、ワンちゃんの通販で、素直に喜んでもらえることが、じかに伝わってくるという

のはやはり楽しいです。 
（千保） これまで国民年金とか、その辺はいかがですか。 
（Ｉ） 会社にいましたから納付していました。でも、それ以外の時は入っていないです。返

してもらいたいです（笑）。国民年金をもらうのに 25年払うということが必要だと最近知った
のです。うろ覚えだったので、私は全く無になるとは思っていなかったのです。毎月明細を見

せられて、ものすごく税金は引かれるし、厚生年金はすごく引かれますよね。うんざりするく

らい。これが 25 年やらなければ何にも戻らないの？と、ものすごく矛盾を感じます。そのお
金はどこに行くの？だれに行くの？って、すごく素朴な疑問です。 
（千保） 年金を終身で受給できることの裏返しと思いますが。 
（Ｉ） 分かりますけれどもね。納めた保険料という金額の総額がありますよね。本当に取ら

れていた記憶があるので。 
（千保）Ｇさんの場合、現在の会社には 2～3 年ということですが、これまでどういうお仕事
をされて来られたのかお話いただけないでしょうか？ 
（Ｇ） 私は、自分が何を一番したいのか分からないで、結構いろいろなこと、いろいろな仕

事をやりました。そこで一生懸命やって、慣れたころに辞めてしまったりしていたので、会社

にはけっこう迷惑をかけました。生命保険のセールスも 7年ぐらいやりましたし、自営業もや
りました。あと、会計事務所とかです。 
（千保） 最初に入った会社は。 
（Ｇ） 生命保険会社に入りました。法人関係で、やはりバブルのときでしたから、社長さん

相手に企業年金とか、企業保険とか、個人向けの保険など、そこそこやっていました。でも、

どうしても上司との折り合いがうまくいかなくて、それで、もうお金じゃないと辞めました。

そのあと、お客様に保証人になっていただいてお店を構えたのですけれども、やはりライバル

店ができて売り上げが下がって。それでも 3年後に売り上げを戻して、そのときが一番伸びて
いました。けれども、今度は借りていた店舗が老朽化していまして、それで配管で大家さんと
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トラブルがありました。あれやこれやで、最終的には出ていく、出ていかないという話になっ

て、それで一応クローズしたのです。 
そのあと、先ほど言ったように母も高齢だったものですから、年齢的に仕事はなかなか見つ

からない。私の場合は自分で新聞とかいろいろ見て、電話して、今の仕事にたどり着いたので

す。年金に関しては、私もちゃんと入っていないです。今考えているのは、正直、国民として、

年金に納得いかないこともあるのです。やはりちゃんとした道で使ってくれるのであったら、

よいのですけれども、払ったお金で変なものを建てたりとか、何に使っているか分からない。

そういった無駄なところをちゃんとやってくれて、納得がいくのなら払っていきます。だけど、

そうではないのだから、当てにもしていませんし（笑）。その代わり、正直大変です。 
（千保） Ｈさんの場合、ご自分で仲間と会社を興される前のお仕事は。 
（Ｈ） 私は最初に学校を出たときは、一応上場会社にきちんと 5年ほど勤めました。お給料
とか、ほかの会社より非常に恵まれてはいたのです。製紙会社でしたから結構よかった。けれ

ども、私自身サラリーマンが好きになれなかったのです。確かにお給料日が来ると、自分がど

れだけ会社に貢献したかとか分からないのに、一応決まった額は頂けるのです。ただ、完璧な

男性社会ですから、一生懸命やったらそれなりに自分の納得のいくような、そうした仕事の道

があまり感じられませんでした。5 年ぐらいで父が急死しまして、これを機に考え直そうと思
いまして会社をやめました。 
そのあと、ちょっとアルバイトをしたり、運転免許を取ったりしながら、何をやりたいとい

うのもなかったのですけれども、しばらくは自分探しみたいに迷いました。あるとき友達が航

空券の販売をやっていたのです。今ではＨ．Ｉ．Ｓ．という安い航空券を販売するところがあ

りますが、それができる前の話です。ちょっとその話は面白いなと思って、友達と「小さく事

務所を借りてやってみない？」ということで始めたのです。最初は不安だったのですが、航空

券を仕事関係の人にセールスして、手続きもきちんとやりましたら、だんだん紹介が増えまし

て、それがけっこううまくいったのです。それを 15年ぐらいでしたか、やっていました。 
途中で交通事故に遭い、足が動かなくなって、2 年間ぐらい病院とカイロプラクティックで
リハビリでした。その後、少し呼吸困難になりまして、体が動かなくなると難しいですからそ

の仕事はとりあえず辞めてしまったのです。 
そのあと、ちょっとアルバイトをしたり、いろいろ考えながら、途中で不動産会社に入った

のです。それでそのときに、初めてだったのですけれど、仲間と何人かでグループでやってし

まえということで（笑）。中間会社なのですけれども、20 年近くやって、途中ずっと下り坂だ
ったのですけれども、バブルの崩壊でやはりだめになりました。やはり交通事故のこともあり

ましたし、もう 3 年半になるのですけれども、やる気が一切起きなくなってしまったのです。
でも、来年ぐらいから何かをやりながら、自分が何ができるか、そういうことを考えながら、

年齢に関係なく続けられるものを選択してやっていきたいと現在思っています。 
（千保） Ｊさんが今のお仕事先の和菓子店を見つけられたルートはどのような。 
（Ｊ） そこのお店の前に「アルバイト募集」となっていまして、これで応募してみようかな

と思い。それで採用していただいたのです。やはり 50 歳過ぎて会社を辞めて、新たな仕事と
なると、なかなかないのです。失業保険をもらいながらハローワークに行っても、仕事がすご
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く限られていまして、なかなか難しいです。 
（千保） それでは、話が変わりますが、今のお住まいのこととか、あるいは日常生活はいか

がでしょうか。 
（Ｊ） 私は兄弟がいませんで、一人っ子なのです。両親と同居していますので、ゆくゆく、

もしかして倒れたりしたら、介護をしなければいけなくなるかなと思っています。住まいは小

さなマンションですけれども。両親もかなり高齢になってきていますが、今のところは元気で

す。ただ、いつ何時そういうことになってもという覚悟はしているつもりなのですが、二人い

っぺんに倒れられたらどうしようかと思っているのです。 
（千保） 介護というのは非常に大変だということが社会的にも認識されて、介護保険が出来

ました。そうしますと、いずれは介護保険とかを使いながらですか。 
（Ｊ） 私は兄弟がいませんので、順番からいくと最終的には一人になってしまいます。です

ので、一応民間の介護保険にも入っていますし、あとは入院したら幾らとか、がん保険も入っ

ています。だから今後、成年後見制度を利用したいと思っています（笑）。 
（千保） ご近所とかご友人とのおつきあいはいかがですか。 
（Ｊ） 同じマンション内の人たちとは、コミュニケーションを取ったりはしています。私自

身も、会社を辞めた時点からはそういうことをしております。 
（千保） Ｆさんの場合はいかがですか。お住まいとか生活という観点で。 
（Ｆ） まず、住まいは、ボーイフレンドの名義で私が頭金を月々払っているのです。11年ロ
ーンで中古マンションを買ったのですが、あと 2年で支払いが終わったら私の名義に切り替え
ます。ただ、もうボロボロなので、震度 5 の地震があったらどうしようかなと思って（笑）。
家賃を払うのはばかばかしいと思ったので、大きい買い物といえば大きい買い物です。そのと

きは、中古でも雨風しのげれば、それで年金をもらえれば細々と食べていけるかなと思ったの

ですけれども。だんだん変わってきつつありますでしょう？ でも、住むところがあれば何と

かなるかなと。楽観的なのですけれども。 
（千保）住まいは大事ですよね。 
（Ｆ） そうですよね。住むところがないと。私の実家は、母が 10 歳以上年下の男性と再婚
しました。そこも自分の家ではないのです。私の父親は小さいときに離婚しています。だから、

地元に帰っても、母がもし順番で先に逝ってしまうと、帰るところもないです。それで、自分

の家が欲しいなと。 
（千保） では、いまの家はパートナーの方の名義ではあっても、一緒に住んでいるわけでは

ないのですね。 
（Ｆ） ええ、週末婚ですね（笑）。前は都心に住んでいたのですけれども、そのころは結構友

達がいっぱい来てくれたのが、今は東京近県なので、来てくれなくなりました。遠いと泊まり

がけで来ないと、という感じで。遠くに引っ越して友達が減ったような気がします。 
（千保） 距離ってけっこう大事ですよね。 
（Ｆ） やはり私も遊びに行くとかは。職場は東京ですけれども、もう帰るだけで精いっぱい。

疲れてしまって。1 時間半かかりますから。土日はゆっくりしたいというのがあるから、わざ
わざ東京まで、仕事ではないのに出ていって友達に会うというのは、ちょっとしんどいですね。 
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（千保） Ｇさんはいかがですか。 
（Ｇ） 私の場合は、先ほどの店舗のトラブルがあって、姉夫婦のところで弁護士紹介しても

らったかかわりがあって、それが縁です（笑）。義理の兄のおばさんが、たまたまお子さんがい

らっしゃらなくて、敷地に借家があったのです。姉はぜんそくがあるものですから、年老いた

母と義理の兄のおばさんの両方の面倒を見られないということで、義理の兄のおばさんのとこ

ろの借家が空いているので家賃はいいから、「おまえ、ちょっとこっちへ来て」と。そのおばさ

んも介護施設に入るのですけれども、行ったり来たりできないので、そういうことをやってく

れということでした。それでここ 2～3 年、母を見ながら、義理の兄のおばさんのちょっとし
た用事をしながら、猫も高齢で、猫の病院へ行きながら、という感じでやってきました。去年

の暮れに猫が高齢で 1匹死んでしまって、今年に母、義理の兄のおばさん、もう 1匹の高齢の
猫が亡くなって、今やっとそういう動きがなくなったところです。 
（千保） Ｈさんはどうですか。お住まいの状況とか。 
（Ｈ） 私は中古マンションで、買ったのは買ったのですけれども、途中で崩壊してしまいま

したから、払えなくなりまして、事情を知っている方に長期のローンを組んでもらって、とり

あえず立て替えたのです。いろいろな事情を分かっている方なので、その人の名義で買ってい

ただいて、支払いを長期にしてもらって、安くしてもらっています。狭いマンションですけれ

ども、私 1人で住んで、それを私が今、払っているのです。払えなくなったら、もうどうしよ
うもないですよね（笑）。 
（千保） でも、その方が、張り合いがあるというか。 
（Ｈ） 張り合いになるのか何なのか、自分で気合いを入れています。それしかないと。日本

経済と一緒に爆発するのだ、みたいな感じです。 
（千保） 失礼ですけれども、ご両親は？ 
（Ｈ） 父は若いときに急死しました。母は弟がいますから、弟が結婚して母と一緒に暮らし

ています。父が残した家がありますから、そこに住んでいます。ですから、私も月に 2回ぐら
いは、お食事を兼ねて、母の散歩を手伝って、昼間一緒にランチということをやっています。 
（千保） では、弟さまの方がお母さまを。 
（Ｈ） そうです。一応責任をもっています。最悪の場合は私が見なければならないかもしれ

ないということでずっと来たのですけれども、弟は結婚もしましたし、そちらのほうで何とか

なるということです。 
（千保） Ｉさんはいかがですか。 
（Ｉ） 私は今、この近くで賃貸なのですけれども、若いころに親元を飛び出してしまってい

ますから、ずっと一人です。ただ、一時期親と仲直りしたときに、頭金を出してあげるから家

を買いなさいと言ってくれたのですけれども、私自身が、定着するのがすごく嫌だったのです。

引っ越しができなくなるとか、固まってしまうのが嫌というのが強かったのです。今となって

はちょっと後悔しています。たとえば、カードローンは、独身で賃貸だったらまずはねられま

す。同じように 40代以降で部屋を探すと、はねられるのです。結局、所得証明を 2年間にわ
たって出さなければいけないとかです。それを聞いてしまったから、多分引っ越しが難しいの

だろうなと思っています。でも、そのうちに 20～30代の人が減って 40～50代の人ばかりにな
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ったら、大家さんたちもそんなことを言っていられないはずですから、あと 10 年たったらき
っと大丈夫かなと楽天的に思っています。 
（千保） お父様は若いころに逝って、お母様は？ 
（Ｉ） 妹夫婦と同居していまして、母はいわゆる乳母さん代わりにこき使われています（笑）。 
妹は私とそんなに年が変わらないのですけれども、妹の夫が、妹の七つ年下です。うちの妹は

気が強いので、人の意見を聞かずにバブルの絶頂期に、どうしても家が欲しいといって建てた

ときに、不動産屋さんが「奥さんのお母さんと同居なら安心ですね」と言われました。だから、

今でも母はお手伝いさんみたいです（笑）。でも、妹夫婦と一緒に居られるので。ただ、心配な

のが、妹の夫が長男で北陸出身なのですけれども、義理の弟さんにお子さんがいないのです。

だから、うちの姪たち 2人は、将来的にはかわいそうだなと思います。 
（千保） 難しいところですね。 
（Ｉ） 法律的には、例えば私が動けなくなったりしたら義務が多少はありますよね。だから、

今、一生懸命こうやって「おばちゃんの面倒を見るんだよ」とか言って（笑）。でも、本当に姪

たち二人で、両親である私の妹夫婦と、義理の弟夫婦を実際に面倒を見なければいけないとい

うはめにはなるかもしれないですね。本当にかわいそう。だから、なるべく迷惑かけたくない

と思っています。義理の弟のご両親も、今、北陸で二人で暮らしていますが、病気がちです。

そうすると、例えば怖いのが、妹の夫も「北陸に帰るか」という話ですね。そうなると、結局

介護のためにとなってしまうではないですか。そしたら「うちの母はどうするんだ？ 私が引

き取るの？」みたいな（笑）。 
（千保） 今、ボーイフレンドの方とは一緒にお住まいではないのですね。 
（Ｉ） 将来的には、2人とも年が 4つぐらいしか違わないですから、60歳ぐらい、あと 5～
6年したら向こうのほうが仕事も落ち着くので、そうしたらどうしようかという感じですね。 
（千保） これからのことを考えると、ある意味では心強い面がありますね。もしも 2人で住
めば、それなりに支え合えますよね。 
（Ｉ） 何か、どうにでもなるのではないか、みたいな感じです。例えば「老後」という言葉

の定義が分からなかったのです。何で「老後」という言葉を使わなければいけないのか。何歳

から老後なのか。例えば保険会社にいたら、70～80歳のおばあちゃんたちも、本人たちは絶対
に老人とか老後なんて思っていないですし。だから、老後って何歳以上のことを指すのかとい

うのが、すごく漠然としていて分からないです。 
（千保） 本当にそのとおりのお話です。私どものイメージは、実はこれは退職後というイメ

ージなのです。年齢では考えていません。だから、以前であれば 60 歳ぐらいということだっ
たかもしれませんが、私どもの今のイメージは、リタイアしたら。だから、60歳のケースもあ
るでしょうし、65 歳をイメージされているケースもあるでしょうし、さっきのお話のように
70歳ぐらいのイメージの方もいらっしゃると思います。これは多分、生活費という面からみる
と、働いている間はあまり生活費に困らないのです。働かなくなったときに、給料がなくなっ

てしまいますから、あとは貯蓄か、年金か、資産か、子供におんぶするかしかないので、そう

いうことをイメージしているのです。 
（Ｈ） 私は前から思っていたのですが、日本の社会というのは全部、お役所から、国から、
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上から落ちてくるのですよね。私の個人的な印象ですけれども、60 歳が定年だと、60 歳の翌
日から、もう老人よ、ということですよね。そうすると、男の人たちは何年間もびっしり仕事

をやって、でも 60 歳から社会的に老人にされてしまうのです。そういうこと自体、すごくお
かしい。男性の場合 78 歳ぐらいが平均寿命ですよね。一般でも、親せき、友達の関係とか周
りを見ても 90 歳代ぐらいはけっこういます。女の人なんか特にそうです。新聞で最近は考え
ているような雰囲気があるのですけれども、老人だとか老女だとよく書いてありますけれども、

これは上からのお仕着せです。今なんか、70歳を過ぎたって、私の絵の友達なんか 77歳ぐら
いですけれども、ものすごく身ぎれいにしています。別におしゃれをしているからというので

はなくて、それでだれも老人だなんて思っていないのです。 
（千保）Ｊさんはとりあえず 60歳まで働くというお話をされていましたけれども、60代にな
ったときの生活のイメージ。働いているか、働いていないか。あるいは好きなことをやってい

るとか。可能であれば、社会的な貢献といった話も何人かから出ておられますけれども、その

辺はいかがですか。 
（Ｊ） 多分、親の介護はいつかしなければいけない。コロッと死んでもらえればいちばんい

いのですけれども。親が病気とか介護とかという状況にならない限りは、少しずつでも働けた

らなとは思っていますが、でも基本的には働くのは好きではありません（笑）。かといって、老

後の心配がないお金があったとしても、のらくらして過ごすというのは、やはり精神的にも肉

体的にもよくないではないですか。ですから、もし親の介護が必要ないとすれば、今のところ

は、80、90歳までは無理だとしても、働けそうなのでできる限り働きます。 
（千保） もし環境が許して、無理に働くことはないという状況になるとしましたら、Ｊさん

は何をされていらっしゃいますか。 
（Ｊ） やはり投資です。今は株価も上がってきているので、株とか言っているのですけれど

も、バブル崩壊の前に株を買って、当然のことながら下がってしまって、そのときに煮え湯を

飲んだのです。当然何の知識もなく、証券会社の人に勧められて、今考えたら当たり前のもの

だったのだなという、初心者に勧められる銘柄で、それも当然損をしてやめました。これは勉

強しなければだめだと思い、いろいろ勉強しました。それで会社を辞めたときには、退職金だ

とか、その他もろもろそれなりの金額のお金が手に入りましたので、それをある程度投資して、

それなりの成果は挙げています。踊り場脱却とか言っています。ですので、今後もこれで何と

かという感じです。 
（千保） Ｉさんはいかがでいらっしゃいますか。 
（Ｉ） 仕事の内容が、多分保険会社にはもういたくないので、いないと思いますけれども、

基本的には同じだと思うのです。 
（千保） いろいろな通販の仕事も含めて、事情が許せば働いていますか。 
（Ｉ） さっきの話で言えば、65 歳までは年金の保険料を払わないと（笑）。今あきらめるか
どうするかの瀬戸際ですよね。でも、10 年前を振り返っても大して変わっていないというか、
仲間がいて、友達がいて、健康であれば、本当に欲をなくすということがすごく安心感につな

がるのです。長年お金ばかりの世界で、成績ばかりの世界で、すごく嫌です。 
（千保） なかなか過酷ですよね。数字に追われるのは。 



 - 152 - 

（Ｉ） だから、それも自分というか全体に欲がなければ、本当は昔から生命保険なんて国が

管理して、一人一人の人に基本的に「あなたは今これだけ必要です」とやれば、保険料運用は

別個として、正直もっと家計は助かると思います。そこのところで月 2万でも 3万でも、例え
ば老後の本気のプランとかに回せるはずですし。本当に保険なんて、必要ですけれども必要以

上ではないから。ただ営業の世界は必要以上のものを売っていかない限りはだめだというのは

分かっていますから、もう嫌（笑）。あとは自分でどういうふうに、楽しく、多少は人のお役に

立っているかなという自己満足とか、趣味は数えきれないぐらい持っていますから・・・。最

後はヨーロッパで、本当はお金がかかるのですけれども、ハウスボートを買って、運河で暮ら

したいです。向こうはリタイアするとこういう暮らしをする方が多いです。向こうでは 2000
万ぐらいで、2ＤＫぐらいの船が買えるのです。ヨーロッパは本当に風景がいいし、のんびり
しているから、そういうところで暮らしたいというのがあります。それはできないから、多分

キャンピングカーを買って、とりあえず日本じゅう行く。今でも地図に沿ってドライブをやっ

ているのですが、ある程度 60から 70歳ぐらいまではそれいき、その後は、多分もう車に乗る
と危なっかしくなってくるから、という感じです。 
（千保） Ｈさんはいかがですか。 
（Ｈ） これからは健康で、自分に意欲があれば、ありとあらゆる選択肢があって、働ける社

会がいちばん望ましいのではないかと思うのです。60歳になっても元気な人はいっぱいいます
し、政治家なんか 80 歳まで頑張っているのですからね。だから、もうエイジレスの時代にし
て、健康で働きたければ、幾らでもチャンスがある、どこでも働ける、どんなことでもチャレ

ンジできるといういろいろな選択肢があって、そういうことを認めるような社会にしていくよ

うにしてほしい。 
（千保） Ｇさんは、いかがですか。 
（Ｇ） 基本的にはＨさんと全く同じです。今まではみんな競争社会で、みんな出来なければ

いけないとか、あったではないですか。そうではなくて、その人それぞれの素晴らしさとか。

でも、社会もだんだんそういうふうに、皆さん今やっていらっしゃるので世の中もそういう動

きになってきていると思うのですけれども、本当に素晴らしい能力を持っていらっしゃる方は

いっぱいいるので、年とか関係ないと思うのです。そういう社会になっていくようなすごい期

待というか希望は持っています。 
（千保） Ｆさんは、いかがですか。 
（Ｆ） 働くことが私は好きなのですね。ただ、小さい会社ですけれども、人間関係も含めて

偶然働きやすいところに属してきたので、今の会社でだめになっても、仕事があれば、パート

でも何でも、そういうところがあれば働きます。健康でないと仕事もできないし、おいしいも

のも食べられないし、だから、やはり健康だったら 70 歳過ぎても働いていたいです。ただ、
そういうところがなければ、自分で会社を興してもいいかなという部分が最近あります。 
（千保）最後に、いろいろ環境の違いはあると思いますが、今のお立場といいますか、あるい

は一応独身ということを前提に考えた場合に、それでよかった面、逆にデメリットの面とか、

その辺り感じることがあれば、手短に、Ｆさんからお願いできますか。 
（Ｆ） 良い面は、独身で、やはり煩わしいものがない。自由に自分の時間が持てる。デメリ
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ットは、やはり世間の目と、同級生と会っても、子供の話になると、話に入っていけません。

そうしたことです。 
（千保） 世間の目って、昔と違うような気がしますけれども、今でもありますか。 
（Ｆ） 昔は分からないのですけれども、多分違うとは思うのですけれども、税金だっていち

ばん払っているわけではないですか。私なんか扶養家族がいませんし。なのに、結局女として

一人前じゃないみたいな、子供を育てる苦労、結婚した苦労も知らないから、そこを突いてこ

られてしまうと結構つらいです。例えば親の件でも「あなたは一人なんだから、だからできた

のよ」とか当たり前みたいに兄弟から言われたりするとかいうところですね。 
（Ｇ） 自由でいられるというのはいいかなと思います。あとはそんなにありません。ただ、

今度は一人で生きていく。でも、また変わってきているので、今はそういう人たちが増えてい

るので、そんなにどうってことはありません。困るとか、そういうのはないです。 
（千保） 結婚していると、ある意味で寂しくないという言い方もしますけれども、別の観点

からは煩わしく見えますか。 
（Ｇ） やはり大変だと思います。 
（千保） 定年退職すると、男性は「家にいないでね」と言われているわけです。だから、両

方あるようですね。心の支えとか、話し相手がいるとか、そういう意味では寂しくないかもし

れませんけれども、煩わしいかもしれない。Ｇさんはいかがですか。 
（Ｇ） やはりお互いに育ってきた環境が違うし、うちの姉は熱烈な恋愛で結婚しましたけれ

ども、そういうのをみてますと、やはり結婚生活って難しいというか、お互いがお互いに成長

し合えるような、高めていくような相手に巡り会うというのはすごく難しいと思うのです。見

る目もないし。だから、私にはちょっとできないかなと思います。 
（千保） Ｈさんはいかがですか。 
（Ｈ） やはり日本の社会は伝統的に男性側の社会です。女の人は子供を産んで家を守る。そ

れは社会全体としてはある意味ですごく効率的なのですけれども、でも、結局それがいまだに

続いていて、男性は仕事以外一切何もできない、お手上げです。女性は何でもかんでも子供並

みに面倒を見て、それで拘束されてしまいます。私の場合はちょっと病気をしたことも途中で

ありましていろいろなことがあって結婚しなかったのです。やはり社会全体が、男性は何をや

る、女性は何をやらなければいけないと全部枠にはめてやるから、今の若い女性は豊かな時代

に育って、はたと結婚を考えたときに、母親を見たりして、あんなに拘束されて 1年中 24時
間休みがない、何から何までお母さんはやっているという姿を見ていたら、きっと多分、結婚

に対してあまり夢を描けないのではないかと思うのです。 
（千保） 今まで単身で面白くないなとか、あるいは、よかったなという辺りはいかがですか。 
（Ｈ） 自由にものを考えて、私の場合、人様にどうこうするほどちゃんとしたことはできな

かったのですけれども、ただ、夢を持って生きるということと、自分でどんなことでも考えて

歩いてきたというものが、やはり根底にはあるわけです。ですから、どういう状況になっても

必ず歩いていけるという、心の中にそういうものがいまだにあるのです。もしこれが人に生活

を依存していたら、多分こういう気持ちは生まれなかっただろうと思うのです。ですから、確

かに自由であることと、ものを自由に考えて発想して歩けるということを得ました。それと同
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時に、結婚そのものはそんなに感じないのですけれども、子供を産まなかったということは、

大きい子ではなくて小さい子を見たときに、やはり子供というのはほかにかけがえのないもの

だなということはよく感じます。ただそれだけです。 
（千保） Ｉさん、いかがですか。 
（Ｉ） 自分で選んだ独身ですから、それに関して文句は絶対言わないと決めています。ただ、

さっき言った、気がついたら保障とか何かで差別を受けているんだな、くらいです。 
（千保） 強いて言えば、デメリットはその辺りという感じでございますか。 
（Ｉ） というか、独身だからとか、結婚しているからというよりも、一人一人だと思ってい

ます。例えば家庭内離婚だってあるわけですし、うちの母は 30 代前半で寡婦になりましたか
ら、母の苦労を見ていますので、結婚したって、それがすべて永遠ではないわけです。子供だ

って、不幸にして子供のほうが先に亡くなってしまう場合もあるわけです。やはり人間は一人

一人だなというつもりなので、あまり独身だとか何とかというよりも、自分だなと思っていま

す。 
（千保） Ｊさん、いかがでしょうか。 
（Ｊ） もっと若いころは、独身でいると、いわゆる売れ残りとか昔は言われて、そういう意

味での、差別とまではいかないのですけれどもそういうのを感じました。けれども、時代がだ

んだん移ってくるとそういうのも薄れてきて、今では、男性も尊敬できて魅力のあるような人

ってなかなかいないのです（笑）。 
（千保） 皆様のお話をお伺いしていますと、多分 20年前とか 30年前の単身の女性が見られ
た、あるいはあったであろう世間の目みたいなものは、今はかなり違っているという気がしま

す。だいぶ時代は変ったということですね。 
（Ｊ） やはりこれからは自己責任の時代なので、一人一人が自分に責任を持って生きていく

ということになると思うのです。人に頼っては生きていけないので。 
（千保） それはそうですね。 
（Ｈ） だから男性社会ではなくて男女社会です。男性も女性もないです。 
（Ｇ） 人間社会。 
（Ｈ） そう、人間社会。 
（千保） おっしゃるとおりですね。 
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（３）東京第 3回調査 
■日 時：平成 17年 12月 19日（月）午後 6時～8時 30分 
■場 所：スクワール麹町 
■参加者：40歳代未婚女性・非正規従業員 5名 
 
（小川：司会） はじめに皆さんのほうから、ご自身のことについて簡単に自己紹介をお願い

したいと思います。内容としては、まずご年齢、例えば 40 代前半とか、後半とか、そういっ
た形でけっこうです。次に、現在のお仕事の内容。それから、お一人で生活されていらっしゃ

るのか、あるいはご家族とご一緒なのかどうか。また、お住まいはご自分のおうちなのか、あ

るいはお借りになられているのか、その辺のお話しをお聞かせいただきたいと思います。 
（Ｋ） 年齢は 40 代前半で、仕事は健康機器販売の会社で事務をしています。独身で、住ま
いはアパートを借りています。 
（Ｌ） 年齢は 44 歳です。いま就いている仕事は、ランプの卸売り会社で、一般事務の仕事
をしております。家族は母と暮らしておりまして、母の持ち家に住んでいます。 
（Ｍ） 40代後半に差しかかりました。学校の事務をさせていただいております。それで、Ｌ
さんと同じように母の家に、マンションですが、母と二人で暮らしております。 
（Ｎ） 年齢は 40 代前半で、職業は建築関係で、建築設計デザインの仕事です。住居は賃貸
で、独身です。 
（Ｏ） 40代前半で、職業は、おととしまでは放送関係をしていたのですけれども、去年お友
達が輸入雑貨をインターネットで販売する小さな会社を作りまして、いまはそちらを手伝って

います。私もいろいろ勉強したいのでお手伝いしているのです。一人暮らしで、家は親が持っ

ている一軒家に住んでいます。 
（小川） それでは、お仕事に関してもう少し詳しく伺いたいと思います。現在のお仕事につ

いて、いまの会社にお勤めになられて、どのぐらいになるのか。また、1 週間に何日ぐらい働
いておられるのか。また、もしお仕事で何か不満やお悩みのことがあれば、その辺りも。 
 それから、お仕事を、以前何度かお変わりになった、そういうご経歴があれば、どういった

お仕事で、お仕事を変わられたご事情は何か、そういったことも教えていただきたいと思いま

す。 
（Ｏ） 去年、友人が輸入雑貨の、個人の本当に小さな販売会社を作りました。それまでは放

送関係の仕事に 10 年間契約社員でおりましたが、やはり契約社員でしたので将来のことを考
え、販売の仕事をしたことやパソコンを操作する経験もなかったため、そういう勉強も兼ねて、

いまそのお友達と一緒に仕事をしています。 
仕事で不安に思うことは、去年立ち上げたときはけっこう売れましたので、こんなに簡単に

うまくいくのかと思い、これなら生活もできると思っていたのですけれども、今年になってか

なり波がありまして、売れないときは全く売れないのです。いまはお手伝い程度で決まったお

給料も求めていませんので、何とかうまくいっていますが、人を雇ってまでやるのはなかなか

難しいのではないかと思っています。将来の勉強と思って一緒にやり始めたのですが、最近ち

ょっと不安になってきました。 
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（小川） それは全く新しい会社を興されたのですか。 
（Ｏ） お友達が会社を作りました。私は社員ではなく、ただ手伝っている形です。私は彼女

が海外に仕入れに行くときにパソコン管理をするとか、スケジュールは全く自由です。ですか

ら、続けて 3日間働かないということもあります。 
（小川） 仕入れに行かれるときは、海外に行かれることが多いのですか。それと、お二人だ

けでやっていらっしゃるのですか。 
（Ｏ） 去年忙しいときには 3人いました。韓国のものを輸入しているのですけれども、韓国
人のアルバイトの子が 2人いました。 
（小川） 販売は国内向けですか。 
（Ｏ） インターネットを使って国内で販売しています。 
（小川） お仕事は毎日ではないということですが、もう少し具体的にお聞かせください。 
（Ｏ） 本当にアバウトで、お友達と会うから明日はだめとか、来週の水曜日はだめだからと、

お互いに都合をつける形です。もちろん彼女は基本的には毎日仕事をやっていて、本当に休み

なく 365日働いているような状況なのですけれども、たまたま彼女にもどうしても抜けられな
い用事などがあると、その日は私が都合をつけたりしています。でも、私は社員で契約してい

るわけではないので、スケジュールは基本的には私が自由に決めています。 
（小川） お給料はどのような形でもらっていらっしゃるのですか。 
（Ｏ） 売り上げの何％みたいな形で頂いています。でも、いまは本当にないときはないです。 
（小川） その前は放送関係に 10 年お勤めになられたというお話しでございますけれども、
それ以前にも何か別のお仕事を。 
（Ｏ） いえ、仕事はしていませんでした。 
（小川） いまのお仕事に就かれたきっかけは、もともとお知り合いか何かで。 
（Ｏ） 日本にいる韓国の子なのですけれども、ずっとお友達で。ソウルオリンピックのころ

から、いまから 17 年ぐらい前ですが、韓国に興味がありまして、韓国語の勉強をしていたの
で、韓国人のお友達がかなりいます。その中で本当に長く親しくしている子が始めたのです。

信用できる人だったので、いいかなと思って。 
（Ｎ） 私は仕事の形態から言いますと個人事業主という形になりますが、建築デザインと構

造デザインをやっています。受注があって締め切りがありますから、その締め切りに合わせて

仕事をするということになります。だから、ひどい話し、自分が本当にやりたくないと思うと

全くやらないときもあります。 
（小川） いまのお仕事はどのぐらいになられるのですか。 
（Ｎ） 途中やりたくなくてやらないときもあったのですが、何だかんだで 15 年ぐらいこの
仕事をしています。 
 唯一不安があるとすれば、40年ぐらい体を使っているとだんだんボロボロになってきますよ
ね。結局、個人事業主ですので、自分が動けなくなったら稼げない、ダイレクトにそれだけが

心配です。仕事をするとき、手伝いで友人とチームになっているときもあるのですが、そうい

うときでもお互いに体を悪くしたら終わりだという心配もあります。 
（小川） もともとスタートからそういった形の建築関係のお仕事ですか。 
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（Ｎ） 本当は 1回きちんと就職したのですけれども、私は決まった時間に通勤することが苦
手だったので、だめだったのです。それで、辞めてだらだらしていたのですが、結局何かしら

のお仕事を世話してくれる先輩がいましたので、はじめました。 
（小川） 就職されたときもやはり建築関係のお仕事ですか。 
（Ｎ） はい。大学が建築学部なので。 
（Ｍ） 私は自分の卒業した学校にそのまま同窓会の事務で入っております。週 3日ぐらい勤
めております。そのほかに、いま盛りのお受験にかかわっています。学校の勤めと並行してず

っとお花を教えていたのですが、いままでは普通の成人女性に教えていたのです。それが、最

近、日本古来の作法というほどでもないのですが、そのようなものをお受験の中に取り入れる

傾向があって、何人かの友人とそういう仕事を始めています。それがもうちょっと何か形にな

ればいいなという状況です。 
（小川） そうすると、ずっと学校関係のお仕事をされて、そういった中でいまお話しになら

れたお花の関係のお仕事を。また、お受験というお話しがございましたけれども、幼稚園生を

対象に、いわゆるお行儀とか、そういったものの一環ですか。 
（Ｍ） たまたま勤めている学校が下から続いている学校ですので、そこの受験に、同じ学校

の事務にいる人たちと組んでかかわっているということです。いまの仕事とはまた別なのです

けれども。 
入学試験では、例えば花と葉っぱが別々に出ているのです。そうすると、これがアジサイの

花で、こっちがアジサイの葉っぱで、これを結びつけるとか、海の風景がある中にアジサイが

咲いていて、どこが季節的におかしいとか。あとは季節の行事です。ゆず湯とか、花ももちろ

んそうなのですが、四季の行事のような。基本的にいまは核家族なので、おばあさんたちと一

緒に住んでいらっしゃらない。それで、伝えていく者として間に入っているということです。 
自分が結婚をしておらず、子供を持っていないので、いまの小さい子を持っている親御さん

がどういう状況にあるのかいまひとつ明確ではないのですが、結局、長いこと座っていられな

いとか、指がまっすぐ合わないとか、いろいろあります。 
（Ｌ） 私は専門学校を出て、最初は正社員で勤めましたけれども、そこが倒産をしまして、

その後また正社員で働いたのですが、勉強がしたくなったのでその会社を辞めました。学校を

卒業したあとは派遣社員と契約社員という形でした。現在は契約社員で働いております。就業

的にはフルタイムです。仕事の内容は一般の正社員の方と変わらずに働いているのですけれど

も、お給料と責任のバランスが合わないということは常に思います。 
 それから不安なことは、正社員でもそうなのでしょうが、女性だとお給料が低いとか、ボー

ナスも少ないので、厚生年金に加入して会社も負担してくれているのはいいのですが、保険料

の額が少ないのです。母もいまはまだ健康なのですが、いずれ介護の問題が出てくるわけです。

私の友達もこの間お母さんを亡くしましたが、お母さんの介護をしていたとき、正社員でもか

なり大変という現実を目の当たりにしたので、自分が実際にそうなったときにどうなるのかと

いう不安をすごく持っています。 
 あとは契約社員なので、最初に解雇される可能性もあります。本当は手に職があればいいの

ですが。いま、また勉強を始めましたが、それが実際にすぐ役立つかどうかは難しいので、手
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に職を持っていればよかったと後悔しています。 
（小川） お仕事は一般事務とおっしゃられたのですが、差し支えなければそれはどういう内

容ですか。 
（Ｌ） 営業事務の仕事です。経理に渡す前段階の仕事で、発注して請求書が来るものの処理

とか、受注したものを発送する手配とか、どちらかというと営業事務的な仕事で、多少経理も

入るかもしれないのですが、俗に言う一般事務です。 
（小川） 世間では正社員の採用を控えて、契約社員や派遣社員の方の比率が高くなっている

というお話しをよく聞きますが、いまお勤めになられているご職場ではいかがですか。 
（Ｌ） 多いですね。実際に求人が増えている状況にあるらしいのですけれども、結局その求

人の内容は派遣社員や契約社員のような形態が多いというのです。あとはハローワークに行っ

ても、年齢的な問題があるので。よほど優秀であれば「正社員でどうですか」と言われるかも

しれないのですけれども、会社としてもいちばん都合がいい形態なので、そういう需要が多い

のではないかと思います。 
（小川） ただ、実際におやりになられているお仕事は、正社員と全く変わらない内容ですよ

ね。1 日の労働時間とか、1 週間当たりの労働日数とか、そういったものも基本的には同じで
すか。 
（Ｌ） 変わらないですね。ただ、5 年ぐらいになるので、だんだんこちらの態度も大きくな
って、責任がある分強く言ったりもするのですが、それとお給料とは全然関係ないので、自分

の責任だけが大きくなっているということですね。 
（小川） そうすると、正社員の方との違いは、そういった意味では給料の違いだけというこ

とですか。 
（Ｌ） そうですね。給与体系ですね。 
（小川） 先ほど責任があるとおっしゃられましたけれども、責任が大きくなると給料も増え

るのではないですか。 
（Ｌ） それとは全然比例しないです。そこを割り切ってしまって、私はここまでしかやらな

いというふうにしてもいいのかもしれないのです。 
（Ｋ） いまの会社は健康機器販売ですが、そこはまだ 1年くらいです。週 4日程度で、その
ときの都合で 3日になったり、もうちょっと増えたりします。 
初め 10年ほどは鉄鋼会社でＯＬをしました。そのあと、建築会社に 4年か 5年ぐらいいま
した。ＯＬで一般事務を長くやってきたので、ほかにいろいろなことをやってみたいというこ

とが辞めた理由でした。 
それからは、洋服の販売とか、結婚式場でお客さんの衣装を選んだりする仕事とか、ホーム

ヘルパーを、短期間ずつやっていました。 
去年腰を打ってしまって、2 か月ぐらいまともに動けず、仕事をしばらく休んでいました。
そのあと、1 週間フルに働くことは無理だと思いながら、ハローワークで何か仕事を探さなく
てはいけないと思っていたところ、いまの仕事を知人から紹介されました。 
（小川） お仕事で、何か悩み事とか、ご不満はおありになりますか。 
（Ｋ） 個人会社なので、アルバイトの事務員ぐらいしか雇えない規模なのです。もっと販売
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が順調にいけばいいのですが、いまは社員を抱えるのが難しい状況なので、人数が少なくつま

らないです（笑）。年配の社長と 2 人で仕事をしていてつまらないと思うことがけっこうあり
ます。たまにお客さんを招いて勉強会を開くときがあるのですが、そういうときはいろいろな

方が見えるので、それが楽しいといいますか（笑）、それで気分転換になるというような状態で

す。 
いまは貯金を崩して生活費にあてている状況なので、このままでは絶対やっていけません。

ただ、けがをして 2か月ほど動けなかった時期に考えました。いままでは仕事が入ると、夢中
になって働いていました。でも、必ず体に無理が来て、もう 20代、30代の若いときとは違っ
て、体をだましながら使うことができなくなっているのではないかということです。 
 仕事も絶対に必要なのですが、いま死んでしまったら終わりだという思いがすごくあるので、

これからはお金のことばかりではなく、体のことも大事にしないといけないと考えるようにな

りました。一人では考え違いをするので、上京している友人に相談しながら、例えばいまの状

況では週 5日は無理だから減らしたほうがいいとか、そういった相談をしながら仕事をするよ
うにしています。 
（小川） ご健康のほうは、完全に回復されたのですか。 
（Ｋ） 全く普通に歩けますし、ちょっと走ったりすることも別に問題はないです。ただ、け

がをする前と比べると、重いものが持てなくなったのです。尾底骨を打ってしまって、それが

思ったよりひどかったので。 
（小川） それは交通事故か何かで。 
（Ｋ） 転んでしまって。打ったのがひどかったらしくて、それもそのとき仕事が忙しかった

ので、あまりたいしたことはないと思ってそのあとも動き回ってしまいました。 
（小川） それはお仕事をされている最中に。 
（Ｋ） 休みの日にやりました。ただ、そのあと仕事が立て込んでいたので、それをやらなく

てはいけないということで。3日ぐらい動き回ったら頭と首にちょっと変な感じがありまして、
これはまずいと思って、それで休んで、それっきり 2か月ぐらい。何とか動けて、病院には行
けましたけれども、それ以外は無理という感じだったので、これはもう大事を取る以外ないと

いうことで、結局会社を辞めました。 
（小川） 現在のお仕事を引き続きお続けになりますか。 
（Ｋ） 健康機器といいましてもやはり一般的なものではないので、すごく景気が悪いようで

す。それに会社というほど大げさなものではなく、本当に小さいところなので。最近社長から

やり方を変えるという話しがありまして、来年度から営業の仕事で、アルバイトを入れるそう

です。そうすると、私の立場がどうなるのか、勤務日数が変わるのか、その辺のところを社長

が全部話してくれているのかどうか分からないところがありまして、それだったらほかの仕事

を探したほうがいいのかなとちょっと考え始めています。 
（小川） それでは、次の質問に移らせていただきます。ふだんの生活に関しましてお話しを

伺いたいと思います。 
 まず、ふだんのおつきあいについて、例えばご家族とか、ご親戚、または職場の同僚とか、

ご友人、あるいは近所の方。そういった方と現在どのような形でおつきあいをされていらっし
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ゃるのかということです。 
 それから、ふだんのご生活の中で、どういった場面で充実感を感じられるのか。例えばお仕

事をされているときとか、あるいはご趣味とか。 
 あとは不安です。これは現在、あるいは将来に対してということですが。それと、不安を感

じられたときにご相談される方はどなたか。その辺のお話しを伺いたいと思います。 
（Ｋ） 近所とは割りと仲がいいのです。最近はご無沙汰していますが、以前は毎朝近所をち

ょっと掃除していたのです、ほんのちょっとなのですけれども。そうすると、近所のおばあち

ゃんが何かと声をかけてくれます。見られたくないときもあるので、困るときもあります。ア

パートに一人で住んでいるのですけれども、全く一人ぼっちという感じはしないです。 
（小川） そちらにはけっこう長くお住まいですか。 
（Ｋ） そうですね。8年ちょっと。 
友人につきましては、昔から一緒によく旅行に行ったりしていました。本を買って愛読者カ

ードを出すと講演会の案内などが来ますが、それで講演会に行って、そこで知り合った人たち

と旅行に行くということをよくやっていました。いまもそのときの友人と電話でしゃべるとか、

交流があります。 
 それから、けがの治療のため通っているお医者さんや整体治療があるのですけれども、そこ

では治療だけではなく、精神的な話しもできます。1 か月に一度ぐらい定期的に話しをしてい
ますが、将来どういうことをしようかという話しもできますので、とてもありがたいです。 
 そのほか、リハビリに太極拳がいいと言われていまして、以前習っていて一度やめたのです

が、また今年の春から始めました。区の施設で、ボランティアで教えているところがあるので

す。習う一方で初心者の方に教えていると、つきあいのなかった方とも仲良くなって、いろい

ろ話しができるので、そこに通うことに充実感を感じています。 
 将来の不安は、いまはなるべく考えないようにしているのですけれども、やっぱり経済的な

ことです。来年からはきちんと週 5日働かなくてはと思いながらも、いまの状況ではまず正社
員は無理でしょうし、派遣社員にしても難しいだろうと思いますので、どうなるのかなという

ところです。 
 年金をもらえないかもしれないという話しをよく聞きます。私はまだもらえると思っている

のですが、本当にもらえなかったらかなり大変だろうなという気持ちがあります。 
（小川） いまは国民年金でいらっしゃいますか。 
（Ｋ） いまは国民年金です。 
（小川） そうすると、厚生年金から国民年金に切り替えて、途切れなくずっと加入されてい

らっしゃる状況でしょうか。 
（Ｋ） はい。 
（小川） 受給資格として 25 年以上加入という要件がありますが、それをクリアすれば保険
料を納めていた分に対応する年金が、終身で受給できるしくみになっています。 
（Ｋ） あれは 25年以上払えばいいということですか。40年ではなくて。 
（小川） 40年というのは、国民年金の年金額の計算上、加入期間が最大限で 40年というこ
とで、いまは年間で 80万円弱の年金額が、その 40年の満額なのです。ですから、40年に満
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たない場合には、40年に対して保険料を納めた年数分の割合で年金を終身受け取れます。 
（Ｋ） 30年しか払っていない方であれば、30年の割合ですか。 
（小川） 40年の満額が 80万円とすれば、その 80万円の 40分の 30に相当する年金額です。 
ただ、25年以上といいましても、カラ期間と通称されますが、そういう期間も含みます。例
えば海外に行かれていたとか、正式には合算対象期間といいます。そういう期間も含めて 25
年以上です。ただ、給付のほうは、実際に保険料を納めた期間しか年金額には反映されません。 
（Ｋ） そこのところが友人もよく分からなくて、子供さんがまだ成人していないのですが、

もうちょっとしたら保険料を払わなければいけないけれども、やっぱりもらえないから子供に

勧められないとか。社員になってしまえば強制なのですが、いまの時代はアルバイトとか、社

員として雇ってもらえない場合が多いので、親としてはそういう子供に対して年金に入れとは

言いにくいという声もよく聞くので、どう言ったらいいのかなと思いながら・・・。 
（小川） そのご友人には、心配しすぎないで、お子さまの将来のことを考えれば、年金には

是非加入しておいた方がよいとお勧めいただければと思います。 
（Ｌ） 私の家族は母と姉が 1人います。姉は一人暮らしをしておりますが、公務員なので経
済的には全く安泰です。ですから、世間ではきっと姉がいるから大丈夫と見られているのです

が、姉とはちょっと性格が合わないので、一緒に暮らすことは難しいかもしれません。自分の

気持ちとしてはやっぱり独立したいと思っているのです。いまある家にどちらが住むのかとい

う話しになると、そこでもめることもあるかもしれません。遺産というほど大げさなものでは

ないのですけれども、家の問題が実際におきるかもしれないのです。 
 母がずっと地元なので、母の兄弟は全部地元に住んでおります。何かあったときは、ふだん

のつきあいはないですが、お葬式ぐらいには来てくれるだろうと思います。父のほうは亡くな

っていて、しかも遠方なので、あまり行き来はないです。 
 友達は、やっぱり学生のときからの友達が多く、職場の同僚たちとは距離を置いてつきあう

関係です。それは、たまに一緒に食事に行くことがあってもあまり深入りをしない、差し障り

のないつきあいということです。ですから、学生時代の友達や、いま行っているスポーツジム

とか、趣味で知り合った友達のほうがいろいろ相談に乗ってくれます。 
 趣味は、スポーツジムに行くこととか、映画鑑賞や相撲観戦です。あとは合唱をしています。

年齢はさまざまですが、友達もけっこういます。男の友達は少ないのですが、相撲関係ですと

男の友達もいます。また最近、カウンセリングの学校に行っているのですけれども、そこで知

り合った友達とは、同じ目的を持っているので、やっぱりいろいろな話しができます。 
 ただ、充実感とか、満足感を感じるときがあるのか、わかりません。 
（小川） 例えばご自分の趣味とか、目的をもって勉強されているときとか、そういった場面

はいかがですか。 
（Ｌ） そうですね。以前仕事を辞めて通っていた学校を卒業できたときには、さすがにすご

く満足しました。 
（小川） そういった勉強はいまのお仕事に役立てられて。 
（Ｌ） そうではなく、普通の大学の通信教育だったので。卒業論文があったものですから、

卒業論文を書き上げたときはかなり満足しました。 
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（小川） 逆に不安に思われることは何かございますか。 
（Ｌ） 姉のほうはあまり感じていないかもしれないのですけれども、先ほどいったように姉

とちょっと折り合いがよくないのです。一緒に暮らすことができないと思っていて、姉が家に

戻ってきたときに自分は出なければいけないと決めているので、将来自分がどこに住むのか不

安です。できれば結婚して出ていきたかったのですが。あとは自分が自立できるように貯金を

ためるというところです。 
（小川） 立ち入って恐縮ですが、お姉さまとのご関係は具体的にどのような。 
（Ｌ） 表面的に仲はいいのですが、うちの姉は俗に言うとちょっとわがままというか、自分

かってなところがあって、機嫌の波がすごく激しいのです。そういう具合なので、一緒に暮ら

すとなると、衝突することが多くなって、ちょっと難しいかなと。 
（Ｍ） 私は、交友関係というと、ずっと同じところにいますので、下級生、上級生および同

級生が主な交友範囲です。それから、自分が趣味でやっておりますものを通じた友達がいて、

これからもそういう方たちとおつきあいをすることになると思います。 
 充実感は、趣味でやっていることが工芸なので、それができ上がったときにとても充実感を

感じます。 
 不安はやはり親の高齢化です。親が今後どういう状況になっていくのかまるで読めないわけ

です。いまはとても元気にしておりますし、親と一緒に行動することも楽しみの一つではあり

ますが、親の高齢化ということにやはり漠然とした不安があります。 
（Ｎ） 交友関係は、どこで知り合ったかよく覚えていないのですが、いろいろなジャンルの

友人がいます。そんなにしょっちゅう会うわけではないですが、会うと楽しいという感じです。 
 充実感は、自分があこがれているアーティストの方がいまして、そういう人と一緒に仕事が

できたときがいちばん楽しく、充実感があります。 
 あと不安は、2～3年前に父が脳梗塞で倒れて、いまはもうピンピンしていると本人は言い張
っているのですけれども、それですね。最近友人のお母さんが倒れたとか、周囲で親が危ない

という話しがボロボロ出てきています。両親に対して、何かあったときのケアが全くできてい

ないので、すごく悪いという気持ちがあって、不安というよりも罪悪感があります。 
 ですから、本当は自分が 2人いて、1人の自分は仕事をしていて、もう 1人の自分が仕事を
しないで結婚しているというパターンがいちばんいいのだろうと思いますが、こればかりは申

し訳ないという感じです。でも、近所にいとこがおりまして、その子も私と同じ独身で、「私が

結婚しないので結婚しない」と言い張っているのですが、「どうにかして見てちょうだいね」と

言っております。 
（小川） ふだんの悩み事はやはりご友人とお話しをされて解消されていらっしゃるのですか。 
（Ｎ） 逆に相談されるほうです。個人的なことは人に相談してもしょうがないという気持ち

が根底にありまして、一人で円形脱毛症を作っている感じです。でも、友人から相談されると、

逆に自分の悩み事も解消できるところもあるので、いろいろなジャンルの友人がいていいなと

思っています。 
（小川） お仕事以外でもいろいろなおつきあいがおありになるのですか。 
（Ｎ） 仕事関係の友達はいないかもしれません。仕事仲間はいますが、私的なことは一切話
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さないでやっていますから。私は割と旅行先で食べ歩くことが好きで、海外に行っても仲間が

いたほうがいいので、たまたまフリーの旅行などで、自分と似たような人がいると「食事しま

せんか」と誘うのです。それで知り合いになり、いままで続いている人が何人かいて、けっこ

ういろいろなジャンルの方と友人になっています。 
（Ｏ） 交友関係につきましては、3 年ぐらい前までは本当に幅広くつきあっていました。誘
われても断ることはせず、昔からの仕事関係のお友達、あとは学生時代のお友達、それも中学

時代、高校時代、大学と、本当に選んでいなかったのです。3 年ぐらい前からは、やはり経済
的なこともあるのですが、大事な友達は少しでいいから、そのお友達との時間を大事にしよう

と思って、それからは年に 1回ぐらい社交で会うような感じのお友達とはつきあわなくなりま
した。 
 いま満足していることは、本当にないような気がします。2 年ぐらい前から父も母も急に体
が悪くなりました。いま母が病院に入院していまして、この 2年間で 4回ぐらい入退院を繰り
返しています。1回の入院に 70万円も 80万円もかかるので、それを見ているとやはり不安に
なります。また、父も年をとって少し変わりました。それまでは、私一人ぐらい大丈夫と言っ

ていたのです。うちは 2人姉妹で、姉は結婚しておりますので、姉のことは心配していません。
私だけ心配で、私一人ぐらいなら何でもないと言っていたのですけれども、最近お金にとても

シビアになりました。いままでは買いたいものを買って、本当にぜいたくさせてもらったと思

うのですけれども、最近、父のそういう態度を見て本当に不安になります。父の態度を見ても

不安ですし、やはり両親の体が悪くなったのも不安、自分の将来も不安、不安ばかりです。 
 でも、その不安ばかりでしたらやはり毎日の生活ができなくなって、病気になりますよね。

ですから、一生懸命働いている方には申し訳ないのですけれども、本当にどうしようもなくな

ったら・・・。日本は「死になさい」とは言わない国だということが分かってきました。韓国

のお友達に教わったのですけれども、韓国では公的な年金制度がまだ確立されていないので、

日本でも知られている財閥系のグループや、銀行や保険会社に勤めている、本当にごく一部の

方は別ですけれども、普通の一般企業の方には年金制度がないというお話しです。ですから、

その方は老後の生活を子供に頼るのです。また、生活保護もほとんどお金をもらえず、最低の

暮らしです。それで韓国のお友達が言うには、日本は生活保護で普通の生活ができる、最低の

暮らしではないと。日本にいる在日の人で、生活保護で生活している人を見ても、韓国の暮ら

しとは全く違うと。もちろん生活保護でお金をもらえるからいいと思っているわけではないの

ですが、日本はそういう国なのだと思ったら本当に楽になりました。 
父がいくらか残すと言ってくれればもう少し楽なのかもしれないですけれども（笑）。ただ、

本人もいつまで生きられるのかわからないと思うし、不動産もやはりこんなに下がってしまっ

て計算外だったと思うのです。父が 80 歳を過ぎて、私たちにお金のことを急に相談するよう
になって本当にそれがすごく不安です。だったらもっと早くに自立をさせてほしかったと。自

分がしなかったのもいけないのですが、父もさせなかったのです。女の人が外で働くことが好

きではなくて、外で働くのはよくないという感じでした。母は自分の分はきっと確保している

と思うのですけれども（笑）、私の分までは・・・。母は母でこんなに医療費がかかるとは計算

外だったかもしれません。 
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（小川） いまの生活の中で満足されていらっしゃることは何ですか。 
（Ｏ） いままでは海外旅行に行くと、買い物や、買わなくても見て歩きがすごく好きだった

のですけれども、去年お友達の仕事を手伝うようになってから、何を見てもこれは売れるかも

しれないとか、これはいくらぐらいのもうけになるとか、そういう目で見るようになってしま

って、楽しいどころか、本当に疲れるのです。いままでは息抜きだったのですが、いまは仕事

になってしまったのです。ですから、向こうに行っても、最近流行っているものは何かとか、

日本人はどういうものを買っていくのかとか、そういう話しになってしまいます。 
（小川） 悩み事をご相談されるとか、不安の解消法とか、そういったことはご自分なりに何

かされていらっしゃるのですか。 
（Ｏ） 中学のときから本当に仲良くしているお友達で、22歳で結婚して、早くに 23歳で子
供を産んだお友達がいます。私には記憶がないのですが、結婚した当初は生活が大変だったら

しく、そのときに私が彼女にいろいろとお世話をしたようです。でも、たぶんお友達だからと

ごく普通にしていたと思うのです、来たらごちそうするとか、子供のものを持っていくとか。

でも、彼女にしたらそれがとても助かったと言うのです。 
 彼女はいま、ご主人のお仕事が成功して本当に優雅な生活をしています。昔の恩があるので、

私一人ぐらいなら面倒を見る、だから心配要らないと言うのです。まさか面倒を見てもらおう

とは思わないですけれども、彼女と話しをしていると不安の解消になります。彼女のご主人も、

いざとなったら私一人ぐらい会社で面倒を見てくれると言ってくれます。 
（小川） 皆さんからお話しを伺って、親の介護のご心配をいろいろとされていらっしゃいま

すが、これまでのご経験なり、あるいは現在ご対応をされていらっしゃる状況とか、その辺り

はいかがですか。 
（真野） 例えばおじいさんやおばあさん、そういったご経験も。 
（Ｍ） うちの祖父母は脳卒中で病む期間も短くて逝ってしまったので、実際に経験したこと

ではないのですけれども、ボランティアで老人ホームにお花を教えに行ったことがあります。

そうすると、非常に抽象的な話しになるのですが、金銭的には恵まれている方たちもとても寂

しいのです。精神的には飢えておられて、「今度はいつ来るの」と言われます。そういう気持ち

は他人に頼ることでしか満たしてもらえないという感じです。 
（Ｎ） 知人の話しですが、ご両親は名古屋で、ここ 3年ばかりケアハウスに入って、退職金
で余裕のある老後を暮らしていたようです。でも、去年お母さんがくも膜下出血で倒れてしま

って、いまは残念ながら植物状態になって、もう治らないと言われているのです。その状態に

なると、ケアハウスには入れないので、お母さんはどこか新しく探さなければならない。でも、

とにかく施設が少ないし、施設に関する情報が本当に入りにくいと言っていました。 
また、病院に患者をケアする方がいらっしゃるのですが、十分に育成されていないようで、

病室に入ってきてやることが素人と一緒で、書面を見ながら連絡をするとか、しかもインター

ネットを使っているので、それがすごく不安だと言っていました。 
お父さんはケアハウスの権利を買っているので一人そこに残っているのですが、お母さんが

そういう状態になってしまって、「おれ、これからどうしよう」というお父さんの言葉を聞いて、

暇があると名古屋に帰っているとこぼしていました。 
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（小川） これまではいまの生活のお話しを伺ってまいりましたが、次に、将来に関する質問

をさせていただきます。将来の生活設計について、例えばお仕事はあと何年、いくつぐらいま

で続けられるとか、あるいは生計をお立てになる手段はどのように考えておられるか。それか

ら、お住まいについて、将来どのような心づもりか、その辺りのお話しを伺いたいと思います。 
（Ｋ） 去年までは正社員としてきちんとした仕事を見つけたいと思っていたのですが、いま

はちょっと考えが変わりまして、まず体と相談しながら、話しが来たものをちょっとずつやっ

ていくことしか考えていない状態です。 
 生活設計についてもいまは漠然としています。実は私もお金の不安があります。何年か前に、

いまは暮らしていける貯金はあるけれども、老後のことが心配だから飛び降りて死んでしまっ

たほうが楽だという気持ちになって怖くなった時期がありました。いまはそういう考えはなく

なっているのですけれども、お金をどのようにしていくかまだはっきりしていません。 
 それから、住まいは、いまは賃貸にいます。実家には父と母と妹がいるのですが、将来、介

護の問題も出てくると思うので、家を売って別の場所に引っ越して、私も一緒に住もうか、ど

うしようかと考えているぐらいで、これもまだはっきりしていません。 
（小川） お仕事のほうはお体の状態を見ながら続けられるだけ続けていかれるというお考え

ですか。 
（Ｋ） 友人から何日か手伝ってという話しがあれば、それはありがたいことなので、例えば

週 2日でも 3日でもそこに行かせてもらいたいという気持ちがあります。体が動くうちは何か
しらの仕事はやると思います。 
（Ｌ） 正社員だったらもうちょっと安定した生活設計ができるのですが、あと何年か働くと

年金がもらえる 25 年に達するので、いまの会社ではないかもしれないですが、そこまでは何
とか仕事を続けていたいです。 
できれば将来は田舎で暮らしたいのですが、田舎ではなかなか職がないので、そこが難しい

問題です。高校のときの先生が実際に田舎で暮らしていまして、自分の退職金や、りんご園を

手伝って生活をしているらしいのです。半分冗談で先生のおうちの隣に住むと言っているので

すが、実際には具体的に考えたことはないです。姉と暮らしたくないとか、そんなわがままな

ことを言っていますが、実際問題、それもできないかもしれません。 
 お金をためて海外に住むと宣言している友達もいるし、マンションを買っている友達もいて、

それぞれ自立の道を歩んでいるのに、自分はどうしようか具体的には考えていないので。ただ、

親の面倒を見るにしても自分が健康でないといけないと思っています。 
（Ｍ） 将来の、例えば 5年先、10年先の展望をきちんと持っていなければいけないのですが、
とにかくいまある予定を全部片付けていくことで日々大変忙しいのです。でも、先ほどお話し

をした事業を、大きくなくてもいいのですが、できれば立ち上げたいと思っています。 
 あと、最近不安に思うことは、お役所の申請手続きです。将来だんだん高度になってきて、

コンピューターを使わないとだめだというようになってきたら、そのときの時流に対応できる

か不安がありますね、 
あと本当に二極化が進んで、階級とまでは言わないのですが、何らかの形で分かれてしまっ

ていると思うことが非常にあります。 
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（小川） それは具体的にどういった場面でお感じになられるのですか。 
（Ｍ） いま受験のことにかかわっているので、例えば塾なのですが、1レッスン 1万 2千円
もするのです。それを毎週やっていて授業料を払っていける。でもそれは必ず実るものでもな

いではないですか。そのほかに体操とか何とか、それを全部クリアできる層もいるということ

です。それを見ていると、本当に二極化しているという気がするのです。やはりお金を持って

いるからで、いろいろ享受できるのはお金次第だと思うと何だか悲しくなります。 
（Ｎ） いまの仕事を続けられるうちは続けようと思います。あとは多分 80 歳まで生きそう
な気がするので、これから先、50歳までにやりたいことがあって、それを実現したいという希
望と、お金をかけたい趣味があるので、その楽しみがある限りは働こうと思います。 
 その一方、自分の両親もいずれは倒れると思いますので、民間の保険に入りました。あとは

年金のことです。いままでは区役所で話しを聞くと、「どうせまた制度が変わるし、支給開始年

齢がだんだん延びるからいつでもいいから入りなさい」と言われていましたが、今日の話しを

聞いて入ろうかなという気になっています。 
（Ｏ） いま親が持っている家にいますが、いざ親に何かあって相続する場合、現金がなけれ

ば国にそれを持っていかれてしまうわけです。ですから、持ち家だからといって安心ではない

のです。 
 でも、将来設計ができないような気がするのです。この先年金制度も変わると思いますし、

医療制度も変わってきます。ですから、考えても考えたとおりにならないと思うので、逆に考

えないようにしています。それは親を見ていて学びました、計画どおりにいかないということ

を。ですから、無駄なことはしないようにしようと。 
（小川） 最後の質問にさせていただきます。独身でいらっしゃるお立場で、例えばこういっ

たメリットがあるとか、逆にこういったところはデメリットだとか、そういうふうに感じられ

ることが何かございますか。 
 それから、行政に対して、ご要望が何かあればぜひお聞かせいただきたいと思います。 
（Ｏ） 親がいる間は自由で、自分のことだけ考えていればいいですから、それがメリットだ

と思います。ただ、親がいなくなった場合に自分一人になると思うと不安です。老後に一人で

いて寂しいことがデメリットだと思います。 
 行政に望むことは、この年齢になると、本当に働きたくても、希望する収入が得られる仕事

がないのです。求人広告に年齢や、男女を分けて書いてはいけないと法律に書いてありますが、

実際はそうではないです。本当に平等にしてほしいと思います。 
（Ｎ） 私は、たぶん結婚しないで、自分一人で仕事をするだろうと思っていたので、大学で

やりたい仕事の資格を取りました。それから、世間は学歴で何とかなるだろうと思ったので、

ちゃんと卒業しようと考えました。ですから、一人で暮らしているデメリットはこれまであま

り感じませんでした。 
いま自分の親の面倒も見ていないのに、逆に結婚すると、配偶者の親の面倒も見なければい

けないことになるので、独身でいることをメリットと考えています。 
 あとは仕事をしながら勉強ができる制度をもっと充実して欲しいと思います。本格的に、何

か勉強するとか、資格を取りたいと思っても、そのためにはお金をためなければなりませんが、
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勉強と仕事はなかなか両立できませんので、結局仕事を辞めることになってしまいます。 
（Ｍ） 私はもともと一人っ子なので、30代までは、一人でいることに関してどうこう感じる
ことはなかったです。むしろ他人とかかわるほうが煩わしく感じていました。でも、自分もあ

る程度年を取って、親の年を取った姿を見ているとやはり不安になります。 
 私も勉強したいと思うことがありますが、いまを全部リセットするわけにはいかないです。

大学も社会人編入ができますが、結局それ相当の学費を払える人たちのためのものです。です

から、私も、いまの仕事を手放さなくても、勉強ができる制度があればいいという気がします。 
（Ｌ） やっぱり自由であることが独身のメリットだと思います。自分がやりたいと思うこと

を最優先できます。この間、友達のお母さんが倒れたときに、手伝いに来て欲しいと頼まれて

一緒に介護をしました。それはやっぱり独身のほうが動きやすいので、何かあったときにはい

ちばんに声がかかります。だから、本当はそういう意味で独身は楽しいのかもしれないのです。 
 しかし、私の友達は大半結婚して、大変そうな人もいますが、楽しく結婚生活を送っている

人が多いので、育った環境の全く違う人間と暮らすことがどんなものなのか、経験してみたい

のです。ですから、結婚に対しては、行動は別にして、すごく前向きな考えではいます。 
行政に対しては、出産のときに最初から保険が利くようにしてほしいと思います。後で、一

時金の給付がありますが、だったら、最初から保険を利かせて、子供を安心して産めるように

すればいいと思うのです。いまは育児休暇制度もありますし、出産ときのことも考えてほしい

と思っています。 
 それから、働いているとやっぱり男女平等ではないとすごく思います。正社員の方も、仕事

が同じでも、お給料は全然違うのです。また同い年でも、男の人のほうがやっぱり役職も上で

す。まだまだ女の人だからということで差別があるのは事実だと思います。 
（Ｋ） 独身のメリットは、やはり時間的に自由で、外出とか、趣味とか、勉強などを自分一

人の都合で決められるということです。 
 デメリットは、最近はないのですが、独身でいると、20代や 30代のころは会社でかなり批
判を受けました。「わがまま」とか、「選り好みをしている」から始まって、「なぜ結婚しないの

か」、「年金のことも考えて子供を産まなければいけない」と男の人によく言われたので、それ

がきつかったです。そして、それをいつの間にか自分で自分自身にもやっていて、五体満足で

仕事をさせてもらっているのに、結婚をしない、子供も産んでいないということに対して漠然

とした罪悪感がありました。それは自分でかってに考えていたことかもしれないですけれども、

そういう雰囲気が周りにあったことがきつかったです。 
 行政に対しての希望は、お年寄りと子供が一緒にいられる場をつくってほしいということで

す。いまお年寄りは老人ホーム、子供は保育園と分けてしまっているので、例えばヘルパーさ

んがお年寄りを虐待するとか、子供がお年寄りをいじめるとか、そういった問題が起きるのだ

と思います。わざわざ新しく造らずに、あるものを補修して使って、そこに行けばお金を使わ

なくても、子供からお年寄りまで遊ぶとか、話しができる場を作ってもらえれば、心のむきも

変わってくるのではないかと思います。 
 太極拳に来ている人はお年寄りの方も多いのですが、私たちが同世代同士で交流していても、

自然に加わって、いろいろ話しをしてくれて、教えられればうれしいし、聞けば知恵を授けて
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くれるので、お年寄りの方との交流がとてもうまくいっています。そこに子供が来ればもっと

いいのです。そうすれば、子供がいない私でも人の子供をかわいがることができるのです。 
それから、いま私が住んでいる区の施設の料金が上がっているので、お年寄りが払えないと

言い始めています。ですから、そういうことはやめてもらいたいと思います。財政が大変なの

は分かりますけれども。 
 そうかといって、いろいろなところで無駄な建物を建ててしまって安値でたたき売ったとい

う話しもありますから、そういうことに気をつけていくことが結局自分たちの実になるのでは

ないかなと思っているのです。そういうことをお願いしたいと思います。 
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（４）仙台第 1回調査 
■日 時：平成 18年 1月 13日（金）午後 6時～8時 30分 
■場 所：ホテルＪＡＬシティ仙台 
■参加者：40歳代未婚女性・非正規従業員 5名 
 
（真野：司会） 最初に自己紹介的なものとして、おおよそで結構ですから年齢と今ついてお

られる仕事についてお聞かせくだい。 
（Ｐ） 40代前半です。仕事は雑貨衣料の販売を主にやっています。 
（Ｑ） 40代前半です。仕事は不動産業です。私の場合は自社物件を不動産屋さんに紹介する
仕事です。賃貸の管理と物件の売買です。 
（Ｒ） 40代前半です。仕事は 16年くらいなんですけど、短大と専門学校で非常勤の教員を
しています。非常勤講師の仕事は、デザインとか、建築とか教えています。非常勤なものです

から、拘束時間が非常にまちまちです。あとはフリーで、デザイン系の授業を持っていますの

でフリーランスのデザインなんかをちょっとする感じです。ただいま、建築がよくなくて、非

常に学生数が減っているので、建築の非常勤の仕事はほとんどなくなりました。 
（Ｓ）40代前半です。仕事は写真館で働いています。 
（Ｔ）年は 40代前半で、仕事は、身体障害者デイケアの指導員をしています。 
（真野） ありがとうございます。まず、お仕事についてもう少し伺わせていただきたいので

が。学校を出られてから経験されたお仕事と、どうような経緯でそのお仕事につかれたのかお

聞かせ下さい。まず、Ｐさんからお願いできますか。 
（Ｐ） 私はずっと、販売の仕事は今まで同じなのですが、学校を卒業してからキャラクター

グッズのお店で 10 か月ぐらいアルバイトをしまして、その後、今度は別のキャラクターの会
社に正社員で就職しました。そのキャラクターのお店は仙台の会社だったのですが、そこで 5
年ほど働いたときに、今度、同系統の会社が仙台に出店する際、そちらをどうしても受けたく

て、面接を繰り返して、やっと入社することができました。今までの販売とは全く仕事内容が

変って、人材管理のような内容の仕事をしました。2 年半働きまして、その後ちょっと体調を
悪くして 1年間はうちにおりましたが、そのあと、以前働いていた、また別の会社の社長さん
の知り合いの紹介で、今はナチュラル系の、籠とかリネン、麻の雑貨衣料を販売する店で働か

せていただいています。 
（真野） もともと、キャラクターの関係のお仕事に関心があったのですか。 
（Ｐ） はい、最初のキャラクターのお店には子供のときから絶対、一度は働きたいと思いま

して、ただ、正社員で入るのはなかなか難しくて、やっとの思いでアルバイトからでした。 
（真野） 今はキャラクターとは全然関係ないですね。 
（Ｐ） はい、今はキャラクターものではないお店で働いています。 
（真野） もし機会があれば、またそういうキャラクター関係の仕事に就きたいですか。 
（Ｐ） でも、キャラクターは規制がかなり厳しくて、働いてみて分かったのですが、自由に

自分たちの思いどおりにお店を運営することは、まず出来ないのです。法律に引っ掛かること

もたくさんあって、直営店ではそういう心配は全然ないのですが、一つのキャラクターの重さ
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というのを、けっこう痛感したのです。それで一つのキャラクターだけでは、お店は成り立た

ない、そうなると、いろいろ働いてみて、キャラクターでないほうが自分も働きやすいかなと

か、接客のしやすさかなと。あとは時代の流れで、今はけっこう麻とか、そっちのほうがよく

売れるようになりましたので、今はそちらが面白いなというのはありますね。 
（真野） 社会保険はいかがですか。国民年金は自分で納めていますか。 
（Ｐ） 自分で納めています。 
（真野） ありがとうございます。では、Ｑさん、お願いします。 
（Ｑ） 学校を卒業して最初に勤めたところは、職種はコピー業で 2年間ぐらいいました。官
公庁とか建設会社が、自分のところでコピーなどを賄えない分を外注に出すというところでし

た。そこで、お客様のところへ行って受け取ったり、製本の依頼を受けたり、そういう仕事を

していました。車に乗ることが多くて、何回かちょっと接触事故とかやりました。家族から、

女なのに心配だということを言われて、内勤の仕事をと思いましたが、勤めていた会社の一般

事務や内勤はもう埋まっていて、一族でやっている小さな会社だったので、ちょっといろいろ

な人間関係がありまして、まだ若いしということで辞めました。 
次に勤めた会社には 12 年間いまして、営業事務をやったり、経理にも行きました。そこは
いろいろな部門があり、工場も持っていまして、工場では密度検査もやりました。12年間勤め
たのですが、母が他界しまして、それをきっかけに、自営業の酒屋を父 1人では賄えないとい
うことで辞めました。その仕事に未練もないし、やることもやったなと思いました。そのとき

32～33歳だったかな。7年間、自営業でやったのですが、時代の流れで酒屋も閉店することに
なりました。「閉店することになった、今後どうしよう。仕事を探しているんだけど」と友達に

話しましたら、その紹介で去年の 2月から今の仕事に就きました。 
（真野） 自営業でご実家の仕事ですと、なかなか大変なことはございましたか。 
（Ｑ） でも、自分がやっていて、合っていたなと思いました。人と話すことが好きなので、

それが今の仕事も、ふだん事務所に 1人でいることがあるのですが、何か事務所が明るいねと
言われます。本当に、そんなに話すことはないのですが、思わず事務所に来た人に話しかけて

しまいたくなる。自分としては、接客とか、人と話すことが好きなんだなと。 
（真野） 今のお仕事では、職場環境とか人間関係とか、そういったことに関してはどのよう

な感じですか。いろいろ悩みがあるとか、今のお仕事に就かれてよかったとか。 
（Ｑ） 今の会社は個人会社なのです。社長さんがいて奥様がいて、私というような環境なの

です。大きい組織の中にいたこともありますし、両方経験して、どっちにしろ、働くというの

は大変だなというのが正直なところです。 
（真野） そうですか。では、社会保険は会社の方で納めているのですか。 
（Ｑ） 会社に掛けてもらっています。 
（小川） 以前の酒屋さんのころは、ご自分で国民年金を納めていたのですか。 
（Ｑ） そうです、掛けていました。 
（真野） ありがとうございます。では、Ｒさん、お願いいたします。 
（Ｒ） 美大を出ました。私が出たころは 4年で卒業の女性が非常に就職しづらい。特に地方
では、使いにくいということで、短大卒だったらいい、そのような状況でした。たまたま中学
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の教員という話がありまして、しばらく勤めたのですが、毎日が嫌で、生活指導が嫌でした。

校内が荒れていたので毎日大変な思いをしました。そのころは何も知らない無鉄砲なときで、

バブルがちょうど盛んになるあたりですから、そのまま東京に行きました。 
東京で不動産会社に入りまして、それも非常にバブルな会社だったのですが、大きく料理屋

をやっていて、そこで企画営業というのをやっていました。しばらく東京にいたのですが、親

が病気をしまして、そろそろバブルも終わりの時期だったこともあって、戻ってきました。 
戻ったときに、さてどうしようと。大学にたまたまちょっと相談かたがた遊びに行きました

ら、デザイン学校で教員を探しているようだから、「おまえ行け」と言われて、大学の教授の紹

介で入りました。それがデザイン学校の最初です。ただ、そのまま行くのは不安があったので、

その時点で、もう 1人で生きていこうと多分思っていたのだと思うのですが、資格を取ってキ
ャリアアップして行こうと思いました。それで、学校の教員をしながら、インテリアコーディ

ネーターの資格を取りました。それでインテリアの授業もしながら、学校のデザインの授業も

して、フリーランスなのでインテリアコーディネーターの仕事もしながらでした。ですから、

一時、非常勤で、市内で 5校に行っていた時期があるのです。今はもう少し減っています。非
常勤の教員を続けていますが、コーディネーターの仕事は開店休業状態です。保険に関しては

一切何の保障もありません。 
（真野） では、ご自分で国民年金は納めていますか。 
（Ｒ） もちろん、私たちは時給計算でいきますから、働かない月は収入がないですし、保険

も何も、労災も一切ありません。少しだけ時給が高いというだけです。ですから、すべて自分

で申告をして保険料を払っています。 
（小川） ところで、東京に行かれたきっかけは、お知り合いの方がいらっしゃったのですか。

あるいは、取りあえずちょっと行ってみようか、ということですか。 
（Ｒ） というか、多分、私のやりたいことは仙台にはないだろうと、そのときは思ったよう

な気がします。その時期に、実は人材募集雑誌会社を受けて受かったのです。1日か 2日勤め
に行ったら、ちょっと驚くようなことがあって。それで、仙台にはいないと。あまり大きい志

を持って行ったとかいうのではないです。 
（真野） ありがとうございます。では、Ｓさん、お願いします。 
（Ｓ） 私は高校を卒業して、すぐ美容室に就職しました。学校は通信制の美容学校で大丈夫

だと言われたので、技術を覚えながら美容学校ということでした。そのころ通信制は 2 年で、
仕事をしながら通信で毎月勉強して、春と夏にはスクーリングがありました。お店では仕事が

終わってから勉強会があって結構 12 時とか遅くまでやっていたので、電車はないし、お金も
ないのにタクシーで帰るしかなくて、大変な思いをしながら生活したのです。20人ぐらいの大
型店舗だったのですが、いろいろな人が集まっているし、先輩に対しての口答えは一切だめと

いうところでした。 
（真野） 厳しいですね。 
（Ｓ） 厳しかったですよ。そういう中で一つずつ覚えていく中で、最初はシャンプーから、

最後にカットです。一つずつ覚えながら、「これを覚えたら辞めよう、これを覚えたら辞めよう」

といいながら、一応カットが出来るようになって国家試験も通りました。 
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そのときに何か違うものをしたくなって、着付けとかアップが出来るようになったらいいか

なと思っていました。知り合いのさらに知り合いの方から、ブライダルの仕事をする人を探し

ているということで紹介されて、そっちのお店に移ったのです。正社員でもパートでも、どっ

ちでもいいという感じだったので、そこは、正社員ではなく、パートの時給にしてもらいまし

た。今から 10 年ぐらい前だったので、その後ブライダルはだいぶ変わってきたのです。和装
からウエディングへ、です。お嫁さんは、和装するときは人数もある程度必要になってくるの

ですが、洋装、ドレスだったら 1人でも大丈夫なのです。人手がいらない。身内でやっている
店でしたので、ちょっと何となく疲れたというか、違う仕事もしてみたいなと思いました。 
販売の仕事に、ちょっとあこがれがあったのです。たまたまそれも知り合いの人からの紹介

で、電気屋の中で、ゲームとかＣＤを置いている売場のレジをさせてもらいました。結構、楽

しかったのですが、そのＣＤショップが電気屋から出てゲームショップのお店になるというと

きに、アルバイトやパートは皆くびになりました。 
また新たに仕事を探さなくてはいけないときに、やはり美容関係かなと思ったのですが、そ

のころにはもうある程度年齢が上がってきている。そうすると、美容師は採用が少ないのです

よね。そのとき見付けたのが今の写真館だったのです。そこで着付けとかヘアとかで、最初は

短期で入ったのですが、「もうちょっとやってみますか」と言っていただいて、今、2年めです。 
（真野）では、Ｔさん、お願いします。 
（Ｔ） 私の場合は、高校を卒業してから、叔母がお豆腐屋さんをやっていたので、そこで製

造と配達を 5年ほど手伝いました。 
そこを辞めたとき、知り合いが誘いに来て、生命保険外交の試験を受けて通りました。自分

で 20 代前半に生命保険会社の仕事に入ったために、自分の父親ぐらいの人たちに保険を売ら
なければいけないじゃないですか。でも、自分はそのとき、どうして保険がそんなに必要なの

か分かっていなかった。とりあえず 4年は勤めたのですが、本当は自分で分かっていないのに
設計書を作って、それを勧めに行っていいのかと思って辞めたのです。 
その後、事務職で入った会社が拡大しすぎて倒産しかかったときに、同じ生命保険会社で一

緒に働いていた方々から誘いを受けて、また同じ生命保険の外交のほうに戻って 6年ちょっと
勤めました。そのときに、これから生命保険は本当に大変になっていくと思いました。リスト

ラとかいろいろ騒がれていたときですから、多分この仕事も大変になってくるだろうなと。 
そして自分の中で、福祉関係か、なぜそう思ったのか分からないのですが、葬儀屋さんに勤

めたいと思ったのです。たまたま広報誌にヘルパー2 級の募集が載っていたので、おととしの
暮れに生命保険会社を辞めて、その翌年にヘルパー講座を修了して、ホームヘルパーで働き始

めました。でも、今度はその事業所が閉鎖になったのです。それで、福祉だけのハローワーク

みたいなところがあって、その紹介で今のところに勤めるようになりました。 
（真野） それでは、話題を変えさせていただきまして、今の生活とか、ご家族、一緒に暮ら

している方とか。また、先ほどもちょっとお話がありました、ご両親で介護が必要だとか、そ

のお世話をしていらっしゃるとか、その辺りを伺わせていただいてもよろしいでしょうか。で

は、Ｐさんからお願いいたします。 
（Ｐ） 家族は、母、弟、叔母 3人と同居しております。昨年 2月まで、祖母が 2年半ほど病
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院に入院していました。老衰で亡くなったのですが、それまでは家族で、交替で介護をしてお

りました。去年までは、うちも母と叔母で商売をしておりましたので、普通の日はまず行けな

い。もう 1人の叔母にウィークデーは行ってもらってというような形で大変でした。落ち着い
てみんな仕事が出来ないといいますか。弟は仕事に行かなくてはいけなかったので、商売をや

っている母と叔母が、臨機応変に病院に駆けつけたり、そういう形でした。 
（真野） 大変だったですね。そういう状態では、仕事を選ぶときに難しいと思いますが、そ

ういったことはいかがでしたか。 
（Ｐ） そのことは前もって会社に伝えておきましたので。曜日は、必ず、日曜日か土曜日を

休みに入れてもらうということで、やっていました。たまたま知り合いの紹介だったので、わ

がままを通させていただいて、今はもうそういう介護をしなくていいので、休みの指定はして

いません。今、バイトといえども、仕事はそんなに簡単に見つからないので、そういう休み希

望とかは、本来はできないと思いました。 
（真野） Ｑさん、いかがでしょうか。 
（Ｑ） うちは 4人家族です。同居しているのは父と姉と私の 3人です。弟がおりますが、弟
は今、東京近県で仕事をしています。酒屋は廃業になったのですが、商店みたいなことを父と

姉が 2人でやっています。そんなに人手は要らないということで、私は外に出て働くことにな
って仕事を探しました。母は、初めて病気になったのが命取りのような病気でけっこう早く亡

くなりました。母とは違って、父は自分から何でも検査に行ってくれるのです。趣味は検査と

いうぐらい、今度は何月何日に検査のバスが来るとか、自分で丸をつけて率先して検査を受け

てくれるので、そういう点はありがたいのです。その検査で、早期発見ということで 2～3 回
入退院を繰り返しています。ふだん、家のことは父がほとんどやってくれています。家事とか、

もともと料理が好きな父で、母が健在のときから、ご飯とか作ってくれていたのですが、母が

亡くなって、より一層腕が上がったところもあります。 
（直井） Ｑさんは、お仕事だけをして帰ればいい。 
（Ｑ） そういう点では、そうです。普通、男やもめというと、娘が一緒に暮らして何かと世

話をしなくてはいけないとか、のようですが、うちの父親は自分から旅行に行ったりとか、日

曜日も朝早くから出掛けてくれます。そういう点では、父親を心配する必要がないので、本当

にご飯も作ってくれるし（笑）、ありがたいかなと思います。近所の人からは、お父さんは娘さ

んと暮らして幸せだねと言われているのです。「お父さん、近所の人はこう言ってるんだよ」と

言うと、「そうかな、お父さんが幸せなのかな。本当は娘のほうが幸せじゃないかな」という感

激もたまにあり、「お互いに幸せなんだね、私たち」というような会話をよくします。 
（真野） では、Ｒさんお願いします。 
（Ｒ） 1人で暮らしています。実家の敷地内で 1人暮らしです。すぐ裏に父が 1人で暮らし
ています。ですから、1戸建てに、それぞれ 1人です。東京から戻って間もなく実家に戻った
のですが、実家は実家で、私の友達が来ると時間も違いますし生活のサイクルが違うのと、母

が長患いしていたこともあったので、私は解放されたい一心で、家を建ててそこにいます。弟

が 1人いるのですが、仕事で東京に行ったきり戻ってきませんので。私が仙台にいなくてはい
けない理由は何もないのですが、父のことがあるのでいます。母は 16 年ぐらい患っていまし
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たので。 
（真野） かなり長かったですね。 
（Ｒ） 今、父は、3 年前に母が亡くなってから、非常に平和な暮らしをしています。母が病
気になったせいで、それまで何もしなかった父が、薬を飲ませたり、母は 6時半までにはご飯
を食べなくてはいけないので、私が帰ってくるのを待っていられないわけですよ。父がご飯を

作るようになって、父が面倒を見る形でずっといたので、そういう意味では、家族は母 1人の
ことで全部、動きが変わってしまったのです。それが逆に、いろいろなことをやったおかげで、

今は平和に暮らしているのかな。それぞれが、頼らないで生きていけるというところです。 
私はけっこう遅く生まれた娘なので、父は今年 80 歳なのです。やはり父は危ないです。何
か匂うなと思うと、フライパンが火をかけたままでした。オール電化にしようかなと、弟と相

談したりしました。ですから、夕飯だけは一緒に食べるようにしています。後はいつどうなる

か分からないですから、具合が悪そうかどうか、チェックは顔色を見ています。私がうちにい

るときは食事を一緒にして、というか、作ってくれているのですけれど（笑）。Ｑさんと一緒で

すよ「いいね、娘さんと一緒で」でと。彼は「死ぬまで子供の面倒を見続けなくてはいけない」

と言っていますけれど。私は、父がいるから、いるという存在だけで多分、お互いにけっこう

心強いのかなと思ったりしますね。 
（真野） 今は非常勤のお仕事をされていらっしゃいますが、仕事を選ぶとき、お父様のこと

を意識されることは多いですか。 
（Ｒ） 父のことは全然考えていなかったのですが、母が何度も死にかけて大変だったのです

ね、介護とか看護とか病院のこととか。そうすると、非常勤のメリットは、その時間さえいれ

ばいいだけなのです。病院を抜け出して仕事に行って、2 時間だけで帰ってくるからというの
ができるのです。ですから、その時間だけはだれかにお願いして、学校は 4時ぐらいには終わ
ってしまうので、夕食の世話などはできるわけです。朝もそんなに早くないです。ですから、

介護とかサポートをするうえでは、私の仕事は非常に動きやすかったのです。だから、ほとん

ど休まないで看護も介護もしていました。ただ、穴を開けると次がない仕事ですから、くびに

ならないように契約を更新してもらえるようにと気を遣いました。 
（直井） では、お父様のことでというよりは、お母様の看病のときに大体そういうライフス

タイルができたのですね。 
（Ｒ） そうですね、ええ。あるいは、もう、しょうがないですから、弟に帰ってきてもらう

ときもありました。弟は正社員ですから、年休を取って 2日間だけいてもらうとか。ですから、
そういうことで、看護とか介護とかですね。ただ、父はちゃんと勤め上げて年金も結構な金額

をもらうので、やれますけれど、私みたいな立場のものは年金はどうなるんだろう、保険もな

いで、どうやって生きていくのかな、とは思います。 
（真野） 例えば、今後お仕事を探される場合においても、お父様のことがありますので、あ

る程度その辺を意識した形で、夕方は一緒に食事ができるような仕事を探されるとか、そうい

ったことになりそうですね。 
（Ｒ） 最近はそうも言っていられないのです。固定給でもらえるわけではないですから、ち

ゃんと収入をどこからか得て来なくてはいけない。正社員の話もないことはないのですが、県
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外だったりします。そうすると、やはりそこは、父のことがネックなので、お断りせざるをえ

ないです。ですから私は、正社員にはならないけれども、例えば、週 5日間だけそこに行くの
はいいと、そして週末は帰ってくるよ、ここが拠点だよということにして、父に、自分は捨て

られたと思われないようにしたいなと思っています。弟たちが帰ってくることは多分ないし、

また弟たちのところに父が行くことはないので、私はずっと最後まで彼のそばに形だけでもい

たいと思うのです。 
（真野） ありがとうございます。それではＳさん、お願いいたします。 
（Ｓ） 私は 1人で暮らしています。実家のほうに両親と弟夫婦と、その子供 2人と暮らして
いるので。両親は全然健康で、今のところ何の心配もなく、もし何かあったとしてもお嫁さん

がいてくれるという安心感があるのです。今のところは何も、両親の病気とかあまり考えたこ

とはなかったです。反対に、親のほうが私の心配をしてくれているみたいで、老後どうするん

だと（笑）。親のほうに、私がかえって心配をかけていると思うのです。父親は 70歳ぐらいな
ので、これから心配は心配なのですけれど、ほかの同年齢の方に比べると元気です。だから、

あまり考えたことはないですね。 
（真野） ありがとうございます。Ｔさん、いかがでしょうか。 
（Ｔ） 私は、両親と自分で 3人暮らしなのですが、父親が 4年前に、ちょっと一時期病気に
なったのです。父親は運転手をしていたので、一応自分の中では 65 歳まで働きたかったよう
ですが、62歳のときに辞めてもらいまして、今は年金で生活しうちにいてもらっています。辞
めてから、月 1回通院して、畑仕事をしたり、自由気ままにやっているみたいです。母親はま
だ元気に働いています。 
（真野） これから、ご両親が日常のことをやるのにいろいろ支障が出てきたりされたらどう

されますか。 
（Ｔ） 一応、祖父母が生きていたときに、祖母から、高校に入ったときから全部夕飯をやり

なさいと言われていたので、今も仕事に行く前に下準備とかして、焼き魚だけ焼いてもらうと

か、お肉だけ焼いてもらうとか、ほかのものは全部作って冷蔵庫に入れていく状態なのです。

あと、本人が気が向いたら、父が自分で何か作っているぐらいで、一切、食事のこととかは心

配ないと思うのです。 
（真野） 当面お仕事を続けていくうえでは、ご両親の健康状態の心配はあまりないですか。 
（Ｔ） 全然心配はないです。みんな携帯を持っていますので、何かあったら連絡が取れます

し。母を父が送り迎えしているから、もし父が都合が悪くて母を迎えに行けない場合は、そう

いう連絡が入るようにしています。私も毎日、朝は顔を合わせますし大丈夫です。 
（真野） これからまだ働いていかれると思うのですが、今後のイメージを、例えば 60 歳に
なった後の生活のイメージで、生涯現役で働いていきたいとか。そのぐらいになったら自分の

好きなことをやりたいとか、社会貢献とかボランティアに入りたいとか。そういったことを伺

いたいのですが、Ｐさん、いかがでしょうか。 
（Ｐ） 漠然としたイメージしかないのですが、近い将来、自分でお店を出したいと思ってお

ります。去年、うちは商売していたのですが、そこを閉めまして、店舗が空いているものです

から、希望がかなえば、そこを借りて。家族も一緒にそばにいられますので、そういう形で計
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画を進めていきたいと思っております。ただ、自分が 60歳になったとき、70歳になったとき、
健康面でいつ何があるか分からないということもありますので、例えば 1人になってしまった
ときとか、だれも面倒を見てくれる人がいないのが今の前提ですので、そうなったときの方法、

どこかの施設に入るか、もしくは 1人でそのまま生きていくのか、そういうことがまだ見えて
こないのです。ただ、いずれ考えなければなりませんから、50歳までには何か決めたいと思っ
ています。ただ、それがどういったものかは、まだ分からないのですが。 
（真野） 今空いている店舗を使って、何か自分でお店を開きたいということですね。 
（Ｐ） 自分でというか、まだうちも母親が店をやめて 1 年しかたっていないものですから、
お店で買うだけの目的のお客様ではなく、話をしたいという 60 代の方が、結構まだ近所にた
くさんいらっしゃって、お店をやめても、うちでお茶を飲んだりされる方が多いのです。私が

やるなら、利益を追求しないと生活していけないのですが、私がお店を始めるまでに、母や叔

母が何かやれるのであれば、そういうコミュニケーションの場所を今のうちに作って、皆さん

で来ていただいて、必ずだれかと会話できるようにと思っています。お一人で暮らしておられ

る方が多いので、そういう面でも少し力になるというか、安心というか、そういうのを地元で、

自分たちの地域でできればいいなと、近所の人と話しております。 
（真野） ありがとうございます。Ｑさん、いかがでしょうか。 
（Ｑ） 年金というのが話によく出るのですが、私は、自分の中では当てにしていない部分が

あります。いかに今蓄えて、独身なので好きなこともやりつつ、貯蓄もある程度しながら、そ

の貯蓄でどうにか老後をというような、漠然と、どのくらいお金が必要なのか分からないけれ

ども、年金は当てにしないで、自分の蓄えで老後を、という気持ちです。姉がいるのですが独

身です。よくニュースの特集とかで、老人ホームのことを取り上げていますね。私たち二人と

も伴侶がいないので、もし自分たちが病気になった場合、姉だったら、妹に迷惑をかけたくな

いとかあるので、もし自分がずっと独身だったら、こういうところにお金がかかるかもしれな

いけれども行こうかという話はします。やはり、人に迷惑はかけたくないので。あと、今働い

ているところが不動産業なので、私が独身ということも分かっていて、奥さんが「あなた、こ

こで今のうちにアパート経営のノウハウを学んで、あなたも将来はアパート経営をしてみた

ら？小遣い程度にはなるわよ」というアドバイスを受けております。 
（真野） そのあたりはいかがですか、検討されていますか。 
（Ｑ） 今までは漠然と食べていくためにという感じで、親と一緒に暮らしているので、独り

暮らしでもありませんし面倒を見てもらっているところもあるので、小遣いぐらいはという気

持ちで働いていました。けれども、何かそういう言葉をかけてもらってから、そうだなと。そ

うすると、また明日から働く張り合いも違ってくるかなと、最近思うようになりました。 
（真野） お仕事の将来のイメージはいかがですか。 
（Ｑ） ずっと何か働いていたいなとは思います。やはり、働いているからこそ休みがあって、

休みがあったから、また明日から働こうという気持ちが出てくるというのが分かってきました。

毎日が日曜日でも、何か寂しいものだなと思います。最近、この年になって思ってきました。

若いころは「ずっと休みだったらいいのに」なんて思っていたことが、休みがあって働いてと

いうのが、健康的なことなのだと思うようになってきました。 
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（真野） Ｒさん、いかがでしょうか。 
（Ｒ） 死ぬまで元気でいたいというのは、亡くなった母を見ていて強く思います。長生きし

ても、病気で長生きするのであれば、いろいろなところに負担が行きますし、もちろん面倒を

見てくれる人は今のところ存在しませんから。そう考えると、周りの人たちは、仕事を探す前

に、結婚相手を探せという話もあるのですよね。それで、すべてクリアされるだろうというわ

けですよ。将来のこともお金のことも、相手さえ見つかってうまく結婚さえできれば、相手が

働いてくれて、相手の年金がもらえるということですよ。 
でも、私にはその選択肢はないのです。私の仕事は年齢制限が一切関係のない世界です。こ

の先も社員になることは多分ないですし、だてに 1 人でやっているわけではないと思うので、
それをどこかで生かす場所を探っている状態です。40代半ばには、ある程度その基礎を固めた
いなと。基礎さえ固まれば、元気なうちはそこにいられると思うので、その中であっちに行っ

たりこっちに行ったりできると思うのです。ですから、勝負はあと 3～4 年かなと思っていま
す。いろいろなアプローチのしかたで自分の居場所を作れるような動きを今一生懸命していま

す。それができるのであれば、私は一獲千金とか、たくさんお金が欲しいとかではないので、

楽しく仕事ができて、自分がいる意味が自分の中で見出せればいいので、それだけです。死ぬ

まで元気で。 
（真野） 元気で、そして生涯現役ということですね。 
（Ｒ） そうですね。ええ、ですから、1 人になったとき寂しいだろうなと。父がいなくなっ
たときに寂しいだろうなと思いますから、女性の友達を充実させて、結婚はしていても、子供

がいないとか、結婚は一生しないだろうとかいう友達がけっこういるので、最終的には小さな

アパート 1軒、1棟借りて、そこで全員で暮らそうかという話もあります。 
（真野） 最近、友達どうしで住むとか、いろいろな年代の方々で、台所だけ共用にして住む

とか、例えば、コレクティブハウスですか、そういうものにも関心がありますか。 
（Ｒ） 大いにあります。プライバシーを侵害しない程度に、です。女性がいいのは、自分で

すべてのことを出来るじゃないですか。男性がかかわると、ご飯を作ってくれとか、洗濯して

くれみたいなことが出そうなので。女性は基本的には自立したときに強そうなのです。 
（真野） ありがとうございました。Ｓさん、いかがでしょうか。 
（Ｓ） 私は、どちらかというと怠け者なので、老後は好きなことをしていたいなと思うので

す。ただ、好きなことというのは趣味と仕事を一緒に、好きなことを仕事にしながらというも

のです。ただ、何をどうしようかというのは決まっていないのですが。1 人でいるので、周り
の人に迷惑をかけたくないなという思いはあるから、施設というのもやはり考えたことがあり

ますし、今住んでいるところのそばにケアセンターが入っているから、このままここにいても

大丈夫かなとか、漠然とですが、そういうことを考えています。あとは、仲間どうし、美容師

とか多かったので、みんなそれぞれ持っている技術を生かして、何か仕事したいよね、立ち上

げたいねという話も一応しているのです。まだ、話が出ているだけで、詳しくは決まっていな

いのですが、やはり何かをしたいのです。専業主婦の人たちも、技術を持ったり、子供が手を

離れたりすると、何かしたいというのはあるみたいなのです。何かやってみたいという気持ち

は、みんなそれぞれあるみたいです。 



 - 178 - 

（真野） 今、そういった話をされている方々は、お仕事が同じか、年齢的にも同じぐらいの

方ですか。 
（Ｓ） そうですね。30代前半から 40代後半の人で、もうお子さんの手を離れた人がいます
し、まだ小さい人もいるのですが、着付けができたり、美容師さんだったり、です。何らかの

理由があって仕事を離れている人もいますが、やはり美容の仕事をしたいなというのは聞いて

いるのです。介護の中で出張で美容とかできたらいいよねという話はするのですが、介護の資

格がないと、出張で寝たきりのかたの体は触れないとかで、その資格を取らなければいけない

とか、そういう話も出ています。そういうので、もう少し煮詰まった話をこれからしていけた

らいいかなと思っています。 
（真野） もしその仕事が立ち上がった場合、例えば 60歳とか 70歳ぐらいでも、その仕事は
続けられたいですか、それとも、そのときは方向転換されますか。 
（Ｓ） そうなのですよね。そこがやはりちょっと心配というか、ある程度、体力勝負みたい

なところもなくもないと思うのです。そうなったときに、私は何歳までどうやって仕事をして

いるのだろうという不安は持っています。店舗とか構えて、ある程度、土台を作って、あとは

オーナーになってお任せするというのもあるのかなとも思っています。 
（真野） Ｔさん、いかがでしょうか。 
（Ｔ） 仕事はずっと続けたいと思いますし、年金は当てにしていないのですが、とりあえず

厚生年金で、あと 2～3 年かければ達するので、それまでは厚生年金のあるところでと思って
います。一応、ヘルパー2 級なのですが、多分、今年の後半あたりから、ヘルパー2 級が廃止
になると思うのです。ですから、来年の 1月ごろに介護福祉士の国家試験を受けて、それから
また実務を積んで、ケアマネジャーのほうに進んで、多分、福祉関係の仕事からは離れないと

今のところ思っています。老後のことなのですが、やはり友達にも結婚していない人がいるの

ですが、そこは農家なので、そこの一角を借りて、みんなで共同生活という計画は立ててある

のです。 
（真野） もう進めていらっしゃるのですか。 
（Ｔ） というか、そこの土地を提供してもらって、両親が他界したら、今住んでいるところ

の土地でも何でも売ってしまって、そちらに引っ越してもいいかなと思っているのです。それ

は多分、これから 20 年ぐらい先の話になります。だから、とりあえずみんな手に職をという
ことで、それぞれ整体師の資格を取ったり、人に使われるのではなく、自分たちでやっていけ

るという方向で、30代後半から一気に動きだしたのです。自分の中では福祉関係でとりあえず
段階を踏んでやっていきたいなという、小さな目標はあります。 
（真野） 60歳、70歳ぐらいになったときのイメージは、いかがですか。 
（Ｔ） 今はまだ自分が健康なうちは体力を使えるので、それまでにケアマネジャーの資格を

取って、今度は相談員みたいな形でやっていけば、年齢的に話し相手とかできるので、そんな

に体力は使わないと思うのです。だから、そっちの方向に進むためには、まだ元気で体力もあ

るうちに、全部身に着けるものは身に着けて、資格も取って、というつもりなのですけど。 
（直井） 先ほどおっしゃった、農家で共同生活をしようというお話しのお友達というのは、

いつの方ですか。 
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（Ｔ） 高校 3年のときの友達です。どうしても中学、小学校となると、会う機会がだんだん
少なくなっていって、あと、結婚したりするとやはり離れていくというのがあるのですけれど、

どうしても高校のときの友達は、いちばん最後に、友達づくりじゃないですけど、いちばん思

い出も深いし、そういう友達がけっこう多いですね。あと、仕事関係の友達がどんどん広がっ

ていっています。 
（真野） 皆さんいろいろ状況等は違うと思いますが、独身であることのメリット、デメリッ

ト等、お感じになっていること。それから、独身でいらっしゃるという立場で、国など公的な

ところに対して、こういう制度にしてほしいといった要望等ありましたら、お伺いしたいと思

います。Ｐさん、いかがでしょうか。 
（Ｐ） 独身であることのメリットは、時間と、お金はそんなに持っていないのですが、自分

で使えるお金を自分で決めて使えるということです。私は幸い同居ですので、そんなに生活費

もかからない、そういう面ではすごく助けられています。 
 デメリットは、あまり考えたことがないのですが、今ではなく、将来のことに不安というの

はすごくあります。既婚者の方から、いろいろうるさく言われたりとか、何か「どうするんだ、

どうするんだ」みたいなことを聞かれることもありますので、そういう場合は、何も考えてい

ないわけではないので、それなりに対処するつもりですと言います。ただ、分かってくれる人

には一生懸命、100％の力で説明するのですが、人の話しをあまり聞こうとしないで、「どうす
るんだ、どうするんだ」という人が多いので（笑）、そういう人にはちょっと、申し訳ないです

が適当にしています。 
（真野） 将来の不安というのは、どのような不安が。 
（Ｐ） 年を取って、面倒を見てくれる人がいればいいのですが、そうではないとき、お友達

どうしで、Ｔさんみたいな、そういうプランが今はあるわけではないので、やはりそういう場

合は施設に入るとかですね。あとは年金の問題もあって、私たちのときには本当に全く期待で

きないのです。自分のお金の問題ですね。所持金がどれだけあるかということで、金銭面のこ

ともすごく不安です。 
（真野） これまで、例えば公的年金保険とかに加入してこられましたか。 
（Ｐ） はい、掛けてきました。 
（真野） ご親族の方に、今のうちからお願いしやすいように心掛けておくとか、そういう話

も聞くのですけど。 
（Ｐ） それの武器となるものが今のところまだ成立していないものですから。面倒を見ても

らう代わりの何かという形があればですが、そこまでは逆に遠い感じがするので、親兄弟とは

また違うので、それだったら本当に他人様にお世話になったほうがいいのではないかという考

えもあります。うちは親戚も少なくて、1年に 1度、会うか会わないかです。 
（真野） そういう意味では、自分でやっていかないといけないという感じですか。 
（Ｐ） そうですね。そういう面では、あまり不安はないのですけれど、誰かとかかわってと

いうことは。ただ、健康面と、あとは貯蓄の問題とか、そういうことは結構、不安です。 
（真野） あと、今の社会保険の制度とか、国や県に、こういう制度にしてほしいとか、何か

要望はありますか。 
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（Ｐ） あまり私も詳しいことを勉強していないのと、知らないことが多いので、家族を持っ

ているかたなり、独身の人なり、国の制度に対して不満はたくさんあると思うのです。ただ、

私にとっては、制度が分かりづらいのが一番の不満です。40歳になったときに介護保険の納付
書が届いたりして、ちょっとびっくりという感じです。もう私もそんな年なのだなと思うので

すけど、今から払うのかというような、ただ単純な不満だったりするのです。でも、今から払

わなければいけない理由を、もっと簡単に私たちに説明してほしいのです。 
あとは、高齢化社会で老人がたくさん今から出てきますよね。そうなったときに、私たちは

どうなるのだろうかとか、分からなすぎて質問しようがないことがたくさんあります。分かっ

ている方は分かっていると思うのですが、普通の凡人の私にとっては新聞を読んでも分からな

い用語がいっぱいあって、それ以上追究する気にもなれないという感じです。国民年金は払わ

なければいけないのでしょう、みたいな形でも、私たちが一生懸命働いて払った保険料が一体

どんなことに使われているかというと、とても残念な結果だったりとか聞きます。そういうの

が納得できないので、その辺がもっと透明感のあるように、誰にでも分かるようにして欲しい

なというのはあります。 
（真野） Ｑさん、いかがでしょうか。 
（Ｑ） メリットは、自分の時間がたくさんあることです。自分を犠牲にして何かに費やすと

いうことがないのがいいというか、毎日生活する中で、それが幸せなことなのかなと思います。

デメリットで思うことは、やはり 40代で 1人でいると、「自由気ままにここまで来たのね、何
も苦労せず」と思われがちなことです。現にそうなのですけれども、「気楽にここまで来たのだ

な、この人は」と思われているのかなと、人と話をしていて、ちょっと節々に感じように思い

ます。だから、そういうときは自分から「まだまだ世間知らずなので」とお話をさせていただ

くと、この人もちゃんと分かっているのねと（笑）、そういうところがあります。 
（真野） 国の制度とかで、独身である立場として、変えてほしいとか、そういった要望事項

はありますか。 
（Ｑ） 40代で中高年層に入っているのですが、ここがおかしいのではないかとか、こうして
欲しいとか、まだピンと来ていないところがあります。父親が年金をもらっているな、毎月も

らっているのだなという感じですね。自分がまだ勉強していないというところが、もうちょっ

と、本当は、普通の人だったらこの年になっていたら、もう少し勉強するのかもしれないです

けれども、まだそこに至っていない感じです。 
（真野） Ｒさん、いかがでしょうか。 
（Ｒ） やはり私も、メリットは、自分のためだけに、リスクが多い分、自由だということで

す。ただ、そのせいで、私みたいに 9時 5時の仕事をしていない人間は、今日は何もないから
寝ていられるとか、いつ起きなければいけないとか、そういう縛りがない分だけ、非常に甘い

ところを自分で律していかないといけないのです。朝早く起きてご主人にご飯を作っている方

を見ると、大変ですね。5 時だから帰らなきゃねとか、夕食の用意をしなくてはいけないねと
か、私は別に 5時だろうが 8時だろうが関係ないので、そうした方々には申し訳ありませんと
いうふうに反省するのです。 
デメリットは、すごく大きい交通事故を自分で起こしたときに感じました。自分のことをや
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ってもらうのが、高齢の父しかいなかった。彼にやらせることがすごく不憫で、頼めなかった

のです。事故を起こしたところが遠かったので、頼れる人間は誰もいなかった。保険証を持っ

てきてとか、どこの支払いをしてもらうとか、だれに電話をしてもらうとか、自分の代わりに

貯金通帳からお金を下ろして支払いをしてくれるとか、非常に、身近な人間がいないというこ

とを痛感しました。一人でいることが身にしみましたね。それがデメリットです。 
年齢が高いからとか、若いからではなく、突然来る現実というのがあり、妹とかいないし、

弟も遠いですし、孤立してしまった。ですから、そういうときに、例えば行政みたいなものが、

一時だけでも自分が動けないときだけ、駆け込み寺みたいなシステムがあったら、ありがたい

と思います。母が 50代前半で倒れて、亡くなるまで 16年ですが、老健施設は一切アウトだっ
たのです。年齢が若かったので、50代前半で倒れた人間を面倒見てくれる施設というのはない
のです。病院も違いますし。書類上はいろいろ制度があったらしいのですが、実務に当たる人

がそれを教えてくれなければ、私たちは分かりません。後から聞くと、いろいろな制度がある

と、全部過ぎてから出てくる。当事者は時間がなかったり、どこに行ったらいいか分からない

のです。今だったらネットで、どこが助けてくれるとか出てくるシステムとか、開発されてい

ないのでしょうか。 
（真野） ありがとうございます。Ｓさん、いかがでしょうか。 
（Ｓ） 私は、1 人で、時間的にも好きなように、だれにも気兼ねすることなく生活はできま
すけど、1人で生活しているので、全部、収入を自分の好きなものに使えるわけではないので、
それを切り詰めながら自分の好きな方に回すというか。そういう感じで、家にいて、もう少し

生活費が浮くとか、収入は全部お小遣いにはならず、みたいな感じで、けっこう切り詰めた生

活をしています。でもその分、自由なので、それはしょうがないのですけども。デメリットは、

やはり将来の不安というのが、いろいろ計画は立てながらも、あります。将来が心配なことで、

それが一番ではないかと思います。 
（真野） 美容師の関係の方々と、何か立ち上げようということでしたが、そのあたりでは。 
（Ｓ） そうですね、それも、やはり何歳まで仕事できるかというのがありますし、何も不安

はないということはない。何に対しても、少しずつ不安はあるのですが、その中でどうやって

生活していくかという感じですから。 
（真野） 国や自治体への要望はありますか。 
（Ｓ） 今まで平和にというか、何事もなくここまで来られたので、これといって改めてとい

うものはありません。これから大変なことや心配事が目の前に来たときに、多分改めて焦ると

いうか、勉強する感じなのかなと思っていたのです。でも、今回、いろいろな人の話を聞いて、

やはりちょっともう少しいろいろなことに目を向けないといけないなと思いました。 
（真野）Ｔさん、いかがでしょうか。 
（Ｔ） メリットは、やはり皆さんがおっしゃったように、自由気ままな時間があるというこ

とで、両親のことも心配しないでいいというのもあります。ただ、デメリットとしては、自由

気ままな時間がある分、たまに落ち込むというか、寂しくなるというか、だれかに頼りたいな

と思うときも、何年かにいっぺんぐらいはあるのです。だから、そのときに、そばに誰かがい

てくれれば、また違うのかなと。頼れる人が、友達とかではなくて、本当に頼れる人がいたら
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いいのかなと思うときもあります。けれど、自分の中では楽天的な性格なので、将来のこと、

老後のことまで今考えているわけではないですし、考えても、どうにもなるわけではないかな

と思うので、本当に 2～3 年先のことしか今は考えられません。もうなるようにしかならない
と思っています。 
ただ、行政に関しては、去年の初めごろから、厚生年金とか介護保険が上がるという話があ

ったのですが、突然 10 月のお給料から天引きされたときに保険料の金額が増えていたのです
ね。だから、そういうのは、今月から多めに引きますとか、はっきり、いつ引くということを

言ってもらいたいです。だから、そういうのはちょっと困ります。政治家の人たちが、国会中

継とか見ていると、居眠りしていますよね（笑）。それで、どうしてあんなにお給料をもらえる

のだろうかとか。そういう上の人たちのお金を削って、貧しい人たちに回した方がいいのでは

ないかと、つくづくテレビを見ていて感じます。 
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（５）仙台第 2回調査 
■日 時：平成 18年 1月 14日（土）午後 2時 30分～5時 
■場 所：ＫＫＲホテル仙台 
■参加者：40歳代未婚女性・正規従業員 5名 
 
（真野：司会） お仕事を中心としたいまの生活や将来の生活設計についてお伺いしたいので

すが、最初に、皆さんに簡単な自己紹介をお願いしたいと思います。まず、年齢については 40
代前半とか後半とか、おおよそで結構です。また、いまどのようなお仕事に就いていらっしゃ

るのか、お聞かせいただきたいのです。 
（Ｕ） 40歳になりました。いまの仕事は、金融関係にずっと携わっています。住まいは、家
族と一緒に同居しております。 
（Ｖ） 私は 42 歳になりました。仕事は建設関係に勤めており、主に営業事務で、入札関係
などの仕事をしております。両親と同居しております。両親が病気をしたので、心配な面があ

ります。私自身も独身で頼る者がいませんので、ちょっと心配なところはあります。 
（Ｗ） 私は 41歳になりました。でも、自分では 41歳という感覚が全然なく、若いお友達も
多いので、気分は 20 代ぐらいです。私も親と同居なのですが、世の中ではパラサイトシング
ルなどと言われていますが、まさにそのとおりです（笑）。家族や親戚、友達にすごく恵まれて

おりますので、将来の不安はありますが、いまはとても幸せです。医療関係の仕事をずっと長

くしておりますが、将来やりたいこともありますので、ほかの資格にもチャレンジしておりま

す。 
（Ｘ） 私も 41歳になります。仕事は、去年の 11月に替わったばかりで、工事会社で総務経
理関係をやっております。 
（Ｙ） 私は、45 歳を超えております。仕事は、1 年ほど前に替わったばかりですが、現在、
タクシー会社で介護の仕事をしながら、普通の流しもしています。実は、老後については、自

分なりにかなり現実的に受け止めていまして、就くべき仕事は何かと考えたときに、高齢化社

会に即した仕事であり、自分もいずれその中に受け入れられていくようにと、介護を強く意識

して、この仕事に転職しました。 
（真野） お仕事に関して、もう少し伺います。いままでどういったキャリアでお仕事を続け

られてこられたのか。転職のご経験をお持ちの方もいらっしゃると思うのですが、お仕事をど

のように見つけられたのか。その辺りをお伺いしたいと思います。 
（Ｕ） 私が専門学校を出たころは、就職難だったので、しばらく家の仕事を手伝っていまし

た。そのうち、いまの勤め先で求人があって、部長のほうから「明日から来ないか」と声がか

かり、父からも「行きたいところもなければ、すぐ行きなさい、お小遣いをやるような年齢で

もない」と言われて、すぐに決まってしまったのです。そのころはいまのようにニートとか、

そういったことも言われていませんでしたので、勤めに出ないで家にいることが恥ずかしいと

いう雰囲気でした。 
（真野） 部長さんが学校へじきじきに来られたのですか。 
（Ｕ） いえ、家に来たのです。父から行きなさいと言われてしまい、そのころは反抗もでき



 - 184 - 

ずに、次の日からだった記憶があるのですが、勤め始めてそのままずっと、現在に至ります。 
（真野） いまお勤めの会社の部長さんがおうちにいらっしゃったというのは、学校か何かの

紹介とか。 
（Ｕ） いえ、部長が地元の人で、もともと父と顔見知りだったので、「お宅の娘だったら間違

いがないでしょうから、もし就職が決まっていなければ、うちの会社も人が足りないので、す

ぐに来てほしい」という話しだったのです。希望していた仕事とは、ちょっと違いましたけれ

ども（笑）。 
（真野） それでは、有無を言わさずということで、お父さんの手前もあるでしょうから。 
（Ｕ） そうですね。勤め続けられなければ、別に転職してもいいという話しだったのですが、

なぜか転職を考えながらも二十数年経ってしまい、いまだにおります。 
（直井） 居心地がよかったのでしょう。 
（Ｕ） 居心地がいいわけではないのですが、うちから近いことと、転職の機会を逃したとい

うよりも、将来こうしたい、ああしたいという具体的な希望がなかったことが、その理由です。

仕事の中身は随分替わりましたが、そのままずっといます（笑）。 
（真野） お仕事の内容が、例えば営業や事務とか、いろいろ替わられたということですか。 
（Ｕ） そうです。まず販売員のようなことをやって、それから電算関係を長くやって、その

あと金融関係を 10年ぐらいやっています。金融関係では、窓口とかいろいろ替わっています。 
（真野） かなり幅広いお仕事をされていますね。 
（Ｕ） そうですね。いまは接客もありますし、年齢も年齢なので、別な仕事も増えています。 
（真野） 職場の中でお仕事をいろいろ替わられているわけですが、替わること自体どんな感

じですか。 
（Ｕ） 部署が替わると、一から出直しです。総合的な業務を扱っているところに勤めている

ので、部署ごとに仕事の中身が全然違うのです。ですから、初めから教えてもらわないと分か

らないことが多いので大変です。 
（Ｖ） 私も何回か転職を経験しております。専門学校を卒業してから、父の知人の紹介で、

某自治体の臨時職員として半年勤めたあと、電力供給会社に一時的にアルバイトで勤めました。

その後、主に電力供給会社の工事を請け負う会社に、紹介によって転職しまして、主に総務関

係の仕事で 5 年勤めました。そこを退職したあと、半年ぐらい求職活動をしていたのですが、
いまの建設コンサルタント会社が、新しく支社を出すにあたって、事務員を募集しており、友

人の紹介で採用されて、それから 15 年経ちます。ただ、支社のため、営業事務が主な仕事な
のですが、支社内の事務全般を任されてやっております。 
（真野） では、けっこう幅広いので、大変ですね。 
（Ｖ） そうですね。そして、建設業ですと繁忙期もありますので、そういった時期になると、

やはり残業も多くなる一方で、残業がないときは全くないので、そのギャップが激しく、そこ

がちょっと大変といえば大変です。 
（真野） 最初、短期のお仕事をされましたが、それは、何か他にされたいお仕事があって、

変わったのですか。 
（Ｖ） その当時、自分は一体何ができるのか、何がしたいのかはっきりしなかったのです。
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学校は出たものの、どうしようという感じだったのです。それではだめだと思いまして、臨時

で半年間だけどやってみないかと言われましたので、事務補助ということで入りました。そこ

は建設関連のお役所だったのですが、それからずっとご縁がありまして、建設業に携わるよう

になりました。 
（真野） いまのお仕事をご紹介された友人の方は、かなり親しい関係なのですか。 
（Ｖ） そうですね。高校時代の友人で、友人もトレースをやっていまして、いまの会社の外

注先である設計事務所でアルバイトをしていたのです。そこで、仙台に支社を出すけれども、

事務員を探しているという話しを、たまたま友人が聞いてきたのです。ですから、偶然、そう

いったチャンスがあって、すぐに履歴書を持っていきましたら、即面接になりまして、採用さ

れたのです。 
（真野） 途中、正社員でお勤めになった会社を辞められたのは、何か理由があったのですか。 
（Ｖ） そこは地元の会社だったのですが、福利厚生面に関しても、やはり友人が勤める全国

規模の会社と比べると、見劣りする面がありまして、何となく不満を感じていたのです。それ

で、5 年勤めまして、自分自身もある程度、社会経験を積みましたので、転職するならやはり
20代半ばまでだと思いましたので、退職して別なところを探そうと考えました。 
（真野） 福利厚生は、やはり気になるところですか。 
（Ｖ） その当時は景気もよかったので、お給料の面に関しても、同業他社の友人に比べて、

やはり差があったのです。ですから、自分自身、一歩前に出てみようと思いました。 
（Ｗ） 学校を出てから、やはり就職難の時代でした。本当はイラストレーターや漫画家とか、

絵を描くような仕事がしたかったのです。いまはありますけれども、仙台にはその当時、そう

いった専門学校がなかったのです。そのときに友達から誘われまして、医療関係に入ったので

すが、そこは 5年ぐらい働いて退職して、また同じ仕事で、別の病院で働くようになったので
す。やはり 30 代過ぎたあたりから、自分のやりたい仕事で、何かをやり遂げたいという気持
ちが強くなりました。そのあと、仕事をしながら、あるいは退職して、学校に通っていろいろ

な資格にチャレンジしています。いまも勉強中で、将来は自営業というか、開業したいと思っ

ています。 
（真野） それは、イラストや絵とか、そういった関係ですか。 
（Ｗ） それとは違います。20代後半から 30代にかけて、体を少し壊しまして、そのときに
健康にすごく興味を持ったのです。もちろん、医療関係で働いているので、仕事をしながら、

いろいろ勉強になっているところもあるので、健康で人のためになる仕事でやりがいがあって、

しかも達成感のある仕事をやってみたいと思って、そういう学校を選びました。 
（真野） 何回か転職されたということですが、その都度お仕事に就くきっかけは、例えば学

校の紹介とか、知人からの紹介とか。 
（Ｗ） 知人からの紹介が一つで、もう一つは求人情報誌などを使って自分で探しました。 
（真野） 知人とおっしゃいますと。 
（Ｗ） 中学からの同級生から誘われました。 
（真野） 転職されたときに、前にご経験があるということはかなり有利ですか。 
（Ｗ） 有利でした。ただ、このぐらいの年齢になると、有利ではないですね、幾ら技術があ
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っても。雇う側にとっては、若く安く使ったほうがいいと思います。医療関係だと、若い子の

ほうがお給料も安いですし、見た目もいいのではないでしょうかね（笑）。 
（真野） 医療サービスを受ける側にとっては、ベテランのほうが技術もあるでしょうし、安

心して受けられると思いますが。 
（Ｗ） 医療関係といいましても、60 歳～70 歳になってもできるような仕事でもありません
し、あと、頂点があるというか、それ以上の仕事ができないわけです。そういうのが、私は嫌

なのです。 
（真野） 頂点というのは。 
（Ｗ） 結局、医者ではないので、医者と同じように治療ができません。一定の水準まで達し

てしまえば、それ以上を目指してもその上がないということです。ということは、向上しよう

と思えば、自分で努力して、やはり上に上にと上がれる仕事がいいのです。そういうことをい

ろいろ考えて、学校に行っています。 
（Ｘ） 私はいまの職場で 5つめです。自分でも、実際にこんなに転職するとは思っておりま
せんでした。最初は短大を出まして、8 年間、金融関係の会社に勤めておりました。辞めた理
由は、その仕事が自分に向いていないという気持ちが積もり積もって、結局辞めてしまったと

いうことです。 
 辞めたあとに資格を取ろうと思いまして、学校に通いながら官公庁のアルバイトを 2か所し
ました。30代前半は、体を壊してしまい、あまり調子がよくなかったので、官公庁のアルバイ
トでつないでいました。 
 30代半ばになって、不安定な生活はやめようと思い、電気設備関係のコンサル会社に契約社
員で、体の調子を見ながら勤めていたのですが、去年 11月に、会社の事業縮小のため辞めて、
いまの会社に転職しました。 
（真野） お体のほうは、やはりフルタイムで働くことは、かなりしんどかったのですか。 
（Ｘ） そのときは腰だったので、座って何時間も耐えられない状態でした。働きたいという

気持ちはすごくありましたが、半年に 1回ぐらいずつダウンする状態だったので、体の調子が
よくない一方で、やはり不安定なので、このままではいけないという葛藤がありました。 
（真野） 官公庁のお仕事はどのようなものでしたか。 
（Ｘ） 官公庁ですと、期間が決まっているのです。アルバイトで何か月、そこで切れると、

別のところに行かなければならないとか、一回休まなければならないというルールがあります

ので、収入がそこで途切れるわけです。 
（Ｙ） 大学がこちらだったので、18歳でこちらに来ました。大学は法律関係の学部だったの
で、卒業して法律関係の事務所に勤めました。すごく残業が多く、深夜 12 時まではざらでし
た。3 年ぐらい勤めたのですが、やはり人に使われることがいやだったので、資格を取って自
分で仕事をするに限ると思い立ち、残業のない会社に勤めながら、夜勉強しようと志を立てま

した。そこで、通信販売関係の会社に勤めて、資格を取るはずだったのですが、残業がなくな

ると、今度は友達から声がかかって、遊び歩いているうちに、資格を取ろうという志が失せて

しまいました（笑）。 
 30歳ぐらいのときに、その会社が倒産してしまったのですが、やはり法律関係の仕事をした
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かったので、そのあと法律関係の事務所に勤めて、10年以上おりました。ところが、ちょうど
1 年ぐらい前に母が病気になったのです。母の介護が必要になって、1 か月ほど休みを取りた
かったのですが、そこは少人数のため、それができないので結局辞めました。実家に帰っても

仕事がないので、何か資格を取ろうと思い、それで介護関係の資格を取ることにしました。そ

の第一歩が、ヘルパー2 級という、どなたでも取れる資格なのですが、その勉強をしながら、
母の介護をしていました。 
 その後、母の状態が安定してきたので、こちらに戻ってきました。介護関係の資格は、資格

を取る上で、実経験が必要になるので、これから先、そういう資格を少しずつ取っていって、

できれば仲間と会社を起こして、自分たちでやりたいと思っております。 
（真野） お母様の介護がある程度落ち着いてから、いまの介護タクシーのお仕事を始められ

たのですか。 
（直井） 運転は、以前からやっていらっしゃったのですか。 
（Ｙ） もともと普通免許は持っていたのですが、介護タクシーをやるにあたって、会社の援

助で二種免許を取らせていただきました。 
（直井） 実際は、介護の要請はどれぐらいの頻度であるのですか。普通のお客さんを運ぶの

と、介護関係のお仕事と、どれぐらいの割合ですか。 
（Ｙ） 介護タクシーの要請はけっこうあるのですが、皆さん予約を取られていて、病院に行

かれる時間帯がすごく似通っているので、朝できるのは 3本が限度です。介護タクシーの乗務
員がけっこうたくさんいて、それで対応している状況です。あと、病院が終わったときにお迎

えに行くのが仕事の一つになるのですが、それも時間帯が似通っています。それから、院内介

護といって、病院に着いてからも一緒に付き添って、会計までしてあげるケースがたまにあり

ますが、それはそんなに数が多くないです。結局、朝の介護が終わって、帰りのお迎えに行く

までの時間が空いてしまうので、その間は普通のお客さんの対応をしています。ただ、割合と

いわれると、ちょっと分からないです。  
（真野） お母さんのお体の具合が悪くなったので、法律事務所を辞められたと伺ったのです

が、例えばもしご兄弟がいらっしゃったら、共同でなさる場合もあり得たのですか。 
（Ｙ） 私が身軽なものですから。姉妹はいますが、みんなそれぞれ家庭を持っていますので、

結局これも宿命かなという感じなのですけれども。 
（真野） ご姉妹はお近くにいらっしゃるのですか。 
（Ｙ） 姉が近くにいて、妹が東京方面にいるのですが、母の介護をするために、なかなか田

舎に帰れないではないですか、みんなやはりそれぞれの生活があるので。 
（Ｖ） うちの母も入院したあと、月に 1 度通院していたのですが、妹は家庭を持っていて、
子供もおりますから、どうしても独身である私が付き添って行かなければならない。それから、

大きな病院ほど平日しか診察がないので、どうしても会社を休まなければならない。会社に休

みたいと言い出しにくいとか、いろいろありました。 
（真野） 職場で休みを取りにくいということですか。 
（Ｖ） はい。 
（Ｗ） しょっちゅうは取れないですよね。 
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（Ｖ） 入院したときに、上司にも相談して、通院のため月 1回休ませてもらいたいと申し出
たところ、最初は分かったと言うのですが、だんだん忘れるのですよね（笑）。「どうしていつ

も火曜日に休むの？」なんて言われたりすることもあって。 
（真野） 続いて、いまの生活に関しまして、例えば介護が必要なご家族の方がおられるとか、

そのあたりのお話しを伺わせていただきたいと思います。 
（Ｕ） 父はもう他界して、母と姉と暮らしております。父が亡くなる前に 5か月ほど入院し
ましたので、週 5 日ぐらい病院に行っていました。本人もよほど具合が悪くならない限りは、
「来るな、仕事に行きなさい」と言っていたので、休みは取らず、そのかわり残業はしないで

病院に通っていました。 
私しか運転免許を持っていないので、何かあったら乗せていかなければいけない。田舎に住

んでいますので、バス停が遠く、結局タクシーを頼むことになってしまうのです。ただ、職場

では、やはり家庭を持っている人が多いものですから、家族の具合が悪ければ休んだり、近所

の葬式などでも休んでいますので、家庭の事情であれば休みは取りやすいです。あと、出産や

介護の休職制度もできていますので、介護のため長期で休みを取った方も何人かいます。です

から、もし母の具合が悪くなったときには、休みを取りたいと言えば取ることはできます。 
（Ｖ） 私は、両親と弟と 4人暮らしです。弟が小さいときから病気を持っていて、ずっと母
が面倒を見てきたのです。しかし、母も高齢になって、弟の身の回りの世話をするのが大変な

ので、ヘルパーさんを頼むことにしたのですが、今度は母が倒れてしまいました。そのあと母

も、介護の認定を受けましたので、いまヘルパーさんに毎日来てもらっています。 
 しかし、後々は院内介護という問題も出てくると思うので、私が付き添えるときは付き添い

ますが、妹も家庭があるし、家族だけの力では限界がありますから、ヘルパーさんとか、公共

の制度を利用して、助けてもらえるところは助けてもらわなければならないと、家族と話して

いるところです。 
（真野） 妹さんは、お近くにお住まいなのですか。 
（Ｖ） 妹は近くいて、随分やってくれるのですが、子供がまだ小学生で小さいものですから、

やはり子供優先になります。いまは上司も替わりまして、その上司も病気のお嬢さんがいらっ

しゃるので、そういった面では理解があります。 
（Ｗ） 私は 5人家族です。祖母が 94歳と高齢なので、やはり入院したことがあるのですが、
勤めている病院が少人数のため、先生よりも、一緒に働いているスタッフに申し訳なくて、ほ

とんど休めませんでした。毎日夜、病院に通った経験があります。 
 また、30代後半に資格を取ろうと思って、仕事を辞めて、学校に行く予定を組んでいたので
すが、待っていましたといわんばかりに、父をはじめ家族が入院しはじめたのです（笑）。その

ときは、イチゴ農家なので、家のこともやらなければいけませんでした。 
 兄と弟がいますが、2 人とも県外にいるので期待できません。でも、親戚とはすごく仲がい
いので、そういった面はすごく頼れます。 
（真野） ご親戚の方のお加減が悪くなった場合は、逆に。 
（Ｗ） そういう気持ちはあります。自分に余裕があれば、病院の送り迎えや、洗濯をしてあ

げたり、お互いさまなので。 
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（直井） 娘さんが残られて、男の兄弟が外へ出るというケースが多いのですかね、昔と違っ

て。 
（Ｗ） 多いですね、最近は。兄は転勤族で、もともと 1か所にはいないので、仕方ないです
ね。いいのです、兄は外からお金さえ持ってきてくれれば（笑）。あとは甥っ子に見てもらう。

いまのうちに貢いでおいて、後で返してもらう（笑）。でも、冗談です、自分の甥や姪は無条件

でかわいいわけですから。絶対私の面倒を見てねとか、本心からそこまでは思っていません。 
（真野） ヘルパーとか、公的な制度を利用することはお考えですか。 
（Ｗ） できれば使いたくはないですね、在宅のほうは別に嫌ではないので。実は私もヘルパ

ーの資格を持っていまして、研修に行ったときに思いましたが、そういう施設には、できれば

入れたくないというのが本心です。何か流れ作業みたいで、嫌だったのです。自分に余裕があ

れば、家で私が見ますが、やはり限界がありますので、そのときは頼みます。 
（真野） お仕事を選ぶときに、もしご家族に何かあったら面倒を見なければいけないという

ことを意識されていますか。 
（Ｗ） できる仕事が決まっていますから。勤務地は、なるべく近いところでと思っています。

だから、そのために開業して自分で仕事がしたいと思うのです。 
（Ｘ） 私の家族は両親と姉で、4人で住んでおります。姉も私同様、未婚です。女 3人は、
いまのところ健康に近い状態ですが、父は呼吸器系が弱いので通院しています。去年、2～3週
間、入院しましたが、現在は退院して、通院にも付き添いが必要な状態ではありません。 
（真野） 将来、もしご両親に介護などが必要になられた場合は、お姉さまと分担されるおつ

もりですか。 
（Ｘ） 仕事を持っておりますと、この週は絶対だめということがありますので、分担するこ

とになると思いますが、先々、やってみないと分かりません。 
（Ｙ） 田舎に両親がいますが、母の病気のほうは安定して、通院はしていますが、送り迎え

は父がしています。父は糖尿病で、インシュリン注射を打って生活していますが、体調はいい

ようです。 
（真野） ご両親に何かあれば、Ｙさんのほうに。 
（Ｙ） そうです。例えばポリープの手術をしたとかそういう小さいことは、退院してから言

ってよこす親で、「田舎に帰って仕事を探してもいい」と言うと、「こっちには仕事がない。都

会にいなきゃだめだ」と言うような親なので、遠慮しているわけではないのでしょうけれども、

「私たちのことは大丈夫だから、あなたは自分のことをやって」と、本当にそういうことをよ

く言うのです。でも、さすがに母が病気になったときは、かなり精神的に弱ったようで。 
 ただ、逆に、両親が仙台に出てくることは、年取ってからだと、きついみたいなのです。や

はり周りに知っている人もいないし、空気も違うようで、やはり知っている人がいると、たま

に遊びに来てくれるとか、そういう気分転換ができるようなのです。ですから、何かあったと

きは私が実家へ行こうと思っています。 
（直井） 介護タクシーだったら、地元でもお仕事がありそうですよね。 
（Ｙ） あと、なければ、とりあえずヘルパーとしてどこかに勤めるつもりです。田舎でも、

施設ができてきて、少しずつ職場が広がっているようですし、「年齢は問わない」と、そういっ
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た条件のところがけっこう多いようなので、何かあったときは帰ってもいいと思っています。 
（真野） それでは、将来に関するお話を伺いたいと思います。まず、今後のお仕事について、

例えばいまのお仕事を続けられるとか。それから、60歳以降の生活では、例えばお仕事をずっ
と続けられるとか、お仕事ではなく、例えばボランティアをされるとか、そういった辺りのお

話しをお願いします。 
（Ｕ） 転職は考えていません。なぜかというと、もう勤めて長いですし、それと年齢的な問

題、それから、これをしたいという仕事も特にないのです。周りの人たちを見ていても、この

まま定年まで勤められれば、勤めたほうがいいと思っています。ただ、うちは農家ですので、

将来的に農業をどうしたらいいのかという問題はあります。 
 近所に、私より 10 歳以上、上のいとこがいますが、いまは、そのいとこに機械を操作して
もらって、それでお米を出荷している状態なのです。いとこが年を取ったあとも、うちのこと

をやってもらえるのかどうか。その息子も、成人式を迎えたばかりですが、農家はしたくない

と言っているようなのです。また、売るといっても、昔と違って、近所も農耕地を増やすこと

は難しいようなので、どうしたらいいのか。うちの仕事を考えたときには、すごく不安はあり

ます。 
いまも、農業だけでは生活はできませんので、私が母を扶養していますが、仕事を辞めてし

まえば、母の少ない年金だけになってしまうので、定年後も、できれば仕事は続けていきたい

と思います。 
（真野） 貯金などのご準備は。 
（Ｕ） 個人年金に入っていて、早い段階で、受け取れるように設定していますし、それなり

に退職金も出るようなので、年金を受給し始めるまでは、それでどうにか生活していくしかな

いと思っています。 
（Ｖ） 私も、いまの会社に 15 年勤めているので、できればこのまま定年まで勤めたいので
すが、建設業は先細りなので、実際、早期退職者なども募集していますし、雇用面での不安が

あります。 
定年後のイメージは、まだ全然ありませんが、もし自由な時間が持てるようであれば、何か

社会参加できるものとか、生涯できる勉強をやっていきたいとは思っています。ただ、いまは、

目の前にあることをこなすのが精いっぱいで、老後に一体お金がどのくらいかかるのか、現実

問題としてまだピンと来ないのです。公的年金も、そのころになったらあまりもらえないとい

うことも言われていますから、これからどういう貯蓄するのか、考えなければいけないと思っ

ております。 
（Ｗ） 医療関係は、ほかの会社と違って保障が少ないのです。そういった不安がありました

ので、将来独立しようと思って資格を取ろうとチャレンジしてきましたが、このまま仕事を続

けていくのか、いま独立するのか、ある程度の年齢になったらするのか、現在検討中です。 
（真野） その資格は、いまのお仕事と関連がありますか。 
（Ｗ） 関連があるといえばあります。整体師の資格を取ったので、一応健康に携わる仕事で

す。それと、いま、患者さんは、一つだけでは来ないので、ほかに二つとか三つとか、健康に

関する技を習得したいわけです。これで治らなければこっち、こっちで治らなければもう一つ
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というように、一つでは成り立たないので、そういう勉強をもっとしたいですね。 
（真野） 将来的に、60歳以降の生活のイメージは、基本的には働いているということですか。 
（Ｗ） できればずっと、健康な限り、働いていたいです。 
（真野） いまのお仕事でも、生涯ずっと続けられるのであれば、それも選択肢なのですか。 
（Ｗ） 別に嫌いな仕事ではないので。ただ、自分としてやりがいが、途中で止まっている、

そこからそれ以上がありませんというだけです。 
（真野） 保障が少ないことがいまのお仕事の問題点であると。保障というのは、年金とかそ

ういったお話ですか。 
（Ｗ） 年金にしても、給料や退職金も。大きい病院ではないので、そういう保障が少ないの

です。幾ら技術があっても、それは期待できないのです。 
（直井） 年金は、厚生年金ですか。 
（Ｗ） それは病院によっていろいろです。あるところと、ないところと。病院側で保険料を

半分負担しなければいけませんから、いまは不景気なので大変なわけです。結局は出したくな

いのが本音です。 
（Ｘ） 勤めている会社は、できてまだ 1 年で、この春以降本格的に稼働するので、いまは、
まだその一歩手前の状態なのです。ですから、この仕事をずっと続けるかどうか、具体的にあ

まりイメージはできない状態です。ただ、いまの会社がどうのこうのというよりは、自分の体

力と気力が続く限り、60歳を目指して働きたいとは思います。 
（真野） 60歳以降の生活のイメージは、働いていらっしゃるのか、それとも、何かご自分の
好きなことをなさっているのか、どちらですか。 
（Ｘ） 私は、できれば働いています。お金があったほうがいいですし、働くことが好きです。 
いろいろな困難も、できれば楽しみに変えていきたいという気持ちもありますので、働いてい

れば、やはり自分に返ってくるものがあると思うのです。もちろんボランティアもいいのです

が、ボランティアですと、その辺がぬるくなるという感じがします。 
（Ｙ） いまの会社で仕事を始めたばかりですが、3～4年後に資格を一つ取ったら、退職する
かもしれません。5～6年後にもう一つ資格を取りまして、その後は定年のない介護関係の仕事
で、体の続く限り働いている予定です。 
やはり運転というのは非常に気を遣いまして、年を取れば取るほど、きつい仕事だと思いま

す。自分の集中力や運転技術が続く間と考えていまして、あまり長くやる仕事ではないと考え

ております。 
（真野） 60歳以降は、介護関係のお仕事をされているというイメージですか。 
（Ｙ） できれば、東京に、そういう関係の仕事を長年やっている友達もいて、そういう方た

ちと一緒に、自分たちなりに立ち上げたものをやって、できれば自分の親もそこに入らせてい

ただいて、自分もそこで死んでいくというのが、私の設計なのです（笑）。1人なので、要する
にそこまで考えざるをえない年齢になってしまった、ということもあるのですけれども。 
（真野） まず資格を取ることが、いま、その準備ということですね。 
（Ｙ） そうですね、はい。 
（真野） 東京にいらっしゃる方は、どのような方ですか。 
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（Ｙ） 一度結婚されたのですが、いま、お子さん 2人抱えて働いていらっしゃいます。 
もともと彼女の考えなのです。「東京に来て、やらないか」と誘われたのですが、東京だと、

あまりにも親と離れてしまうので、いつでも両親にも会いに行けるような、地理的な位置にい

たいと思い、断りました。「東京では、70 歳のおばあちゃんでも、すごく元気でケアマネージ
ャーをしている」と、すごく魅力的な言葉もありましたが、仙台でもできるのではないかと思

っています。 
（真野） 最後に、独身であることのメリットやデメリット、そういったことについて伺いた

いと思います。また、行政に対するご要望もあれば。 
（Ｕ） メリットやデメリットは、別に感じたことはないです。ただ、仕事で、上司から「ど

うして結婚しないの」と言われることがありますが、気にしません。お客様から言われること

もありますし、お話ししている間に独身だと分かって、「どうしてなの」と突っ込んでくる方も

いますけれども。そういったことを言われることがデメリットといえば、デメリットですかね。

生活をしているうえでは、取り立ててないですね。 
（Ｖ） 私も、デメリットはあまり感じたことはないですね。結婚していると見られがちで、

そういう前提で話しをされたりすることは確かにありますが、それは仕方ないと思います。強

いて言えば、仕事のことなどで、何か相談したいときに、男性の意見も聞いてみたい思うこと

もありますが、それ以外生活をするうえでは、あまり感じたことはありません。 
むしろ、自由な時間がありますので、趣味や家族のこととか、自分で配分を考えて動ける点

はメリットだと思います。 
介護の問題に関しては、少子化ですから、子供に面倒を見てもらうよりも、地域社会がかか

わるウエイトが、これからますます大きくなると思います。うちの家庭も、ホームヘルパーさ

んを利用しているので、そういった制度が一層充実することが、これから生きていくうえで、

いちばん重要なのではないかと感じています。 
 行政への要望に関しては、具体的なものはありませんけれども、介護の問題にしても、やは

り家族だけでは面倒を見ることができない状況が必ず来ると思うので、国や地方自治体から、

もっと充実した施策が出てくることを期待していますし、子供たちを守るうえでも、パトロー

ルなど地域社会がかかわっていくことが、ますます必要になってくるのではないかと感じてお

ります。 
（真野） いまお住まいのところで、ご近所とのおつきあいはありますか。 
（Ｖ） マンションなので、昔ながらのご近所づきあいがやはり希薄なのです。せいぜいあい

さつする程度で、家庭の中に立ち入るとか、そういったことはありません。 
（Ｗ） 私は、デメリットより、メリットのほうが多いと思っています。自分の時間を束縛さ

れるのが大嫌いなのです。夫や子供がいれば、自分の時間を費やさなければならない。当たり

前のことなのですが、そう思ったら、私は器用ではないので、人の世話をしながら、自分のこ

とができないのです。そう思うと、自分で好きな時間を有効に使える独身でよかったと思いま

す。もともとあまり結婚する気がなかったので、独身でいることに満足しています。 
お友達の夫婦を見て、ああいうのを幸せというのだったら、私は不幸でもいいと思うような

場面があります（笑）。大体の夫婦は、お金や親のことでけんかすると思うのですが、それも長
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い人生のひとこまなのでしょうけれども、私はそんな無駄な時間は要りません（笑）。自分で仕

事をしていれば、自分の得たお金は、自分の好きなように使えます。でも、相手がいると、相

談したり、気を遣ったり、そういうことをしなければいけないわけです。また、相手の親のこ

とを考えなければならない。そういうことが分からないで結婚するから、理想と現実は違うと

感じるのです。私はそれが分かっているので、結婚したくないのです。 
（真野） あと、行政に対して、何か望まれることはございますか。 
（Ｗ） いまのところはないです。自分の体の具合が悪くなれば、こうしてくれればいいと思

うこともあるのでしょうけれども、いまは、元気で、自分のことは自分で、家族のことも、何

かあったら私がしますという感じなので、特にありません。 
（Ｘ） 私は、メリットとデメリット、やはり両方ともあると思うのです。メリットは、束縛

されずに自分で好きなように時間が使えること、家に問題がなければどんどん外に出ていける。

同じようにシングルでいる友達もいますので、年に 1回旅行に行くとか、そういう楽しみの時
間も作れます。デメリットとしては、私は兄弟が未婚なので甥っ子、姪っ子がいないのです。

やはり、ちょっとほかの方よりも、将来の不安を確実に感じる面もあります。 
 友達も、40代のシングルの人がけっこういますので、最近よく出る話しは、年を取ったらみ
んなで住もうという話しです。将来的には、そういったことを考える人がたくさん出てくるだ

ろうと感じています。 
（真野） 同じような年代の独身のお友達と一緒に住む場合に、例えば一軒家とか、いろいろ

な住み方があると思うのですが。 
（Ｘ） 広い家だったら一軒家で、部屋別に。でも、そうすると、また役割分担ができてきま

すよね。それは、どうなのかなと。 
（直井） 親みたいになって（笑）。 
（Ｘ） マンションですと、上下階とか、住み方もまた違います。 
ただ、40代になると、やはり将来に不安を持っている人はたくさんいると思うのです。です
から、そういった話が出てくるのだと感じます。 
（Ｙ） 時間が自由にたくさん使えることがメリットでもあって、デメリットでもあると思い

ます。仕事に関しては、その日のことを、もちろんその日のうちにやるのですが、自分のこと

に関しては、「ああ、今日は疲れた」と思うと、次の日に延ばしても、だれも文句を言う人もい

ないので、自分なりのスタンスでやっていけるということはメリットだと思うのです。しかし、

例えば今日はちょっとお酒を飲みたいと思っても、家庭のある友達とは、常につきあうわけに

もいかないので、やはりそういった友達と共有できる時間が、実際に少しずつ減っています。

それは、やはり悲しい現実だと思います。 
 将来については、自分である程度の見通しを立てていますし、特に不安に感じることもない

ので、あまりにもおおらかすぎるところはあるのですが、独身だからといって取り立てて感じ

ることはあまりないです。 
ただ、独身者は、やはりいままでたくさん税金を払ってきているにもかかわらず、特に制度

面でのメリットは何もないのです。新聞などを見ていて、学校の給食費を払わない父兄がいる

と、きちんと払えばいいのにと、無性に腹が立ちます。だからといって、制度面で何か変えて
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ほしいという具体的な要望はありません。 
（真野） いま、一人住まいでいらっしゃいますが、賃貸の場合などで、独身者だと家を借り

るときに、借りにくいとか、その辺はいかがですか。 
（Ｙ） 20代からそこに住んでいるので、そういった現実については分かりません（笑）。 
（真野） 最後に質問を一つ追加して、ご近所とのおつきあいなどは、いかがですか。 
（Ｕ） 隣に 1歳半ぐらいのお孫さんがいて、いつも長靴を履いて、午前中にお母さんとお散
歩に行くのですが、うちが散歩コースの一つになっていて、必ず上がってきて、おやつをごち

そうになってから、隣の公園に行って遊んで帰るとか、公園の帰りにも、どうしてもうちに上

がりたいと騒いでいて、うちの母がそれを聞いて戸を開けて、名前を呼ぶと走ってくるといっ

たぐあいで、近所づきあいは、田舎なので、都会と比べればそれなりにいいのだろうと思いま

す。また、「変な車があそこに入っていった」とか、「でも、すぐ出ていったから大丈夫」とか、

防犯対策にもなっています。 
（直井） 仙台からどれぐらいなのですか。 
（Ｕ） 電車で 30分以内です。通勤圏内で、うちの近所でも仙台に通っている方が多いです。
私も地元に勤めましたけれども、本当は仙台が希望だったのです。 
（直井） そんなに田舎ではないですよね。 
（Ｕ） でも、やはり田舎ですね。宅地より、田んぼの面積のほうが広いです。誰かが亡くな

ると、近所の人が、お通夜やお葬式はもちろん、お葬式の行列やお墓まで行くとか、そういっ

た土地柄です。また、入院したと聞けば、お見舞いに来たり、退院したと聞けば、様子を見に

来たりします。「なんで結婚しないの？」みたいなことを言う近所のおじさんもいますけれども、

だからといって別に気にしません。 
（真野） ご近所の状況は、皆さん大体分かっていらっしゃるのですね。 
（Ｕ） 田舎で、家の戸数も限られているので、大体分かっていますね。小学生の通学路沿い

なので、夏の暑いときには「おばちゃん、ジュース」とか、母もあいさつをしなければ「どう

してあいさつしないの？」とちゃんと怒ります。だから、子供の名前などは、私より母のほう

がけっこう詳しいですね。 
（Ｖ） マンションなので、ご近所とは、日常生活ではほとんど交流はありません。以前住ん

でいたのは一戸建てでしたから、町内会などはありましたが、いまのところに住んで 7年ぐら
いになりますが、せいぜいあいさつ程度ですね。 
（Ｗ） うちも田舎ですので、ありすぎるくらいあって、困っているぐらいです。うちにお客

さんが来ない日はありません。昔はよく祖母のフレンドリーな方たちが、朝の 6時半ぐらいか
ら来ていて、朝ご飯を家族だけで食べたことがありませんでした。必ずだれか、ほかの人がい

ました。いまでも毎日、お客さんが、午前の部と午後の部と分かれてやってきて、だからこん

なにおしゃべりになったのだと思うのです。でも、プライバシーの侵害というのでしょうか、

人のうちを垣間見てチェックしていくおばさんもいるので、それは勘弁してほしいという感じ

です。 
（真野） 例えば、ご近所で何か具合が悪くなった人がいたりすると。 
（Ｗ） それはもう、半日でパーッと（笑）、救急車が来たら 1 時間でパーッと知れ渡る、そ
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ういう地区です。お見舞いも、町内で、必ず行っていると思います。そのぐらい密というか、

都会では考えられないと思いますけれども、田舎ではそういったことがいまだにあります。 
（Ｘ） 私も生まれてから、ずっと同じ家におりまして、子供のころはかなり行き来がありま

した。親どうしがお互いにお茶のみに行ったり来たり、これを作ったから食べてと持って来る

ということがありました。しかし、最近は都会並みに、かなりあっさりしてきました。ただ、

数年前ですが、隣の主婦の方の具合が悪くなって、「助けて」と電話をかけてきたので、助けに

行ったことはあります。いざ何かあったときには、助け合うといったような近所づきあいです

ね。あまり深くべったりということは、なくなりましたけれども。 
（真野） あいさつだけではなく、少しは会話もされるのですか。 
（Ｘ） 会話もしますね。ただ、いまは、深すぎずで、ちょうどいい感じです。 
（真野） それは、ふだんの生活で安心感につながりますね。 
（Ｘ） つながります。お互いに、何かあったら、助けてもらおうという意識はあります。 
（Ｙ） 私の場合は、ごあいさつ程度ですね、朝、ごみ集積所で会ったら、おはようございま

すと言うくらい。お会いすれば会話をすることはありますが、ほとんどお会いすることはない

です。 
（真野） では、何か援助を頼む場合は。 
（Ｙ） 近くに、1 軒だけですが、そういったことを頼めるお宅があるのです。なぜかそこの
お父さんと飲み屋さんでよく会っていて、気軽に意気投合して、何かあったときにはその人の

家に相談に行ったりすることがあります。姉も近くにおりますので、万が一のときは当然頼り

にしています。 
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（６）静岡調査 
■日 時：平成 18年 2月 3日（金）午後 6時～8時 30分 
■場 所：静岡グランドホテル中島屋  
■参加者：40歳代未婚女性 5名 
 
（小川：司会） まず、皆さま、簡単な自己紹介からお願いできればと思います。年齢では、

例えば 40 代前半とか後半とか、また、現在どういったお仕事に就いていらっしゃるのか、そ
の辺のお話しをいただければ。それでは、Ｚさんからお願いします。 
（Ｚ） 40代前半です。私は仕事を二つ持っていました。洋服を作るオーダーと販売の仕事で
す。オーダーの仕事は、時代の波に押されて、手仕事がすごく少なくなってきて、時間カット

とか、社員では雇用されなくなってしまったので、生活もちょっと貧窮しています。昨年末に

事故に遭いまして、今は休職中です。本当に不幸中の不幸という感じで、仕事場のほうも、1
か所は長期契約だったのですが、3 か月間、仕事の実態がないということでいったん退社しま
した。オーダーの仕事の方は、お客さんが激減し、席はないものと考えてくれという状況です。

非常に厳しいです。 
（ＡＡ） 40代後半です。今、仕事は、和装小物、着物に関する小物の販売・接客をしており
ます。 
（ＢＢ） 40代後半です。年を越したので 3年目に入るのですが、16年勤めた会社を、金融
業だったのですが、退職いたしました。というのも、あと 10 年、これから残りの人生を一つ
の企業に縛られて送り、企業で決められたストーリーの定年までというのがよいのか。定年に

なってから足腰が立たなくなったりとか、自分の自由がないときに何かをするのではなく、い

ま退職する、ちょうどその境目が訪れた、そして自由になれたということです。 
仕事もオープンになったものですから。グローバルになって、私自身がアナログ人間ですの

で、デジタル人間についていけない。今の若い人、学生時代からデジタルに親しんできた人に

はかなわないと思います。それならば、アナログ人間はアナログ人間にしか出来ないことを、

すればよいではないかと思いました。それが独身でいる気軽さというか、やってみる価値はあ

ると思いまして決心しました。その決心では、3 年間は自由にしたいと思っていたものですか
ら、勤めている間から 3年分の生活費をプールしまして、それで、上司との意見が合わないこ
とを機に辞めることにしました。 

3年間ぐらいは、ある意味お気楽な生活、苦しいですけどね（笑）。自分で決めたので苦しさ
は覚悟しています。それにプラス、これからもう 50 代に入るのですから人生の棚卸しをした
いなと思いました。いろいろと、自分のやり残したこととか、やれなかったこと、そういうこ

とをしたいと思いました。 
それで、務めている間に、資格を取るなら 70％から 50％負担してくれる制度があったもの
ですから、フル活用し、ホームヘルパーの資格を取りました。しかし、それでカルチャーショ

ックを受けました。実際にやってみて挫折しました（笑）。思ったより難しいです。ホームヘル

パーを生かしていこうと思いましたけれども、だめでした。 
そのとき、郵便局のテレメイトさんという募集がありまして、応募しておくと定期的にバイ
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トやパートを紹介してくれるのです。それに登録いたしました。それと、財団法人のそういっ

た支援をしてくださるところがありまして、それにも入っております。それがきっかけで今は

郵便局関係の仕事をさせていただいております。それは、役所のような職場で、皆さん平等に

少しずつというのが決まりらしいので、長い期間、長い時間勤められないのです。ちょうど私

のニーズに合っております。あと、今は図書館のボランティアをさせていただいております。

いろいろな本がただで見られますし、自分が何を読んでいいか分からないのも、整理している

とわかるようになったりします。 
（小川） そうすると、いろいろ経緯を経ておられますが、それなりに今の生活は充実して過

ごされていらっしゃると。 
（ＢＢ） そうですね。期限を 3年としていますけれど。自分の貯蓄と、3か月ごととか、バ
イトもやっております。お金は生活の基礎だと思いますので、何とか少しずつ確保しながらと

いうことで。今のところはそんな生活をしております。 
（小川） それでは、ＣＣさん、お願いします。 
（ＣＣ） 年齢は 40 代後半です。私は金融機関に勤めています。初め、店に配属されるかと
思ったら、大学は文系だったのですが、新入社員で入ったときにシステム部に入りました。そ

の後、かなり前にアウトソーシングで、システム部が全員コンピューター関連会社に出向とい

う形になりました。以来ずっとそこで出向という形なのですが、仕事は変わらず、システムの

仕事をしていました。そしていよいよ転勤になるかなと思ったら、今年から、そのコンピュー

ター関連会社の企画部の方に異動となりました。今までの仕事は割と支店と直結していたので

すが、今度のところは、金融機関業務だけでなく外部からの受託もやっています。今はそうし

た仕事の原価計算を主にやっているのです。私の場合、大学を卒業してからずっと同じところ

でもう二十何年働いています。 
（小川） そうすると、新しい仕事は、これまでのシステム部関係とは変わったものですか。 
（ＣＣ） もう全く違いますね。今までは自社の店に関係する仕事をしていたのですが、今度

は外部と自社と両方見ながらです。そこの企画部門というのは教育関係もやっているので、最

近職員へも厳しくなって、必ずシステムアドミニストレーター試験と基本情報技術者試験は取

れということになっています。 
（小川） それでは、ＤＤさん、お願いします。 
（ＤＤ） 私は、洋服屋さんに勤めています。インポートの品ぞろえで、メンズとレディース

両方やっている個人経営のお店です。20年以上前にそこの社員になりました。そこからお店が
増えまして、最初 1軒だったのですが、多いときは 10軒近くまで広がりました。そこでスー
パーバイザーというマネジャーの仕事、ヨーロッパに仕入れに行ったりする仕事をしていまし

た。今 40代半なのですが、40代初めに大きな病気をしまして、スーパーバイザーの仕事を退
かなくてはいけなくなりました。今は大丈夫になったのですが、死んでしまうか、生きていら

れるかみたいな、すごく大きな病気でした。そのとき一生懸命看病してくれた父が、そのあと

私と同じ病気になってしまい、2年前に天国に行ってしまったのです。 
その間、私が復活して体の調子がよくなってから、今度は父を看ないといけなくなりました。

仕事にも戻りたいし、でも、父の介護に専念したいしというので会社に話をしました。そのこ
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ろちょうど洋服業界が下火になってきていて、仕入れを一括で私がやっていた関係上、私が退

くとできる人間がいなくなるので、規模を数軒に縮めて、私が戻ったらまた社長と一緒に広げ

ようねと、希望を聞いてもらえたのです。それで、父の介護に専念しました。母と父はそれほ

ど仲が悪かったわけではないのですが、父が病気をしてから、母が看病すると、寄るな、触る

なという感じで、母だとものすごく文句を言うのです。私だと下手にしても文句を言わないの

です。私も同じような病気をして、その病気のことが分かっているので、どうされたいか分か

っていたのです。あまり父のそばに母が看病でいられなかったので、私が 24 時間ずっとそば
で看ているという形でした。 
父の介護のあと、1 年ちょっと前に復帰しました。会社には迷惑をかけているのですが、許
される期間、とにかく三回忌まではということで、やっています。 
もともと私は静岡の人間ではなく、父が転勤族で、たまたま最後に居着いたのが静岡で、そ

れから 30 年暮らしています。お葬式のとき、どこの檀家でもないし、親戚もなくて、とても
大変でした。私には本当に親戚づきあいがなかったのです。父のお墓も、父の先祖のほうを頼

って四国のお墓に入れてもらうということになりました。そうすると、四国まで行ったり来た

りしなければいけないので、とても正社員では、三回忌が終わるまではちょっと無理というこ

とです。 
（小川） ＤＤさんご自身のお体は、もう回復されて大丈夫なのですか。 
（ＤＤ） だいぶいいのですが、まだちょっとです。あとは定期的に診断していただいて、オ

ーケーが出ると「ああ、もう 1年は大丈夫かな」という感じで。だから、今はとても毎日が宝
物状態なので、何があってもけっこう楽しいというか、どんな状況でもうれしいかなというと

ころです。 
（小川） ありがとうございます。それでは、皆さまの普段の生活、そういったことに関する

お話をお伺いしたいと思います。現在お一人なのか、あるいはご家族と一緒か。お住まいは自

宅か、または借家か、その辺はいかがでしょうか。ＤＤさんからお願いします。 
（ＤＤ） 3 人兄弟のいちばん上なのですが、下はもう静岡にいません、お嫁に行って。私だ
けが母と二人で暮らしています。家は母の所有になっていると思います。一戸建てです。母は、

今、すごく寂しがっているのです。父が天国にいって、まだ 1年半ぐらいしかたっていないの
に、母は歯をいきなり 6本だめにしてしまいました。母がこんなになっちゃうとは思わなかっ
たので、すごくびっくりしています。 
（小川） それでは、ＣＣさんはいかがでしょうか。 
（ＣＣ） 私は 3人兄弟の末っ子なのですが、上が二人とも独立しているものですから、今は
母と二人暮らしです。家は、持ち家で一戸建てです。うちもこの 3月で父が亡くなって 4年に
なるのですが、父の遺言で家は私にということになっているのです。いずれ名義を変えます。

家を建ててまだ 6年ぐらいなのです。うちの父は、具合が悪くなってお医者さんに行っていま
したが分からなくて、最後に開けたらもうだめですという感じでした。 
（小川） それでは、ＢＢさん、お願いします。 
（ＢＢ） 私の場合、私が 30代前半のときに、母が 70歳直前で亡くなりました。その前後に
兄弟がみんな独立したものですから、そのときは父と私とで介護をしました。その父も、去年
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三回忌をやりました。父のときは、介護保険がまだまだで、勤めを辞めて介護をしてもいいか

なと思っていたくらいです。寝たきりにはならなかったので、糖尿病とか白内障とかいろいろ

ありましたけれど、「お父さんがそんなになっちゃうと、私、仕事に行けなくなっちゃうからね」

なんて、頼っているふりというか、いないと困るというようなことを言っていたせいか、気を

張って、おむつを当てることもありませんでした。 
しかし父が病気になって入院しているときに、お昼の食事で喉を詰まらせて亡くなりました。

私としては、すごく疑問で、でも、こちらは見ていただくという立場でしたから、そういうこ

との狭間でちょっと揺れ動いていたのです。それがきっかけでホームヘルパーを取って体験し

てみました。ホームヘルパー2 級の実習で、5 日ほど施設へ体験に行くのです。年寄りという
のは、ここで見放されたら家族は見てくれないと思っている方しか入っていないという、それ

が実情だった気がします。私も、同じ立場を両方経験していますが、預けっぱなしみたいな感

じで家族が面会に来ないのですよね。 
現場の事情をみて、結論から言うと、私としては一抹の不本意さはあったのですが、父が喉

を詰まらせたのはしかたがなかったかなと思います。食事の介助は本当に大変なのです。なか

なか食べてくれませんから。できなかった自分と、専門に任せておけばという安易さとの狭間

で、そういう意味でカルチャーショックでした。 
私が実習でいちばん耐えられなかったことは下のお世話なのです。もう介護の人が慣れてし

まっているのです。悪いという意味ではないのですが、朝、おむつ替えをするときに、ベッド

で 6人部屋だと、おむつをポンポンと投げて、まるで尊厳がないというか、老人のプライドを
傷つけるような。私が教わってきた講座とはあまりに違う。 
そういうことを体験して、私が思ったことは、生きがいとか、自分が何をしたらいいかとい

うことを、前倒しでも何でもいいから、思った時がすべき時だということです。 
三回忌も過ぎますと人の出入りがめっきり減って、寂しくなります。そういうことで、去年

はすごく寂しい 1年だったですね。私は、寂しいということを閉じ込めないで、みんなに言い
ふらしました。「寂しい、寂しい」と。そうすると、いろいろな友達が「寂しかったらおいで」

と言ってくれます。100％それに甘えるわけにはいきませんが、「寂しい」と叫んで、誰かが手
を差し伸べてくれたら甘えてもいいということを体験しました。叫び続けて 1年したら、もう
慣れちゃって。何かそれですっきりしました。 
一戸建ての家は、半分私のもの、兄が半分です。というのは、家を全部所有すると税金がか

かるので、貧乏なのに。 
（小川） それでは、ＡＡさん、よろしくお願いします。 
（ＡＡ） 私は、今、アパートで一人暮らしです。実家は兄が継いでいます。母は実家に兄と

おりますが、ちょっと認知症気味です。私は、ここ 3年くらい、実家に毎週金曜日に通ってい
ます。私のほうも、去年、父が他界しました。そんな生活をしております。 
（小川） それでは、Ｚさん、お願いします。 
（Ｚ） 私は、家族 5人で、父の持ち家に住んでいます。皆さんと違って、父と母と妹二人で
住んでいますが、うちは幸いにして私以外はほとんどみんな健康なのです。父は去年の 6月ぐ
らいに、今まで父とその兄弟でやっていた仕事を廃業しました。それで今年になってから、私
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が病院に行ったあと、母もパートに出ていますので、父はほとんど主夫みたいな感じで家にい

ます。健康にはすごく留意しているみたいです。毎日、みのもんたさんの番組が（笑）、ご多分

に漏れず大好きみたいで。 
私は完治して社会復帰する時、とても大きい壁に当たると思うのです。なぜなら、先ほどＢ

Ｂさんおっしゃったのですが、私もアナログのような仕事をしていて、スピーディではなくこ

つこつと、という感じですから。時代ってこんなに変わったんだと日々体感しています。 
（小川） それでは、次に将来の生活について、例えば、すでに何か生活設計で考えているこ

とがあれば。お仕事をどうされるとか、何か資産形成をされているかとか、その辺のお話をお

聞かせいただきたいのですが。Ｚさんから、いかがでしょうか。 
（Ｚ） 私は恥ずかしいくらい金銭感覚がなくて、貯蓄とか無縁なのです。父も今は仕事をし

ていませんし、国民年金なのでとても安いです。母はパート、妹も別に当てにできないですし、

家があっても、改築しない限りあと何年間か過ごすにはちょっと大変です。税金だとか保険だ

とか、どうしようと。父親のほうも兄弟がすごく多いので、冠婚葬祭に関しても大変です。 
一体どれくらいあったら私は生きていけるのだろうと思います。仕事の方も、どうしましょ

うという感じです。これから本当にしっかり考えなくてはいけないのですけれど。今の仕事は

続けたいのですが、私たちの衣料の関係についても、ものすごい勢いで海外に流出していると

思うのです。そのすき間で、自分の中で芽を出したいなと。やはりそれは健康でないといけな

いので、心身ともにまず健康に努めたい。そうすれば結果がついてくると、そう思っています。 
（小川） ＡＡさん、いかがでしょうか。 
（ＡＡ） 私もあまり考えていないのです。 
（真野） もし働けるとしたら、大体お幾つぐらいまでと思いますか。 
（ＡＡ） 一応使ってもらえるだけ使ってもらおうという気持ちですね。今のところは多分 60
歳ぐらいまでは大丈夫だよと言われているので（笑）。だからちょっと余裕はあるなと思ってい

るので、そこで何とかしたいですけどね。アパート住まいなので、家賃だけでも払っていかな

ければならないので。 
（小川） 仮に一端リタイアされて、そのあとも体力が続く限り、何かお仕事をされていきた

いというような、そういうイメージでいらっしゃいますか。 
（ＡＡ） はい。私もちょっと、3 年くらい前に体を壊したので、やはりそのときに考えまし
た。やはり仕事があっても健康でないと何事も始まらない。入院するほどの大病でなかったの

で、通院だけで済んでいますけど、やはりそこでも考えました。体が続く限り働ければ働いて

と。今、接客の仕事をしています。若い方とも接することが多いので、気持ち的にはすごく若

くいられますから、何とかついていけるのではないかと思いながら、自分で自分のお尻をたた

いていますけど。 
（小川） ＢＢさん、お願いいたします。 
（ＢＢ） 私も、どちらかというと父と母のことを見てきましたので、そういう意味では早め

にいろいろなことを考えなくてはという気持ちがあったのです。私のここ 2年ぐらいの体験に
よると、健康であれば、60歳になっても職種を選ばなければ食べることはできます。ジャスコ
に行けば 60 歳でも使ってくれます（笑）。少なくともお中元とお歳暮が日本にありますから、
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年 2回は 1か月くらいのバイトが確保できます。それ以外でも、ちょっとしたバイトがデパー
トなどへ行けば、職種を選ばなければ、60歳になっても必ずあります。だから、もし好きな仕
事があれば、目一杯やるべきだと思います。やれる限りでもいいし、やれるところまでやって

いいと思います。 
生活面の工夫も考えています。健康のことでは、国民健康保険を払っていますと、市から補

助金がかなり出て人間ドックを受けさせてくれます。生活費は、消去法でいって、何を減らせ

ばいいかです。逆に何が必要かというと食費ですよね。1か月で大体一人で 2万 5000円の食
費と考えています。家賃が幸いないのですが、それに匹敵する固定資産税があります。家賃か

固定資産税かですね。それは逃れることはできません。それと同時に、国である程度免除でき

るものは、すべて受けたほうがいいと思います。プライドがそれで引っ込むことはないので。

ですから、国民年金も今は免除申請をしています。あと、自分で要るちょっとした小遣い。5
万か 10万ぐらいあればいいと思います。私の場合、60歳になるまではある程度自分の好きな
ことに挑戦してもいいと思うので、今やりたいことをやっています。それを続けていくつもり

です。 
60歳以上になるとやはり体力が落ちますし、記憶力も落ちます。それで、私は 60歳になっ
たら、今も少しずつやるように心がけているのですが、お礼の意味でというか、ボランティア

を少しずつやってみたいと思っています。まず図書館で、あるいは動物園でしてみたいと思い

ます。何かできることを生きがいにしていくのもいいかなと。それを今、模索しているという

のでしょうか。お金のほうも、目一杯は望めないとしても、必ず最低のものは、生活保護を受

けなくてもできると思います。 
（小川） それでは、ＣＣさん、お願いします。 
（ＣＣ） 私の場合、学校を卒業してから入って、もう二十何年働いていますが、今までに一

度も仕事が嫌になったことがなかったのです。嫌だったらもうちょっと違った道があったのか

もしれないです。割と自分に合っていたのかもしれないですけど、ずっと楽しく来ました。た

またまここのところ、会社ではうつ病が多いようです。そうした方が復帰されて来る場合、仕

事は 30～40％しかお願いしません。本当にできる範囲でということですが、部門の人数は変わ
らないので、元気な人にすごいしわ寄せが来るのです。また転勤が出るたびに、派遣とかパー

トに変っていく。そうすると、残された社員がいままでの 120～130％働くとかいう感じにな
ります。去年の夏、仕事は嫌ではないのだけど、そういう会社の考え方がすごく嫌になったと

きがありました。それで、夏ごろ、本当にそのときは、死にたくなってしまいました。やって

も、やっても報われないみたいな感じがして。その間にいろいろ考えることがあって、死ぬぐ

らいだったら、今まで蓄えたお金があるのだからそれを使ってから死んでもいいかなとか思い

ました。 
その後出社して、上司にいろいろ言ったのですが、改善されないなと思って、今度は逆に早

く転勤したくなっていたのです。結果的に、今年の異動で全然違うところに行きました。何か

あるとすごく、父の写真を見ても今でも涙が出るのですが、いろいろ話しかけたりとか、お経

を読むと落ち着きます。 
今度のところは企画部で、仕事が変わったばかりで新しいことをやっているため、今年着任
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してから定時が 8時という感じで、何だかんだしていると家に帰るのは 9時過ぎてしまいます。
今は母と二人暮らしです。ただ、母が 10 年前に脳梗塞をやっているのです。父が亡くなって
から急に耳が遠くなりました。お年寄りの認知症に関するテストで長谷川式というのがあって、

この 12月にやったら、ちょっと今までより数値が落ちていますと言われて、それが心配です。
今のうちにその進行を食い止められればよいのですが。そうでなければ、そこが仕事の辞めど

きかとも思うのです。今の仕事は、一応期待されて行ったものですから、もうちょっと自分も

やってみたいということがあります。だから、母のことがなければ定年まで働くつもりなので

す。一応定年が 55歳、あとは嘱託として 60歳まで働けるのですが、とりあえず 55歳まで働
いてと思います。 
父が、家にいる間にお金をためなさいと言います（笑）。私もこれだけ長いものですから、い

わゆる昔の花嫁修業みたいなもの、例えば、お茶とかをもう全部行って、ある程度資格も取り

ました。それ以外にフラワーアレンジメントをやったり、ステンドグラスをやったり、インテ

リアセミナーに行ったり、いろいろなことをやっているのです。だから、今会社にいる間にお

金をためて、何とか大丈夫なような蓄えを今のうちにしておいて、定年までは今のところにい

て、今のうちにいろいろなことを習って、55、60歳になってから、生きがいを目的とするため
の何かをやりたいなと思って模索中ではあるのです。 
私は、趣味で、ずっと警察犬のゴールデン・レトリーバーを飼っていたのです。普通の人に、

ゴールデン・レトリーバーとかラブラドール・レトリーバーとかすごいブームになったとき、

大型犬の扱いを知らなくて飼って、引きずられて散歩がうまくできないという問題がありまし

た。それを何とかしようと集まった仲間たちで作った会があるのです。今ではシェパードに切

り替えて、警察犬を取っているケースが多いです、静岡県警は、警察犬が全部嘱託なのです。

うちの会は全員アマチュアですが、どこの競技会に行っても頭を取るのはうちの会からという

くらい熱心にやっています。それに、年 2回、困った犬の、問題犬のボランティアをやってい
るのです。だから、将来は、今やっている犬の関係です。みんな 10 年ぐらいやっていて、そ
の辺の訓練士よりはうまくなっているのです。せっかく身につけたものを生かそうと。愛玩動

物飼養管理士というのも取りました。将来役に立つかなと思って取ったのです。 
（小川） ＤＤさん、お願いします。 
（ＤＤ） 私は個人でやっている洋服屋さんで働いていて、社長とずっと最初から 25 年ぐら
いやってきています。これから、どれだけやっていけるか分からないですが、やれる限り、皆

さんの洋服のコーディネートを、健康な限り生涯現役でやっていきたい。年金をもらうまでは

多分ずっと、年金をもらっても、もらわなくても済むぐらいずっと働いていたい。 
お客様で 80 代半ばの方がいらっしゃるのですが、とてもすてきな女性で、その方が「幾つ
になっても洋服を自分で選ぶことを忘れてはいけない。女を捨ててはいけない」と言ってくだ

さって。だから、私も、70代の洋服の選び方だとかをコーディネートできたらなと思っていま
す。ずっととにかく働いていたいです。 
でも、どうしても年を取ってきて、フルタイムで出勤できなくなってきたら、収入が減りま

すので、微々たるものですが、個人年金をずっと掛けてはきています。私は本当に世間知らず

で、自分はずっと年金を納めてきて、実際自分は 70 歳になったときに幾らもらえるのだろう
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か、今知りたいそれが分からないじゃないですか。今分かっていたら、本当はもっと、個人年

金の金額をもう少し上げた方がいいのかなとか。生涯現役で仕事をしていたいのですが、若い

時からずっとそのまま掛け続けてはいるのです。自分には、それこそ株だとか証券だとか、資

産運用みたいなことは全く出来ないです。 
（小川） 現在の生活で、あるいは将来をお考えになる中で、例えば、行政に何かご要望があ

れば、一言ずつお願いできればと思います。それでは、ＤＤさんからいかがでしょうか。 
（ＤＤ） どれだけ自分の好きな仕事をやっていけるかなと考えたとき、その収入との兼ねあ

いがあると思うので、将来の年金額などが、今分かるようなシステムがあればうれしいです。

自分の中で身構えができるので、とてもありがたいのですが。難しいことなのかもしれません

が。国の保障分が明確に提示されていれば払いやすいですし、それ以上は負担できないからあ

とは個人で掛けてくださいというのも、それは将来設計の中で、自分の中でもしやすいことだ

と思うのです。 
（小川） ありがとうございます。では、ＣＣさん。 
（ＣＣ） 年金は、会社員はいやが応でも取られるものという感じです。結局、国の年金、あ

れだけ納めても絶対もらえないと思ったものですから、私はもう 13 年ぐらい前、バブルがは
じける前に、前納で 60 歳から受け取れるという個人年金にドカッと納めたのです。そのとき
は自分の蓄えの中からドカッと納めたつもりだったのですが、今考えると金額が年間 100万円
行かないのですよね。そのころは 65 歳からかなと思っていたのですが、まだ十何年前で、も
しかして結婚するかもしれないなと。そうしたら、子供にいちばんお金がかかるのが 60 歳ぐ
らいかなと思って、個人年金を 60 歳からもらうように、その時期に、何かの足しになるよう
にという感じでやったのですが、それだけでは足りないかなと思っています。 
もう今の状態だと、国に何か求めるというのは難しいかな。自分の老後は自分で守るしかな

いという感じで、特に期待するものはありません。ただ、医療費が高い。3 割というのはやは
り高いですね。老人は割と安いから、行かなくてもいいようなことでも行っちゃっているのか

なと。だから、本当に今の年金なんて、今の老人に私たちがあげているような形で、全然自分

のときには戻ってこないだろうなと思っています。 
（小川） では、ＢＢさん。 
（ＢＢ） 私の場合は、情報公開をもっとオープンにしてほしい。自己責任とか、あるいは、

しかたないから医療費を上げるとか、それは、国が自分たちの中で分かっている範囲でそんな

こと言っているけど、どうしてそうなったかという公開が常々ないから、突然言われて、とい

う感じじゃないですか。例えば、アメリカでは消費税 15％だよ、でも日本の消費税は 5％で安
いですよと。でも、アメリカでは消費税が 15％だというけど、日本ではそれこそ 3代で倒れる
ような相続税というのがあるじゃないですか。海外ではそんなものないわけですよ。消費税が

3％のとき、たしか医療費の関係で、老人が多くなるからということでした。そう言っておき
ながらなぜ今ごろになってまた医療って。要するに都合のいい理屈でかってに上げる。だから、

情報公開を徹底してほしいのです。常に、どんなことでも、税金をどうやって納めて、使って

いるかということをもっと分かりやすく。見ようとしたら隠さないで。そういうことなしで、

本当に国民にはすべて情報公開してもらいたい。 
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年金でも同じです。例えば、60歳になって、これだけ納めていればいくら年金がもらえると
いうのがあるじゃないですか。私も年金のことで退職するときに非常に気になったので聞いた

のです。そうしたら、60 歳で払うから、60 歳の一歩手前でないと計算できないから答えられ
ないというのですよ。でも、シミュレーションとかがあるのですから、これだけ給料をもらっ

ていて、こうなのですよということで計算をやってくれれば、アバウトでもいいから自分に当

てはめて、計算できるじゃないですか。私がやるから教えてくださいと言ったら、これは 60
歳の一歩手前まで来ないとだめなのですという考え方なのです。 
（小川） 分かりました。では、ＡＡさん、お願いします。 
（ＡＡ） 皆さんがおっしゃったことは本当に共感するばかりなのですが、私たちが年金をも

らう段階になったら、もうないと考えておいた方がいいのではないかと思っています。 
あと、先ほどもお話がありましたが、老後の問題もありまして、うちも認知症の老人を抱え

ているので、介護が必要ということになった場合にどのくらい利用できるのか、といのもあり

ます。介護認定のやり方も、何かいろいろなのですよね。そういうのを間近で見ていると、自

分がその年になったときのことを考えると、やはり心配になります。 
（Ｚ） 皆さんがおっしゃったことももちろんですが、私は今病院に通っていますので、医療

の質というのですか。ドクターがいないとか看護師さんが何とかとか、いろいろ聞くと、どこ

に税金が投入されているのだろうと、しわ寄せはやはりいちばん弱者の方に来ていると思いま

す。例えば、ドクターが足りないと、診察時間ももちろん少ないですけど、すごくおざなりと

いうか。すごく聞きたいことがあるのだけど、しょうがないよという感じです。 
（ＢＢ） 余談なのですが、ちょっと恥ずかしくて言えなかったけど（笑）。よく育児手当とか

いろいろありますでしょう。でも、それだったら独身手当みたいなもの、控除みたいなものは

ないのでしょうか（笑）。好きで一人になっているといえばそれまでのことですけど、子供を一

人産んだらどのくらい補助が出るとかいうじゃないですか。県営住宅なんかも、独身だと入れ

ないじゃないですか。何かのときにも、制限が、独身だと多いじゃないですか。どうしても多

数決みたいなものがあるのでしょうけど。 
（ＣＣ） この間、テレビで、独身税を取るとかいう話しが。 
（ＢＢ） 逆に、そういうのって失礼ですよね。だって、結婚すると二人じゃないですか。二

人で分担して生活していくのに、それで一人産まれたからといって、税金が安くなるでしょう。

長く独身でいるからご苦労さまと、少し控除額があってもいいような気がするのですけど（笑）。

だって、社会は冷たくなるのですもの。年を増すごとに。何か笑われちゃうけど、すごく前か

ら、そういうのってないのかなと思っていたのです。 
（小川） それでは、皆さま、今日はいろいろと興味深いお話しをありがとうございました。 
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 この度は本アンケート調査にご協力いただきまして誠にありがとうございます。 

 財団法人シニアプラン開発機構では、シニアの方々の豊かで実りある生活を実現するため、さまざまな調査研究を行っており

ます。 

 このアンケート調査もその一環で、将来への備えについて考える一助として、40 代～50 代の未婚女性の方々を対象に、現在

のお仕事を中心とする生活と将来の生活設計について、おうかがいすることを目的としています。したがいまして、本調査の主

旨をご理解のうえ、忌憚のないご意見をいただきますようお願いいたします。 

 なお、調査の結果は全て数字であらわされますので、皆様のお名前が出ることは決してありません。また後日、セールス等で

ご迷惑をおかけすることもございません。 

今回の調査にご協力いただくために、ささやかなお礼（図書カード 500 円）を同封いたします。どうぞ御笑納ください。 

 

                                                                   平成１７年１２月 

アンケート記入上のお願い 

 

● 次の諸点にご注意いただいたうえで、宛名のご本人がお答えください。12 月26 日（月）までに、投函ください。 

・本調査は、未婚の方のみを対象にしておりますので、既婚の方（事実婚も含む）は回答をなさらないでください。 

・回答は、すべてこの調査用紙に直接記入してください。 

・問１から順にお答えください。回答は、あてはまる番号に○をつけるところと、具体的に文字や数字をご記入いただく 

ところがあります。 

・ 質問によっては、一部の方だけにおたずねするものもあります。この場合は、おそれいりますが指示に沿ってお答え 

ください。 

     ・「その他」を選んだときは、番号に○をつけたうえで、（   ）内に具体的に記入してください。 

・ あなたご自身のお考えをお聞きするものですので、回答に際して他の方とご相談されることはご遠慮ください。 

・ 記入に際しては、なるべく濃いエンピツやポールペンをご使用くださいますようお願いいたします。 

 

● 調査実施機関 

財団法人シニアプラン開発機構 

〒105-0011 

東京都港区芝公園1-8-21 芝公園リッジビル 6F 

担当 ： 小川  真野 

 

● 調査に関する不明点の問い合わせ先 

 

 

 

 

 

 

 

財団法人 シニアプラン開発機構 

第２回 独身女性を中心とした女性の老後生活設計ニーズについての調査 

 
わたしたち㈱インテージは 
プライバシーマーク認定事業者です。 

プライバシーマークは、 
日本工業規格(JIS Q15001)に 
準拠し、個人情報について 
適切な保護措置を講ずる体制を

整備している事業者に対して付

与されるマークです。 
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ご記入いただいた方 

様 

ご住所等変更がある方のみご記入ください 
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Ⅰ お仕事について 

 

 

問 １  あなたは次のどれに該当しますか。（○はひとつ） 

 

 

 

NA  0.1 

＜問１で１に○がついた方のみにうかがいます＞ 

問 ２  あなたの現在のお仕事（従業上の地位）は次のどれに該当しますか。（○はひとつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NA  0.1 

＜問２で１～３・５～７に○がついた方のみにうかがいます＞ 

付問 ２-１  （問２で１～３の方へ） 従業員は、会社・団体全体で何人ぐらいですか。（○はひとつ） 

（問２で５～７の方へ） 雇い人はいますか、何人ぐらいですか。（○はひとつ） 

 

 

 

 

NA  2.1 

＜問２で１～８に○がついた方のみにうかがいます＞ 

付問 ２-２  現在のお仕事の内容は次のどれに該当しますか。（○はひとつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NA  3.2 

＜問１で１に○がついた方（現在、お仕事についておられる方）のみにうかがいます＞ 

付問 ２-３  （問２で１～４の方へ）  現在のおつとめ先の勤続期間はどのくらいですか。 

（問２で５～９の方へ）  現在のお仕事はどのくらい続けていますか。 

 

  年   ヶ月  

平均  11.2 年                                                                          NA  8.4 

 

 

１ 経営者・役員                                                                                  1.6 

２ 正規従業員                                                                                  49.7 

３ 非正規従業員 （パート、アルバイト、臨時雇い、契約社員・嘱託）                                     27.6 

４ 派遣社員 （付問２-２へお進みください。）                                                          7.3 

５ 自営業                                                                                       7.2 

６ 家族従業員                                                                                   1.6 

７ 自由業                                                                                       3.3 

８ 内職 （付問２-２へお進みください。）                                                              0.6 

９ その他（                                                ） （付問２-３へお進みください。）          0.9 

１ 0人            9.1  ４ 30～100人未満              15.7  ７ 1,000人以上                   13.6 

２ 1～5 人未満      10.3  ５ 100～300 人未満             12.6 ８ 官公庁                  4.3 

３ 5～30 人未満       17.1  ６ 300～1000 人未満            12.0 ９ わからない                     3.1 

１ 専門知識・技術をいかした仕事 （研究者、教員、看護士、栄養士、ｼｽﾃﾑ･ｴﾝｼﾞﾆｱ、ﾃﾞｻﾞｲﾅｰなど）           24.2 

２ 管理的な仕事 （課長以上の管理職。部長、課長など）                                                2.7 

３ 事務的な仕事 （管理・企画・販売・経理にかかわる事務、秘書など）                                   40.1

４ 営業・販売の仕事 （ｾｰﾙｽ、店員、ﾚｼﾞｽﾀｰ係、生命保険外交員、ﾃﾚﾌｫﾝｵﾍﾟﾚｰﾀｰ〔ｾｰﾙｽ・受注に関わるもの〕）11.5 

５ サービスの仕事 （理・美容師、調理師、ｳｴｲﾄﾚｽ、接客ｻｰﾋﾞｽ、家政婦など）                              9.2 

６ 農林漁業の仕事 （農家など）                                                   0.1 

７ 保安の仕事 （警備員、監視員など）                                               0.1 

８ 運輸・通信の仕事 （ﾊﾞｽ･ﾀｸｼｰ運転者、車掌など）                                      0.3 

９ 製造・技能・労務の仕事 （工員、ﾊﾟﾝ・菓子製造工、清掃員、配達員など）                         6.0 

10 その他（                                                            ）   2.3 

11 わからない                                                                                   0.2 

１ 現在、仕事についている （問２へお進みください。）                                                86.5 

２ 現在、仕事についていない （問３へお進みください。）                                  13.4 
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＜問２で３～９に○がついた方のみにうかがいます＞ 

付問 ２-４  １週間の労働日数と１日の実労働時間は次のどれに該当しますか。 

 

 

 

 

 

平均  4.9 日                                                    NA  3.3 

 

 

 

 

 

平均  6.8 時間                                                   NA  1.9 

付問 ２-５  現在のお仕事はどのようにみつけましたか。（○はひとつ） 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

NA  8.4 

付問 ２-６  あなたの現在のお仕事について、何かお悩みのことやご不満はありますか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

NA  7.7 

付問 ２-６-１  付問２-６でお答えいただいたお悩みのことやご不満の中で、最も大きいものはどれですか。 

            付問２-６でお答えいただいた番号より選んで記入してください。 

 

 

     

選択肢 ４：39.2 ２：11.8 ６：10.4                                         NA  0.8 

問 ３  あなたのこれまでのご職歴は次のどれに該当しますか。（○はひとつ） 

 

 

 

 

 

 

NA  0.7 

 

 

 

 

 

 

１ 労働時間が長い              12.3  ６ 雇用が不安定        17.1  11 特に不満はない        18.3 

２ 休暇がとれない、休暇が少ない 22.9  ７ 社会保険に入れない     9.7 

３ 仕事が多い              15.4  ８ 上司や同僚とあわない   11.9 

４ 収入が少ない                45.4  ９ 職場が遠い          8.0 

５ 仕事がつまらない          7.1 10 その他（         ）  10.3 

１ 学校の紹介で                                                                                 7.0 

２ 友人・知人の紹介で                                                                           20.6 

３ 親族・親せきの紹介で                                                                          6.3 

４ 公共職業安定所（ハローワーク）・人材あっせん会社・人材派遣会社などを通じて                       17.0 

５ 新聞広告・チラシや求人情報誌などで                                                            22.1 

６ インターネットの求人情報などで                                                                 1.3 

７ 自分が以前つとめていたところの紹介で                                           4.9 

８ その他（                                                           ）   12.3 

（２）１日の実労働時間（日によって異なる場合は平均的な時間数）（○はひとつ） 

１ 1 時間未満                 0.2  ４ 5～7 時間未満            25.9  ７ 10～12 時間未満            2.8 

２ 1～3 時間未満              4.2  ５ 7～8 時間未満            36.3  ８ 12 時間以上                0.2 

３ 3～5 時間未満             11.8  ６ 8～10 時間未満           16.5                      

 

（１）１週間の労働日数 （週によって異なる場合は平均的な日数） 

 

 日 

 

１ 最初の仕事は現在と同じ（正規従業員かパートかなどの従業上の地位も同じ） （問５へお進みください。）   33.8 

２ 最初の仕事は現在と異なる（正規従業員かパートかなどの従業上の地位が変わった場合も含む） 

（付問３-１へお進みください。）   52.1 

３ 現在は無職であるが、過去に仕事についていた （付問３-１へお進みください。）                        12.2 

４ 今まで仕事についたことがない （問４へお進みください。）                                1.2 
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＜問３で２・３に○がついた方のみにうかがいます＞ 

付問 ３-１  あなたが最初についたお仕事（従業上の地位）は次のどれに該当しますか。（○はひとつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NA  0.5 

＜問３で２・３に○がついた方のみにうかがいます＞ 

付問 ３-２  （付問３-１で１～４の方へ）  最初のおつとめ先の勤続期間はどのくらいでしたか。 

（付問３-１で５～９の方へ）  最初のお仕事はどのくらい続けましたか。 

 

  年   ヶ月 

平均  6.4 年                                                                           NA  3.2 

＜問３で２・３に○がついた方のみにうかがいます＞ 

付問 ３-３  あなたのキャリアは、お仕事をはじめられてから現在まで、次のどれに該当しますか。（○はひとつ） 

 

 

 

 

 

 

 

NA  3.4 

＜問３で２・３に○がついた方のみにうかがいます＞ 

付問 ３-４  あなたの最初のおつとめ先、あるいはお仕事をおやめになったのは、どのような理由からですか。 

（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

NA  6.8 

＜問３で３・４に○がついた方（現在、無職の方）のみにうかがいます＞ 

問 ４  現在、お仕事についておられないのはなぜですか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

NA  15.6 

 

１ 自分が仕事につかなくても、生活できるから                                        22.2 

２ 事業の後継者ができたから                                                   0.0 

３ 希望する仕事につけないから                                                 26.7 

４ 仕事をするには体がきついから                                                29.6 

５ 親などの介護で手が離せないから                                              21.5 

６ その他（                                                                                  ）  12.6 

１ 経営者・役員                                                                                  0.2 

２ 正規従業員                                                                                  79.6 

３ 非正規従業員 （パート、アルバイト、臨時雇い、契約社員・嘱託）                                     13.0 

４ 派遣社員                                                                                     0.5 

５ 自営業                                                                                       0.8 

６ 家族従業員                                                                                   1.4 

７ 自由業                                                                                       1.1 

８ 内職                                                                                         0.3 

９ その他（                                                                                   ）  2.8 

１ 経営不振、倒産、閉鎖、人員整理などで                                           12.0 

２ 病気、けがなどで                                                          9.9 

３ 親の介護など家庭のつごうで                                                                   10.3 

４ 仕事の内容や職場に不満があったので                                                          36.9 

５ 働く必要がなくなったので                                                                       2.3 

６ ほかに適当な仕事があったので                                                12.8 

７ その他（                                                                                  ）  20.0 

１ 概ね（10年程度以上）、１つの企業団体などの組織につとめてきた                                    16.5 

２ つとめ先は変わったが、概ね（10 年程度以上）、同じような領域の仕事をずっとしてきた                  36.7 

３ つとめ先が変わるごとに、異なる領域の仕事をしてきた                                             34.7 

４ 概ね（10 年程度以上）自営である                                                                 3.5 

５ 仕事を概ね（10 年程度以上）中断した                                                             3.2 

６ その他（                                                                                   ）  1.9 
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付問 ４-１  現在、お仕事についておられない期間はどのくらいですか。 

 

  年   ヶ月 

平均  6.2 年                                                                          NA  16.3 

＜全員の方にうかがいます＞ 

問 ５  今後、お仕事についてどのようにしたいと考えていますか。（○はひとつ） 

 

 

 

 

 

  

 

NA  2.2 

＜問５で 1～４に○がついた方のみにうかがいます＞ 

付問 ５-１  あなたはおいくつまで働くつもりですか。 

 

  歳 

平均  61.7 歳                                                                          NA  4.8 

 

Ⅱ ご家族・家計について    

 

 

＜全員の方にうかがいます＞ 

問 ６  あなたの世帯の人数は、あなたを含めて全部で何人ですか。（○はひとつ）                                 

 

 

 

 

平均  2.4 人                                                                           NA  0.3 

＜問６で２～９に○がついた方のみにうかがいます＞ 

付問 ６-１  現在、あなたはどなたと一緒にお住まいですか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

NA  0.1 

問 ７  現在、世帯の中で生計維持の中心となっておられる方はどなたですか。（○はひとつ） 

 

 

 

NA  1.0 

＜問７で２に○がついた方のみにうかがいます＞ 

付問 ７-１  生計維持の中心の方のあなたからみた続柄は次のどれに該当しますか。（○はひとつ） 

  

 

 

NA  0.7 

 

 

 

１ 現在の仕事を継続したい                                                                       54.4 

２ 適当な仕事があれば転職したい                                                26.4 

３ 現在は無職であるが、適当な仕事をさがしている                                                   7.5 

４ 仕事をすることをやめたい                                                    2.8 

５ 今後も、仕事につくつもりはない                                                 3.7 

６ その他（                                                                                   ）  3.1 

 

１ 親                                         77.4  ４ 親せき                           2.9 

２ 兄弟姉妹                                   25.3  ５ 友人                                      0.6 

３ 恋人                                        2.2  ６ その他（                               ）  20.0 

１ 1人 （問７へお進みください。）32.1  ４ 4人                     8.5  ７ 7人                        0.8 

２ 2人                 25.3  ５ 5人                     2.7  ８ 8人                        0.3 

３ 3人                 28.2  ６ 6人                1.5  ９ 9人以上                    0.3 

１ 自分自身 （問８へお進みください。）                                              57.2 

２ 自分以外の人                                                                                41.8 

１ 親                                         82.7  ３ 恋人                                      1.4 

２ 兄弟姉妹                                   12.6  ４ その他（                                ）  2.6 
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問 ８  あなたの世帯の、お仕事以外の収入も含めた世帯全体の過去１年間の収入（税込）は次のどれに該当しますか。 

（○はひとつ） 

 

 

 

 

NA  5.3 

付問 ８-１  あなたの世帯の収入源は次のどれに該当しますか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

NA  2.0 

＜問１で１に○がついた方（現在、お仕事についておられる方）のみにうかがいます＞ 

付問 ８-２  あなたご自身のお仕事から得られる過去１年間の収入（税込）はいくらでしたか。一万円単位でご記入 

ください。 

 

      万円 

平均  339.0 万円                                                                       NA  14.1 

問 ９  あなたは、現在次の年金に加入していますか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

NA  1.1 

問 10  現在、あなたの世帯の１か月の生活費（扶養・住宅ローン支払・医療・教養・娯楽費などを含む）は平均して次の 

どれに該当しますか。（○はひとつ） 

 

 

 

NA  3.7 

付問 10-１  現在、住宅ローンのお借り入れはありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ なし              0.9 ４ 200～300 万円未満 18.1 ７ 500～600 万円未満 11.8 10 1,000～1,500 万円未満4.0 

２ 100 万円未満      3.6 ５ 300～400 万円未満 14.2 ８ 600～800 万円未満 13.4 11 1,500 万円以上       1.9 

３ 100～200 万円未満 9.0 ６ 400～500 万円未満 11.6 ９ 800～1,000 万円未満6.3 

１ 10万円未満             12.5  ３ 15～20万円未満          30.4  ５ 25～30万円未満              12.0 

２ 10～15万円未満        19.6  ４ 20～25万円未満          15.6  ６ 30万円以上                   6.3 

１ ない （問11 へお進みください。）                                        84.2 

２ ある                                                           9.6  NA  6.2 

（１） お借入の額はいくらでしたか。百万円単位でご記入ください。 

 

      百万円 

平均  19.9 百万円                                                             NA  5.2 

（２） 年間のご返済額はいくらですか。一万円単位でご記入ください。 

 

      万円 

平均  98.0 万円                                                               NA  3.1 

（３） 住宅ローンが支払い終わるまで、あと何年ありますか。 

 

  年 

平均  17.2 年                                                                 NA  6.2 

１ 自分の仕事の収入                        81.4  ５ 生活保護                                     0.7 

２ 同居の方の仕事の収入                    21.8  ６ その他（      ）   5.4 

３ 年金収入                                39.4  ７ 特にない                                     1.4 

４ 不動産収入                               8.1 

１ 国民年金                                39.5  ５ 個人年金保険                                43.8 

２ 厚生年金                                54.2  ６ その他の年金（                             ）  1.9 

３ 共済年金                                 4.9  ７ 何か分からないが加入している                  2.0 

４ 企業年金 （適格年金、厚生年金基金など）   10.0  ８ いずれも加入していない                        2.7 
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問 11  現在、老後の生計資金のため、どのような方法で資産形成をされていますか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

NA  2.6 

＜問11 で１～９に○がついた方のみにうかがいます＞ 

付問 11-１  問11 でお答えいただいた資産や貯蓄の合計額はおよそいくらですか。百万円単位でご記入ください。 

 

      百万円 

平均  23.0 百万円                                                                      NA  19.4 

 

Ⅲ お住まい 

 

 

問 12  あなたの現在のお住まいは次のどれに該当しますか。（○はひとつ） 

 

 

 

 

 

NA  2.6 

付問 12-１  お住まいをお借りになったり、ご購入される際にお困りのこと、お困りになったことは何かありますか。 

（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

NA  13.0 

付問 12-２  お住まいでお困りのこと、お困りになったことは何かありますか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NA  1.6 

 

１ 自分の持ち家                             27.9  ５ 公団・公社の賃貸住宅                         3.7 

２ 親の家に同居                             33.7  ６ 社宅                                        0.8 

３ 親以外の兄弟姉妹・親せきの家に同居         2.0  ７ 公営住宅・公的施設                           3.9 

４ 民間の賃貸住宅                           23.6  ８ その他（                         ）  1.9 

１ 家賃が高い                                                             23.5 

２ 保証人が必要である                                                                         15.6 

３ 住宅ローンを借りにくい                                                                         6.7 

４ その他 （過去のご経験も含めてご自由にお書きください）                                            4.0 

 

 

５ 特にない                                                                                    52.8 

１ 預貯金                    64.8  ５ 株式                   14.5  ９ その他（                 ）   2.6 

２ 生命保険・簡易保険         50.0  ６ 債券                    7.0  10 何もしていない             18.4 

３ 損害保険                   9.2  ７ 財形貯蓄                8.0 

４ 個人年金保険              39.0  ８ 外貨預金                5.9 

１ 古い                                                                 35.0 

２ 手狭である                                                             20.3 

３ 最寄りの電車の駅からとおい                                                            11.7 

４ 日あたりが悪い                                                                               13.3 

５ 帰宅までの道が暗い                                                                           8.2 

６ 近隣の騒音がうるさい                                                       9.1 

７ 空気が汚い                                                                                   5.1 

８ 治安が悪い                                                             3.3 

９ 買い物などの日常生活で不便                                                  9.6 

10 近所に病院がない                                                                             4.2 

11 その他 （過去のご経験も含めてご自由にお書きください）                                           10.7 

 

 

12 特にない                                                                                    34.4 
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問 13  老後のお住まいはどのようにされますか。（○はひとつ） 

 

 

 

NA  0.4 

＜問13 で２に○がついた方のみにうかがいます＞ 

付問 13-１  老後のお住まいについてどのようにお考えですか。（○はひとつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

NA  4.7 

問 14  老後のお住まいでは、どなたと暮らすことを考えていますか。（○はひとつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NA  1.6 

 

Ⅳ いまの生活 

 

 

問 15  現在のあなたの健康状態は次のどれに該当しますか。（○はひとつ） 

 

 

 

 

NA  0.2 

問 16  あなたが日頃の生活の中で、最も充実感を感じるのはどのような時ですか。（○はひとつ） 

 

 

 

 

 

 

 

NA  0.8 

 

 

 

 

 

 

１ 仕事にうちこんでいる時                    13.1  ７ 恋人と雑談している時                   5.1 

２ 勉強や教養などに身を入れている時          5.8  ８ 社会奉仕や社会活動をしている時            2.0 

３ 趣味やスポーツに熱中している時           21.7  ９ ひとりでいる時                        4.8 

４ ゆったりと休養している時                  19.6  10 その他（                                  ）  2.3 

５ 家族団らんの時                     7.4  11 特にない                                    6.5 

６ 友人と会合、雑談している時            10.9 

６ 友人と会合、雑談している時 

１ 非常に健康                               18.2  ４ 注意する点があり、日常生活に支障がある       3.4 

２ まあ健康                                 48.0  ５ 病気がち、療養中                             3.3 

３ 注意する点はあるが、日常生活に支障はない  27.0 

１ 将来持ち家を自分で購入するつもりである                                                        25.7 

２ 親族から持ち家を相続する見込みである                                          13.6 

３ 賃貸住宅（ｺﾚｸﾃｨﾌﾞﾊｳｽなどを含む）に住むつもりである                                 25.2 

４ 自立型住まい（終身利用の有料老人ホームなど）に住むつもりである                         10.3 

５ 親族の家に同居するつもりである                                                                5.1 

６ 恋人の家に同居するつもりである                                                3.3 

７ その他（                                                                                  ）  12.1 

１ 現在の住まいにそのまま住みつづける       38.6  ３ その他（                                   ）  1.1 

２ 転居するつもりである                      21.2  ４ わからない                                  38.7 

１ 1 人で暮すつもりである                                                      32.5 

２ 親と暮すつもりである                                                                          12.3 

３ 兄弟姉妹と暮すつもりである                                                                     8.5 

４ 恋人と暮すつもりである                                                                         5.9 

５ 友人と暮すつもりである                                                                         1.4 

６ 親せき（甥や姪など）と暮すつもりである                                                           0.7 

７ 親族以外の人と生活の一部を共有しながら暮すつもりである（ｺﾚｸﾃｨﾌﾞﾊｳｽなど）                   1.8 

８ その他（           ）   2.3 

９ わからない                                                                                  33.0 
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問 17  次のそれぞれの方々と、現在どの程度親しくお付き合いされていますか。（○はそれぞれひとつずつ） 

  いない 非常に親しい まあ親しい あまり親しくない 全く親しくない 

（１）同居の方        NA  12.6 25.6 41.6 18.8 1.3 0.2 

（２）同居以外の方 

 ①家族    NA  14.5 11.0 39.0 29.5 4.6 1.5 

 ②親せき  NA  11.9 1.1 9.9 41.4 27.7 8.0 

 ③恋人    NA  17.7 47.4 15.0 14.7 2.7 2.6 

 ④現在の職場の同僚 

NA  14.1 

14.3 7.3 46.5 15.0 2.8 

 ⑤友人    NA  11.7 0.7 32.5 47.2 7.1 0.7 

 ⑥近所の人NA  12.9 ― 4.4 31.5 32.4 18.8 

 

問 18  あなたは、次の生活のそれぞれの面ではどの程度満足していますか。（○はそれぞれひとつずつ） 

 あてはまらない 非常に満足 まあ満足 やや不満 非常に不満 

（１）仕事の内容       NA  3.8 11.6 7.2 51.8 21.0 4.6 

（２）職場の人間関係   NA  3.7 15.2 7.3 49.7 19.3 4.8 

（３）収入             NA  3.1 7.4 1.9 28.7 39.5 19.4 

（４）資産・貯蓄        NA  3.3 4.3 1.8 25.7 37.4 27.6 

（５）趣味やスポーツ活動NA 3.3 6.9 10.6 50.6 21.4 7.1 

（６）家族             NA  2.8 4.4 26.6 53.2 10.9 2.2 

（７）友人             NA  3.2 3.0 25.6 60.3 7.3 0.6 

（８）恋人             NA  6.9 48.8 11.0 21.4 9.3 2.5 

（９）地域・近隣の人間関係 

NA  3.1 

13.0 4.3 57.0 18.8 3.8 

 

問 19  現在のあなたの生活を全体的にみて、どの程度満足されていますか。（○はひとつ） 

 

 

NA  2.2 

問 20  あなたが不安を感じているのはどのようなことですか。あてはまるもの上位２つを選んでください。 

１位 

 

 ２位  

選択肢 １：25.0 １０：20.0 ２：18.6  NA 7.0 選択肢 １０：27.3 ２：14.8 １：14.2  NA 14.7 

＊下の選択肢より選んで記入してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 21  あなたは今後結婚したいとお考えですか。（○はひとつ） 

 

 

 

NA  1.3 

問 22  あなたのお宅には、病気・介護などで援助が必要な方がいらっしゃいましたか、あるいは現在いらっしゃいますか。 

（○はいくつでも） 

 

 

 

NA  1.1 

１ すでに結婚相手が決まっている                4.6  ３ 結婚するつもりはない                       45.6 

２ 適当な人がいたら結婚したい                 48.5 

１ いない （問23 へお進みください。）            73.8  ３ 兄弟姉妹                                   1.7 

２ 親                                        21.5  ４ その他（                         ）  3.4 

 

１ 健康のこと                                       ７ 恋人がいないこと 

２ 生活費のこと                                     ８ 適当な趣味がないこと 

３ 安心して住める住宅がないこと                ９ 雇用が不安定なこと 

４ 親、兄弟姉妹に先立たれること                10 先行きに対する漠然とした不安感 

５ 面倒をみてくれる人がないこと                11 その他（                          ） 

６ 適当な話し相手がないこと                   12 特に不安を感じない 

 

１ 非常に満足している  4.0  ２ まあ満足している  63.7  ３ やや不満である  25.4  ４ 非常に不満である  4.8 
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＜問22 で２～４に○がついた方のみにうかがいます＞ 

付問 22-１  主にどのような対処をされましたか、あるいは現在されていますか。（○はひとつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NA  1.6 

問 23  あなたの親が病気・介護などで援助が必要になった場合、主にどのような対処をされますか。（○はひとつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NA  5.0 

 

Ⅴ 老後の生活 

 

 

問 24  あなたは 60 歳以降（退職後）の生活設計について考えていますか。また、考えはじめたのはいつ頃からですか。 

      （○はひとつ） 

 

 

 

 

NA  1.0 

問 25  60 歳以降（退職後）、あなたの１か月の生活費（扶養・住宅ローン支払・医療・教養・娯楽費などを含む）は 

どのくらいだと思いますか。（○はひとつ） 

 

 

NA  1.9 

問 26  60 歳以降、あなたはどのようにして生計を立てようとお考えですか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

NA  0.7 

１ 仕事をやめて自分で介護                                                                      12.4 

２ 会社の介護休業制度などを利用し自分で介護                                                      8.9 

３ 同居家族が介護                                                          15.0 

４ 親せきが介護                                                                                 1.6 

５ ホームヘルプサービス、訪問看護などの在宅介護を利用                                           23.1 

６ 公的介護施設（特別養護老人ホーム・老人保健施設など）に入所                                      7.9 

７ 介護付き有料老人ホームに入所                                                1.7 

８ 病院に入院                                                             9.4 

９ 家政婦を雇用                                                            0.2 

10 親はいない                                                                                  10.7 

11その他（                                                                                   ）  4.1 

１ 10万円未満             18.3  ３ 15～20万円未満          34.6  ５ 25～30万円未満               6.5 

２ 10～15万円未満       26.5  ４ 20～25万円未満       10.2  ６ 30万円以上                   2.0 

１ 仕事による収入                            44.1  ７ 預貯金                                     54.4 

２ 公的年金 （国民年金、厚生年金、共済年金）   71.1  ８ 親族からの支援                      3.0 

３ 企業年金 （適格年金、厚生年金基金）       12.2  ９ 生活保護                           3.1 

４ 個人年金 （個人年金保険、簡易保険など）     38.5  10 その他（                        ）   1.3 

５ 不動産収入                                7.1  11 わからない                         8.6 

６ 利息・配当金収入                           6.6 

 

１ まだ考えていない        43.5  ４ 35～39 歳                10.4  ７ 50～54 歳               7.5 

２ 20 歳代             2.6  ５ 40～44 歳                15.4  ８ 55 歳以降                2.3 

３ 30～34 歳               5.4  ６ 45～49 歳            12.0 

１ 仕事をやめて自分で介護                                                    16.2 

２ 会社の介護休業制度などを利用し自分で介護                                                     4.7 

３ 同居家族が介護                                                                              28.9 

４ 親せきが介護                                                                                 1.6 

５ ホームヘルプサービス、訪問看護などの在宅介護を利用                                           15.0 

６ 公的介護施設（特別養護老人ホーム・老人保健施設など）に入所                            4.0 

７ 介護付き有料老人ホームに入所                                                1.2 

８ 病院に入院                                                                                  20.6 

９ 家政婦を雇用                                                                                 0.0 

10 その他（                                                                                  ）  6.4 
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問 27  60 歳以降（退職後）、あなたご自身が万一病気・介護などで援助が必要になった場合、どのような対処を 

されますか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

NA  3.4 

 

Ⅵ 行政に望むこと 

 

 

問 28  あなたご自身のいまの生活や老後の生活について、国や自治体に望まれる政策や対策は何かありますか。 

何でも結構ですのでご自由にお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅶ ご自身について 

 

 

問 29  あなたの年齢はおいくつですか。 

 

  歳 

平均  47.3 歳                                                                          NA  0.0 

問 30  あなたには配偶者（事実婚も含む）がいらっしゃいますか。（○はひとつ） 

 

 

NA  0.0 

問 31  あなたの居住地をご記入ください。 

 

 

東京都：25.8  大阪府：9.9  神奈川県：7.5                                                NA  2.2 

問 32  あなたが最後に卒業された学校は、次のどれに該当しますか。（○はひとつ） 

 

 

NA  0.4 

 

 アンケートは終了です。記入モレがないことをご確認の上、投函ください。ご協力ありがとうございました。    

１ 中学校     2.5  ２ 高等学校  37.0  ３ 短大・専修学校  38.1  ４ 大学・大学院  21.7  ５ その他（   ）  0.3 

                              都道府県                              市区町村 

１ 自宅でホームヘルプサービス、訪問看護などの在宅介護を利用する                                  37.7 

２ 親族に介護してもらう                                                                          10.3 

３ 友人に介護してもらう                                                                           1.1 

４ 公的介護施設（特別養護老人ホーム・老人保健施設など）に入所する                         38.7 

５ 介護付き有料老人ホームに入所する                                             15.9 

６ 病院に入院する                                                          31.8 

７ その他（                                                                             ）  5.1 

 

（１）いまの生活について 

 

 

 

 

（２）老後の生活について 

 

 

 

 

 

１ いる                                      0.0  ２ いない                                      100 
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財団法人シニアプラン開発機構は… 
  

厚生労働省、企業年金連合会および民間企業の協力により昭和62年（1987年）11月に設立された財

団です。当財団では、概ね 50歳以上の企業在職者および企業退職者の方々を＜シニア＞と位置付け、
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